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Phaseφ







　部屋に入るなり、即座に鍵かぎを閉める。

　暗い部屋に明かりを灯ともす事もせず、ベッドのシーツの中に飛び込んで身を隠かくした。

　部屋の外からは、未いまだに口論を続けている両親の声が聞こえてくる。

　その声に耳を塞ふさぎ、瞼まぶたを閉ざした。すると目の前には、何も見えない暗くら闇やみが完成する。

　煩わずらわしい世間も、くだらない自分も存在しない無の空間だ。その暗闇こそが、自分にとって何よりも心地の良い居場所だった。

　だがそんな優しい闇の中でさえ確かに感じる……父親に叩たたかれた頰ほおの痛み。

　ひりついた痛みに呼応するよう、自分の頰を涙が伝っていくのを感じた。

　────どうして自分は、こんなにも不完全なのだろう。

　これまで幾いく度どとなく自分自身に問い続けてきた疑問だ。

　自分が天才ではない事など知っている。だからこそ努力によって、天才を凌りよう駕ができるのだと信じ続けてきた。研けん鑽さんを重ね続ける事で、自分はこの世の誰よりも優秀で完かん璧ぺきな人間になれる。

　努力は報むくわれるはずだと信じて疑わなかったのだ。

　それなのに……。

　どんなに勉強しても、些さ細さいな間違いで満点の取れないテスト。

　どんなに練習しても、本番で１等になれない競争。

　いくら足あ搔がいたところで、自分は頂点には辿たどり着けない。１番にはなれないでいる。

　99点では駄目なのだ。

　２等では駄目なのだ。

　だから両親は、「どうしてお前はそんなに愚おろかなのだ」といつも言う。

　現に今だって両親は、部屋の外でその事を嘆き続けているのだ。

　我が子に完璧な人生を望んでいる両親は、いつも完璧になれない我が子に、失望しかけているのかもしれない。それは悲しい事だが、同時に仕方がない事だとも思っていた。

　だって自分が生まれついた時から、この世界は弱者に対して優しくなど出来ていないのだ。

　弱者は強者に勝てない。

　たったそれだけの単純なルール。

　自分は両親からそれを学んだ。

　弱者は、強者から蔑さげすまれようが、搾さく取しゆされようが、何の抵抗も出来ずに蹂じゆう躙りんされるしかない運命なのだ。１番になれない時点で、この世には自分よりも価値のある、優れた他人が存在するという事を意味しているではないか。

　つまりそれは、この世に自分を蹂躙する資格を持った何者かがいるという事なのだ。

　１番でなければ、蔑さげすまれても仕方がない。

　１番でなければ、搾さく取しゆされても仕方がない。

　１番でなければ……殺されたって仕方がないのだ。

　どうして自分が１番ではないのだろう。

　蔑まれたくなどない。搾取されたくなどない。殺されたくなどない。

　それなのに自分は、絶望的なまでに弱者としての立場にある。

　その事が恐ろしくて。それを認めたくなくて。いつだって気が狂いそうになる。

　すすり泣く声が漏もれてしまう。

　情けなくて、悔くやしくて、唇くちびるに突つき立てた小さな犬歯の先端から、温かい血の味が滲にじんでいく。

　完かん璧ぺきな人間になりたい。

　完璧な人間でなければ、幸せになどなれない。

　何なに者ものにも劣らず。何者にも譲ゆずらず。何者にも屈くつせず。何者にも属さない。

　何者にも傷付けられない、そんな完璧な人間でありたい。

　そうなれた時にこそ、きっと自分は救われるのだ。

　終わらない両親の口論を耳にしながら、流れる涙はいつまでも止まらなかった。

　その時はただ、現実から逃とう避ひするための眠りにつくまで。







プロローグ







　やがて、空が黒色を増す時間。

　お辞じ儀ぎをするように項うな垂だれた電灯に、明かりが灯ともる。

　淡い暖色の光が、音も無く学内を照らし出した。

　都内のコンクリートジャングルの中に、オレが通っている大学は存在していた。




　大学の正面口から校舎までは広大な広場になっている。その広場に植林された木々は紅葉を始めており、この時間は普段からライトアップされていた。

　人のいない夜の広間を、１人で息を切らせて駆かけていた。

　目的の場所は、学内の最さい奥おう部ぶに位置している研究棟とうだ。

　先生方の研究室や、実験施設が集められた建物である。

　しばらく駆けた先に、やがて見慣れたその建物が見えてくる。５階建ての、横長いコンクリ製の建造物だ。その３階。オレが目指している研究室は、そこにある。

　建物を見上げてみるが、研究室の窓には明かりが灯っていない様よう子すだった。

「……やっぱりおかしい……！」

　震ふるえる喉のどで呟つぶやいた。

　今夜は卒業研究の実験のために、４年生達が先生と一いつ緒しよに泊まり込んでいるはずだった。

　無人ではないはずの研究室に、何な故ぜ明かりが灯っていないのだろうか。真っ先に思い浮かぶのは、夜食の買い出しで留守という可能性。もしくは実験が中止になった可能性もあるだろう。

　普段なら、そんな安易な推測でも納得する事が出来たに違いない。

　しかし……今日に限って、それは無理な話だったのだ。

　焦しよう燥そう感に駆られながら、オレは建物の周囲を回り込み、研究棟の正面玄関へと向かう。一刻も早く、研究室の様子を確認したい思いが強かった。そうしなければならないという、まるで使命感に突つき動かされているかのようだ。

「急がないと……！」

　こんな夜遅くに、大学へやって来る切きっ掛かけになったのは……研究室の先せん輩ぱいから入った、１本の電話のせいである。オレは自宅で風ふ呂ろに入っていたため、その電話を取る事が出来なかった。だが先輩は、オレの携帯電話に留守番メッセージを残していたのだ。

　録音されていたメッセージを再生すると────先輩の〝断だん末まつ魔まのような悲鳴〟が轟とどろいた。

　受話口を耳に押おし当てていたオレは、予期せぬその悲鳴に驚きよう愕がくせざるをえなかった。

　おそらく先輩は、送話口で思い切り叫んだのだろう。悲鳴は音割れしていた。

　最初はオレを脅おどかすための冗談ではないかとも考えたが……電話をかけてきた先輩は、喩たとえ酒を飲んでいたとしても、悪ふざけをするような人ではないのだ。

　何よりも……冗談のようには聞こえない程ほどの、鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きを感じたのだ。

「先せん輩ぱい、今夜はここに泊まり込んでいるはずだったよな……！」

　呟つぶやく。

　オレは研究棟とうの玄関脇わきにあるカードリーダーへ、学生証を通す。

　オートロックが開いた扉を開け、エレベーターホールを目指して廊下を駆かけた。

　何なに事ごともなければ、それで良いのだ。

　この行動の全てが、無む駄だ足あしに終われば良い。

　そう願いながら、オレは薄暗い電灯に照らされた長い廊下を駆け抜ける。

　辿たどり着いたエレベーターホールでエレベーターに乗り込み、３Ｆのボタンを連打した。

　扉が閉まった後に僅わずかな浮ふ遊ゆう感かんを感じ、すぐにエレベーターは３階へと着いた。

　エレベーターの扉が開いたところで、思わず顔をしかめてしまう。

「……何だ、この臭におい」

　廊下に充満してる異い臭しゆうに気が付いたのだ。濃厚な鉄てつ錆さびに似た臭い。

　擦すり剝むいた傷口から嗅かいだ事のあるこの臭いは────血の臭いだ。

　廊下に漂ただよう臭いに、足が竦すくんだ。

　臭いだけのせいではない。周囲の雰囲気が、異様に重たく感じられるのだ。

　３階の廊下は、１階廊下のように天井に照明が灯ともっていない。近くの壁かべに設置されていた照明スイッチを操作しても、明かりを点つける事は出来なかった。停電しているのだろうか。

　不安な気持ちに苛さいなまれながらも、オレは足を進める事にした。

　携帯電話のＬＥＤ照明を点灯させ、暗い廊下を白く照らし出す。

　やがて進んだ先に、見慣れた研究室の扉が見えた。

　ドアノブを摑つかんで回してみると、鍵かぎがかかってない事が手て応ごたえでわかった。外出しているのだとしたら、施せ錠じようを忘れている事になるが……オレは扉を引いて開けた。

「…………！」

　あまりにも現実離れした目前の光景に、オレは言葉を失って立ち尽つくす。

　携帯のＬＥＤ照明によって照らし出された研究室内。入り口付近の壁へき面めんには、おびただしい血が付着しているのが確認できる。それどころか、灰色の天井から書しよ棚だなやデスクまで、目に付くあらゆる場所が血で赤く染そまっている。

　いったい誰の血だ。

　いったいここで何が起きた。

　即座に無数の疑問が頭中を埋め尽くそうとする。

　だが目の前の凄せい惨さんな状況に気け圧おされたオレは、マトモに思考する事など出来ない。それでもオレは気が付いてしまう。暗い血の海と化した室内に、１つの人影が蠢うごめいている事に。

「そんな…………先せん輩ぱい……？」

　部屋の中心。血まみれの床の上に、オレに留守電を残した先輩の姿すがたがあった。

　こちらの呼びかけに反応しない先輩。ルーズリーフの束をぶちまけたのだろうか。床に散らばったＡ４サイズの紙の上に、夢中で何かを書き綴つづっている様よう子すだった。何を書いているのかはよく見えないが……インクとして使っているのは、どうやら床一面に広がっている誰かの血だ。

　先輩は血濡ぬれた指先で、何枚も何枚も、紙に何かを書き殴なぐっていた。

「先輩……冗談やめてくださいよ……何してんですか、こんなとこで……？」

　恐る恐る、歩み寄る。

　先輩に近づくと、手にしていたＬＥＤ照明がその横顔を照らし出す。

　ニタニタと不ぶ気き味みに笑っていた。唾だ液えきを垂らした狂きよう人じんのような顔で。

「ひっ！」

　オレは先輩の表情に背せ筋すじが凍こおる。小さな悲鳴を漏もらして、その場で腰こしを抜かしてしまった。床に突いた手の平に、暖かい液体の感触があった。その気色悪い手触りを拭ぬぐい去ろうと擦こすり付けたシャツに、赤い染しみが付着する。

「ひっひいい！」

　何もかもが恐ろしく感じ、混乱したオレは血だまりの上を転ころげた。

　鼓こ動どうが荒くなる。眼球が血走る。そうして転げた先に、奇妙なモノを発見してしまう。

　────死体だった。

　下した顎あごから上の頭部。そして手足。遺い体たいはそれらを失っている。ダルマのようになった胴どう体たい部分だけがデスクチェアに着座した状態だ。

　いつもそのデスクチェアに座っているのは、この研究室では、ただ１人だけである。

「……ああああそんな……黒くろ土と先生……？」

　惨むごたらしい姿に変わり果てた恩師の名を、オレは力なく呼んだ。

　遺体の胴体部分は、あちこちが大小のＵ字の形に抉えぐり取られている。まるで狼おおかみの口で喰くいちぎられたような痕こん跡せきである。それなのに、傷口には歯形の１つも見当たらない。頭部や手足の傷口も同じようになっており、この場に人間を丸吞のみ出来るサイズの狼でもいたのではないかと思う程ほど、鮮やかなＵ字型に損そん傷しようしている。遺体の周囲には、遺体の頭部や手足が転がっている様子はなかった。

　特徴的なＵ字型の傷口。

　知っていた。

　ここ１週間。毎日のようにテレビで報道され、世間を騒がせている事件がある。

　連続Ｕ字型殺人事件────その手口にそっくりだ。

　被害者の遺体に残されたＵ字型の傷が、まるで獣けものに食い荒らされたかのように凄せい惨さんである事から、インターネットでは別の呼び方でも呼ばれているのだ。

「……〝連続食人事件〟……！」

　自分がその事件現場に出くわしてしまう事になるなんて、考えてもなかった。

　みっともなく泣き出したくなる。

　恐かった。逃げ出したくなる。

　徐じよ々じよに理性が失われているのだろうか、思考がまとまらずに霧む散さんし始めていた。

　来なければ良かったと、今いま更さらになって後悔している。

　いや、後悔していない？　後悔している？　後悔していない？　している？

　もう遅い。もう遅い。もう遅い。もう遅い。もう遅い。もう遅い。

　遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。遅い。

「……ひひひ」

　涙で歪ゆがんでいく視界。恐怖で強こわ張ばっていく表情。

　それなのに自らの唇くちびるだけは笑みを作り、笑い声を漏もらし始めてしまう。

　自分でも驚いた。何せ可お笑かしくて仕方がない。笑わずにはいられない気分になっているのだ。

　突とつ如じよとして沸わき立ってくる、得え体たいの知れない高こう揚よう感。

　恐怖で思考停止に陥おちいろうとしていたオレの脳内は、冷水を流し込まれたかのように、澄んで透すき通っていくではないか。まるで自分が、別人のように変わっていく感覚だ。

　────書かなければ。

　強い使命感を感じた。

　腰こしを抜かしたままだったオレは、血だまりの上を這はいずり始める。

　懸けん命めいにルーズリーフに向かって文字を書き込んでいる先せん輩ぱいを見やった。

　ああ、なんて楽しそうなんだろう。横に並び、オレも手近なルーズリーフを拾っては、床の血を使って、そこに文字を書き始めた。

「ひひ……ひひひ……書かなきゃ…………書かなきゃ……書かなきゃ書かなきゃ」

　書いた。

　書いた。

　何枚も何枚も書き綴つづった。

「ひひひひ……ひひひ」

　どこかから電波のように脳内へ流れ込んでくる、文字の羅ら列れつ。無心にそれを書き記しるす。

　────我はニコラス＝ブルバキ。人々が望みし、姿すがた無き脅きよう威い。

　オレと先輩は、血濡ぬれた研究室内で、いつまでもその文字を書き続けた。

　温かい先生の血を使い、酷ひどく冷たい言葉の羅列を。







Phase1：Nicolas Bourbaki







　夕日が教室の窓から射し込んでいた。

　音楽室の方から聞こえてくるのは、吹すい奏そう楽がく部のトロンボーンの、間ま延のびした音色だ。

　校庭を見下ろせば、木々が徐じよ々じよに紅葉を始めつつある。

　普段と変わらない、緩ゆるやかな雰ふん囲い気きの放課後。

　……それなのに俺のクラス内は、普段の穏おだやかさとは違う異様な空気に支配されていた。

　机や椅い子すは教室の隅すみに固められており、生徒達は広くなった教きよう壇だん前のスペースに集まっている。教壇の前には、ある１つの〝木もつ棺かん〟が置かれていた。

　クラスの仲間達はその木棺を取り囲み、ただ黙って立ち尽つくしているだけだった。

　棺ひつぎの中に収められていたのは────１人の美しい少女だ。

　少女は棺の中に横たわっていた。

　雪の名を冠かんした彼女は、文字通りに雪のような白い肌をしていた。白い髪に、血のように赤いルージュを引いた唇くちびる。彼女は眠ったように瞼まぶたを閉ざし、静かに息絶えている。

　彼女の死を悼いたむ７人が、木棺に寄り添いながら泣き崩くずれていた。

「どうして死んじゃったの！」

「帰って来てよ！」

　口々に少女の死を嘆く７人。

　だが……彼女が言葉を発することは２度と無いのだ。

　今こん生じようの別れ、その悲しみに沈んだ教室内。

　息苦しい雰囲気の中、突とつ如じよとして入り口の引き戸を勢い良く開け放はなつ男子生徒が現れた。

　全員の注目は、否いや応おうなくその男子生徒へと向けられる。

　目ま深ぶかに被かぶったグレーのニット帽に、だらしなく着崩した制服のシャツ。男子生徒は自分の両腕を開いて、白い歯を覗のぞかせた。

「ハーイ、愚ぐ民みん共ども！　王子様参さん上じようだよ！　今から速そつ攻こうで白雪姫ちゃんをウェイクアップさせっから、もう涙はナッシングさ！」

　台本を著いちじるしく逸いつ脱だつした、王子役の幸ゆき村むら弘ひろ樹きの台詞せりふ。寒い発言であるというのに、シリアスな空気が張り詰つめていた教室内には絶大な破は壊かい力だった。

　意表を突つくふざけた登場に、みんなはそれまで懸けん命めいに堪こらえていた笑い声を吹き出してしまう。

「はい、カット～」

　脚本担当である俺の呆あきれた声が、今日の練習の終わりの合あい図ずとなったのは間もなくだ。




　　　　■■■




　舞台準備係の生徒達が、練習のために隅すみに寄せてあった机や椅い子すを元に戻し始める。教室を授業で使える状態にしてからでなければ、下校出来ないからだ。

　窓枠わくに腰こしかけながら、俺はその様よう子すをボンヤリと眺ながめていた。

「いよー、お疲れさん。脚本家兼、監督の冴さえ上がみ誠せい一いちセンセさんよ！」

　案あんの定じよう、程ほどなくして王子役の弘樹が俺に話しかけてきた。

　すこぶる機き嫌げんが良さそうな弘樹の声色を恨うらめしく思いつつ、俺は言った。

「……お前さっきの悪ノリと言い、最近は活いき活きしてて楽しそうだよな」

「当たり前だろー。誠一は楽しくないのかよ。高校入って初めての文化祭なんだぜー」

　弘樹が言う通り、俺達は文化祭に向けて準備をしているところだった。

　クラスの出し物は「クラス劇」に決まり、演目は「白雪姫」となったのだ。

　うちの高校には、１年生は必ずクラス劇を披ひ露ろうしなければならないという伝統があるらしく、このクラスも例外ではない。

　屋や台たいや喫きつ茶さ店などと同じく、前準備がなかなかに大変な出し物である。

　文化祭は今週の土日が本番という事もあって、こうして劇の練習や、演出道具の準備も最終段階に入ってきているのだ。

「クラス劇をやるのは良いんだけど……何で俺が脚本だけじゃなくて、監督までやることになってるんだろうかと思ってさ。何だか、こっ恥ぱずかしくて……」

　俺のちょっとした嘆きに対し、弘樹はいつも通り気楽に言った。

「何でって、そりゃ誠一がいつも本ばかり読んでるから、こういうの向いてるだろうなって考えたからだろ。だからクラス全員、満場一致でお前を推薦したんじゃないのかよー？」

　軽い頭痛を覚えながら、俺は呻うめくように言った。

「そもそも白雪姫は、誰でも知ってるお伽とぎ話ばなしだろ。俺じゃなきゃ駄目だったのか」

「ははは、謙けん遜そんすんなってばさー。お前の作った台本、形になってて良い感じじゃんかよ」

「……そ、そうか？」

　予期もなく弘樹から褒ほめられ、俺は少し照れて視線を逸そらしながらぼやいた。

「それにしても……劇の練習ばかりで、先週はほとんどバイトにも行けなかったな」

「まあまあ、そう言うなって。何せこのクラス対抗の劇合戦は、賞金30万円なんだぜ。否いや応おうなくクラスのテンション上がっちまうってもんだろー！」

　弘樹の言う「劇合戦」とは、クラス対抗で劇の出来を競い合うコンテストのことである。

　今年から試験導入された企画であり、賞金というご褒ほう美びが用意された事で、生徒達の目の色が変わっていたりするのだ。その典型が、弘樹を含めたうちのクラスのみんなだったりする。

「文化祭実行委員会も、思い切った予算配分するよな！　クラスで山分けしても、１人１万円くらいか。良い小こ遣づかいだ。優勝すればただ働きにならないんだから、まだ良いんじゃね」

　弘ひろ樹きは文化祭実行委員会を褒ほめ称たたえながら、まだ見ぬ賞金に目を輝かせていた。

　確かに、劇合戦に賞金を用意した企画は成功だったのかもしれない。例年なら劇をやるのは１年生だけなのに、今年は上級生達も参加してくると聞いている。

　現金な生徒達を焚たき付け、やる気を出させる事に見事成功しているのだ。

　それはともかくとして、俺は先さき程ほどから小道具の王おう冠かんを頭に載のせている弘樹の姿すがたを見やった。

「しかしなあ。弘樹が王子役とはなあ……」

　やや釈しやく然ぜんとしない気持ちで呟つぶやいてしまう。

　弘樹は得意げに胸を突つき出して言った。

「へへへ。クラスで俺以外に役の立候補者がいなかったしな。白雪姫の役が羽う鷺さぎちゃんだと言うのに、あまりにも競争率が低くて肩かた透すかしだったくらいだぜ」

「こういう恥はずかしい役を進んで引き受ける奴やつは、うちのクラスじゃ弘樹くらいだからな。１番台詞せりふの多い王子役に立候補すると面めん倒どうだから、お前以外に立候補する奴がいなかったんだろ」

　俺の言葉に、弘樹は苦にが々にがしく視線を宙へ泳がせて誤ご魔ま化かす。

　１つ咳せき払ばらいをした後に、弘樹は気を取り直して饒じよう舌ぜつに語り始めた。

「い、いやいやいやー、しかし結果的には役やく得とくだったんじゃねーのー？　一ひと重えに脚本担当の誠せい一いち君のおかげさ。まさか羽鷺ちゃんとのキスシーンが用意されている超脚本だったとは！　この事実を知っていたら、たぶん王子役に立候補する奴は激増してたと思うぜ！　俺との友情のために、誠一君がそこまでしてくれるだなんて思わなかった。俺は感動しているともよ！」

　弘樹は俺の肩を叩たたきながら、むせび泣くように頭上を見上げた。

　キスシーンに関しては、別に自分で考えたわけではなく、参考に図書室で借りた白雪姫の童話に書いてあったから用意したものだ。別に弘樹との友情云うん々ぬんのためではないのだが……。

　７人の小こ人びと役の生徒達と談笑している話題の少女。その姿を、俺は何となく見やった。

　クラス満場一致で白雪姫役に抜ばつ擢てきされた当人────羽鷺雪せつ名な。

　背せ筋すじまで伸ばした、絹のような白はく髪はつ。赤いフレームのファッション眼鏡めがねの奥には、今日も涼すずやかな緑色の瞳ひとみが覗のぞいていた。

　彼女は約２ヶ月前に転校してきた少女である。

　独特の儚はかない雰ふん囲い気きと、日本人離れしている見た目の可愛かわいらしさから、男子生徒からだけでなく、女子生徒達の間でもかなりの人気者となっている。

　なるほど。クラスの内外に留まらず、弘樹に向けてちょっとした羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けている男子生徒達がいるのは、彼女とのキスシーンが原因だったのだと、改めて納得する。

　しかし、だ。

「キスシーンと言っても、実際にそんな事しないだろ。正確には雪名が入ってる棺かん桶おけの中に顔突つっ込んで、見えないところでキスしたように見せかけるだけだ。ただの演出だよ」

　どんな過激な演出でも有りにしてしまっては、１番過激なことをやったクラスが劇合戦で優勝するに決まっている。

　それはフェアではないし、学生という身分には相応ふさわしくないのだ。

　俺が用意した脚本も、無む論ろんの事ながら生徒会の事前検けん閲えつが入っている。

　実際にキスをするわけではないという事で、上演の許可を貰もらっている劇なのだ。弘ひろ樹きの期待には応こたえられない内容だ。しかし弘樹は承知の上で、それでも怪あやしく微笑ほほえんで言った。

「ククク。甘いなー、誠せい一いち君は。本番に事故ってのは付き物らしいぜ」

「な……お前、本当にやるつもりなのか」

　薄暗く笑い、舌なめずりしている弘樹。

　言葉を少し上うわ擦ずらせながら、俺は弘樹に言った。

「ま、まずいだろ。生徒会の連中も劇を観みるんだぞ。そんな中で雪せつ名なと、その……！」

「観客席から見えない棺ひつぎの中だから問題ないだろー」

「うっ……いや、でもだな」

「おやおやおや～？　何を焦あせっているのかな、誠一君は。冗談に決まってるだろ、冗談に～」

「あ、焦ってなんかないって！　俺はいたって冷静だ！」

　脂あぶら汗あせを浮かべている俺を、ニヤニヤと笑いながら愉快そうに見ている弘樹。

「もしかしてもしかして～、いつも女の子に興味なさそうな誠一君も羽う鷺さぎちゃんの事を～っ」

「そ、そんなんじゃないっての！　馬ば鹿か言うなって！」

　俺と弘樹がいつも通りに下らないやり取りをしていると、１人の女子生徒が歩み寄ってきた。

「お疲れさま～、冴さえ上がみくん」

　肩にかかる程てい度どに伸ばしたストレートの黒くろ髪かみ。耳元にかかる髪をヘアピンで止めている少女だった。ノンビリした雰ふん囲い気きの彼女は、予想通りに間ま延のびした声で俺に声をかけてきた。

　彼女はクラスメイトの、雛ひな木ぎ叶か苗なえである。

　挨あい拶さつもそこそこに、雛木は何やら片手に提さげているビニール袋の中をまさぐり始めた。そこから缶ジュースを１本取り出すと、それを俺に差し出してニッコリと微笑ほほえんだ。

「はい。これ先生からの差し入れだよ～。みんなに配ってくれって頼まれたの」

「あ、ああ……。ありがとう」

　弘樹に煽あおられて動どう揺ようしていた俺は、気を取り直して雛木から缶ジュースを受け取った。

　その様よう子すを傍かたわらで見ていた弘樹が、物欲しそうに自分を指差しながら、雛木に問いかける。

「なあなあ、雛木。俺のはねえの？」

「え……弘樹くんはまだ貰ってなかったの？」

　雛木は、袋の中からもう１本の缶ジュースを取り出す。どうやらそれが最後の１本のようだった。雛木は困った顔で、そのジュースを見下ろして呟つぶやいた。

「うむむむ～、残りは私のしかないよ～……」

「げげぇ。王子の分の差し入れがないとか、平民以下の扱あつかいかよ……」

「ごめんね弘ひろ樹きくん。私はいらないから、私のあげるよ」

　雛ひな木ぎは自分の缶ジュースを差し出してきた。

　流石さすがにそれは悪いと感じているのだろう、お調子者の弘樹でさえ困こん惑わくした表情を浮かべている。２人のやり取りを見かねた俺は、苦笑混まじりに雛木に言った。

「良いって、雛木。弘樹なんて、喉のどが渇かわいてた方が喋しやべらなくて静かになるくらいだろ」

「ひでーなー、誠せい一いち。あ、本当に俺の分は良いから、それはお前が飲めよな！」

　俺の助け船に便乗して、いつもの調子を取り戻す弘樹。

　弘樹は、缶ジュースを差し出してきていた雛木の腕を、静かに押し戻す。

「ごめんね弘樹くん。今度の時は必ずね！」

　頭を上げた雛木はもう１度微笑ほほえんで、「バイバイ」と小さく手の平を左右に振って見せた。そうしてから、空からになったビニール袋を持って去って行く。

　雛木の背中を見守りながら、俺は思わず弘樹に向けて呟つぶやいてしまう。

「雛木って良い奴やつすぎるよな」

「そうさなー。ジュースが足りなかったのは、別にアイツのせいじゃないってのに」

　珍しく意見が合ったせいか、俺達はお互いに顔を見合わせて苦笑してしまった。
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　夕焼け空の帰り道。

　紅葉を始めた街路樹が並ぶ歩道を、俺はクラスの仲間達と一いつ緒しよに下校していた。

　いつもなら弘樹くらいしか一緒に下校する友人はいないのだが、最近はどうも賑にぎやかだ。

　今日とて、劇の練習が終わった後は、こうしてクラスの仲間達と一緒に帰っている。

　普段なら部活動で下校時間が合わないメンバーまで顔を出しているのだから、自然といつもより会話が弾はずんでしまう。

　談笑して歩く仲間達の傍そばを、俺と彼女も歩いていた。

　彼女……羽う鷺さぎ雪せつ名なは黙って、秋風に白い髪かみを揺ゆらしている。

　傍かたわらを歩くクラスの仲間達とは少しだけ離れている雪名。俺と雪名は特別に何か話そうとするわけでもない。ただお互いに黙って肩を並べているだけだ。

　最初に話しかけたのは、俺からだった。

「学校にはもう慣れたか？」

「……どうだろう。よく、わからないかな」

　俺を見ない雪名。雪名は枯れ葉舞う道路を横目にしながら、少しだけ寂さびしげに答えた。

　ここ最近の教室での雪名を見ていて、そんな回答が返ってくるだろうとは思っていた。

　伏ふし目がちで、いつもより口数が少ない。

　雪せつ名なに元気が無い事は、明らかだった。

　転校してきて２ヶ月程ほどが経たつというのに、雪名は未いまだに、自分から積極的にクラスの輪の中へ入っていこうとする事はしないのだ。俺はその事がずっと気になっていた。

　しばらくの沈黙の後に、今度は雪名の方から話を始めた。

「私は……学校に通かよった事もなければ、こうして沢たく山さんの人達と交流する事さえして来なかった。だから人との触れ合いって、今さらどうすれば上う手まくできるのか……私はテレビの話題も、漫画の話も出来ないのに、みんな笑いかけてくれる。私なんかといて本当に楽しいのかな」

　元気がない雪名の顔を横目に……雪名の過去を知る俺は、彼女の苦悩を静かに察さつした。

　────これまで彼女は、ずっと孤独に生きてきた。

　学校へも行かせて貰もらえず、友達も作れず、ほとんど他人と関わる事なく暮らしてきた。これまで極端に人付き合いがなかったのだから、人間関係に不安を感じるのは仕方がない。

　彼女にとっては転校してきた２ヶ月前からが、生まれて初めての学校生活なのだから。

　俺は、悲しそうにしている雪名を何とか励ましたかった。

「楽しくなければ、微笑ほほえんじゃ駄目か？」

　俺の言葉を耳にした雪名は、不ふ思し議ぎそうに俺の顔を見上げてきた。

「いつだって心の底から楽しい気分でいるわけじゃない。きっと誰だってそうだよ。それでも微笑もうとするのって、自分が相手に優しくしたいからなんじゃないのか。お前は違うのか？」

　少なくとも俺は、雪名に優しくしたい。その気持ちに噓うそはない。

　だから今こうして、楽しいわけじゃなくても微笑みたいのだ。

　雪名は黙って、微笑む俺の顔を見上げていた。

　やがて小さく、照れを誤ご魔ま化かす笑みを浮かべた。

「そうかもしれない。私もね……クラスのみんなに優しくしたいと思うんだよ」

　俺の肩越しに、ふざけ合って歩くクラスの仲間達を、雪名は愛いとおしそうに細めた目で見やった。長い影を並木道に落とす彼かれ等らを見守りながら、夕日の中に聞こえる談笑に耳を澄ます。

「……羨うらやましいな。みんな、ああして何かしらの〝集合〟に属しているんだね」

　その呟つぶやきは、少しだけ寂さびしげだった。

「人は独ひとりでは生きられない。だからきっと誰だって、人の集まりによって形作られる何かの集合の中に属している。家族。友達。学校。この世界には、いくつもの数え切れない集合があって、その無数の集合が集まることによって、社会という名の巨大な集合が出来ている」

　雪名は小さく、クラスの仲間達へと手を伸ばした。

　まるでその姿すがたは、手が届かない程、遠くにあるものを摑つかもうとしているようだった。

「私達はそれぞれが集合を形作る〝要素〟であって、きっとお互いが〝写像〟の関係なんだよ」

「写像？」

「写像。集合の要素同士が、一いつ対ついの対応になっている関係の事だよ。誰か１人が、別の誰か１人に影響する。そんな人間関係の仕組みと似ているように思う」

　雪せつ名なは、僅わずかに瞳ひとみを潤うるませて呟つぶやいた。

「私はまだ、誰の写像にもなれていない。誰にも影響することが出来ない。そんな〝φから〟のままなんだ。……こんなふうに思うようになったのは、きっと君に出会ってからだ」

　雪名は伸ばした細い腕で、音も無く虚こ空くうを摑つかむ。

　何も摑めなかった雪名の華きや奢しやな手の平。

　その先を見ながら、だが俺は気楽な口調で雪名に言う。

「お前は色んな事を沢たく山さん知っていて凄すごい奴やつだよ、雪名。でも小難しく考えすぎじゃないかと思う時もあるんだよな」

「え？」

「大丈夫だってことだよ。心配しなくても」

　俺はもう１度だけ、雪名に向けて微笑ほほえんだ。

「転校してきて２ヶ月が経たってる。お前はもうとっくに、俺達のクラスの仲間なんだ。少なくともお前はこうして、俺の日常を形作る人間の１人になってるだろ」

「……」

　俺の言葉に沈黙する雪名。

　雪名は熱に浮かされたように頰ほおを染そめ、ただ呆ぼう然ぜんと俺の顔を見上げ続けた。

　やがて雪名は耳まで赤くしながら俯うつむいた。そうして、何やら聞き取れない程ほどの小声で囁ささやく。

「そうやって誠せい一いち君……つも……私に…………れる……よ」

「え、何？　今何て言ったんだ？」

「……な、何でもないよ！」

　雪名は慌あわてて首を左右に大きく振る。

　そうして雪名は、淡く染まった頰のまま、俺の顔を見上げて微笑んで見せた。
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　すっかり陽も暮れて、辺あたりは夜の色を増している。辿たどり着いたのが駅前の繁はん華か街がいという事もあるため、明かりに満ちた周囲の景色は、あまり夜を感じさせはしなかった。

「俺達、これからコーヒーブレイクして帰るつもりだけど、誠一と羽う鷺さぎちゃんもどうよ」

　電車で帰るクラスの流れに加わっていた俺と雪名だったが、呼び止める弘ひろ樹きの声で足が止まった。振り返れば弘樹の他にも雛ひな木ぎ。それに国こく分ぶと、その彼女である北きた澤ざわの姿すがたもあった。

　弘樹に呼び止められた雪名は、思わず自分を指差して問いかけてしまう。

「え……私も一いつ緒しよに良いの？」

「当ったり前じゃないのよさ、羽鷺ちゃん！　君がいないコーヒーなんて、ご飯のないカレーみたいなもんさ！　いや、解凍してない冷凍食品とでも言うべきか！」

　初めての経験なのだろうか。学校帰りの寄り道に誘さそわれ、雪せつ名なは困こん惑わくしている様よう子すだった。

　返事に困っている雪名は、チラチラと俺を見やりながら口くち籠ごもっている。

「寄って行くか、雪名？」

「え……う、うん！」

　俺の言葉で踏ん切りが付いたのだろう。雪名は表情を明るく輝かせて同意した。

　駅前ビルの１つに、目的のコーヒーショップのチェーン店が入っていた。

　俺と雪名を含めた６人は入店し、適当にコーヒーを注文した。

　店員からカップを受け取ると、店内に全員が固まって座れそうな席を探し始める。

　２階へ上がってみると、窓際ぎわの席がちょうど人数分空あいていた。

　向かい合う席ではなく、窓の景色に向かって腰こしかける席だが、俺達は構わずそこを選んで腰を落ち着けた。腰かけて間もなく、俺は妙みような事に気が付いた。

「……何だあれ？」

　窓際席から見える、少し離れた場所。

　どうやらそこは階層式の立体駐車場の入り口のようだった。

　別に珍しくもない施設だが……俺が気になったのは、駐車場の入り口付近に人だかりが出来ている事である。俺の隣となりに腰かけた弘ひろ樹きも、俺の視線の先の異常に気が付いたらしい。

「あの赤いランプって。ありゃあ……もしかしてパトカーか？」

　弘樹は自問するように呟つぶやいている。弘樹が言う通り、駐車場の前には、立入禁止の黄色テープが張り巡めぐらされ、２台のパトカーが停車しているようだった。

　状況から推測するに、あの駐車場内部で事件が起きたといったところだろうか。

　俺の逆ぎやく隣に腰かけた眼鏡めがねの男子生徒、国こく分ぶは、早速自前のスマートフォンでインターネットを検けん索さくしている様子だった。タッチパネルを操作していた国分の手が止まる。

「へえ……通り魔まが出たんだってさ。もうインターネットのニュースに出ているみたいだ」

「通り魔……」

　俺は国分のスマートフォンを借り、その画面に表示されているニュース記事に目を通した。

　その記事の内容を概おおむね読み終わると、俺は思わず呟いてしまう。

「……駐車場内で３人襲おそわれたのか。犯人は逃走中とか……こんな近くでか」

　俺の横から画面を覗のぞき込んでいた弘樹が、続けて言った。

「被害者は軽い火傷やけどのような負傷をしてるって書いてあるぜ。どういう事だ……？」

　弘樹の言う通り、それは俺も気になった。だが答えを持たない俺は、黙るしかない。

　国分の隣の席。国分の彼女である北きた澤ざわが、ストローの先で窓の向こうを指し示した。

「えー？　あれって、うちのクラスの明あく津つじゃん？」

　北澤の言葉に、一同の視線が、今度はストローの指し示す方角へと向けられた。見れば、いかにもガラの悪そうな男が、コーヒーショップの前を通り過ぎようとしている姿すがたがあった。

　茶色に染そめたワイルドショートの髪かみ。鋭く尖とがった目つきは悪く、両耳にはリングピアスを通している。丸めた背にカーキ色のモッズコートを着込み、どこか具合が悪そうに歩いていた。

　いかにも不良然とした眼下の男に、俺は見覚えがなかった。

「明あく津つ……って誰だっけ。あんな奴やつクラスにいたか？」

　俺の問いかけに答えたのは、北きた澤ざわの横に座っていた雛ひな木ぎの、間ま延のびした声色だった。

「うむむ～、冴さえ上がみくんは知らない？　明津憲けん剛ごくんだよ。ものすご～くたまにしか学校に来てないけど、クラスのお友達だよ」

　言われてみれば……ごく稀まれにだが、授業に現れるガラの悪い生徒がいた気がする。

　しかし１コマ分だけ授業を聞くと、すぐに席を立って出て行ってしまうため、ほとんど顔を見た記憶がない。彼がその人物なのだと言われれば、確かに顔を見た記憶があるように思う。

　コーヒーショップ前を通り過ぎ、駅前の雑ざつ踏とうの中に消えて行った明津。

　そんな明津を、眼鏡めがねの国こく分ぶが皮ひ肉にくった。

「ロクに学校にも来ないで、通り魔ま事件の現場近くをうろついてるだなんて。案外、あいつが犯人だったりするんじゃないのかね」

　国分の言葉に、弘ひろ樹きが苦笑混まじりに同意した。

「そうかもなあ。確かにアイツって、物ぶつ騒そうな連中との付き合いがあるらしいんだわ。ヤクザとも絡からんでるらしいし、不良グループのリーダーやってるとか聞いたこともあるぜ」

「本当なの？　見た目通りヤバイ奴っぽいじゃん」

　弘樹の言葉に、北澤が少し青ざめた。

　弘樹は自分のコーヒーを一口啜すすると、続けてぼやいた。

「しかし……通り魔事件と言い、最近は何かと物騒な事件が続くよなあ」

　弘樹は全員に向かって、話題を持ちかけた。

「ほら、今朝もテレビでやってたじゃん。〝連続Ｕ字型殺人事件〟の新しい被害者が出たんだろ。何とかっていう大学教授が、大学の研究室かどっかで惨ざん殺さつされて見つかったとか」

「あー、見た見たー。手足がない死体が出たって事件でしょ？　気持ち悪いわよねー」

　噂うわさ好きの北澤は、すぐに弘樹の話題に飛び付いてきた。

　弘樹は北澤に向かって言った。

「１番気持ち悪いのは、どうやって付けたのかわからないＵ字の傷きず痕あとってのだろ。インターネットだと、アレって〝人喰いの怪かい物ぶつ〟の仕し業わざだって噂だぜ。Ｕ字型の傷は、怪物の口で嚙かまれた時に出来るんだとか。〝連続食人事件〟だなんて言われてるくらいだ」

「おえー。じゃあなくなった手足っていうのも、やっぱり怪物に食べられちゃったわけ？」

「どうだろうなあ。しかも今回は、現場近くから血文字が見つかったんだろ。何だっけか」

　弘樹は、視線で国分に問いかける。

　弘ひろ樹きに問いかけられた頃ころには、国こく分ぶはとっくにスマートフォンで検けん索さくを終えていた。

　国分は自分の眼鏡めがねを得意げに持ち上げ、弘樹に画面を見せて言った。

「これだろ。〝我はニコラス＝ブルバキ〟だそうだ」

「何それ、外人の名前みたいじゃん？」

「……数学者の名前だよ」

　１番奥。雛ひな木ぎの隣となりの席で、それまで黙々とオレンジフロートをつついていた雪せつ名なが口を開いた。一同の視線は、一いつ斉せいに雪名へと注がれる。

　急に注目された雪名は少しだけ赤面し、僅わずかに声を震ふるわせながら補足した。
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「そ、その名前。昔読んだ〝数学原論〟という本で見たことがある」

「え……やだ。心当たりあるわけ、この名前に？」

「おいおいすげえな、羽う鷺さぎちゃん。その本ってどんな内容なんだい？」

　息巻いて雪名へ問いかける北きた澤ざわと弘樹。雪名は、眼鏡の奥の視線を細めて続けた。

「ニコラス＝ブルバキ。彼が著ちよ書しよ内で扱あつかっているのは主おもに、集合論や代数に関する問題。現代数学の根こん幹かんを成す理論の確立に一ひと役やく買った、とても凄すごい人」

「うむむ～。雪名ちゃん凄いね。私、全然知らなかった」

　雪名の講こう釈しやくに、いつもの間ま延のびした口調で雛木が感心した。

　雛木の感嘆に、弘樹が続いた。

「全くだぜ。本ばっかり読んでる誠せい一いちが知らなくて、羽う鷺さぎちゃんの方がそういう事を知ってるってのも意外だよなあ。しかしまた随ずい分ぶんと難しそうな本を読んでんのね」

「……さりげなく俺の事を皮ひ肉にくるなよ、弘ひろ樹き」

　ジト目の俺。弘樹の言葉の後に、国こく分ぶが、静かに眼鏡めがねの位置を直しながら問いかけた。

「と言うことは、犯人はその数学原論っていう本を書いた著ちよ者しやって事になるのかい？」

「それはあり得ないと思う」

　だが雪せつ名なは、国分が口にした可能性を即座に否定する。

　国分は益ます々ますもって興味津しん々しんに問うた。

「どうして？　著者はもう死んでいるとか？」

「もう死んでいると言えば死んでいるし、まだ生きていると言えば生きているのかな。そもそもニコラス＝ブルバキという名前の数学者は〝最初からこの世に存在しない〟んだよ」

「……え？」

　理解不能な雪名の回答に、全員が黙り込んでしまう。

　死んでいるし、生きている。存在しているのに、最初から存在していない。

　それは一体、どういう事なのか。

　国分がさらなる問いかけをしようと唇くちびるを開いたところで、突とつ如じよ、机の上に置かれていた国分の携帯電話の着信音が鳴り響く。

「ああ、ごめん。僕だ」

　国分は電話を取り上げると、席を立ってから通話を始めた。

　話し声が迷めい惑わくにならない場所まで移動して行く国分を、見送る一同。

　国分の着信で会話が途と絶だえてしまったが、再び弘樹が口を開いた。

「そういやあ、今朝のテレビのニュースで、おかしな事も言ってたな」

　コーヒーを啜すすりながら、弘樹がぼやく。

「殺された教授の、研究室の生徒がおかしくなったらしいんだ。日本語になってない言語を喚わめいて、病院から失しつ踪そうしたとか。殺された他の被害者達の遺族とか、職場の同どう僚りようも発はつ狂きようしてるらしいし……呪のろいみたいだよな。マジで犯人が怪かい物ぶつって気がしてくるぜ」

　弘樹の不ぶ気き味みな話を聞きながら、俺は暖かいコーヒーカップに口を付けた。

　すぐ身近で起きた通り魔ま事件。それに、世間を騒がす連続殺人事件。

　不ふ穏おんな空気が否いやが応おうにも、この街に立ち込めている。そんな予感だけが取り残された。




　　　　■■■




　閑かん静せいな夜の住宅街。

　月明かりの無い道路を照らすのは、家々の窓から漏もれる生活の明かりと街灯くらいである。

　自宅を目指して歩く俺は、内心で焦あせっている。

「今日は、俺が夕飯の当番の日だったんだよな……」

　思わず口に出てしまった。

　俺は妹と２人暮らしをしている。両親はいない。料理、洗濯、掃そう除じは全て当番制になっており、今日の料理当番は俺だったのだ。事前に電話で、「少し遅くなる」とは話してあるが……予想以上にコーヒーショップで長居をしてしまったようだ。今頃ごろ、家ではお腹を空すかせた妹が頰ほおを膨ふくらませている事だろう。もしかしたら俺の帰りを諦あきらめて、コンビニで弁当でも買ってしまったかもしれない。だとすれば、可哀かわい想そうな事をしてしまったと思う。

　同時に、ふて腐くされた妹の反応が今から恐ろしくもある。

「……今度、ケーキでも買ってやるか。うん、そうしよう」

　妹の機き嫌げんを直す方法を考えながら、俺は歩き続けた。

　自宅までの距離は、残り４００メートルと言ったところだろうか。

　俺の住むマンションは、市営住宅が建ち並ぶ街並みの中に建っている。

　周囲のマンションは、どれも５年前の〝東とう京きよう内ない戦せん〟以降に建てられた、築年数の新しいものばかりだ。そのため、見栄えは近代的な風景に見えた。

　見た目が美しい街だ……しかし世間からの評判は良くないのだから遺い憾かんではある。

　ここは内戦で、財産や経済力を失った人々が〝税金の支援で暮らしている〟場所なのだ。

　例えば税金によって建てられた市営の建物のはずなのに、中には洒落しやれたライトアップをされた建物が見受けられる。こうしたものを「税金の無駄遣づかいだ」と叩たたくテレビメディアがあるのだ。このベッドタウンは、そうしたライトアップなどの些さ末まつな問題以外にも、色々な事でメディアから攻こう撃げきされる場所だ。

　誕たん生じようした背景を考えても、ある程度の批判はやむを得ないのだろう。

　そんな問題視される事の多い街ではあるが、俺個人はこの街が好きだった。

　民家から漂ただよう夕飯の匂においや、家庭の団だん欒らんの声。

　都会の余よ所そ余よ所そしい雰ふん囲い気きが、この場所には無い。

　それに何よりもこの街は……社会の中に、俺と妹の居場所を与えてくれている唯一の場所だ。

　内戦後間もない頃、俺達兄妹は廃はい墟きよと化した東京の街で、浮ふ浪ろう児じ生活を送っていた。そんな俺達にとって、この街だけが社会に参加出来る接点になっているのだと思う。俺達兄妹が、電気や水道などを使った文明的な生活を送れるのも、社会という集合の中に属しているからなのだ。そう考えれば俺達は……この社会から孤こ立りつして生きてはいけないのだ。

「…………！」

　俺は唐とう突とつな頭痛に襲おそわれる。自然と足が止まってしまった。

　見慣れているはずの帰路の風景。その中に……ちょっとした違和感を感じた。

　歩いていた帰路からは、少し離れた位置だった。

　街灯の下。

　スポットライトのように照らし出された場所に〝何か蠢うごめく影〟が見えたような気がしたのだ。

　微かすかに聞こえる荒い呼吸の音。そこには確かに何かが息づいている気配がある。しかしその気配は、街灯の光と闇やみの境界に位置しているため、よく目を凝こらさなければ輪りん郭かくも朧おぼろ気げだ。

　目を細めて暗がりを凝ぎよう視ししていると、やがて俺はその気配の形状を把は握あくすることが出来た。

　最初は犬なのだと思った。

　そう思った理由は単純だ。影が４足歩行をしていたからだ。

　ただ奇妙なのは、明らかに普通の犬の体たい軀くよりも大きい事である。

　正体がイマイチはっきりとしない。

　暗闇に目が慣れた頃だった────決定的な理解の瞬しゆん間かんが訪れる。

「……え？」

　自分の双そう眸ぼうが恐怖で見開かれていくのがわかる。粟あわ立だつ背せ筋すじは、秋の夜風に凍こごえているからなどではない。その影の正体に気がついた俺は、一気に血の気が失せてしまう。

　────人間だ。

　────人間だったのだ。

　大の男が、犬のように路上を４足歩行しているではないか。

　何かの冗談か！

　これは変質者と言うよりもすでに異常者の類たぐいだ。何でうちの近所に、こんな奇人がいる。

　犬のように歩いている男は、ニタニタと嬉うれしそうに薄ら笑って唾だ液えきを垂らしていた。

　何をするでもなく、電灯の陰かげの辺りで、荒い呼吸を漏もらすだけだ。

　すぐに脳のう裏りをよぎったのは、携帯電話で警けい察さつに通報する事。おそらく最善手はそれだ。

　しかし取り乱した思考能力では、携帯電話をどこにしまったのかさえ思い出せない。萎い縮しゆくしてしまった身体からだも、思うように動かせない。ただ嗚お咽えつのような声が喉のどを震ふるわせるだけで、俺は完全にその場に釘くぎ付づけにされてしまっていた。

　どれだけの時間をそうしていたのだろうか。時間感覚も曖あい昧まいで、愕がく然ぜんとしたまま目前の異様な男を注視していた俺。だが、恐れていた最悪の事態は突とつ如じよとして訪れてしまった。

　……目が合った。

　犬男は静かに、俺の立っている場所へ向けて１歩を踏み出す。街灯の明かりの下に全身を晒さらす男。男は若かった。若いと言っても大学生くらいだろうか。俺よりは年上だろう。

　ジャケットにジーンズ姿。そして口の周りが〝大量の血〟で汚れていた。

「……お、おいおいっ！」

　何だ！　何で口から血を滴したたらせている！　誰の血だ！

　即座に脳裏で増ぞう殖しよくする疑問。

　ただその赤い色が危険である事は、見れば誰でもわかる。

　理解するが早いか、俺の身体からだは解き放はなたれたかのように自由になる。それまで動かす事さえ出来なかった手足に力が籠こもり、歩み寄ってくる犬男に背を向けた。

　後は背後を振り向くことさえせず、ただがむしゃらに、全力で逃げ切るだけだ。

　息を切らして駆かける。

　次々と目前に迫ってくる曲がり角をでたらめに曲がった。背後からは、犬男のものと思おぼしき荒い呼吸音が聞こえてくる。間違いなく、犬男は俺を追ってきていた。その音が聞こえなくなるまで、俺は夢中でアスファルトの上を駆け続けるしかない。

　誰かに助けを求めたかった。しかし時すでに遅く、息切れした肺はいでは大きな声が出せない。それに、こんな時に限って他の通行人が見あたらない！

　駆けた先の風景が、徐じよ々じよに見覚えのない細い路地になっていく。

　住宅街の中でも、土地勘かんの働かないエリアに突入してしまったようだ。

　最悪な事に────やがて辿たどり着いた先は、完全に人気の無い廃はい墟きよの街並みだった。

　その廃墟は、かつて〝東とう京きよう内ない戦せん〟の戦場となった場所の１つである。

　俺達が暮らす関東には、暴動や、激しい銃じゆう撃げき戦が行われた忌いまわしい史実が存在している。内戦後の都市復ふつ興こう計画により、今の関東は栄えい華がを極めていた頃ころの面おも影かげを取り戻しつつある。しかしそれでも、再開発の目め処どがつかずに取り残されている、このような廃墟地帯が各地で無数に存在しているのが現実だ。

　廃墟に行き着いても、足を止められない。

　いつまで経たっても振り切れない、犬男の荒い吐と息いきが背後から聞こえる。

「クソっ！　何でこんな事になってるんだよ！」

　疲労と焦あせりばかりが募つのり、俺は毒づく。

　走る体力が尽つきかけていたというのもあるが、背後から聞こえる犬男の呼吸音を振り切る事は出来なかった。こうなれば、どこかに身を潜ひそめてやり過ごすしかないだろう。

　車の通らない、廃墟の交差点跡地に差しかかる。

　ひしゃげて折れ曲がった信号機の残ざん骸がいを飛び越えれば、俺の姿はちょうど追いかけてくる犬男から死角となる。そのタイミングですかさず、俺は身を隠かくせそうな物陰を探した。

　目前に現れた建物は廃ビルだ。

　１階の割れたショーガラスの隙すき間まから廃ビル内へ入れそうだった。

　迷わず飛び込んだそこは、どうやらコンビニの廃墟だった。

　空からっぽの陳ちん列れつ棚だなが、明かりのない屋内に物悲しく置き捨てられていた。

　俺は屋内の支柱の陰に身を隠した。冷たい支柱に背中を預け、乱れた息を嚙かみ殺す。

　ショーケースの陰から頭を覗のぞかせて、犬男の姿を探してみた。

　覗き込んだ向こうに……見失った俺の姿を探している犬男の姿があった。

　これだけの長距離を駆かけてきたというのに、犬男の呼吸の乱れは軽いものだった。４足歩行で駆かけてきたのだろうか。ともあれ、こちらよりも体力の消しよう耗もうが少ないという事に驚かされた。

　あれではまるで、本物の犬のようではないか。

　嗅きゆう覚かくまで犬並みなのだとすれば、俺の位置などすぐに特定されてしまうだろう。

　それに不安を感じたが……幸いにも杞き憂ゆうだった。犬男は完全に俺の姿すがたを見失い、周囲の廃はい墟きよを何度も見渡している様よう子すである。あまり鼻は利きかないようだ。

　犬男が背中を向けた時だった。俺は犬男の首くび筋すじに、奇妙なものを見つけた。

　────輪が崩くずれかけた〝赤い鎖くさり〟。

　犬男の首筋には、赤い楔くさびが打ち込まれており、その楔の端からは、赤い鎖のようなものがぶら下がって視みえた。その鎖の先がどうなっているのかはよく視えないが……まるで逃げ出した散歩中の犬が、鎖のリードを引き摺ずっているような光景だった。

　やがて犬男の姿が見えなくなった頃ころ、俺は静かに廃はい墟きよのコンビニを後にする。

　周囲を警けい戒かいしながら、犬男の気配が完全にこの場からなくなった事を改めて確認した。

　心が平静さを取り戻していく過程で、俺は今いま更さらながらに疑問を感じる。

　……いったいあの気味が悪い男は何だったのだろうか。

　犬のように外をうろついているという時点で常人であるとは思えないが、それだけならまだしも、男は口の周まわりが血で赤黒く染そまっていたのだ。

　あれは……誰の血だ？

　あの男は……誰かを殺したのか？

　おぞましい想像をしながら、俺は制服のポケットから携帯電話を取り出した。

　まだ少し震ふるえている指で、１１０番をダイヤルする。

　電話に出たのは、通報受付の男性の声だった。俺は現在地と、起きた出来事の顚てん末まつを話す。すると受付の男性は、すぐに迎えのパトカーを手配してくれた。

　俺の位置は携帯電話に内蔵されたＧＰＳでわかるらしく、場所を移動しても大丈夫なので、すぐに人通りの多い場所へ移動するように指示された。

　通話を終えると、俺は早速移動を開始する。

　まだどこにあの犬男が潜んでいるかもわからない。なるべく足音と気配を殺しながら、俺は繁はん華か街がいの方へ向かう事にした。

　いざ取っ組み合いになってしまった場合も想定して、足あし下もとに落ちていた鉄の棒ぼうきれを拾い上げた。使えるかはわからないが、何も武器が無いよりはマシだろう。

　廃墟の瓦が礫れきの上を進み、しばらく経たった頃だった。

　背後から、遠く微かすかに女性の声らしきものが聞こえた気がした。

　気のせいかとも思ったが、耳を澄ませてみる。

　────

　────助けて────

「…………！」

　確かに聞こえた。微かすかな悲鳴と、助けを求める声が。

　慌あわてて俺は、元来た道を振り向いた。

　女性の声が聞こえたのは……あの犬男の姿すがたが消えて行った方角ではないか。




　　　　■■■




　考えるよりも先に、身体からだが動き出してしまっていた。

　俺は全速力で、悲鳴が聞こえた方角へと駆かけ始める。

　この場所、このタイミング。どう考えたところで、あの犬男に誰かが襲おそわれているのだ。誰なのかはわからないが……人など皆無のこの廃はい墟きよで、必死の叫びが誰かに届いたとすれば、それはきっと俺にだけだろう。俺以外に駆け付けられないのなら、俺が行くしかない。

　拾った鉄の棒ぼうきれを、握る手の平に力がこもる。先さき程ほどまでは恐怖に竦すくんで動けなかった俺の身体からだだったが、立ち向かう覚かく悟ごを決めた今は、噓うそのように軽く感じられた。

　自分の居場所を、警けい察さつが携帯のＧＰＳで追いかけているという安心感があるからだろうか。

　やがて心強い味方が駆け付けてくれる。それだけが俺の優位性なのだ。

　先程のコンビニ廃墟の近くまで辿たどり着く。悲鳴が聞こえたのは、ここから犬男が去って行った方角だ。俺はそちらへ方向転換して走る。

　犬男が通ったであろう道は、瓦が礫れきが少ない開けた大通りであった。

　元々はこの廃墟街のメインストリートだったに違いない。

　幅広いアスファルトの道のど真ん中を、俺は息を切らせて走る。

　さっき聞こえた悲鳴は、あれから全く聞こえてこない。

　手遅れだったのだろうかと、少しの不安が胸中をよぎる。

　そんな時、俺はメインストリートの周囲に、奇妙なものがある事を発見する────悲鳴の聞こえた場所に駆け付けるという目的も、一いつ瞬しゆん忘れかける程に異様なものだった。

　呼吸を整えながら立ち止まる。

　戦せん慄りつしながら、俺は目前の風景を一望した。

　通りの左右に連なる廃ビルの壁へき面めん。まるでスプレーアートの悪戯いたずら描きのような気軽さで、数え切れない数の〝血文字〟が書き綴つづられていた。それが通りの向こうまで続いている。

「……冗談はよしてくれ……何が起こったんだよ、ここで……！」

　息切れと気き色しよく悪さで、俺は吐はき気を催もよおしながら毒どくづいてしまう。

　俺は目に付いたいくつかの血文字を、視線だけ動かして読み取る。

《実在する怪かい物ぶつ》

　どれも同じその一ひと言ことが書かれている。

　正直なところ、足が竦すくんでしまう。

　今にも逃げ出したい心境だが、それでも助けを求めている誰かの気持ちを考え、踏みとどまる。こんな恐ろしい場所で、助けを求める人を置き去りにする事なんて……出来ない。

　気き味みの悪さを堪こらえながら、俺は血文字の後を追いかけるようにして、人や車の姿すがたがない道路を再び走りだした。半なかばやけくその心境である。

　思い切って進んだ暗くら闇やみの先に……やがて俺は辿たどり着いてしまう。

「………………酷ひど過ぎる」

　そうとしか言いようがない状況が、充血する視界に焼き付けられた。

　開けた廃はい道路の中心に、赤黒い血だまりが現れたのだ。

　その中心には、腹部から上がなくなった人間の死体が転がっていた。

　上半身は周囲に見当たらず、下半身から飛び出た臓ぞう物もつが道路の上に展開されていた。それはまるで……巨大な怪物に襲おそわれた跡あとのようだった。死体の下半身だった肉にく塊かいは、頭上から巨大な口で丸かじりにされたような、鮮やかなＵ字型に抉えぐり取られているのだ。

　いったい何をどうすれば、人間がこんな殺され方をするのか。想像もつかない。

　これが獣けものに襲われた跡だとすれば。俺の脳のう裏りには犬男の姿が思い浮かんだ。

　だが、あの犬男には巨大な口など付いていない。

　そもそも犬男は、たぶん人間だったはずだ。獣ではない。

　────実在する怪かい物ぶつ。

　否いやが応おうでも先さき程ほど目にした血文字が脳裏をよぎる。だが……怪物なんて馬ば鹿かげている。

　死体に近寄ると、鼻び孔こうの奥を突つく血の臭いが濃くなっていく。

　見慣れていると言えば語ご弊へいはあるが、俺はこうした無む惨ざんな死体を何度か見たことがある。

　我ながら冷酷であるとは思ったが、その経験のおかげで、大きく取り乱すことはなかった。それは５年前の東とう京きよう内ない戦せんの時の経験だ。

「誰か！　助けて！」

　突とつ如じよとして、先程の女性の悲鳴の声が聞こえた。

　今度はすぐ近くからである。

　この死体が転ころがっていることから考えても、犬男ではなく、巨大な獣か何かに襲われている可能性があるだろう。俺は手にしていた、心こころ許もとない鉄の棒ぼうきれを見下ろした。

　弱気になる心を隅すみに追いやり、俺は声の聞こえた場所を目指す。

　声が聞こえたのは、死体の転がっている大通りから、すぐ脇わきに入った細い路地の向こうである。その路地を突っ切ると、バスケットコート程の、少し開けた空間へ辿り着いた。

　その薄暗い空間の中心には、へたり込んでいる１人の少女の姿があった。

　毛先にカールの入ったミディアムヘアー。この辺ではあまり見慣れない制服姿だった。身なりから考えても、おそらく俺と同い年くらいの女子高生である。少女の制服は血で赤く染そまっており、その表情は目前に迫り来る異質なモノに戦せん慄りつしていた。

「……っく！」

　気が付いた────あの犬男がいた。

　しかもさっき見た１人だけではない。

　４人もだ。

　俺は少女と犬男達の間に割り込むと、鉄の棒ぼうきれを構えて犬男達に切きっ先さきを向ける。唐とう突とつに現れた俺を見ると、少女の表情は歓喜した。少女は急いで俺に縋すがり付いてくる。

　犬男達と真正面から相あい対たいした俺は、唐突に訪れた頭痛に歯を食いしばる。

　すると視界に入った犬男達の首くび筋すじに〝赤い楔くさび〟のようなものが刺さっているのが視みえた。

　さっき、俺を追いかけ回していた犬男のものと同じだ。

　楔からは千ち切ぎれた鎖くさりがぶら下がっており、その輪はボロボロに崩くずれている。

　鎖を間近でよく視みていて気が付いた。赤いＵの字を組み合わせる事でＯ型の輪を作り、その輪が連なって鎖の形状をしているのだ。しかもその鎖の傍そばには、謎なぞの数値が漂ただよって視える。

　３２１。５４０。１０１。３３３。

　犬男達のそれぞれの鎖の近くに視えた数値だ。どの数値も互いに異なっているようだ。

　目を瞬またたかせてみても、その幻像のような鎖と数値が消える事はない。

「まさかこれって……！」

　俺の眼めに映る、赤い異質な幻像。俺は最近、それを視た覚えがあるのだ。

　万物を形作る根源────無ス次カ元ラ数ー。

「ああっ？　誰だぁ、てめえは？」

　暗がりの中、犬男達に囲まれて佇たたずんでいた人影があった。そいつが口汚く問いかけてくる。

　茶色に染そめたワイルドショートの髪。鋭く尖とがった目つき。カーキ色のモッズコートを着込んだ男だ。暗がりに佇んでいるその男を、俺は知っていた。

「明あく津つ憲けん剛ご……！」

「てめえ……何で俺の事を知っていやがる」

　名を呼ばれた明津は、不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらみ付けてくる。人の事は言えないが、クラスメイトだというのに、明津は俺の事を知らない様よう子すであった。

　あまりにも予期していなかった人物の登場に呆ほうける俺の背中へ、少女が縋り付いてきた。

「助けてください！　この男の方が、この変な人達をけしかけてきたんです！」

「！」

　少女の言葉を耳にした俺は、再び明津に向き直る。鋭く明津を睨み付けると、俺は言った。

「何が目的なんだ。どうしてこんな事をする。お前……〝災厄の数アルヘトス〟なのか……！」

「！」

　俺の発言に対して、驚いて細い双そう眸ぼうを見開く明津。

　俺が口にした災厄の数アルヘトスという言葉に、明あく津つの表情は露骨に変化した。つまり……図ず星ぼしなのか。

「……ちっ。出直しだ」

　明津は背を向け、路地の出口の方へ去って行こうとする。

「ちょっと待てよ、明津！」

「待たねえよ、クソ野郎が」

　明津は１度だけ、俺と少女の方を振り返って宣告した。

「次に会った時は、ぜってぇ殺してやる」

　刺さるのではないかと感じる程ほどに鋭えい利りな明津の眼光。

　明らかな殺意が込められた明津の言葉に、俺は情けなくも脚が竦すくんでしまう。

　明津の姿すがたが闇やみの中に消えると、それに遅れて、犬男達も一いつ斉せいに暗がりのどこかへと駆かけて逃げて行った。少女が言う通り、犬男達に指示していたのは明津だったと言うのだろうか。

　俺の背に縋すがり付いていた少女は、気が緩ゆるんだせいか、その場ですぐに失神してしまった。

　地面に頭をぶつけそうになる少女を、俺は慌あわてて抱き留めた。

「……何でこんな事に巻き込まれてるんだよ、俺は……！」

　毒どくづく。ここに少女を置いていくことは出来ないため、俺は少女を背中に背負って移動を開始する。一刻も早く、この場を離れなければ危険だろう。犬男や明津の事はわからない事だらけだが、少なくともまだ、何か巨大な怪かい物ぶつが周囲に潜ひそんでいる可能性もあるのだ。

　俺は少女を背負い、裏うら路ろ地じから廃はい墟きよのメインストリートの方へ出る。

　────突とつ如じよとして、俺の顔に眩まばゆい光が当てられた。

　目を細めて、俺は光の向こうを見やる。

「そこの君！　君が通報した冴さえ上がみ君か！　良かった、無事だったんだね！」

　廃墟の通りの向こうから、制服姿の警けい官かん達が現れた。４人くらいだろうか。手にした懐かい中ちゆう電灯が、俺の姿を廃墟の闇の中に照らし出してくれていた。

　どうやら通報した俺を捜さがして、廃墟の中にまでやって来てくれたらしい。

　俺は一気に緊張が解けて、少女を背負ったままへたり込んでしまう。

「……助かりました」

「何だこれは……！　一体何が起きたんだい！　この死体は誰なんだ！」

　警官達はそれぞれが手にした懐中電灯で、道の真ん中で惨ざん殺さつされている男の死体を照らし出していた。聞かれたところで、俺はその答えを持ち合わせてなどいなかった。執しつ拗ように色々と問いかけてくる警官達の言葉を呆ぼう然ぜんと聞き流しながら、俺は懐中電灯で照らし出された死体の傍そば。ひび割れた廃墟のアスファルトの上に、巨大な血文字が描かれている事にようやく気が付いた。

　さっきは暗くて気が付かなかった。

　そして俺はその血文字の内容を理解する。

「……我はニコラス・ブルバキ。人々が望みし、姿無き脅きよう威い……！」

　ただ戦せん慄りつの言葉が、口から溢あふれた。

　連続Ｕ字型殺人事件────その犯行現場に残されていた血文字と同一の内容だったのだ。

　世間を騒がせている異常殺人。

　とんでもない場所に居合わせてしまった事を悟さとり、俺は頭を抱かかえたくなる。

　人々が姿すがた無き怪かい物ぶつに怯おびえる夜は、まだ始まったばかりだった。







Phase2：騙し合う図形







　壁かべに掛かけられた時計。その秒針の音が聞こえていた。

　規則正しいリズムが、狭せまい室内に幾いく度どとなく繰り返されている。

　室内に灯ともる蛍けい光こう灯とうは２本だけ。

　この狭い取調室を照らす事だけなら出来ているが、出力不足なのが見て取れる。

　部屋の隅すみが薄暗くなっており、室内は全体的に陰いん湿しつな印象になっている。

　固い椅い子すの上に、俺は長らく１人きりで座っていた。

「…………暇ひますぎだろ」

　ぼやいてしまう。パトカーでこの警けい察さつ署しよに連れて来られて、すでに３時間が経過しようとしている。そろそろお尻しりの下が辛つらくなってきたが、まだ解放される様よう子すはない。

　一ひと通りの事情聴取は終わっており、後はこの部屋で待っていろと言われている。待ち時間が楽しいはずはなく、暇過ぎて欠伸あくびが漏もれてしまった。

　やる事もないため、先さき程ほどから俺が考えているのは、あの殺人事件に関してばかりだ。

　連続Ｕ字型殺人事件。

　今まさに世間を騒がせている殺人事件の現場に居合わせてしまった。あれこれと質問責めに遭あうのではないかと予感はしていたが、実際の事情聴取は30分程度の短い時間で終了した。予想外だったのは、帰宅許可が出るまでに、これ程の時間を拘こう束そくされている事の方だ。

　時刻は日付変更線を跨またごうとしている。

　何な故ぜ、いつまでも帰して貰もらえないのだろうか。

「……愛あい架か。さすがにもう寝ただろうな」

　一応、パトカーの中から妹に電話して、「今日は文化祭の準備でかなり遅くなる」と、噓うその連絡をしておいた。夕飯を外食で済ませていた妹は案あんの定じよう、不ふ機き嫌げんだった。

　いつも通りの妹の声が聞けて、俺は安心出来た。

　それで良いのだ。こんな気き色しよく悪い事件に、妹を巻き込んでたまるものか。

　簡素なオフィスデスクの上で、俺は眠たくなってきた瞼まぶたを擦こすりながら頰ほお杖づえを突つく。何回目の欠伸が漏れた頃ころだっただろうか。取調室の入り口の扉が、思い出したように押し開かれた。

　現れたのは、ダークスーツ姿の、１人の女性だった。

　少しウェーブがかったミディアムロングの黒髪。高圧的で冷ややかな吊つり目。

「え……秋あき月づきさん？」

　現れたのは秋月杏きよう子こ刑事。以前、ちょっとした事件で知り合いになった警けい視し庁ちようの刑事だ。

「久しぶりね、冴さえ上がみ君。まさかこんな状況で再会する事になるとは思っていなかったわ」

　警視庁の刑事が……どうして所しよ轄かつの警察にわざわざやって来たのだろうか。

　しかしそこまで考えて思い直す。

　逆だ。警けい視し庁ちようの刑事だからこそだろう。連続Ｕ字型殺人事件は大事件だ。警視庁が捜そう査さに関与しているのは当然の事だ。秋あき月づき刑事は、この事件の捜査を担になっている１人なのかもしれない。

　秋月刑事はヒールの音を鳴らしながら歩み寄り、向かいの席に腰こしかける。開かい襟きんされた秋月刑事のシャツは、胸の谷間が顕あらわになっていて、視線のやり場に困ってしまう。

　俺の内心など知らず、しばらくぶりに耳にする淡々とした口調で秋月刑事は言った。

「随ずい分ぶんと長く拘こう束そくされていたようね。どう、疲れているんじゃないの？」

「もう用事がなければ家に帰りたいんですけどね……まだここにいなきゃ駄目ですか」

「いいえ。帰宅許可が出たわ。ここの責任者には話が通っているから、もう帰っても構わないわよ。私はそれを知らせに来たの」

　微び笑しようを浮かべて見せる秋月刑事。

　だが俺は、釈しやく然ぜんとせずに問いかけてしまう。

「……えーっと。わざわざそれだけのために、警視庁からここまで来てくれたんですか」

「察さつしが良いのね、冴さえ上がみ君。勿もち論ろん、それだけのためじゃない。君をここから帰す前に、いくつか話したい事があってね。私の目的はそっち」

　秋月刑事は腕を組み、表情から笑みを消した。

　再びいつもの真ま面じ目めな表情に戻ると、黙って俺の顔を凝ぎよう視ししてきた。

　秋月刑事の沈黙の理由がわからず、俺は見つめ返してくる秋月刑事の目線に困ってしまう。黙っている秋月刑事に耐えられず、俺の方から口を開いた。

「話って、具体的に何ですか」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわね、冴上君。あなたはすでに〝容疑者〟として疑われ始めているわ」

「…………え？」

　今、秋月刑事は何と言った。

　何か突とつ拍ぴよう子しもない事を言われたのはわかった。言葉は聞き取れても、その意味だけが追従しようとしない。言葉の意味を咀そ嚼しやくしながら、やがてゆっくりと俺は理解に至らざるを得ない。

　────俺が容疑者？

　一気に冷たい汗が噴ふき出た。現実味のない秋月刑事の言葉に、俺は食い下がるしかない。

「容疑者って……一体、俺に何の容疑がかかってるって言うんです」

「テレビで話題になっているわよね、〝連続Ｕ字型殺人事件〟。あなたは一連の殺人事件の、第４の犯行現場に居合わせてしまった。そのせいで犯人である可能性が疑われている」

「そんな、居合わせただけじゃないですか！　事件に関係なんてしてません！」

　俺は焦あせり、声を荒げて言ってしまう。だが秋月刑事は、やはり淡々としていた。

「しばらく君は、24時間体制の警けい察さつ監かん視し下かに置かれることになるわ。捜そう査さ本部は君をここで釈しやく放ほうして、泳がせて様よう子すを見るという方針みたい。学校や自宅にも尾行が付くはずよ」

「ふざけないでください！　俺はやってません！」

　頭に血が上のぼる俺。口汚く秋あき月づき刑事を罵ののしってしまいそうになるのを堪こらえた。

　鼻息を荒くして身を乗り出す俺の態度を冷ややかに観察しながら、秋月刑事は続けた。

「落ち着いて。勿もち論ろん、私個人は冴さえ上がみ君が犯人だなんて思っていない。けれどね、警察という組織は違う。公権力があなたを疑うからには、ちゃんとした理由があるのよ」

　秋月刑事は僅わずかに身を乗り出し、俺の表情を正面から覗のぞき込んできた。

「最初に確認よ。冴上君はこの殺人事件に関して、どの程てい度どの事を知っているのかしら」

　試されている……のだろうか。

　秋月刑事は、どことなく俺の出方を窺うかがっているようにも見える。

「……詳くわしくは知りません。ニュースで見た程度の情報だけです」

「なるほど。じゃあ、順を追って説明しましょうか。これから話すことは一部、マスコミにも箝かん口こう令れいを敷しいている情報よ。口外禁止である事を念頭に置いて聞いてね」

　秋月刑事は、持ってきていた自分の手て提さげ鞄かばんを開ける。

　その中から、クリアケースに入れられた、いくつかの写真を取り出した。

「最初の事件は10日前。被害者は有名女子校の理事長。次の被害者は弁護士。そしてテレビ報道されている大学の事件の被害者は数学者。君が居合わせた現場で殺された人物は、現在身元を調査中よ。判明している限り、犯人はこれまでに全部で４回の犯行を行っている」

　秋月刑事がデスクの上に並べた写真は、どれも酷ひどく損そん壊かいした遺い体たいの写真だった。

　これが連続Ｕ字型殺人事件の、被害者達の写真なのか？

　いずれの遺体も、俺が発見した遺体同様に、身体からだのあちこちをＵ字型に抉えぐり取られていた。

　……惨むごい。

　まるで獣けものの集団に喰くわれたようにも見えるＵ字の傷きず痕あとから、インターネットでは連続食人事件とも言われているようだが、その呼び方も納得出来る有あり様さまだ。

　むしろその名前の方が、個人的にはしっくり来るように思える。

「どの被害者にも人間関係上の接点は無く、殺害された動機が見当たらない事から無差別殺人が疑われているわ。被害者達の共通点として上げられるのは〝殺され方〟と〝関係者達が発はつ狂きようする〟という特異な点。彼かれ等らの遺体は、あちこちにＵ字型の酷い損壊を受けているの。インターネットの噂うわさでは、巨大な人喰いの怪かい物ぶつが、一連の犯行を行っているとも言われているようね」

　秋月刑事は、小さく嘆たん息そくを漏もらしてから続けた。

「この事件にはいくつもの奇妙な不整合が存在しているわ。それを細かく上げたらキリが無いけれど、君が疑われている理由に関係する点だけを言うなら、大きく２つ」

　秋月刑事は、人差し指を１本だけ立てて見せた。

「第１の理由。現場の第１発見者はいつも、公衆電話からの匿とく名めい通報だという点。被害者の死亡推定時刻から計算して、通報者は犯人が現場にまだ存在していたであろう時間に通報を行っている。通報者が犯人である可能性が考えられるわ。通報者の声は若い男性だったそうよ」

「俺がその通報者じゃないかって事ですか。無む茶ちや苦く茶ちやなこじつけですよ、そんなの」

「そうね。私もそう思う」

　秋あき月づき刑事はもう１本指を立て、Ｖサインを形作った。

「第２の理由。これよ」

　そう言うと、秋月刑事は鞄かばんの中から小さなビニール製の小袋を取りだした。

　袋の中には、釦ボタンのようなものがパッケージされている。俺はその釦に見覚えがあった。

「これって……うちの校章じゃないですか」

「大学で殺された教授。その殺害現場から発見されたものよ」

「！」

　喉のどが詰つまる。秋月刑事は、絶ぜつ句くした俺に告げた。

「……もうわかったでしょう、冴さえ上がみ君。警察は事件の犯人が〝君の学校の生徒〟ではないかと疑っていたの。そこに第４の殺人が起こり、君という人物が現れた」

　秋月刑事の説明で、俺はようやく自分が疑われている理由を理解出来た。

　だがそれでも納得はしない。俺は事件の犯人などではないのだから。

　だが、どうすれば信じて貰もらえると言うのだろう。

　疑われる理由はあっても、信じて貰える理由は多くない。

　このままでは────俺はやってもいない連続殺人の犯人にされてしまう。

　言葉に詰つまった俺は、ふとそこで思い出した。

「そうだ……！　俺と一いつ緒しよに連れて来られた女の子がいますよね？　彼女に聞けば、俺が犯人じゃないことを証言してくれるはずです！　彼女はどうなったんですか！」

　秋月刑事は、意味深げに黙り込んだ。少しの黙もつ考こうの後に、秋月刑事は苦にが々にがしく言った。

「彼女の名前は来くる栖す真ま意い。私立女子校である聖アルナス学園の１年生よ。最初に殺された女子校の理事長は、彼女の通う学校を運営していた人物でもあるわ」

「なら、殺された被害者と関係があるかもしれないって事ですか。益ます々ます話を聞くべきですよ！」

「残念ながら、もう出来ないのよ」

「どうしてですか！」

「彼女は〝警けい視し総そう監かん〟のご令嬢。事情聴取は早々に終わり、もう帰って行ったわ」

「警視総監の……令嬢……！」

　秋月刑事が苦々しく教えてくれる理由を、俺は何となく察さつした。

　来栖というあの少女は、おそらく優遇されたのだ。

「聴取内容は秘ひ匿とく扱あつかいになっているわ。私も詳細は知らないの。ごめんなさい」

　秋月刑事の沈んだ顔を見て、俺は良心が痛んだ。「疑っていない」と口では言いつつも、内心では俺の事を疑っているものだとばかり思った。だから俺の顔色を観察したり、情報を与えては様よう子すを見ているように感じられたのだ。

　しかしよくよく考えてみると、その推測はおかしいのだ。

　警けい察さつが俺を泳がせて監かん視しするつもりでいるのなら、秋あき月づき刑事が俺に話した事は、口にしない方が良かった事ばかりだ。それをわざわざ俺に教えてくれたのは、秋月刑事の善意だとしか思えない。俺は秋月刑事を不快に思った自分を恥はじた。

　秋月刑事は、急に席を立ち上がった。

　何も言わず、俺に背を向けて部屋の入り口へと歩く。扉を押し開けると、その向こうにいる誰かを呼んでいるようだった。やがて秋月刑事は、部屋へ１人の少女を招き入れた。

　招き入れられた少女は、開口一番に俺の名を叫んだ。

「誠せい一いち君！」

「雪せつ名な……！」

　俺は席を立ち、思いがけなく現れたその少女の名を口にした。

　取調室に現れたのは、コーヒーショップで別れたクラスメイト。羽う鷺さぎ雪名だった。

　雪名は今にも泣き出しそうな顔で俺に駆かけ寄り────抱き付いた。

「良かった！　心配したんだよ！　本当の本当に！」

「ちょっ、ちょっ、雪名！　いきなりお前！」

　抱き付かれた俺は、赤面しながら狼ろう狽ばいしてしまう。

　前々から思ってはいたのだ。時々やる事が大だい胆たん過ぎて困ってしまう。

　おそらく天然なのだろうが、いきなり人前で抱き付かれるのは、流石さすがに恥はずかしい。

　抱き留めた雪名の小さな身体からだは柔らかく、甘く良い香りがした。

「……コホン」

　秋月刑事が、わざとらしく咳せき払ばらいをしてみせる。

　抱き付いていた雪名の小さな肩を引き離し、俺は取り繕つくろうように秋月刑事へ向き直る。

「あ……ごめんなさい。私つい嬉うれしくなっちゃってね。その……えっと……」

　雪名は気まずそうに俺から視線を外はずし、その場で頰ほおを染そめて俯うつむいてしまう。

　お互いに言葉を失っていた俺達を見かねたのか、秋月刑事が言った。

「雪名さんをこの場へ呼んだのは私よ。冴さえ上がみ君からも雪名さんへ、協力をお願いして欲しいの」

「協力……？」

「ここからは警察の範はん疇ちゆう外の話になるんでしょうけど」

　そう前置きをしながら、秋月刑事は言った。

「ただの人間の仕し業わざとは思えない、遺い体たいに残されたＵ字型の傷。そして原因不明な関係者達の発はつ狂きよう。私個人としては、今回の事件を〝数絡がらみ〟だと疑っている。本当に人喰くいの怪かい物ぶつがいるかどうかはともかく犯人……ブルバキは〝ただの人間ではない〟はずよ」

　────数絡み。

　秋あき月づき刑事の造語らしいが、ようするに世間一般の言い方に置き換えればオカルトである。

　２ヶ月程ほど前、秋月刑事と俺達は〝確率〟を操あやつる怪かい人じん・赤帽子レツドハツトと戦った。

　怪人は〝数〟を操る事で、この国を滅ほろぼしかけたのだ。

　秋月刑事は、今回の連続殺人事件も、怪人の時と同じような数に関係した災さい厄やくなのではないかと考えているようだ。

「関わってしまった俺はともかく……警察の範はん疇ちゆう外の捜そう査さに、雪せつ名なまで巻き込むんですか」

「雪名さんの協力が得られれば、君だって心強いでしょう？」

　……少しだけ、秋月刑事から大人おとなの汚い部分を見せ付けられたような気がした。

　秋月刑事の言葉は否定出来なかった。もしも犯人が数絡がらみの怪物なのだとしたら、数秘術師アルケニストである雪名の存在は心強い。しかしそれは、俺達の都つ合ごうで……雪名を利用する事と同義だ。

「良いよ。私も協力したい」

　黙って俯うつむいてしまった俺の傍かたわらで、雪名は言った。

「誠せい一いち君は私の、たった１人の友達だもん。放ほうってなんかおけないよ」

　雪名は俺に小さく微笑ほほえみかける。その微笑みに、俺の良心は静かに痛んだ。

　秋月刑事に顔を向け、雪名は静かに首を縦たてに振って見せた。

　それを確認した秋月刑事は、雪名同様に小さく微笑んで見せた。

「さて冴さえ上がみ君。私がここへ来たのは、あなたに状況を説明するためだけじゃないわ」

　秋月刑事は再び椅い子すへ腰こしかけると、俺の隣となりの席へ雪名を招いた。雪名が座るのを確認してから、秋月刑事はデスクの上に両りよう肘ひじを置き、顔の前で手の平を合わせて言った。

「あなたの調書は読んだ。異常者に追いかけられ、クラスメイトの明あく津つ憲けん剛ごに出会った。これだけの情報でも随ずい分ぶんな収穫だけど……調書に記き載さいされていない事もあるんじゃないのかしら」

「と言うと……？」

「察さつしは付くでしょう。君は人よりも〝眼めが良い〟。現場で何かを視みなかったかしら？」

　……「眼が良い」。

　少し語ご弊へいのある表現ではあるが、それは正しい認識だ。

　俺は霊れい感かんが強いらしく、〝スカラーの異常〟を視認出来るという変わった体質なのだ。

　無ス次カ元ラ数ー────率直に言えば、万物を形作る根源だ。

　この世のあらゆる現象や物質は、スカラーによって形作られており、その構造は数式によって書き表せるのだと言う。俺も詳くわしい事を知っているわけではないが、かつて聞いた話によれば〝姿すがたのない大きさを持ったエネルギー〟の事、だったと思う。

　例えば身近なもので言えば、電気エネルギーなどが該がい当とうするのだと言う。

　スカラーはこの宇宙全体に満ちたエネルギーであり、何ど処こにでも存在するものだ。そのエネルギーが異常に集まったり歪ゆがんだりしていると、俺にはその様よう子すが数字として視えてしまう。

　秋月刑事が期待している事に関して、俺には心当たりがあった。

　事情聴取の時に警けい官かんにも話そうかと思ったが……きっと普通の人には理解出来ないだろうと考え、黙っていた。俺はそれを、秋あき月づき刑事に話すことにした。

「……赤い鎖くさりです」

「赤い鎖？」

「正確にはＵの字を組み合わせる事で形作られた鎖……って言えば良いんですかね。スカラーで出来た鎖でした。それが犬みたいな男達の首くび筋すじに、楔くさびで打ち込まれてるように視みえたんです。しかも鎖の近くには、妙みような数値も視えました。３３３とか」

　俺の言葉を聞いた秋月刑事は、表情を露骨に暗くした。

　項うな垂だれた頭を両手で支えながら、１つだけ重たい溜ため息いきを吐はき出す。

「傷付けられた赤いスカラー。数の秩ちつ序じよを乱すモノ。事件に〝災厄の数アルヘトス〟が関係しているのね」

　────災厄の数アルヘトス。

　スカラーを傷付け、破は壊かいする事により、世界の法則を乱しながら奇き蹟せきを実現する異能者だ。

　災厄の数アルヘトスの操あやつる数は、ノイズがかった赤い数字となって俺に視えるのだ。

　俺が視た数字が赤い色をしていたという事から察さつして、前の怪かい人じんの時と同じであるなら、この事件の犯人は災厄の数アルヘトスなのではないかと思えた。

　秋月刑事の言葉で、隣となりに座っていた雪せつ名なの顔が青ざめていくのがわかった。

　目線を地に落とし、愕がく然ぜんとしている雪名。

　俺は雪名の辛つらい心境を察さつしながら、それでも秋月刑事へと問いかけた。

「災厄の数アルヘトス。じゃあ犯人は〝変ア革ルのベ石ド〟で最適化された人間って事になるんですか……？」

　────変ア革ルのベ石ド。

　人間の強い想おもいを〝最適化〟する事により、人間を災厄の数アルヘトスに変えてしまう石だ。

　秋月刑事は答えを持ち合わせていなかったのだろう。小さく首を左右に振りながら言った。

「正直わからないわ。でも、だとすれば納得がいく事の方が多い状況じゃないかしら」

　秋月刑事は、小さく首を傾かしげて呟つぶやいた。

「……私が知る限りでは、東とう京きよう内ない戦せんまでに先端科学機構ネメシスが製造した変ア革ルのベ石ドは、私達が倒した怪かい人じんのもので最後のはず。まだ他にも残っているだなんて聞いたことがない。東京内戦によって先端科学機構ネメシスは壊かい滅めつした。製造技術が新しん宿じゆくクレーターの地下に埋まい没ぼつしてしまった以上、誰にも新たな石を造ることは出来ないはずだけど……まだ残存している他の石があったのかしら」

　秋月刑事は、沈ちん痛つうな面おも持もちちのままで続けた。

「……話を戻すわね。犯人が現場にメッセージを残したという事は、それを読む誰かに、何かを期待しているという事。そしてどうやら私達はまだ、犯人の期待に応こたえられていない。だから第４の殺人が起きてしまったんだと思う。この事件はね……まだ終わってなんかいないわ」

　秋月刑事は、厳しい顔で俺を睨にらみ付けた。

「相手が災厄の数アルヘトスだと言うなら、知っての通り警けい察さつは当てにならない」

　秋あき月づき刑事は、絶望的な宣告をせざるを得なかった。

「冴さえ上がみ君の潔けつ白ぱくを証明するためには、私達だけで事件の犯人を見つけるしかないのよ」




　　　　■■■




　結局、自宅に帰る事が出来たのは、朝の３時になった頃だった。

　ロクに寝る時間もなく、すぐに学校へ行く時間となってしまった。

　眠たい瞼まぶたを擦こすりながら、俺は何とか登校した。

　晴れた青空。心地よい秋風。過ごしやすい気温の、良い日であった。

　……３時限目は体育。サッカーの時間だった。

　ジャージに着替えた俺達のクラスは、運動場に集まっていた。

　準備体操の後にクラス内で３チームに分かれ、簡単な試合を行っているところだ。サッカーコートが１つしかない都つ合ごうで、２チームずつしか試合が出来ないという問題がある。そのため残った１チームは、先の２チームの試合が終わるまで審判をしなければならない。

　そんな事情から、俺は審判をやっていた。

　グラウンドに石灰の白線が引かれ、簡単なサッカーコートが完成している。俺はそのゴールラインに突つっ立っているだけである。今は遠く離れた逆側のゴールラインにボールが行っているため、俺の近くは人が少なくて暇ひまだった。遠くでサッカーボールの蹴けり合いをしているクラスの仲間達を見守りながら、俺は今日になって何度目かの欠伸あくびをしてしまう。

「ここは風が気持ち良いね」

　唐とう突とつに傍かたわらへ現れたのは、ジャージ姿の雪せつ名なだった。

　女子は審判役を免めん除じよされているため、俺よりもさらに暇なのだろう。

　雪名は俺を見ず、俺と同じように、サッカーに没ぼつ頭とうする生徒達を眺ながめて続けた。

「よく眠れた？」

「まあ、な……」

「フフ。噓うそ。今日は顔色がちっとも優すぐれてないし、目の下にクマが出来てるよ」

「なんだよ、バレバレか。でもまあ、悩んでたってどうにもならない事ではあるんだよな」

「前向きなのか、緊張感がないのか。君は相変わらず、ヘンテコな人だね」

　俺はやってもいない、連続殺人事件の犯人に仕立て上げられようとしてるのだ。

　このまま疑いが晴れず、冤えん罪ざいにでもなった日には、俺の人生はお終しまいだ。

　深く考えれば滅め入いりそうになるため、俺は溜ため息いきを吐はき出す事で気分を紛まぎらわすしかない。

「犯人を見つけるって言っても……どうすれば良いんだろう。ド素人しろうとの俺には、何から手を付けて良いのかわからなくてさ。こういう時、本に出てくる名探偵なら手て際ぎわが良いんだけど」

「本での調べ物と一いつ緒しよなら、まずは調べる対象を絞しぼることじゃないかな」

「調べる対象を絞しぼる、か……。うーん。なら今のところは明あく津つが１番怪あやしく思えるかな」

　明津憲けん剛ご。うちの学校の１年生。もっと言えば、俺と同じクラスの生徒だ。

　今日も明津は欠席で、学校へ来てはいない。

　どうやら夏休み明けからずっと来ていないらしい。

「秋あき月づき刑事の言っていた犯人って、うちの学校の男子生徒じゃないかって話だったよな。なら明津は条件に合がつ致ちする人物だと思うんだ」

　そうは言いつつも、無む論ろんの事その条件なら、俺や他の男子生徒だって同じように該がい当とうするわけで。俺は別に、それだけを理由に明津を疑っているわけではない。

「まだ確証が持てなかったから、秋月刑事には黙ってたんだけどさ……あの時、犬男達を操あやつっていた災厄の数アルヘトスは、明津だったように視みえたんだよ」

　犬男達は明津の取り巻きのように、明津を囲んでいた。

　そして明津が去って行ったすぐ後に、犬男達も撤てつ退たいして行った。

　そのタイミングの合い方は、ただの偶然であるようには思えない。

　もしも明津が犯人の災厄の数アルヘトスであったとして、あの時、犬男達に撤退の指示を出していたのなら……明津の操る数とは、一体どんなものなのだろう。

　他人を犬のような狂きよう人じんに変えてしまう力だなんて、予測も付かない。

「考えてみれば……もしも犯人が災厄の数アルヘトスなんだとしたらだ。災厄の数アルヘトスみたいな連中と敵対している〝教団〟が、また黙ってないんじゃないのか」

　────教団。

　この世の数の秩ちつ序じよを乱す存在を許さず、災厄の数アルヘトスのような怪かい物ぶつの暗殺を行っている秘密組織である。以前、この関東に災厄の数アルヘトスが現れた時にも暗あん躍やくし、俺達に協力してくれた。

　もしかしたら教団が、今回の事件を勝手に解決してくれるのではないか。

　そんな淡い期待があった。だが俺の言葉に、雪せつ名なは言った。

「教団が誇る絶対の執しつ行こう力りよく、すなわち13人の執行官。神の子の弟子の名を持つ彼かれ等らは、たった13人しかいない。世界中を戦場に〝数の異端ヘテロ・ナンバー〟を相手にしている以上、対処する敵には優先順位を付けているんだよ。私のような〝最重要殺害指定マスト・ダイ〟であっても、目前の脅きよう威いになる可能性が低い敵は、後回しにされる事もある」

「人手不足で手が回ってないって事か。まあ、この日本で殺人事件起こしてる程度の相手じゃ、教団からすれば大した脅威にはならないのかもしれないなあ……うーん」

　なら、やはり取っかかりになりそうなのは、明津の正体を探さぐる事なのかもしれない。

「明津か。そもそもアイツ、学校に全然来ないらしい。調べるにしても、学校内での聞き込みくらいしか思い付かないけど、さて普段いない奴やつの情報なんて出てくるものか……」

「誠せい一いち君が現場で出会ったのは、明津君だけじゃないんでしょう。確か、来くる栖す真ま意いさんだっけ。彼女の学校がわかっているんだから、直接、昨日の話を聞いてみるのも良いんじゃないかな」

「そうか。明あく津つに襲おそわれていた彼女なら、明津について何か知ってるかもしれない」

　確かに、来くる栖す真ま意いに会いに行くというのは悪い考えではなさそうだ。

　そもそも俺は、俺が駆かけ付けるまでの間に、あの場で何があったのかを知らないのだ。来栖本人に直接話を聞くことが出来れば、何か糸口になる情報が出てくるかもしれない。

　……本来ならそういった情報収集は、秋あき月づき刑事の仕事である。

　しかし昨日、秋月刑事から聞いた話によれば、警けい視し総そう監かんの娘である来栖真意には、なかなか込み入った話を聞きづらい大人おとなの事情があるらしい。

　来栖真意の父親は厳格な人物であるらしく、娘がこうした事件に関わる事を恥はじと考えているようだ。そういった背景からも、来栖の事情聴ちよう取しゆは口の堅かたいベテラン刑事達が担当し、簡単な聴取のみが行われたのだと言う。秋月刑事には聴取結果が満足に報告されていないのだ。

　刑事ではない俺達なら、来栖真意から直接話を聞き出せるのではないだろうか。

「……うん。そうだな。まずは秋月さんに、来栖さんの連絡先を聞いてみる事にするよ。来栖さんにもう１度会って、あの時、あの現場で何が起きていたのかを詳くわしく聞いてみるか！」

　俺は大きく伸びをする。

　やるべき事を決めたせいか、少しだけ気持ちが楽になった気がした。

　そこでふと俺は、昨日のコーヒーショップでの出来事を思い出した。

「そういえば昨日……あの血文字に書いてあったブルバキっていう数学者の名前について話してたよな。最初から存在していないって。あれは結局、どういう事だったんだ」

　血文字に登場する、ニコラス＝ブルバキという人名。

　これは犯人の思おも惑わくを読み解くヒントになるのではないだろうか。

「ニコラス＝ブルバキは〝１人じゃない〟という事だよ」

　俺の疑問に、雪せつ名なは即答した。雪名は、眼鏡めがねの奥を陰かげらせた。

「１９３４年から、フランスの若い数学者達が解かい析せき学についての本を作ろうとしていた。出来上がった本に、著ちよ者しやである彼かれ等らは、自分達の名前を記き載さいする事をしなかった。代わりに、ニコラス＝ブルバキという架か空くうの人物を作り上げて、その名を記載したんだよ。それが彼の誕たん生じよう」

「何だよそれ。架空の人物名だったのか、ブルバキって奴やつは」

　呆あきれた俺の言葉に構わず、雪名は淡々と続けた。

「その後も彼等は悪ふざけで、ブルバキの名で自分達の本を作り続けた。集合論、代数構造、順序構造。現代数学の基き幹かんとなる叙じよ述じゆつを数多く残したブルバキの本は、数学原論として取りまとめられ、それらを書いたブルバキは〝姿すがた無き天才〟として尊敬を集めたんだよ。実際のブルバキは１人の天才ではなく、何人もの数学者の集合、というのが正体だったんだけどね」

「姿無き天才……」

「犯人が残した〝姿無き脅きよう威い〟というくだりは、これを理解した上で書かれているのかも」

「……犯人の目的も、操あやつる数もわからないんだ。確かに、まるで〝姿無き脅威〟だよ」

　────我はニコラス＝ブルバキ。人々が望みし、姿すがた無き脅きよう威い────。

　血文字の全文を思い出す。

　雪せつ名なの予測が確かなら「姿無き脅威」の意味は、何となくわかった気がした。

　けれど、「人々が望みし」のくだりは、一体どういう意味なのだろうか。

　姿無き脅威を望む人々とは、一体誰の事を指しているのだろう。

　自ら脅威の存在を望む者など、いるとは思えない。

　俺は、サッカーボールに集まっているクラスの仲間達の姿を見やった。

「……ブルバキはこの学校の生徒かもしれないんだろ？　このクラスの中に、ブルバキがいる可能性だってあるわけだ。こんなにも普通に笑い合っている仲間達の中に１人だけ、人をＵ字に切り刻きざむような異常者が混まじってる可能性だなんて……信じたくもない」

「普通に笑い合う……か」

　雪名は、寂さみしげに双そう眸ぼうを細めた。

「私達の見ている風景は全て、点、直線、面といった単純なものの組合せで描き表す事が出来る。ユークリッド幾き何か学は、言わばこの世界を図形によって解き明かそうとする学問だった」

　俺は黙って、雪名が話そうとする事に耳を傾けた。

　雪名がこうした奇き妙みような話をする時は、それが大切な事だと知っているからだ。

　雪名は、風に揺ゆれる自分の前まえ髪がみを搔かき上げて言った。

「幾何学の世界で図形を描く際には、大きさの無い点や、長さはあっても幅はばの無い線なんてものを使用する。けれど自然界にそんなものは実在しない。私達はこの世界の姿を、架か空くうの線でしか描き表す事が出来ない。誰もが現実を見ながら、誰もが虚きよ構こうを描くしかないんだよ」

「……」

「みんなの表情という〝図形〟も、もしかしたらそれと同じなんじゃないのかな」

　雪名は空を見上げる。彼女の緑色の瞳ひとみが、空の青色に満たされた。

「私達は嬉うれしい時に笑い、悲しい時に泣く事を知っている。誰かに教えられたわけでもないのに、喜き怒ど哀あい楽らくの表情を自然と形作る事が出来る。けれど、表情とは突つき詰つめて考えればただの図形でしかない。そこに、お互いが勝手な意味を見いだそうとしているのかもしれない」

　雪名は空に向かい、小さな美しい唇くちびるで呟つぶやいた。

「君は言ったよね。楽しくなくても笑うんだって」

「……」

「みんな笑っているからって、本当に辛つらくないなんて思えないの。だってね……東とう京きよう内ない戦せんはあらゆる人達を不幸にし、あらゆる人達を悲しくさせたんだよ。今はみんな笑っているけれど、それが本当の意味で笑顔なんだとは、私には思えない。顔には出さなくても、きっとみんな、本当はまだ深く傷付いているはずなんだから…………」

　弱々しく黙り込んでしまう雪名。

　その時……俺なんかよりも、雪せつ名なの方が辛つらい状況なのかもしれない。そう思った。

　雪名がクラスの仲間達に溶け込めないでいる理由は、人付き合いに慣れていないからというだけではない。最たる理由はおそらく……東とう京きよう内ない戦せんの発生した原因が、雪名の両親にあるからなのではないかと、俺はずっと考えていた。

　膨ぼう大だいなスカラーの塊かたまりである変ア革ルのベ石ド。

　東京内戦の原因となったその石を造り出したのは、雪名の両親なのだ。

　石１つで、地球上で消費される数年分のエネルギーを生成できる変ア革ルのベ石ドは、世界の経済や軍事バランスを崩ほう壊かいさせ、文明のレベルさえ飛躍的に進化させていたであろう大発明であった。

　しかし僅わずかな試作品が製造されたその後に東京内戦が勃ぼつ発ぱつし、研究成果はこの世から失われてしまったのだ。

　東京内戦の真実は────各国が変ア革ルのベ石ドを奪うばい合ったために発生した〝戦争〟だった。

　教科書の記き載さいとは違う話だが、俺や秋あき月づき刑事は、それこそが史実である事を知っている。

　雪名は未いまだ、自分の両親が東京内戦の原因を造り出してしまった事に責任を感じ続けているのではないだろうか。

　内戦によって家族や家を失った生徒が多いうちのクラスは、雪名にとって被害者達の輪の中に加害者がいるのと同義だろう。加害者側の罪悪感を背負っているからこそ、雪名はクラスで打ち解けられないでいるのかもしれない。

「もう２度と、災厄の数アルヘトスが現れる事なんて無いと思っていた。でも現れてしまった。私の家族はまた、知らない誰かの人生を狂わせてしまっていたのかな……」

　頭上を見上げたまま呟つぶやいた雪名。

　もしかしたら彼女は、失った大切な人達の面おも影かげを、そこへ投影しているのかもしれない。

　こんな時……俺はどんな言葉を彼女にかけてやれば良いのだろう。

　見当たらない適切な言葉を探すだけで、俺の唇くちびるは思うように動かない。

「……ごめんね。今は誠せい一いち君の方が辛つらい立場なのに。私が弱音を言ってたら、駄目だ」

　雪名は笑いもせず、ただそう言った。




　　　　■■■




　体育の授業が終わると、俺と雪名は昇降口に戻ってきた。

　俺は運動靴を脱ぎ、靴箱にしまってあった上うわ履ばきに履き替える。

　教室へ向かおうとしたところでふと、傍かたわらの雪名が、その場で硬直している姿すがたに気が付いた。

　雪名は自分の運動靴を手に提さげたまま、靴箱の蓋ふたを開けた姿勢から微動だにしない。表情は青ざめ、瞳ひとみには僅わずかに涙を溜ためてすらいる。

「ど……どうかしたのか、雪名？」

　様よう子すがおかしい雪せつ名なを心配し、尋たずねてみる。

　しかし完全に固まってしまっている雪名は、何を問いかけても反応を示さない。

　何事かと思い、俺は雪名が凝ぎよう視ししている彼女の靴箱の中を覗のぞき込んだ。

「……え？」

　雪名の上うわ履ばきの上に…………１匹のコオロギがいた。

　コオロギと向かい合い、雪名はまるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように射い竦すくめられている。

　もしかして……コオロギに怯おびえて動けなくなってしまっているのだろうか。

　そういえば以前、雪名の家に行った時の事だ。彼女は、風呂場にいたゴキブリに驚いて、大慌あわてで飛び出して来た事がある。ゴキブリとコオロギの見た目は似てない事もないが……ひょっとして雪名は、昆こん虫ちゆう全般が苦にが手てだったりするのだろうか。

「なんだ。ただのコオロギじゃないか」

　雪名の靴箱にいたコオロギを摘つまみ出そうと、俺は腕を突つっ込む。するとコオロギは、捕つかまえようとした俺の手をすり抜けて、目前にいた雪名の胸元へと飛び付いた。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかったのだろう。

　雪名は恐る恐る自分の胸元を見下ろし、そこに貼はり付いてるコオロギを見下ろした。

　言葉にならない悲鳴に、唇くちびるを戦慄わななかせる雪名。コオロギは雪名の胸元を這はい、ジャージの中へと侵しん入にゆうして行った。

「ひっ、ひやあああ！」

　雪名の悲鳴が、昇降口に木霊こだました。

　完全に理性を失っている雪名は、その場で小さく飛び跳はねながら、ジャージの上着を脱ぎ始める。体操服姿すがたになった雪名。ジャージを脱いでも飛び跳ねるのをやめない様よう子すを見るに、もしかしてさっきのコオロギは────雪名の体操服の中へまで侵入しているのではないか。

　慌あわてて、今度は体操服まで脱ぎ始めようとする雪名。

「ば、ばか！　何やってんだ雪名！　こんなとこで下着になる気かよ！」

　俺の制止の言葉は、かろうじて雪名の耳に入ったようだ。

　体操服を捲まくし上げた状態で動きを止める雪名。

　動きを止めたとは言え、すでに綺き麗れいに括くびれた腹部が顕あらわになっている。

「誠せい一いち君！」

「は、はい！」

　目のやり場に困っていた俺は突然、雪名に名前を呼ばれて姿勢を正す。

「…………取って」

「は？」

「まだ服の中にいるの……取って……お願いだよ……！」

　雪名は腹部を俺に見せたまま、泣き出しそうな顔で懇こん願がんしてきた。

「と……取れって……それはつまり」

　雪せつ名なの体操服の中を手探さぐりして、コオロギを捕つかまえろと言っているのか……！

　自分の顔が、一気に熱くなっていくのがわかる。

　雪名は震ふるえる腕で体操服を捲まくし上げたまま、俺が彼女の胸元に腕を差し入れるのを待っているようだ。よほどコオロギが恐いのか。雪名は堅かたく瞼まぶたを閉ざして、俺が行動するのをじっと待っている様よう子すである。いくら虫が恐いからと言って、あまりにも異性に対して無防備すぎる。

　俺は激しく苦悩していた。

　何というか……女子の体操服の中に腕を突つっ込むだなんて。い…………良いのか？

　自分の呼吸が荒くなっている事に気が付く。

　そんな自分が恥はずかしくて、俺は胸中で自分に言い聞かせる。

　やましい気持ちなどない！　やましい気持ちなど断じてない！

　雪名が怖こわがっているから、全てはやむを得ない措そ置ちなのだ！

　何な故ぜか自分に気合いを入れなければやっていられなかった。

　俺は覚かく悟ごを決め、目前の雪名に歩み寄る。

　恐る恐る、雪名が捲し上げている体操服の下側から、腕を差し入れようと手を伸ばす。小振りな雪名の胸の双そう丘きゆう。体操服の生地の向こうにあるそこへ、腕を這はわせなければならない。その現実を冷静に受け止めようとすると、頭がクラクラしてきた。

　俺の指先が、雪名の腹部に触れようとした瞬しゆん間かんだった。

「……あ」

　間抜けな声を漏もらしてしまった。

　体操服の中から、コオロギが自分から這いだしてきたのだ。コオロギは、呆あつ気けに取られている俺の顔を見上げると、嘲あざ笑わらうようにどこかへ飛び跳ねて去って行った。

「…………」

　コオロギが逃げた事に未いまだ気付かず、体操服を捲し上げたままの格かつ好こうの雪名。

　雪名の胸元に腕を差し入れようとしたまま、その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている俺。

　俺達がそうして硬直していると、昇降口の階段を下りて来る１人の女子生徒がいた。

　肩にかかる程度まで伸ばしたストレートの黒くろ髪かみを、耳元が出るようにヘアピンで止めた少女だ。体操服の胸の部分は、窮きゆう屈くつそうに見えた。

「あ。いたいた。お～い、冴さえ上がみく～ん。……って、えええええ！」

　階段の踊り場に現れた少女。雛ひな木ぎ叶か苗なえは俺達の状況を発見し、開口一番に驚きよう愕がくの声を上げた。

「ななな、なにをしているところなのですか、２人共……！」

　言いながら俺達に歩み寄ろうと、雛木は階段を下りて来た。

　雛木にとんでもない状況を目もく撃げきされた事に気付いた俺は、慌あわてて雪名の体操服を整え、顕あらわになっていた腹部を隠かくす。雛木が駆かけ寄ってくる前に、俺は雪名に「もう虫は逃げたぞ」と耳打ちをした。俺から安全宣言を聞いた雪せつ名なは、ようやく瞼まぶたを開ける。

　どう言い訳しようかと焦あせっている俺とは違い、雪名は心底安あん堵どしている様よう子すだった。

　雛ひな木ぎは赤面していた。だが何な故ぜか少し悲しそうに、俺に尋たずねてくる。

「うむむ～。も、もしかして……私はお邪じや魔ま虫むしなタイミングで来ちゃったのかな……」

「ご、誤解だって、雛木！　俺と雪名は、決してそんな事をしようとしていたわけじゃ！」

「そんな事って何？　古典的な怪あやしい言い訳ですぞ、冴さえ上がみくん」

「ちゃんと事情を話すから、この事は黙っててくれよ」

「うむむ～。絶対教えてね、約束だよ！」

　雛木への詳くわしい事情の説明はともかく、ひとまずこの場を納める事は出来そうだと、俺は安心する。妙みような噂うわさが校内に広まって、それが先生方の耳にまで入ったら大事だ。そうならないよう、雛木にはすぐにでも、雪名と俺が何をしていたのかを説明しておく必要があるだろう。

　俺は気を取り直して、咳せき払ばらいをする。

「……そ、それで？　なんか俺を探してたみたいだったけど、用だったんじゃないのか」

「あ、そうだった。うむむ～……」

　雛木は、珍しく神妙な顔で言った。

「今日の帰り、ちょっと冴さえ上がみくんに付き合って欲しいの」




　　　　■■■




「全く、いきなりあんな場面見せられたら、誰だって誤解するよ～」

　間ま延のびした声で、傍かたわらを歩いていた雛木が笑いかけてくる。

　誤解が解けたおかげか、俺達をいかがわしい目で見ていた雛木の態度は、すっかり元通りだ。

　放課後……。

　俺と雪名、そして雛木の３人は、駅までの下校路を一いつ緒しよに歩いていた。

　文化祭の劇の練習を、主役と脚本担当がパスしているわけだが、そこはクラスのみんなに頭を下げてきている。……今日はどうしても外はずせない用事が出来てしまったからだ。

　俺の隣となりを歩いていた雛木は、俺と雪名に向かって言った。

「うんとね。マイちゃんのお家は、隣の市にあるんだよ。電車で40分くらいかかるかも」

　のんびりした口調の雛木。

　雛木の言う「マイちゃん」という人物は何を隠かくそう、来くる栖す真ま意いの事だった。

　……秋あき月づき刑事に連絡先を聞かずとも、労せず来栖に再会出来るとは全くの予想外だった。

　どうやら雛木と来栖は小学校時代の幼なじみだったらしく、お互いに違う学校へ通うようになってからも、しばしば携帯電話でメールのやり取りをしている間あいだ柄がらのようだ。

　昨晩、雛木は来栖から、メールで事件の話を打ち明けられたのだと言う。

　雛ひな木ぎが受け取ったメールには、来くる栖すを助けた「冴さえ上がみ誠せい一いち」という俺の名前が登場したようで、雛木はすぐに俺の事だとわかったらしい。

　来栖が「今度会えたらお礼を言いたい」と言っていたため、気を利きかせた雛木が、こうして俺達を来栖に紹介してくれる事となったのだ。

　そして今、俺達は雛木の案内で、来栖の学校まで押しかけようとしているのだ。

　体育の授業の後、俺は雛木に誘われてすぐに２つ返事でＯＫした。何だかお礼をして貰もらうために行くようで卑いやしい気分だが、来栖に話を聞きたかった俺は、体てい裁さいには目を瞑つむることにした。

　それよりもさっきから気になっているのは……雛木とは反対隣どなりで、俺の横を歩く雪せつ名なだ。

　俺と雛木が他愛たわいもない世せ間けん話ばなしをしている傍かたわらで、雪名はずっと黙り続けている。

　俺の制服の裾すそを小さな手で子供のように握りしめ、俺の陰かげに隠かくれながら、雛木を横目で見やっていた。どう見たところで、雛木に人見知りしている様よう子すだ。

　友達になりたい。話したいのに話せない。見た感じ、そんな態度である。

　モジモジしている雪名の様子に気付いてか、雛木はのんびりと雪名に話しかけた。

「うむむ～。冴さえ上がみくんと雪名ちゃんは、いつも仲が良いよね」

「！」

　雪名は一気に赤面して、俺の肩越しに雛木を見やる。

「よく２人でいるところ見かけるし、サッカーの授業の時も、一いつ緒しよにお話ししてたよ」

　俺と雪名はクラスの友人だ。仲が悪くて困る事はない。

　しかし……鼓こ動どうが早くなる。頰ほおが熱くなる。いったい俺はどうしたというのだろう。雛木の一ひと言ことに、適切な返事がすぐに思い付かない。困こん惑わくする俺は、黙って言葉を濁にごすしかない。

　一方の雪名の方は────泣き出しそうになりながら、唇くちびるを小さく戦慄わななかせて赤くなっている。

　雛木に話しかけられたのが、そんなに恥はずかしかったのだろうか？

　雛木は続けて言った。

「ところで、雪名ちゃんが腰こしに巻いてるその鎖くさりと本ってなに？」

　雛木は雪名の腰を指差して問いかけた。

　雪名は、またしても口籠ごもってしまっている。

　俺は見慣れていたために違和感を感じていなかったが……雪名のこの格かつ好こうを初めて見る雛木からすれば、疑問に思うのは当たり前だろう。

　学校の制服はまだしも良いが、その腰には何重にも無ぶ骨こつな鎖が巻き付けられている。

　鎖は分厚い辞書のような本を、封ふう印いんしているかのように雁がん字じ搦がらめにしていた。そうして雪名の腰の後ろに括くくり付けられているのだ。確かに雪名の格好は、傍はた目めから見て奇妙だ。

「そ、その……ええっと……」

　雛木の鋭い問いかけに、雪名の口調は上うわ擦ずる。

　俺と話す時のように饒じよう舌ぜつには喋しやべれず、口調はたどたどしく淀よどんでいた。

　雪せつ名なに代わり、フォローしようとした俺が冗談めかして答えた。

「この本は雪名の大事なものなんだ。だから落としたらまずいだろ？　鎖くさりで腰こしに巻いてるのは、なくさないようにするためさ。そうだろ、雪名」

「え……？　ああ、うん！」

　俺の言葉に同意する雪名。

　ノリの良い雛ひな木ぎの事だ。きっと冗談だと思って聞き流してくれるであろう事を期待していた。

「おおお、そうなんだ！　なるほど！」

「……へ？　あれ」

　しかし当の雛木は手の平を合わせ、素直に納得した様よう子すで目を輝かせる。冗談なのか、本気なのか。とりあえず雛木が、あまり深く考えるタイプではなくて助かったようだ。まあいいか。

　そんな時、近くから大音量で、聞き慣れた歌が流れ始めた。

《いしや～きいも　いしや～きいも》

「あ～、石焼き芋いも屋さんだ～！」

　雛木はその場で小さく小こ躍おどりしながら、ねだるように俺と雪名へ言った。

「ねえねえ、焼き芋食べようよ、焼き芋。私大好きなの」

　買い食いを提案してくる雛木。即興で作ったのだろう、「やきいもーやきいもやさーん」と、妙みようちきりんな鼻歌を歌い始めている。雛木はご機き嫌げんの様子だった。

「イシヤキイモって…………何？」

「……！」

　雪名の発言が、その場に衝しよう撃げきを走らせる。

　俺は言葉を失い、雛木に限って言えばショックで青ざめ、その場に立ち止まってしまう。

　雛木は涙混まじりの顔で、懸けん命めいに自分の好物である焼き芋について雪名に説といた。

「焼き芋さんだよ～。焼き芋さん知らないの。雪名ちゃん食べた事ないの……？」

「えっと……うん。食べた事ない。食べ物なの？」

　雪名の言葉に落ち込んだ雛木は、道の真ん中でへたり込んでしまった。

　……学問的な知識については博はく識しきであるというのに、こうした世せ俗ぞく的な知識について、彼女は疎うとい事があるのだ。おそらく彼女は、買い食いも経験した事がないのだろう。

　俺は目を尖とがらせ、即座に決断する。

「雛木、焼き芋だ。圧倒的に焼き芋が足りない。焼き芋屋が白目剝むくくらいに食いまくるぞ！」

「イエスサーであります！　雪名ちゃんが泣いて吐はくまで食わせるであります！」

　へこたれていた雛木はその場で勢いよく起立し、胸を張って敬礼して見せる。

　路地の向こうから現れた焼き芋屋の屋や台たいを見つけると、雛木は一いち目もく散さんに特とつ攻こうする。

　鬼き気き迫る雛木の迫力に、怯ひるんでいる焼き芋屋の店主の顔が伺うかがえた。途中、「全部！　全部！」と叫ぶ雛木の謎なぞのかけ声が聞こえたが、そのせいだろうか。

　雛ひな木ぎはやがて、焼き芋いもが詰つまった茶色い紙袋を抱きかかえて駆かけ戻って来る。とは言え、お小こ遣づかいに限界があったのだろう。実際に買ってきたのは人数分の３つだ。

　銀ぎん紙がみの持ち手を持って、雛木は紙袋から取り出した焼き芋を１本、雪せつ名なへ手渡した。

「はい、雪名ちゃん！　熱いから気を付けるんだよ～！」

「あ、うん」

　雪名は雛木から手渡された焼き芋を、物もの珍めずらしそうに観察し始めた。

　雪名は、雛木が赤あか紫むらさきがかった皮を剝むいているのを見やる。剝き出しになった黄金こがね色の身を頰ほお張ばる雛木を真ま似ねして、雪名も恐る恐る焼き芋を剝いて、小さな唇くちびるでモソモソと頰張った。

「！」

　途と端たんに目を見開き、瞳ひとみの奥を輝かせる雪名。
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「甘くて……美お味いしい……！」

「でしょでしょ。うふふ～」

　餌えさを与えられた小動物のように、小さな唇で一生懸けん命めいに焼き芋を頰張り続ける雪名。

　その愛らしい姿に胸打たれている様よう子すで雛木は「雪名ちゃんモフモフ～」と言いながら雪名の頭を撫なでていた。

　しばらく懸命に食べ続けていた雪名は、唐とう突とつに自分が食べていた焼き芋を差し出してきた。

「これ、すごく美味しいんだよ！　誠せい一いち君も食べてみて！」

「え……！」

　無む垢くに目を輝かせて、俺の反応を見守る雪せつ名な。

　雪名の食べかけの焼き芋いもを差し出された俺は、何な故ぜか額ひたいに脂あぶら汗あせが浮かんだ。

　目前に差し出された焼き芋の断面には、雪名の小さな口の嚙かみ痕あとが残っている。つまり、雪名の唇くちびるが触れた焼き芋だ。

「わ～、間接キスだ！」

　露ろ骨こつにたじろいでしまっていた俺を、冷やかす雛ひな木ぎ。だが雪名は不ふ思し議ぎそうにしていた。

「カンセツキスって、なに？」

「なななんと！　雪名ちゃん、知らないのですか！　えっとね、えっとね」

　雪名に問いかけられた雛木は、小声で雪名に耳打ちをした。

　雪名は双そう眸ぼうを見開き、顔が見る見る赤く染そまっていく。

　雪名は、俺に食べさせようとしてた焼き芋を下ろして俯うつむいてしまった。

「ああ、あ、あのあの……誠せい一いち君、ごめん。私間接キスって、知らなくてその……！」

　固く瞼まぶたを閉ざし、言いながら益ます々ます赤くなる雪名。

　だが俺は、雪名が下ろした手を摑つかみ、雪名が手にしていた焼き芋にかじり付いた。

　雛木に冷やかされたのが悔くやしかったせいか、俺は間接キスなんて気にならないのだというパフォーマンスに躍やつ起きになっていた。雪名は自分の唇に手を当てながら、瞳を潤うるませていた。

「誠一君……私と間接キスになっちゃ……」

「か、間接キスとか、いちいち気にすんなよ、小学生じゃあるまいし！」

「うむむ～。冴さえ上がみくんは大人おとなだから気にならないんですな～。ふふふ～」

　真まっ赤かになって立ち尽つくしている雪名。そして少し小こ馬ば鹿かにしている様よう子すの雛木。

　だが少しの間の後、雛木は俺から視線を逸そらしながら言った。

「……じゃあさじゃあさ～」

「？」

「私のも食べてみる？　私は気にしないし。冴上くんも、気にしないんでしょ……？」

　薄く頰ほおを染そめながら、自分の食べかけの焼き芋を差し出して問いかけてくる雛木。

　やや上うわ目め遣づかいで、俺の様子を窺うかがっているようだった。

　雛木の態度の意味はよくわからなかったが、とりあえず俺は後あと退ずさりしながら答えた。

「い、いいって。あんまりからかわないでくれよな。他人の貰もらってばっかりも悪いし、俺の分も買ってきたんだろ。俺は自分のを貰うよ」

「そ、そっかそっか！　そうだね！　うむむ～……」

　微笑ほほえんで見せる雛木の顔は、気のせいか残念そうに見えた。




　　　　■■■




　電車を乗り継つぎ、隣となりの市にまで足を運んだ。

　駅を出ると、そこは平屋が建ち並ぶ片かた田舎いなかの様よう相そうである。都内近辺の高層建造物の風景と比較しているため、寂さびれているように感じられるのかもしれない。だが実際にはコンビニやスーパーなども周辺に点在しており、辺境の田舎というわけではない。

　俺達３人は駅前からバスに乗って、少し山の方へ入った場所へと向かう。

「……何だか、全体的に暗い雰ふん囲い気きの街だな」

　バスの他の乗客を見渡しながら、俺は車内で呟つぶやいた。

　駅前を訪れた時から気になっていたが、どうにも行き交かう人々の様よう子すが陰いん気きがかっていたのだ。みんな俯うつむき、表情には笑顔が見られない。バス車内も同じ様子である。

　暗い顔ばかりの車内ではあったが、そんな中に、大きな声で噂うわさ話ばなしに花を咲かせている２人の主婦も見受けられた。主婦達は俺達に聞こえているのも気にせず、お喋しやべりに夢中である。

「ちょっとお聞きになった？　今日の市役所、何だか様子がおかしかったらしいのよ。職員さん達が一いつ斉せいに席を立って、全員がゾロゾロとどこかへ出て行ってしまったんですって。お役所ほったらかしで、まだ戻って来てないらしいのよ～」

「いやだ。一体何が起きたのかしら？」

「防災訓練って感じじゃなかったみたいだし、どこへ行ったかわからないんですって。何だか気き味みが悪いわよね～」

　主婦達の会話を耳にしながら、俺もその話題に興味が湧わいてしまう。

　市役所の職員達が、一斉にいなくなった？

　何だかそれは、連続Ｕ字型殺人事件の被害者の周辺人物が、発はつ狂きようしておかしくなってしまったという話に似ている気がした。

　やがてバスに揺ゆられて辿たどり着いた先は、紅葉した木々に囲まれた、自然豊かな景色だ。

　空に赤みが差し始めた頃。俺達は学がく園えん前まえ停留所という場所で下車する。

　降りたバス停の向こうは坂道となっており、行き先にはすでに、目的の巨大な西洋建築の建物が見えてきていた。俺と雪せつ名なは口を呆ほうけさせて言った。

「凄すごいな。あれが、聖アルナス学園か」

「大きい！」

　坂道を上り終えた突つき当たり。

　そこには、日本とは思えない壮大な風景が広がっていた。

　ピンク、白、赤。広大な庭園は、色取り取りのシクラメンの花で彩いろどられている。

　庭園の中心には、西洋の城のような建物が建っていた。おそらく、それがこの学校の校舎なのだろう。大理石を用いた、仰ぎよう々ぎようしいバロック式建築のようである。

　────聖アルナス学園。

　来くる栖す真ま意いが通かよっているという女子校だ。クラスメイトの国こく分ぶに、事前にインターネットで調べて貰もらったところ、政治家や裕福な家の令嬢のみが通う名門のミッションスクールであるらしい。一般庶しよ民みんの俺達が来訪するには、あまりにも場違いな豪華さである。

　それにしても……敷しき地ち内には生徒の姿すがたが１人も見られない。

　静まり返っている厳おごそかな空気感も、この学校の特徴なのかもしれない。

　城門のように巨大な鉄てつ柵さくの門が、俺達の前に立ち塞ふさがった。

　おそらく校門なのだろう。その圧倒的な迫力の門を、俺と雪せつ名なは啞あ然ぜんと見上げてしまう。場の空気に吞のまれつつあった俺と雪名に、少し遅れてやって来た雛ひな木ぎが言った。

「この門の前で待ってて欲し～って、マイちゃんが言ってたんだよ。約束の時間までまだ少しあるから、ここで待ってよ！」

　雛木は楽しそうに腕時計を見下ろしながら、俺と雪名にそう言った。

　俺達３人は、ひとまず約束の時間になるまでの間を、校門の前で待っている事にした。

　来栖を待っている間、俺と雪名は学園の様よう子すが物もの珍めずらしくて、あちこち指差しては「あれは何だろう」と話をしていた。

　そうしている内に思い至る。俺は湧わき上がった疑問を、雛木へと問いかけた。

「ところで。雛木と来栖さんは幼おさな馴な染じみって話だけど、来栖さんってどんな人なんだ？」

「うむむ～、どんな人かって……」

　俺が尋たずねると、雛木は人差し指を顎あごに押おし当て、視線を頭上に彷徨さまよわせる。

「うんとね～。マイちゃんは凄すごい子だよ。頭良くて、昔からいつも成績はトップクラスだし。スポーツは何でも得意だし。綺き麗れいだし、スタイルも良いし、お家もお金持ちだよ！」

　まるで自分の事であるかのように話す、嬉うれしそうな雛木。

　雛木の言葉を聞いて、俺はよく知りもしない来栖の人となりに感心してしまう。

　勉強も運動も出来て金持ち。その上こんなに立派なお嬢様学校へ通っているだなんて、俺のような下しも々じもの者とは、住んでいる世界が違いすぎるじゃないか。

　それにしても……そんな完かん璧ぺき超ちよう人じんのような来栖と、いつもノンビリしている雛木が仲良しだというのは意外だ。小学校卒業以後、今ではメール友達のような存在になっているようだが、まるで異なる両者の間で、普段どんなやり取りが行われているのかは想像もつかない。

　校門の脇わき。関係者の出入り用に作られた小さな扉が開かれた。

　開かれた扉の向こう側から、１人の少女が現れる。

　毛先にカールの入ったミディアムヘアー。切れ長の双そう眸ぼうに、引き締しまった唇くちびる。清せい楚そな学園の制服を着こなしている彼女は、髪から覗のぞいた片耳にケルト十字型のイヤリングをしていた。

　気品漂ただよう美しい少女────来栖真意。

　来栖に少し遅れて、その背後から執しつ事じ然ぜんとした格かつ好こうの老人が現れる。老人が扉を閉めている間に、来栖は俺の姿を見付けたようだ。

　視線が合い、彼女は俺へ微笑ほほえみかける。俺は少し照れながら、簡単に自己紹介をした。

「昨日はどうも。冴さえ上がみ誠せい一いちで────」

「マイちゃ～ん！」

「ってあのな、雛ひな木ぎ！」

　俺の自己紹介は、割り込んできた雛木の声に搔かき消されてしまう。

　雛木は弾はずむ足取りで来栖に近づき、抱き付いた。

　雛木の身体からだを受け止めながら、来栖は「ちょっと、カナエ。はしたないからやめなさい」と窘なだめている。お互いに下の名前で呼び合っている彼女達を見ていて、２人が仲良しであるのは間違いないようだと思った。

　来栖は雛木の身体を引き剝はがすと、小さく会え釈しやくをして見せた。

「昨晩は助けていただいて、ありがとうございました。来くる栖す真ま意いと申します。あなたが駆かけ付けてくださらなかったら今いま頃ごろ、私はどうなっていたことか。ええっと、あなたは冴上誠一さんですよね。そちらの綺麗な方はどなたですか」

　来栖は視線だけで雪名を見やった。雪せつ名なは、愛想あいそ笑いもなく淡々と答えた。

「羽う鷺さぎ雪名です」

　雪名の名前を聞いた来栖は、切れ長の双眸を僅わずかに見開いて驚いた様よう子すだった。

　その理由はよくわからないが……若じやつ干かんの奇き妙みような間があってから、来栖は唇くちびるを開いた。

「羽鷺雪名さんですか。可愛かわいらしいお名前ですね」

　来栖は、上品な顔に優雅な微笑ほほえみを浮かべてみせた。

　いかにもお嬢様といった来栖の雰ふん囲い気きに、俺は必要以上に背せ筋すじを正してしまう。

「本日はわざわざご足労いただいて申し訳ありません。伺うかがってお礼をさせていただくのが筋だとは思いましたが、カナエが冴さえ上がみさんを連れて来るのだと言い張ったのです」

「お礼なんていいですよ。それより今日は、来栖さんに聞きたい事があって来ました」

「聞きたい事？」

「あまり思い出したい事じゃないでしょうけど、昨日の事について教えて欲しいんです」

「……」

　来栖は、静かに言葉を飲み込んだ。やがて少しの間の後に答えた。

「……わかりました。命の恩人の頼みですもの。私にお答えできる事であれば、何でもお話します。これから少しお時間はよろしいですか？」

　来栖はすぐ傍かたわらに立っていた老人に鋭く声をかけた。

「椚くぬ木ぎ」

　椚木と呼ばれた老執事は、胸に片手を添えて返事をする。

「この方達を、屋や敷しきへご案内します。丁てい重ちようにおもてなししてくださいね」

「畏かしこまりました、お嬢様」

　恭うやうやしく頭を下げる老人。老人と来くる栖すのやり取りを見ていた俺は、とんでもない人物と相あい対たいしている事を改めて認識した。呆ほうけている俺に、来栖は優雅に言ってみせた。

「ここで立ち話をするよりも、私の家にいらっしゃってください」

　来栖は枯れ葉舞う空の下で髪かみを揺ゆらして微笑ほほえんでいた。




　　　　■■■




　黒塗ぬりの高級セダン車に乗り込み、俺達は来栖の住む豪ごう邸ていに向かった。

　雑談している雛ひな木ぎと来栖の声に耳を傾けながらも、俺は黙って車窓の風景を眺ながめている。

　気のせいか……この街に入ってから、纏まとわり付くような視線を感じていたのだ。

　その感覚は、俺の行き過ぎた錯覚なのかもしれない。

　だが奇き妙みような感覚の正体を突つき止めたくて、俺は街の様よう子すに注意を払い続けていた。

　流れていく風景の中の人々の全ての視線が────さっきから俺達の乗った車に向けられている気がしていた。高級車に乗っているのだから、目を惹ひくという事はあるかもしれない。しかしそれでも、窓の向こうの冷たい視線の数々は、どことなく異様なものであるように思えた。

　……結局、俺は自分を苛さいなむ違和感の正体が摑つかめないまま、来栖の家に辿たどり着いてしまう。

　車を降りてからというもの、雪せつ名なは目を輝かせ続けていた。

「わー……凄すごい」

　雪名の口から漏もれるのは、同じ台詞せりふと溜ため息いきばかりである。

　内心は俺とて同じだ。来栖の通う学園の壮大さにも驚かされたが、来栖の住んでいる家にも、同じように驚かされてしまった。

　広い庭の面積は、俺の住んでるマンションがいくつ建てられるのかさえわからない。

　そして広大な庭の中心には、学校の校舎１つ分くらいの大きさはあるだろう洒落しやれた洋館がある。

　来栖が言っていた通り、確かに屋や敷しきと呼ぶべき大きさである。

　玄関を入ってすぐの場所は、赤い絨じゆう毯たんの敷き詰つめられた広間になっていた。２階まで吹き抜けになっているその広間の遠い天井からは、大きなシャンデリアが吊つり下げられている。

　広間の中心には、黒光りするグランドピアノが置かれていた。きっと価値ある高価なピアノなのだろう。

　屋敷内の豪華さに呆ほうけながら、迷まい子ごにならないよう、来栖の後について歩く。

　通された部屋には、純白のクロスがかかった、長いテーブルが置いてあった。燭しよく台だいが置かれたそのテーブルは、10人以上は着席できそうなサイズの食卓である。

　俺達は来栖に勧すすめられ、窓際ぎわの席に４人で陣じん取どった。

　しばらくすると、先さき程ほどの老執しつ事じが入室してくる。

　ティーカップとポットを乗せたワゴンを押おして来た老執事は、慣れた手つきで俺達の前にティーカップを並べ始めた。そうして１人ずつの横に立って、丁寧に紅茶を注いでくれる。

　老執しつ事じがワゴンを引いて部屋を去って行くと、来くる栖すはティーカップを優雅に持ち上げた。

「お口に合えば良いのですけど」

　そう言って、来栖は自分のカップへ口を付けた。

　俺と雪せつ名なも、恐る恐る高価そうなティーカップを持ち上げる。

「マイちゃんのお家に遊びに来るのは、久しぶりだね」

　緊張している俺とは裏うら腹はらに、雛ひな木ぎは気楽な態度だった。

　だが来栖は小さく咳せき払ばらいをして言った。

「カナエ、冴さえ上がみさん達は遊びに来たわけではないのよ」

「うあ！　うむむ～、そうだったね。ごめん」

　口火を切ってくれた雛木のおかげか、多少緊張の解ほぐれた俺は口を開いた。

「それにしても、凄すごいお屋敷でビックリですよ。こんなに大きくて広い家だなんて、想像していなかったので、ちょっと緊張しちゃってます」

「気楽にくつろいでください。ただ広いだけで、不便の多い家ですが」

「ええっと、お父さんは警けい視し総そう監かんなんですよね。この家は、お父さんのものなんですか」

「どちらかと言えば、母の所有物なのだそうです。母は国内企業の資金調達などを手がけているんですよ。その財で建てたのが、この屋や敷しきだと聞いています」

　妙みように他た人にん行ぎよう儀ぎに母親の事を語る来栖。

　それを奇妙に思っていると、またもや雛木が口を挟はさんだ。

「マイちゃんのお父さんとお母さんはね、凄すごく偉えらい人達なんだよ。お父さんは渋しぶくてカッコイイし、お母さんはキャリアウーマンって感じでカッコイイし。もうとにかく凄いの。そりゃあ、そんな２人の子供のマイちゃんも美人になるよね！」

「ちょ、ちょっと。褒ほめ過ぎよ、カナエ」

　鼻息荒く力説する雛木に対して、困ったように頰ほおを染そめて照れ笑う来栖。

　２人の仲の良さを垣かい間ま見た気がした。

「それで、昨日の事で聞きたい事があるとおっしゃっていましたけれど」

　来栖はティーカップをテーブルの上に戻して、本題を問いかけた。

　俺は、少し考えてから質問を始めた。

「まずどうして来栖さんは昨日、あの廃はい墟きよにいたんですか。ここへ来るまでに思いましたけど、学校やお住まいから見れば、あそこは隣となりの市ですよね。随ずい分ぶんな遠とお出でだったと思うんですけど」

「昨日は、父の友人のパーティー会場に伺うかがう予定だったんです。会場は隣の市にあるブルーグラント・ホテルでした」

　来栖の口にしたホテルの名前には聞き覚えがあった。

　それもそのはずである。俺が住んでいる街の、中心に建っている高級ホテルの名前だった。

　パーティーという聞き慣れない単語を耳にしながらも、来くる栖すが俺の住んでいる市までやって来ていた理由は納得する。しかし……それだけでは来栖が廃はい墟きよにいた理由にはならない。

　来栖は話を続けた。

「パーティが終わって会場から帰ろうとしました。ホテルの地下駐車場へ向かったんです。そこで、叔お父じ様を見つけました。あ、叔父様というのは、私の住んでるこの市の、市議会議員を務つとめている親しん戚せきです。その叔父様が……あの男と言い争っている現場を目もく撃げきしたんです」

「あの男って……」

「警けい察さつの方からお聞きした話によれば、確か明あく津つ憲けん剛ごという名前だったと思います。あの恐ろしい目つきの男の人です」

　俺は黙り込んでしまう。

　明津が、市議会議員と言い争っていた？

　確かに明津は、良からぬ噂うわさの絶えない男のようだが……ただの高校生だ。

　何な故ぜ、高校生と市議会議員が、ホテルの地下駐車場で言い争う状況が発生するというのだ。

「叔父様とあの男は、２人で薄暗い路ろ地じ裏うらに入って行きました。怖こわかったのですが……私は叔父様が心配で後をつけました。その途中で、あの薄気味悪い犬のような男の人達に追いかけられて……辿たどり着いた先で、殺されていた叔父様の遺い体たいを見つけたんです」

「じゃあ、あそこで殺されていたのは、市議会議員をやってる来栖さんの親戚だったんですか」

「……その通りです」

　１番目の犠ぎ牲せい者は聖アルナス学園の理事長。

　２番目が弁護士。

　３番目は数学者。

　そして……４番目の犠牲者は市議会議員だったと言うのか。

　被害者は知識人だったり、社会的地位の高い人物ばかりであるように思えた。

　来栖は慎つつましく微笑ほほえんで言った。

「私はあの男達に追い詰つめられて……その後は、冴さえ上がみさんがご存じの通りです。両親は今日、叔父様のお通つ夜やに出席する予定です。私も、もうしばらくしたら出向かなくてはなりません」

　来栖の言葉に、俺は驚いた。

「すいません。叔父さんのお通夜があるとは知らずに、無理に時間を作らせてしまって」

「構いませんよ。少しでも恩人のお役に立てるのなら光栄ですから」

　俺達は、来栖家の大変な時期にお邪じや魔ましてしまったようだった。知らなかったとは言え、訪れたタイミングの悪さを申し訳なく思ってしまう。

「他にご質問は？」

　こちらの間の悪さを寛容に許し、来栖はティーカップを優雅に啜すする。

　来栖の心こころ遣づかいに甘えて、俺はもう１つだけ来栖へ質問する事にした。

「連続Ｕ字型殺人事件。その１番最初の犠ぎ牲せい者は、来くる栖すさんの学校の理事長だったそうですね」

　ティーカップを持った来栖の手が止まった。

「たしか女性なんですよね。どんな方だったんですか。殺される理由に心当たりはありますか」

　来栖は微笑ほほえむ事を止め、ティーカップを静かにテーブルの上に置いた。

「…………彼女は、そうですね。強しいて言えば〝愚おろかな人〟でしたよ」

「……？」

　あまりにも予期しなかった来栖の否定的な言葉。俺達は次の句に困ってしまう。

　来栖はティーカップを見下ろしながら、もう１度だけ微笑んで言った。

「冴さえ上がみさんは、生きてる価値のない人間って、実在すると思います？」

「……わかりません。考えた事もないです」

　俺の返事を聞いた来栖は、小さく自分の両りよう肘ひじを抱いて続けた。

「現代社会は、人間に上下の関係を生じさせるように出来ています。例えば教師と生徒。上司と部下。富める者と貧しい者。あらゆる者は相そう剋こくし合い、自分こそが上位の側に立とうと、お互いを蹴け落おとし合う。自覚の有る無しに関わらず、この世は残酷な競争に溢あふれているんです」

　来栖は、小さく嘲ちよう笑しようして見せた。

「理事長は上位の側、つまりは優秀な人間のはずでした。けれど、その経営能力に疑問を持つＰＴＡは少なくなかったと聞きます。品行に関しても粗そ野やで、学内の生徒達も、彼女は理事長として相応ふさわしくない人物だと思っていたくらいです。彼女をよく思っていない人間は皆かい無むではありません。犯人にとって彼女は────きっと生きてる価値がない人間だったんですよ」

　そう言って薄ら笑う来くる栖すの表情を見ていて……俺は背せ筋すじが冷たくなった。

　慈じ愛あいに満ちた雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらに、理事長の事を冷ややかに考こう察さつする来栖の言動はどこか異様だった。一体、何を考えているのだろう。表情からは全く読み取る事が出来ない。

「とにかく、無事で良かった～」

　話の腰こしをへし折るかのように、唐とう突とつに雛ひな木ぎが言った。

　いつもの間ま延のびした口調ではあっても、雛木が心から安あん堵どしているのが伝わる声色だった。

　雛木の緩ゆるい口調のおかげで、不ふ穏おんになりつつあった空気から解放された気がした。

「マイちゃんは、いつも通りのマイちゃんだ。本当に良かった。マイちゃんの身にもしも何かあったらって思うと、私ね……だからありがとうね、冴上くん。ホントのホントにありがとう」

「雛木……」

　雛木は、俺に頭を下げた。再び頭を上げた時に、雛木は嬉うれしそうに微笑んで見せる。

　俺と雛木のやり取りを見ていた来栖は、小さく苦笑して見せた。

「心配しすぎよ、カナエ。私は死なないわ」

　細い唇くちびるに笑みを作りながら、断言をする来栖。

　そう言った来栖の瞳ひとみの奥に、得え体たいの知れない影が蠢うごめいている気がした。




　　　　■■■




　車で駅前まで送ってくれるという執しつ事じの提案を、俺達は丁寧に断ことわった。これから親しん戚せきの通つ夜やに向かう来くる栖すの事を考えると、俺達が自家用車を借りるのは気が引けたのだ。

　執事と来栖に見送られ、俺達は来栖の屋や敷しきを後にする。

　すでに陽は完全に落ちており、時刻も景色も夜になっていた。

　周囲を見渡してみれば、そこは立派な邸宅が建ち並ぶ高級住宅街だ。来栖の家程ほどではないが、どの家も３階建てくらいで庭付きである。裕福な家庭が多い場所なのかもしれない。

　しばらく歩いて辿たどり着いたバス停の屋根の下で、俺達はバスの到着を待つことにした。

　自作の謎なぞの鼻歌を吞のん気きに歌っている雛ひな木ぎは、ベンチへ腰かける。

　家々に灯ともった生活の明かりを見渡してから、俺は傍かたわらに立っている雪せつ名なへ問いかけた。

「……途中からずっと黙ってたな。どうかしたのか」

「……」

　雪名は思い詰つめた様よう子すで俯うつむき、何も答えようとしない。

　雪名の様子がおかしかった事には、ずっと気が付いていた。来栖真ま意いに自己紹介をした時から、来栖に対する態度が妙みように余よ所そ余よ所そしかった事も知っている。その理由が気になりはしていたが、来栖が傍そばにいた手前、雪名と内ない緒しよ話ばなしをするわけにもいかなかった。

　相変わらずマイペースな雛木の、ヘンテコな鼻歌を聴きながら、俺と雪名は黙り込む。

　だがやがて、雪名は小さく呟つぶやいた。

「どうして来栖さんの学園には、人の姿すがたが無かったんだろう」

「どうしてって……みんな校舎の中にいたんじゃないのか？」

　それ程おかしい事であるとは思わなかった。

　俺達は、校門から遠くの校舎を眺ながめていただけだ。

　かなり距離が離れていたのだから、別に生徒達の姿が見当たらなくても不ふ思し議ぎではない。

　雪名は続けて呟いた。

「これから親戚の通夜に出るのに、どうして来栖さんは、あんなに淡々としていたんだろう」

「そんなものじゃないのか。親戚と言っても、親しい人もそれ程でもない人もいるだろうし」

「……」

　雪名は黙り込んだ。まるで「納得がいかない」といった態度である。

　しばらくすると、遠くからバスがやって来るのが見えた。

　バスは俺達の目前で停車すると、車両真まん中なかの乗車口を開いた。俺達はそこから乗車し、受付の機械から整理券を取る。

　席はどこも空席となっており、乗客は俺達３人しかいないようだった。

　俺達は後部座席に固まって座り、バスが動き出すのを待った。

　バスが動き出してから、俺は窓の向こうに流れていく景色を眺ながめた。そうして考え事に耽ふける。

　雪せつ名なが口にした事が────俺も引っかかり始めたのだ。

　これから親しん戚せきの通つ夜やに出るというのに、来くる栖すは妙みように落ち着き払い過ぎている気がした。

　今にして考えてみれば……彼女が叔お父じの死を〝何とも思っていない〟のは奇妙な事なのだ。

　来栖にとって、叔父は大切な人間でなければおかしい。

　何な故ぜなら来栖は、叔父が明あく津つに連れ出された事を心配していたのだ。自身を危険に晒さらしてまで、叔父の後を追いかけたのだから。来栖にとって叔父とは、そこまで献身できる相手であるはずなのだ。そんな人間の死だと言うのに……来栖の冷淡な態度には不整合を感じた。

　ふと、制服のポケットに入れていた携帯電話が、マナー着信で震ふるえているのに気が付いた。

　取り出した携帯電話のディスプレイを確認する。

「……秋あき月づき刑事？」

　車内には俺達以外に人がいない状況であったが、それでも公共のマナー上、着信を取るのは気が引けた。後でかけ直そうと考えた俺は、秋月刑事の着信を保留し、留守番電話メッセージを流す。すると秋月刑事は、留守電を残す様よう子すがあった。

　秋月刑事のメッセージ録音が終わると、俺は何気なくそれを再生して聞く。

『もしもし、秋月よ』

　録音されたメッセージは、形式的な挨あい拶さつから始まった。

『さっき所しよ轄かつの生活安全課が、全身返り血まみれの不ふ審しんな４人の男を確保したわ。取り調べの結果、彼かれ等らは殺された数学者の研究室の学生達だった。昨晩の犠ぎ牲せい者の血を使って、廃はい墟きよにメッセージを書き綴つづった事を自供している。けれど彼等は被害者を殺害した容疑を認めてないわ。何でも……自分以外の意志に操あやつられていたようで、記憶が曖あい昧まいだとか。冴さえ上がみ君を襲おそった犬男達の正体は、おそらく彼等でしょうね。この電話を聞いたら連絡をちょうだい。待ってる』

　秋月刑事のメッセージは、そこで終了した。

　……昨日の犬男達が逮たい捕ほされたようだ。自分以外の意志に操られているようだったと自供している彼等の話が真実なら……やはり災厄の数アルヘトスの力は、他人を操る異能なのだろうか。

　湧わき上がってくる様々な疑問に苛さいなまれ始めながらも、そこで俺の思考は中断してしまう。

　気のせいか……車窓の風景がおかしいような気がしたからだ。

　住宅街を離れ、景色は段々と明かりの数を減へらしていく。紅葉した木々の数が増えていく窓の向こう側。駅行きのバスなのだから、向かっている方向は繁はん華か街がいのはずなのだが……何な故ぜ、景色が人里離れたものへと変わっていくのだろう。

「……誠せい一いち君」

　雪名は、鋭い口調で俺の名を呼んだ。

　どうやら異変に気が付いているのは、雪名も同じようだった。

　ウトウトと頭を揺ゆすって眠りかけている雛ひな木ぎを起こし、俺達は運転席を見やる。

　後部座席から運転席は死角となっており、俺達から運転手の姿すがたは見えない。運転手の異変が確かめられないまま、車窓の向こうは、見る見る間に寂さびれた風景になっていく。

　土地勘かんのない場所だというのに、俺は車窓の風景に見覚えがあった。

　それもそのはずだ。

　そこは数時間前に訪れた来くる栖すの学校────聖アルナス学園へ向かう道だ。

　確信する。このバスは間違いなく、駅とはまるで反対方向へ向かっている。

　俺は恐る恐る席を立った。

　呼びかけたところで、運転中の運転手が、俺達を振り向けない事など承知していた。だから直接歩み寄って、運転手の異変を確認する以外にない。

　座席の背もたれや支柱に摑つかまりながら、揺れる車内を運転席へ向かって歩み寄って行く。

　運転席が近づくのに比例して、俺の鼓こ動どうは早まっていく。嫌いやな汗が全身に滲にじんだ。

　俺が車両の中なか程ほどまで到達した頃ころ。

　突とつ如じよとして、車内に運転手のアナウンスの声が流れる。

《次は終点。終点です》

　涼すずやかな男の声だった。

　アナウンスのすぐ後に、俺の身体からだは凄すさまじい勢いで前方へ投げ出されそうになる。

　思わず、目前の支柱に摑つかまって、倒れそうになるのを踏み止とどまった。同時に、車内が一いつ瞬しゆんだけ青白い光に満たされて視みえた。

　バスは急加速を始め、聖アルナス学園へ向かう坂道を一気に登り始めていた。

　この先がどうなっているのか、俺は知っていた。

　城門のように堅けん牢ろうな鉄の門がある。つまりそこは────行き止まりだ。

　ガラスの割れる音がした。音と同時に、運転席から１人の男が転ころがり落ちていく。道路に転がっていった男の姿はハッキリと確認出来なかったが、どうやらあらかじめ用意していたクッションを身体からだに巻いて、受け身を取りながらバスから脱出したようだ。

　運転手が車内から消えたため、俺は一気に慌あわてる。即座に運転席へと駆かけ寄った。

　運転席を覗のぞき込んで、俺は絶ぜつ句くする。

　青白いスカラーで記述された数式が、細い帯のように張り巡めぐらされていた。

　アクセルやブレーキ、クラッチやハンドル。およそ運転に必要な全ての機構に、数式の帯が複雑に絡からみついていた。数式の帯の中心には、十じゆう字じ架かに似た形状のレリーフが置かれている。

　────スカラーは物理的に触る事の出来ない幻像のようなものである。

　いくら車の制せい御ぎよ機き構こうに絡みついているからといって、物理的な拘こう束そく能力などないはずだった。

　そのはずなのに、俺が踏み込もうとしたブレーキペダルは微び動どうだにせず、操作不能だった。

「何で動かせない！　このままじゃ衝しよう突とつだ！」

　俺は後部座席の雪せつ名なと雛ひな木ぎを振り返る。

　寝起きの雛木は、何が起きているのかわからずに狼ろう狽ばいしている様よう子すだった。

「誠せい一いち君、来て！」

　鋭い剣けん幕まくで俺を呼ぶ雪名。呼ばれた俺は激しく揺ゆれる車内を、雪名へ向かって駆かけた。

　雪名の腰こしに巻き付けられていた無ぶ骨こつな鎖くさりが、自然に解とけ始める。解けた鎖の端はしを雪名が握ると、鎖の全体に青白い光の数式が迸ほとばしって視みえた。

　鎖は１本の芯しんが通った棒ぼう状に連なり、先端から青白い炎ほのおを纏まとう。

　燃え盛る青白い炎を刃に見立てれば、鎖はまるで巨大な剣だ。

　────それは〝数秘術師アルケニスト〟である雪名が、数を操あやつる事で創り出す奇き蹟せき────。

　森しん羅ら万ばん象しようは数であり、数式によって形作られている。その数式の数値ステータスを書き換かえてしまう事で、数秘術師アルケニストは超ちよう常じようの奇蹟を引き起こすのだ。言うなれば万物の数値制せい御ぎよ能力だ。

　手にした鎖の持ち手から上の振動率を書き換えて高速振動させ、切れ味の良い刃と化している。さらに金属の熱伝導率さえ書き換え、持ち手の部分だけ高熱になるのを防いでいるのだ。

　雪名は、俺と雛木を押おし込むように後部座席へ座らせると、鎖の剣を天井に突つき立てた。

「このバスの制動に関する数値ステータスは、何者かの〝呪具カース〟によって書き換えられてる！」

「呪具カースって……あの十字架みたいなものの事を言ってるのか……!?」

「他人が書き換えた数は簡単に上書き出来ないの！　だからこのバスの動きは制御出来ない！　仕方ないから車両後部を斬きり離して離脱するよ！　衝しよう撃げきに備えて！」

「な、何だって！」

　言葉のすぐ後に、雪名は天井に突き立てた鎖の剣に力を込める。

　雪名は円を描くように、その場で剣を一いつ閃せんさせた。斬り裂さかれる天井、車両側面、床下。

　雪名は文字通り、車両の後輪から後ろを斬り落とす。輪切りにされた切断面は、溶断された跡のようなオレンジ色に焼けていた。

　座席に座ったままだった俺と雛木は、暴走するバスから斬り離された車両後部ごと、仰あお向むけに道路へ落下していく。車両後部は、俺達を乗せたまま固い地面に落下し、アスファルトと擦こすれて激しい火花を散らし始めた。まるでアスファルトの上を滑すべるサーフィンだ。

　俺は臓器が身体からだの底から飛び出しそうな強い振動を感じながら、それでも振り落とされまいと、必死に後部座席へしがみつき続けた。

　俺達を乗せた車両後部は、アスファルトの上を滑る事をやめて静止する。

　次の瞬しゆん間かん、少し離れた先から、バスが鉄の門に衝突した轟ごう音おんが轟とどろいた。

　俺は咳せき込みながら、しがみついていた後部座席から立ち上がる。

　見上げた先には、聖アルナス学園の鉄の門に突き刺さったバスの残ざん骸がいが見えた。黒こく煙えんを上げながら横転しているバス。鉄の門はひしゃげて砕くだけ散り、学園の入り口で火災が発生していた。

　……あのままバスに乗っていたら、間違いなく死んでいただろう。

　俺は近くに倒れていた雛ひな木ぎへ歩み寄る。

　瞼まぶたを閉ざして微び動どうだにしないため心配したが、どうやら気を失っているだけのようだ。

「雛木さんは大丈夫？」

「ああ。気絶してるだけみたいだ」

　背後から歩み寄って来た雪せつ名なに、俺は言った。

　振り返って見ると────雪名は全くの無傷だった。

　制服のところどころが多少破やぶれてはいるものの、身体からだには傷の１つも付いていない。

　雪名は、無傷の自分の身体が俺に見られている事に気付き、困って俯うつむいてしまった。

　俺は雪名の胸中を察さつし、敢あえてその事には触れないようにした。

「おかげで助かったよ、雪名。ありがとうな」

　慌あわてふためいていただけの俺と違い、雪名は緊きん急きゆう事態のあの短い間に、あれだけの行動を起こす事が出来たのだ。改めて、雪名の思考の速度には驚かされるばかりである。

「────なるほど。確かに簡単には死なねえみたいだな」

　お互いの無事を喜ぶ暇ひまもない。皮肉めいた口調の、男の声が夜の道路に聞こえた。

　それはバス車内のアナウンスで聞いたのとは別の男の声だった。

　俺と雪名は、炎えん上じようする校門とは反対側、暗くら闇やみに閉ざされたアスファルトの上を見やった。

　星明かりに照らし出された道路の上に、近付いてくる１つの人影が見えた。

　人影はジーンズのポケットに両手を突つっ込み、背を丸めた格かつ好こうで登場する。

「…………明あく津つ……憲けん剛ご……！」

　名を呼ばれた男は笑いもせずに、ポケットに両手を入れたままで肩を竦すくめた。

「よぉ。俺を知っていてくれたとは、クラスメイト冥みよう利りに尽つきるってもんだぜ」

　現れたのは────殺人犯の疑ぎ惑わくがかかった同級生だ。

　昨晩出会った時とは違い、明津の履はいているジーンズの大だい腿たい部には、２挺ちようのガンホルスターが取り付けられている。ホルスターには、きっかり２挺の拳けん銃じゆうが収おさめられていた。

　明津が帯銃している事には驚いたが、そんな事よりも俺は、心底苛いら立だちながら尋たずねた。

「今のバスの衝しよう突とつは、お前が仕組んだものなのか、明津……！」

「半分は当たりだが、半分はハズレってとこだ。呪具カースなんて高価なもん、俺は使わねえよ」

　曖あい昧まいな答えを返す明津。ふざけたような態度が、益ます々ますもって癇かんに障さわった。

　殺人事件現場を目もく撃げきした俺を狙ねらって、こんなにも派手な攻撃を仕し掛かけてきたのだろうか。

　確かなのは、明津は俺だけでなく、雪名や雛木を危険に巻き込もうとしたという事だ。

「お前が連続食人事件の犯人なのか……何者なんだよ、お前……！」

「何者かだぁ？　ハンッ。ざっけんな、そりゃこっちの台詞せりふだぜ」

　明津はホルスターのロックを外はずす。明津は両手に１挺ずつ拳銃を手にし、抜き放はなった。

　抜き身の拳銃を手にして歩み寄る明津と相あい対たいし、俺と雪名は両脚を強こわ張ばらせて身構える。
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　明あく津つは首を傾かしげながら唇くちびるを開いた。

「１つだけ、俺がお前について聞かされている事があるぜ、冴上誠一」

　明津は、俺の名を口にする。

「以前、この関東にとんでもねえ怪かい物ぶつが現れた事がある。そいつは〝確率〟を操あやつり、警けい察さつや自衛隊でさえも太た刀ち打うち出来ない、世界の終末ワールド・エンド級の、数による未み曾ぞう有うの災さい厄やくになりえた」

　明津の言葉に絶ぜつ句くする俺。

　明津の話す事には心当たりがあった。だが、それを知っている明津という存在は何だというのか。明津は眼光に、露ろ骨こつな殺意を込めて俺を嘲あざける。

「てめえは〝確率〟の災厄の数アルヘトスを退しりぞけた英雄なんだってな────そいつは本当か？」

　明津は手にした２挺ちようの銃口を、俺の頭部に定めた。そして引き金を引く。

　けたたましく鳴り響く発はつ砲ぽうの音。明津の拳銃には連射機能があったらしく、銃口から吐はき出された弾だん丸がんは左右３発ずつである。飛来する合計６発の銃弾。為なす術すべもなく、俺は立ち尽つくす。

　だがそんな俺の正面で────無ぶ骨こつな鎖くさりが、虚こ空くうへと舞い踊る。

　宙を漂ただよう鎖は複雑に縮れ、６発の銃弾それぞれの軌き道どう上に立ち塞ふさがる。

　鎖は火花を散らしながら、俺の眼前で全ての銃弾を受け止めて見せた。

　鎖の輪の中で、白はく煙えんを燻くゆらせて静止する６発の銃弾を見下ろし、俺は思わず後あと退ずさる。

「……誠せい一いち君、逃げて。彼は只ただ者ものじゃなさそうだよ」

　背後に立っていた雪せつ名なが告げた。鎖くさりと同じように虚こ空くうを漂ただよっていた本を、雪名は片手に取った。そうして俺の傍かたわらを抜け、前ぜん衛えいへと歩み出る。

　雪名は明あく津つを睨にらんだまま、俺を振り向かずに鋭い口調で補足した。

「……遮しや蔽へい物ぶつのない坂道で、相手はマシンピストルを持っている。私はともかく、物もの陰かげに身を隠かくせない誠せい一いち君と雛ひな木ぎさんは危険だよ。私が時間を稼かせいでる間に、誠一君は雛木さんを連れて逃げて欲しい。君達が逃げ切れたら、私も何とか彼を振り切って逃げるから」

　歯は嚙がみする。

　雪名が言う事は正論だった。それを理解する冷静さはあった。

　相手は銃じゆうを持っており、こちらは丸まる腰ごし。近くには身を隠す場所さえ見当たらない。

　数秘術で身を守れる雪名ならともかく、ただ〝霊れい感かんが強い〟だけの俺では、この状況では何の役にも立たないだろう。

　わかってはいる。わかってはいるが────悔くやしかった。

　こんな危機的状況で、雪名を置き去りにする事にはかなりの抵抗がある。しかし現実を考えれば、身を守る手段を持たない俺がここに残れば、雪名に守って貰もらうしかないのだ。

　それに何より、事件に無関係な雛木が巻き添ぞえになってしまうかもしれない。

「……クソ、すまない……！」

「良いよ。気にしないで」

　振り向かない雪名の背中を見るのが辛つらかった。

　気絶している雛木の身体からだを急いで背負いながら、俺は忌いま々いましい事実を雪名へ言った。

「……俺は連続食人事件の容疑者で、監かん視しされている身だ。秋あき月づき刑事の話が確かなら、たぶん俺を監視している警けい察さつがこの騒ぎに気付いているだろう。人が集まって来るのは時間の問題だ。俺は学園の方に逃げて、守衛か誰かを摑つかまえてくる。騒ぎになれば……明津は撤てつ退たいするはずだ」

　俺の言葉を理解した雪名は何も言わず、ただ小さくうなずいた。

　俺は立ち上がると、雪名に背を向けた。




　　　　■■■




「待ってやってんだぜ、作戦会議は終わったのか？」

　気け怠だるそうに問いかける明津。

　だがその言葉には返事をせず、誠一は学園の方角へと坂道を上り始めた。

　雛木を背負って駆かけ出した誠一の後ろ姿すがたを見て、明津は小さく腹を抱かかえて笑った。

「ははははは！　女を置いて逃げるとは、情けない奴やつだな！」

　だが明津は唐とう突とつに笑う事を止めた。額ひたいに青あお筋すじを浮かべ、眉み間けんにしわを寄せる。

「俺はそういうヘタレ野郎が、１番むかつくんだよ……！」

　明あく津つは去り行く誠せい一いちの背中へ向けて銃じゆう口こうを傾かたむけた。そして躊躇ためらうことなく引き金を絞しぼる。

　吐はき出された灼しやく熱ねつの銃弾だんは、寸すん分ぶん違たがわず誠一の身体からだを穿うがつ軌き道どうで放はなたれた。

　しかし銃弾は────またしても虚こ空くうに躍おどり出た鎖くさりによって絡からめ取られ、火花を散らす。

　舌打ちと共に、明津は横目で睨にらみ付けた。鎖を操あやつっている少女を。

「……てめえを見捨てて逃げ出した野郎なんざ、助ける価値あんのかい？」

「見捨てられてなんていないよ。彼はいつも、私と一いつ緒しよに戦ってくれようと必死だから」

「めでてえ女だぜ。見たところ、確率の災厄の数アルへトスを退しりぞけたのは、てめえの実力ってのが真実か」

　明津はふざけた態度で、拳けん銃の銃口から立ち上っている硝しよう煙えんを吹いて見せた。

　揺ゆらめく白はく煙えん。完全に馬ば鹿かにしている明津の態度を気にも止めず、雪名は淡々と言った。

「……ベレッタＭ９３Ｒの２挺ちよう拳銃だなんて、随ずい分ぶんと珍ちん妙みような戦術スタイルなんだね。９３Ｒの長所の１つである連射バーストの命中精せい度どを考えたら、片手で扱あつかうべき武器じゃないんじゃないかな。反動を考えたら無む茶ちや過ぎるよ」

「余よ計けいなお世話だ。それに珍妙と言えば、てめえの使ってるその鎖も一緒だろうがよ、羽鷺雪名」

　明津の発言に、雪名は形の良い眉まゆを顰ひそめた。

　────何な故ぜ、名前を知っているのか。

　雪名は考えていた。明津は何かしらの理由があって、連続食人事件の現場に居合わせた誠一を狙ねらってきたのだと。あくまでターゲットは誠一。だとすれば、ターゲットではない雪名の名前を、明津が知っている事に違和感を感じるのだ。

　解げせない顔をしている雪名に向けて、明津は不ふ敵てきな笑みを作って見せた。

「実を言うと、俺は最初から冴さえ上がみなんてどうでも良い。てめえの方に興味があったんだよ」

　雪名に向かって、右手に握った銃把はの照しよう準じゆんを合わせる明津。

　時を待たずして、明津の銃弾が放はなたれる。

　矢のように飛来するその軌き道どうに、またしても雪名の鎖が展開された。

　火花を散らす鎖の輪の中には、次々と銃弾が撃うち込まれていく。

「東とう京きよう内ない戦せんの元げん凶きようとなった変ア革ルのベ石ド。それを創り出した羽う鷺さぎ宗そう司じの娘────羽鷺雪名だろ？」

「……！」

　明津の言葉に、雪名の表情は露ろ骨こつに温度を失って青ざめていく。

　明津は唇くちびるを１度だけ固く引き結ぶと、尖とがらせた双そう眸ぼうに憎しみを覗のぞかせた。

「……俺の家族は、５年前の東京内戦で殺された。クソみてえな銃撃戦の巻き添ぞえだ。それから俺は、ずっと１人で生きてきてやったぜ。てめえがノウノウと学校ごっこをやってる間もな」

「じゃあ、あなたは……！」

「気付かなかったか？　てめえの通っている学校には、内戦孤こ児じ救済法を受けている生徒が多いんだぜ。なら俺の生い立ちにもピンときて良かったはずなんだがな、〝大だい戦せん犯ぱん〟の娘さんよ」

　雪名は力なく、手にしていた本を取り落としてしまう。

　明あく津つの言いたい事がわかったからだ。

　加害者への揺ゆるぎない怒り。すなわち────お前を許さない。

「良い気なもんだよな。関東を地じ獄ごくに叩たたき落としておいて、自分はちゃっかり平へい穏おんな世界で生きていやがるってんだからよ。巻き込まれた人間はな……いつまでも忘れたりなんかしねえんだぞ」

　浴びせられる明津の憎ぞう悪おに、雪せつ名なの心はバラバラに砕くだけ散ってしまいそうになる。

　戦意を喪そう失しつした雪名は、その場に跪ひざまずき、肩を落として項うな垂だれてしまった。

　それでも雪名は、何とか気持ちを震ふるい立たせようとする。

　懸けん命めいに脚へ力を通わせ、立ち上がろうとする。

　誠せい一いちが人を連れて来るまで、ここで踏み止とどまらなければならない事はわかっていた。

　それなのに……それなのに……！

　……戦えない。戦えるはずがなかった。

　自みずからの家族が傷付けてしまった犠ぎ牲せい者の１人を、これ以上、自分が傷付ける事は出来ない。

　明津の構えた銃じゆう。熱された銃身と排はい莢きよう口こうから、白い硝しよう煙えんが立ち上っていく。

　風によって虚こ空くうで弄もてあそばれる煙を纏まとい、明津は戦意を失った雪名を憐あわれむように見下した。

「……〝符ふ術じゆつ〟ってのを知ってるか」

　唐とう突とつに、脈みやく絡らくのない話を始める明津。

「俺も聞きかじりだがな。元は道教から伝わったとされる斬ざん鬼き退たい魔まの術らしい。札ふだに符と呼ばれる密みつ字じを書き、そこに言こと霊だまを宿やどす事によって人じん智ちの及およばない力を発はつ揮きする。最近の俺達の業界用語じゃ、符や呪じゆ文もんを総じて〝禁タ字リ刻ズ印マ〟って呼ぶんだよ。こうした術を使って、昔の符術士って連中は、教団が数の異端ヘテロ・ナンバーと呼ぶ〝悪あく霊りよう〟や〝妖よう怪かい〟の類たぐいの怪かい物ぶつを狩っていたそうだ」

　明津は苦笑した。

「そうだな。てめえにもわかりやすく言えば、東洋版の数すう秘ひ術じゆつってところだ。数式と同じ意味を持った禁タ字リ刻ズ印マを札に描き、そこに言霊────ようするにスカラーを蓄たくわえることで効力を発揮する。記述の方法が違うだけで、やってる事は変わらねえよ。まあ、俺や教団の執しつ行こう官かんは、てめえみたいに〝生身でスカラーを操あやつる〟なんて芸当は出来ねえからな。周囲からスカラーを取り込むための道具、古来から〝集数媒体アーテイフアクト〟と呼ばれてるもんが必要になるわけだ」

　やがて明津はホルスターに銃を戻した。

　それ以上、雪名に銃口を構える事はない。

　それでも、明津の憎しみと殺意の眼まな差ざしは、変わらず雪名を捉とらえ続けたままだった。

　明津はコートのファスナーを開き、胸元までを開かい襟きんする。するとそこに、明津が首にかけていたネックレスが覗のぞいた。銀製のドッグタグだ。

　通常のドッグタグとは異なり、文字に似た複雑な図形が刻こく印いんされている。

　それはかつて史上に君臨した様々な権力者達が、超ちよう常じようの力を使う者達に使用を禁じた形状。

　書けば数の力を宿してしまう文字────禁タ字リ刻ズ印マである。

　明あく津つのドッグタグは、青白い輝きを放はなった。するとその輝きに呼応したかのように、雪せつ名なの鎖くさりに撃うち込まれていた銃じゆう弾だんまでもが、青白く輝き出す。

「！」

　雪名の双そう眸ぼうが、驚きよう愕がくに見開かれる。

　鎖に撃ち込まれた銃弾の１つ１つに、スカラーの数字が浮かんで視みえた。

　それら小さな数字はすぐさま虚こ空くうで混まざり合い、やがて１つの大きな数字へと変へん貌ぼうしていく。

　雪名はようやく気がついた。

　自分が鎖で受け止めた銃弾の全てに────禁タ字リ刻ズ印マが刻きざまれていた事に。

「炎ほのおよ、我が敵を砕くだきて微み塵じんと為なせ」

　明津の言葉に反応し、雪名の眼前に絶望的な数字が漂ただよう。

　その値は８０００００────８００キロジュール。

「爆ばく！」

　明津は宣言した。鎖に撃ち込まれていた数多あまたの銃弾が、激しい炎を纏まとって一いつ斉せいに爆裂れつする。

　銃弾は１つ１つが爆弾のように弾はじけ、鎖を木こっ端ぱ微塵に砕いた。

　雪名の至近距離で発生した、８００キロジュールのエネルギーを持った爆発。ＴＮＴ換かん算さんにして約手しゆ榴りゆう弾１個分に匹敵する破壊と炎に、雪名の身体からだは後方へと吹き飛ばされる。

　雪名は炎に包まれたまま、道路脇わきの雑ぞう木き林ばやしの中へと投げ出されていった。

　雪名が立っていた場所には、砕け散った鎖の残ざん骸がいと、煤すすけたアスファルトだけが残る。

　熱された道路の上に立ち、明津は雪名の姿すがたが消えた木々の暗がりを見やった。

　飛び火した炎で焼かれている木々へ向かい、名乗った。

「俺は明津憲けん剛ご────才能がねえ〝炎の符ふ術じゆつ士し〟だ」
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　息を切らせ、アルナス学園の校門前まで辿たどり着く。

　駆かけ付けたそこには、先さき程ほどまで俺達が乗車していたバスが横転していた。

　鉄の門に衝しよう突とつした車両前面は圧縮されたように潰つぶれており、車体の周囲には、ひしゃげた門の残骸や砕けたガラス片が撒まき散らされていた。

　傷ついた燃料タンクからはディーゼル燃料が流出しているが、どうやら引火はしていないようだった。遠くから見た時は、てっきり車両の燃料が燃えているのかと思ったが、実際に燃え盛さかっていたのは門脇わきにあった守しゆ衛えい室である。

　バス衝突の衝撃げきで近くの電線が千ち切ぎれ、電気火災を起こしていたようだ。

「誰か……誰かいないのか……！」

　俺は燃え盛る守衛室の横をすり抜け、アルナス学園の校庭へと足を踏み入れた。

　英国の庭園を彷ほう彿ふつとさせる、シクラメンに彩いろどられた広大な花か壇だん。

　その向こうに、城のような校舎が建っている。

　俺は校庭の花壇の近くに、学内の案内板が立っているのを発見した。駆かけ寄って確認すると、どうやら校舎の向こう側に、学生寮りようが建っているようだった。

「早く人を連れてきて、騒ぎを起こさないと……！」

　学生寮に行けば────まず間違いなく寮生や職員達がいるはず。

　少し距離はあるが、俺は校舎の脇わきを突つっ切って、建物の裏方にある寮を目指し始める。

　校舎へと続く庭園の道。その脇には、カンテラのような形状の、洒落しやれた外灯が点々と立っている。雛ひな木ぎを背負ったまま、俺は身体からだの疲労を無視して駆け続けた。

「なんて広い場所だよ……！」

　毒どくづいた。目前にまで近づいてきた校舎は、遠くで見るよりも圧倒的な迫力であった。

　星空の下に聳そびえる城。そう言っても過言ではない、雄大な佇たたずまいである。

　俺は進行方向を確認し、建物の傍そばに細い道を見つけた。迷わずそこを進む。

　細い道は建物のすぐ横にあるため、駆けている俺の傍かたわらには、いくつもの連なった窓が臨のぞめた。

　見た感じ、窓の向こうは１階の教室になっているようだった。

　規則正しく並べられた机や椅い子す、そして黒板が見受けられる。

「…………え？」

　そんな風景を横目にしていた俺だったが、酷ひどく困こん惑わくし、思わずその場で駆け足を止めてしまう。何気なく視界の隅すみを横切っていた教室の数々だったが……明かり１つも点ついていない暗黒の教室内に〝人の姿すがたが見えた〟のだ。

　１人や２人ではない。もっとたくさん。全ての部屋にいる。

　最初は見間違いなのだと思った。当たり前だ。こんな夜遅くの教室に、学園の制服を着た女子生徒達が無言で立っているなんて、普通だとは思えない。

　何をしているのだろう……不ぶ気き味みな状況を理解出来ない俺は、ただ戦せん慄りつするしかない。

　次の瞬しゆん間かん、鋭い頭痛に見舞われる。理由ならすぐにわかった。

　俺の眼めには映うつっていたのだ────赤いスカラーの鎖くさりが。

　項うな垂だれた生徒達全員の首くび筋すじに、それがぶら下がっている。そしてどの生徒の首筋にも、謎なぞの数字が視みえていた。５１５、８９８、４０１……どの数字も３桁けたである。

「……一体何だよ、これ……！」

　固い唾つばを飲み下すと、喉のどが軋きしんだ。

　多くの人々に学園前の騒動を気付かせ、明津を撤てつ退たいに追い込むのが作戦だった。

　だが学内はすでに、これだけの大人数がおかしくなっている状況だ。

　彼女達が俺や雪せつ名なの味方になってくれるとは思えない。

　作戦の遂すい行こうが不可能である事を察さつ知ちし、俺はその場で打ち拉ひしがれてしまいそうになる。

　殺人事件の被害者。その関係者達が発はつ狂きようするという話はニュースでやっていたが、だとすればこの学園の生徒達がおかしくなっているのは────理事長が殺された影響なのか。

　ふと気が付いた。

　生徒達が佇たたずむ教室。その向こうの廊下に、１つだけ動く人影がある事に。

「何だ、あいつ……！」

　棒ぼう立ちしている他の女子生徒達とは、明らかに違う機き敏びんな動きだった。

　以前の事件の夜にも視みた、赤い鎖くさりが蔓延はびこっている学園。この状況下で蠢うごめく人影だ。

　殺人事件の犯人────ブルバキである可能性が高いのではないのか？

　俺は明あく津つが犯人だと思っていた。だが明津は今、雪名と交戦している真まっ最さい中ちゆうなのだ。ならば果たして今の明津に、この学園の異常を引き起こせるだろうか。

　どういう事だ。明津が犯人のブルバキじゃないのか……？

「……くっ、確かめるしかないのかよ……！」

　雛ひな木ぎを背負っている以上、正面から戦いを挑いどむような無む茶ちやは出来ない……だが犯人の正体を確かめるのなら、今この時が千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであるように感じた。

　俺は犯人に遭そう遇ぐうする事を極力避けて、せめてその姿すがたを確認する事にした。

　教室内の不ぶ気き味みな女子生徒達に気付かれないよう、忍び足で校舎へと歩み寄る。

　校内へ入れそうな扉を発見した。幸いにも鍵かぎは開いており、入る事に苦労はなかった。

「……！」

　入ってすぐに、俺は廊下のおぞましい光景に愕がく然ぜんとする。

　教室内に佇たたずむ生徒達。その首くび筋すじからぶら下がっていた鎖は長く、廊下にまで続いていた。

　さらにその無数の鎖は、廊下の遥はるか向こうにまで伸びて続いている。廊下には、数え切れない数の赤い鎖が、まるで絨じゆう毯たんのように敷しき詰つめられていたのだ。

　触れる事の出来ない赤い鎖の先を追いかけ、俺は足音を殺して廊下を進んだ。

　教室内で不気味に佇む女子生徒達の横を通り抜け、やがて辿たどり着いたのは教職員室の前だ。

　赤い鎖は────全てこの教職員室の向こう側へと続いて視える。

　先さき程ほどの人影は、この中にいるのだろうか。俺は開いていた扉の隙すき間まから、息を殺して室内を覗のぞき込んだ。思わず声を上げそうになったのを嚙かみ殺す。

　すぐにわかった。室内は血まみれなのだ。

　秋あき月づき刑事に見せて貰もらった、事件の遺い体たいの写真。その惨さん状じようと同じ、Ｕ字型に喰くい荒らされた教員達の死体の山が、室内に無む造ぞう作さに転ころがっている。

　血まみれの惨さん状じようを呈ていする室内の中心。

　死体の１つの前で屈かがみ込んでいる人影があった。

　男だった。

　ブロンドのビジネスショートヘア。インテリ眼鏡めがねの奥に、涼すずしげな青い瞳ひとみを宿やどした好青年然ぜんとした外人である。全身黒の喪も服ふく姿すがた。右手にはブラックケースを提さげていた。ケースの持ち手と自分の手首には手て錠じようをかけており、ケースを手放ばなせないようにしている。

　おそらく……明あく津つの仲間ではないだろうか。

　男は、目前の死体に手の平をかざしていた。すると死体の上空に、青い数字の羅ら列れつが浮かんで視みえる。０と１の、２種類の数値のみで構成された膨ぼう大だいな数列だ。

　不規則な並びの０と１の羅列を、男は興味深そうに眺ながめて、感心したように何度も頷うなずいている様よう子すだった。いったい何をしているのか、到とう底てい俺には理解出来ない光景だ。

「────そんなところから覗のぞいていないで、中へ入っておいでよ」

「！」

　心臓が口から飛び出そうな程ほどに驚いた。

　気付かれた。何な故ぜすぐに気付かれたのか。最悪の事態だ！

　喪服姿の男は立ち上がり、扉越しの俺へ微笑ほほえみかける。流りゆう暢ちような日本語で挨あい拶さつした。

「やあ。こんばんは、冴さえ上がみ誠せい一いちクン。ようやく会えたね。来てくれるのを待っていたよ」

　教職員室の窓の向こう。満天だった星空に、僅わずかに雲が混まじり始めていく。

　少しずつ雲行きを怪あやしくさせ、黒ずんでいく空。

　観念した俺は、教職員室の扉を押し開けて姿を露出させる。

「……あんたは誰だ。この死体の山の中で何をしてるって言うんだよ……！」

「これは失礼。自己紹介がまだだったね。ボクの名前はタデウスだ」

　タデウスと名乗る謎なぞの男。

　何を考えているのかわからない男の笑顔に向かって、さらに問いかける。

「女子生徒達をあんな風にしているのは、あんたの仕し業わざなのか……！」

　不自然な沈黙で答えるタデウス。その沈黙に、思わず戦せん慄りつしてしまう。

　だとすれば────この男こそがブルバキなのか！

　タデウスは笑いもせずに言った。

「……冴上クンは確か、スカラーの異常を映像として視る事が出来る才能を持っているんだったね。執しつ行こう官かんや高貴なる血族ノーブル・ブラツドでもないのに大したものさ。なら君もボクと同じように視えているはずだね。傷付けられた赤いスカラー。この〝人間関係の鎖くさり〟が」

　タデウスは嘆たん息そく混まじりに、鎖の這はう床を指差して見せた。タデウスの指差す先に転ころがっていた鎖の束は、タデウスの背後────建物の外の、どこか遠くへと伸びて続いていた。

「この学校の生徒達をおかしくしている災厄の数アルヘトスは、この鎖で自分と他人を繫つなぐ。繫がった人間は〝写像〟となり、意のままに操あやつられてしまう。この鎖は、ボクに繫がってはいないだろう？」

　タデウスは手錠でブラックケースをぶら下げたまま、両腕を組んで見せる。

「君は連続Ｕ字型殺人事件の犯人を探しているんだったね。なら、ボクについてくると良いよ。ここで大きな声を上げて、教室内の彼女達を刺激したくないんだ」

　血ち染ぞめの室内で、タデウスは不ぶ気き味みに笑んで言った。
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　１階の教職員室の窓から外へ出るタデウス。

　渋しぶ々しぶながら俺もタデウスの後に続き、校内を後にした。

　窓から出た先は芝しば生ふの上だった。雛ひな木ぎを背負ったままいつでも逃げられるように、意図的に距離を取っている俺に気付くと、タデウスは曇くもりゆく空の下で、ヤレヤレと首を振った。

「そんなに警けい戒かいされると傷付くなあ」

　惚とぼけて見せるタデウスを、俺は信用などしなかった。だから油断しない。

　だいたいこの男は、こんな場所で一体何をしていたというのだろう。

　タデウスの正体はわからないが、俺が持っていない情報を持っている事だけは確かなようだ。

　俺はこの状況で、何とかタデウスから情報を引き出す事を考えた。

「あんたは連続Ｕ字型殺人事件の犯人だ。そして赤い鎖くさりを操あやつる災厄の数アルヘトスでもある。違うか？」

「違うね」

　意外にも、タデウスは否定の言葉で明言した。

「ボクは殺人事件の犯人ではないし、災厄の数アルヘトスでもないよ。君の推察において正しいのは、殺人事件の犯人が災厄の数アルヘトスであるという点くらいだ」

　タデウスの言葉の真しん偽ぎはともかく、俺はさらなる疑問を投げかける。

「やはり犯人は災厄の数アルヘトスなのか。なら教えてくれないか。何な故ぜ、犯人は人間を殺して、Ｕの字に引き裂さいてる。その上この学園の生徒達をおかしくしているんだろ……目的は何なんだよ」

「ああ、そんな事か。うん、単純明快さ。目的は〝世界征せい服ふく〟だ」

　突とつ拍ぴよう子しもない事を平然と言って退のけるタデウス。俺は少し苛いら立だってしまう。

「……もしかして、馬ば鹿かにしているのか」

「やだなあ。大おお真ま面じ目めさ。犯人の災厄の数アルヘストはそれを目的として行動している。自分が操る数を使えば、それが可能である事に気が付いているのさ。非常に賢いよ。だから放置出来ないんだ」

　どこまで真面目に聞いて良い話なのかわからなかった。

「犯人の目的が世界征服？　ならあんた、こう言いたいのかよ。犯人は世界を征服するために、何人もの人間をＵ字型に刻きざんで殺している。そして数を操り、犬男やこの学校の生徒達をおかしくしてる。……何でそんな事で世界を征服出来るって言うんだよ。荒こう唐とう無む稽けいだろ……！」

「信じていない顔をしているね。しかしそれはまだ、君が現状を正しく把は握あく出来ていないからだよ。敵の世界征服は順調に進行している。人々は気付かない内に、とっくに敵の侵しん略りやく下かに置かれてしまっているんだ。表社会で騒がれている殺人事件なんてものは、この事件の氷山の一角でしかない。人間が数人死んだ程てい度どで驚いているようでは、真相になんて届かないさ」

　タデウスは笑いもせずに断言する。そうして続けた。

「ボクの話は真実さ。何せ、さっき〝死体から得た情報〟だよ？」

「！」

「君もさっき視みていただろう？　教職員室にあった死体の山は、犯人である災厄の数アルヘトスに殺された教員達だよ。殺された彼女達は、死ぬ前に災厄の数アルヘトスから犯行の動機を聞いていた。死人が残している情報に噓うそなんてない。警けい察さつという連中は、生きている人間にしか話を聞けないから不便な捜そう査さをしているよね。生きている人間よりも、死んでいる人間の方がよっぽど信用出来るというのになあ」

　飄ひよう々ひようと、とんでもない話をするタデウス。

　非常識過ぎて目め眩まいがするが……死体から話を聞いていたのだと言っている。

　果たして事実だと言うのだろうか。ならば知りたくなる。

「犯人の災厄の数アルヘトスが操あやつっている数というのは……一体どんな数なんだよ……！」

「────〝集合〟」

　タデウスは双そう眸ぼうを細め、薄く微笑ほほえんで答える。唾つばを飲み込んだ俺の喉のどは軋きしんだ。

「何者なんだよ、あんた……！」

「この地上において〝教団〟の意志を執しつ行こうする執行官の１人さ」

「教団の執行官だって！」

　俺が知る限りでは……確かに以前出会った執行官も、目前のタデウスと同じように、全身を黒の喪も服ふくに包んでいた。服装的特徴は一致していると言えるが……

「君は、ディエゴ執行官にはもう会っているんだったかな。安心してくれ。ボクは彼のような戦闘員じゃないんだ。君に危害を加える気はないよ」

　タデウスは、俺が以前出会った執行官の名を口にした。

　それを知っているという事は……本当に執行官なのだろうか。

　だがもしもタデウスが本当に執行官だとしても、単純に味方であるのだとは言えない。

　教団の執行官と言えば────雪せつ名なを重マ要ス殺ト害・指ダ定イとして指名手配し、命を狙ねらっている連中である。以前出会った執行官とは上う手まく共きよう闘とう出来たが、タデウスとも共闘出来るだなんて、都つ合ごうの良い事があるだろうか。

　教団は敵とも味方とも断言しにくい存在だ。いつ雪名に牙きばを剝むくかもわからないのだ。もしも雪名に危害を加えるつもりであるのなら、俺にとってはやはり敵でしかない。

　つまり執行官は、決して気を許して仲良くやれるような相手ではない……！

　雲に陰かげったタデウスの表情は、不ぶ気き味みに感じられた。

「数の異端ヘテロ・ナンバー。この世界を１つのコンピュータシステムだと考えれば、そこに時々発生する不具合バグの事さ。バグは放置しておけば、やがてシステム全体に深刻な害悪をもたらすだろう。だからだよ。冴さえ上がみクンも知っての通り、教団は災厄の数アルヘトスのような数の異端ヘテロ・ナンバーとは敵対関係にある。そして君達にとっても今回の災厄の数アルヘトスは敵に当たるようだ。敵の敵は味方。利害が一致している。だからボクは君と交こう渉しようがしたくて、君達をバスに乗せてここまで運んできたのさ」

　タデウスの一ひと言こと。その違和感に気付いてしまう。

「今…………何て言った？　俺達をここまで運んできただと……！」

「おや、まだ気付いていないのかい？　あのバスを運転していたのはボクだよ」

　飄ひよう々ひようとした態度で言って退のけるタデウス。

　俺は一気に込み上げてくる激情を、堪こらえながら問う。

「……あの十じゆう字じ架かみたいなものを使って、俺達のバスを暴走させたのもあんたなのか！」

「ついでに、明あく津つクンを君達へ差し向けているのもボクさ。彼には、君がここへ現れるように誘ゆう導どうする役をお願いしたんだ。方法は任まかせたけど、予想外に少々過激だったようだね」

「！」

　俺はタデウスからさらに距離を置こうと、１歩後あと退ずさった。

　敵意を向ける俺を冷ややかに眺ながめながら、タデウスは問いかけてきた。

「……君に危害を加えるつもりはないと言っているだろう？」

　俺は怒りに任せて言葉を投げ付けてしまう。

「ふざけんな！　何が危害を加える気はないだ！　とっくに明津と共きよう謀ぼうして、俺達を殺そうとしてるじゃないか！　この噓うそつきめ、信用できるか！」

「もしかして不快に思っているのかい？」

「当たり前だろう！　こっちは殺されかけてるんだぞ！　その上、関係ない雪せつ名なや雛ひな木ぎを巻き込んでおいて、どの口で惚とぼけてるんだ！　やっぱりお前と明津が事件の黒くろ幕まくなんだな！　そうじゃなければ、俺達を襲おそってくる理由がないだろう！」

「やれやれ、そんなに怒るなんてなあ。ちょっと君達の力を試させて貰もらっただけじゃないか」

　俺が心底から腹を立てている事を、タデウスは理解出来ていない様よう子すで続けた。

「ボクは最初から予想していたさ。君達があの程度の襲しゆう撃げきで死亡するはずがないとね。現に君達は、ボクの期待通りに生き延のびているじゃないか。君は、あのディエゴの手に負えなかった確率の災厄の数アルヘトスを葬ほうむったんだ。我々の間で、君はちょっとした有名人になっているんだよ？」

　……このタデウスという男は何なのだろうか。

　口ぶりは穏おだやかで紳しん士し的なくせに、やっている事は過激で滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　常識人の様よう相そうをしてはいるが、その実は全くの非常識だ。

　こちらがいくら腹を立てたところで、タデウスは意に介かいさず涼すずしい顔で言った。

「冷静に考えてみてくれよ。ボクは教団の執しつ行こう官かんだと言っただろう？　なら、敵である災厄の数アルヘトスと共謀しているはずなんてない。つまり明津クンは災厄の数アルヘトスじゃないよ。そしてボクと明津クンは、この島国のチンケな殺人事件の犯人でもない」

　呆あつ気けなく答えるタデウス。もはやわけがわからない。俺を試すためにバスで攻こう撃げきしたり、明あく津つをけしかけていると言うのか。悪ふざけだとすれば、度が過ぎている。

「お前の指示に従っているという事は……明津は教団の構成員なのか……！」

「うーん。その言い回しは正確ではないかな。彼は〝傭よう兵へい〟さ」

　タデウスは、少し間を置いてから答えた。

「我々教団は、各国に手て駒ごまとなる現地スタッフを用意しているんだ。通訳を雇やとったり、状況に応じて明津クンのような戦闘員を雇う事もある。報ほう酬しゆうの対価として力を貸して貰もらうんだよ。教団の執行官と言っても万能じゃない。特にボクのような非戦闘員はね。今回の仕事は災厄の数アルヘトスが関係している事もあって、ボクには明津クンのような、物理的な戦力になってくれる人材が必要だったんだ。明津クンはこういう裏の請うけ負おい稼か業ぎようをやってる。ボクに金で雇われているのさ」

　明津は傭兵で、金で教団に雇われている。タデウスはそう言った。

　仮にタデウスの言う通りだとして、明津が犯人の災厄の数アルヘトスではないのだとすれば……誰が今、この学園をおかしくしているというのだ。誰が敵で、誰が味方なのか。

「えーっと、前置きが長くなってしまったかな。そろそろ用件に入ろうか」

　混乱している俺に、タデウスは再び爽さわやかに微笑ほほえんで見せた。

「ボク達は共通の敵を持っているだろう。だからこそ協力し合う事が出来るはずだ。そこでボクは今回、君を雇いたいと思っているんだよ、冴さえ上がみクン」

「……雇う？」

「ようするに明津クンと同じだと思ってくれれば良い。ボクに協力して災厄の数アルヘトスを始末するのさ。無論、報酬は用意するよ。悪い話じゃないだろう」

　俺に提案してくるタデウス。だが俺はハッキリと釘くぎを刺す。

「いい加か減げんにしろよ！　お前や明津のした事に目を瞑つむって、何事もなかったように協力しろって言ってるのか……！　金を積まれたところで、誰がお前の言う事なんて聞くもんか！」

「それは困るな。君の協力を得られなければ、今回の災厄の数アルヘトスに勝つ事は難しくなる」

　腕を組んで、わざとらしく困ったように首を傾かしげて見せるタデウス。俺は疑問に感じた。

「何でなんだ。俺は霊れい感かんがあるだけで強いわけじゃない……何で俺なんかを雇いたいんだ」

「ボクが君に望んでいるのは腕うでっ節ぷしの強さなんかじゃないよ。そんなものは、いくらでも代わりが利きくものだろう？　ボクは、君が持っている〝資質〟に期待しているのさ」

「資質？」

「ただボクに協力すると、返事さえしてくれればそれで良いんだ」

　そう言って、俺の返事を待ち始めるタデウス。

　タデウスの思おも惑わくが見えず、歯は嚙がみするように沈黙する俺。

　……背後から歩み寄る２つの足音が聞こえてきた。

　振り向いた先には、見覚えのある人物達が現れた。

「────話はついたのか、タデウス」

「明あく津つ！」

　俺は現れた男の名を口にした。明津は俺を面めん倒どうそうに見やると、溜ため息いきを１つ漏もらした。

　明津の背後には、雪せつ名なの姿もあった。明津との戦いで制服の上着を駄目にしたのだろうか、煤すすけた白いシャツだけを着ている。

「雪名……！」

「……」

　憔しよう悴すいした面おも持もちで俯うつむき続けている雪名。無言のまま、俺の言葉に反応する様よう子すがなかった。

　明津の問いかけに、タデウスは無表情で返事をする。

「残念ながら、まだ良い返事は貰もらえていないな」

「早くしろ。コイツを見張っていた刑事が、応援を呼んでやって来るぞ」

「ああ、その心配なら必要ないよ。警けい察さつはすでに敵の手の内だろう。もはや機能していない」

　タデウスの言葉に、明津の双そう眸ぼうが僅わずかに見開かれる。

　明津は忌いま々いましげに、小さく舌打ちをした。

　俺は背負っていた雛ひな木ぎの身体からだをその場に下ろしながら、静かに明津へ問いかけた。

「雪名に何をしたんだ、明津……！」

　気が付いていた。雪名の様子が、明らかにおかしくなっている事に。

　思い詰つめた青い顔で、何も言わずに俯いているだけだ。

　問われた明津は、俺の押し殺した怒りに気が付いたのだろう。

　馬ば鹿かにした笑みを浮かべ、ふざけた口調で答えてみせる。

「あ？　この女か？　死ぬ程ほど痛めつけてやっただけだぜ。何か文句あんのか？」

　俺は明津に歩み寄り、無言で胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

　息がかかる程の距離に肉にく薄はくして睨にらみ付ける俺を、明津は冷ややかな視線で睨み返す。

　明津は「止しとけよ」と、胸倉を摑む俺の拳こぶしを摑んで警告した。

「やめて、誠せい一いち君」

　俺を見ずに、だが泣き出しそうな顔で懇こん願がんする雪名。俺は構わず、明津に詰め寄った。

「お前……雪名に何か言ったのか！」

「事実を言ってやっただけだ。東とう京きよう内ない戦せんの原因を作った大だい戦せん犯ぱんの娘のくせに、吞のん気きに学校生活してるとは良いご身分だってな！」

「！」

　雪名の顔が、露ろ骨こつに血の気を失った。

　問答無用で、俺は明津の頰ほおを殴なぐりつけていた。拳が痛くなる程の渾こん身しんの力で。手て加か減げんもなく。

　思い切り殴おう打だされた明津はよろめきながら、だが額ひたいに青あお筋すじを浮かべて俺を睨み上げる。

「────てっめえ！」

「雪せつ名なが……！」

　苦にが々にがしく語り始めた俺に、明あく津つは口にしようとしていた雑ぞう言ごんを吞のみ込んだ。

「雪名が……今まで何も感じずに生きてきたと思っているのかよ……！」

「……あ？」

「生まれた時から地下の実験施設の中で暮らしてきた。誰とも親しくなれず、ずっと独ひとりぼっちで。雪名はただ、地下から見上げる地上の光に憧あこがれて生きてきただけなんだ。ようやく憧れだった地上に出られた時に、雪名を待っていたものは……自分の両親のせいで酷ひどく傷付いた東とう京きようの街と、１人じゃ背負いきれないくらい多くの人達の悲しみだったんだぞ……！」

「……」

「平気でいるわけないだろ！　苦しくないわけないだろ！　……痛いてえに決まってんだろ！」

　叫びながら再び殴なぐりかかる俺。そんな俺を殴り返してくる明津。

　喧けん嘩かになど慣れていない俺には、明津の拳こぶしはかなり堪こたえる。

　だが怯ひるむつもりは一いつ切さいない。殴らなければ気が済まない。

　────コイツは雪名を傷付けたのだから。

「やめて、誠せい一いち君！　私の事なんて良いの！　もう明津君を……傷付けないで……！」

　殴り合いを始めた俺と明津を、雪名の悲痛な叫びが制止しようとする。

　明津に殴りかかった俺は、足あし払ばらいで転ころばされてしまった。

　うつ伏ぶせに倒れたところを、背中にのしかかられた。

　腕を捻ねじり上げられ、あっと言う間に羽は交がい締じめにされてしまう。

「立場をはき違えてんじゃねえぞ、クソ野郎」

　明津は冷たく言い放はなつ。

「タデウスはてめえに何か期待しているみてえだが、俺はそうじゃねえ。てめえは、こんなにも弱えんだからな」

　そう言いながら、いっそうの腕力で俺の腕を捻り上げる明津。俺は小さく悲鳴を漏もらした。

「弱よええってのはそれだけで罪だ。誰も守れねえ。自分さえも救えねえ。現実は誰にでも優しくねえんだ。だから俺は、血を吐はく研けん鑽さんの果てに今日の力を得た。だがお前はどうだ、冴さえ上がみ。女を俺から守れる程ほどに強かったか。お前はただ逃げただけだったろうが。逃げ出したくせに文句だけは一人前とはな。全ては〝お前が弱かったせい〟だろ」

　頰ほおに押おしつけられる冷たい地面の感触。耳元で囁ささやかれる、辛しん辣らつな明津の言葉。

　関係ない雪名と雛ひな木ぎを巻き込んでしまったのも。明津の言葉に雪名が傷付けられてしまったのも。言われてみれば全て…………俺に彼女達を守る力がなかったせいなのだろうか。

　胸の奥が軋きしむ。

「もう……もうやめて……お願いだから……やめて……！」

　泣きじゃくって立ち尽つくしている雪名。

　その泣き顔は、捻り上げられた腕の痛みよりも、何倍にも増して辛つらく感じられた。

「そこまでだ」

　俺と明あく津つの乱闘を制止するタデウスの声。明津は俺の腕を解き、立ち上がる。

　明津の拘こう束そくから解き放はなたれた俺は、よろめく足取りで、明津に遅れて立ち上がった。

「……やれやれ。君達が大きな声を出すから、彼女達に気付かれてしまったようだね」

　呟つぶやくタデウス。俺はそこで気が付いた。

　俺達５人を取り囲むように────女子生徒達が闇やみの中に佇たたずんでいた。

　教室にいたはずの彼女達は、いつの間にか屋外に出て、俺達を包囲していたようだ。彼女達は皆一いち様ように、手に果物ナイフを手にしている。明らかに穏おだやかな雰ふん囲い気きではない。

「……何が起きてるんだ」

　俺は周囲を取り囲む女子生徒達を見渡す。

　赤い鎖くさりに繫つながれた彼女達。俯うつむき、しきりに何かを呟いているようだった。

　聞き取れた単語はシンプルだ。「喰くわれろ……喰われろ……喰われろ……」。

　壊こわれたラジオのように、意味不明なその一ひと言ことを呟き続けている。

　狼ろう狽ばいする俺に、傍かたわらに立っていたタデウスが言った。

「彼女達は昨日から、ずっとここでこうしている。〝学園の異常に気付いた者を捕とらえろ〟という命令に従ってね」

　────昨日から？

　周囲の闇が、その濃さを増す。

　満天だった星空は、いつしか黒い雲のベールに覆おおい隠かくされてしまっていた。間もなく、細かな雨う滴てきが空より降り注ぎ始める。雨音は、涼すずやかに暗い学園の中へと染しみ渡っていく。

　降り始めた雨に肩を叩たたかれながら、タデウスは俺へ言った。

「まだ犯人である災厄の数アルヘトスの正体がわかっていないのかい、冴さえ上がみクン」

　その事を意外そうに、タデウスは口にした。

　災厄の数アルヘトスによって操あやつられているアルナス学園の生徒達。昨日からここで、ずっとこうしているのだと言う。だが、だとしたら決定的におかしいのだ。何な故ぜなら俺達はつい数時間前に、この学校の女子生徒と会って話をしているのだから。

　そんな馬ば鹿かな。ただ１人、災厄の数アルヘトスの洗せん脳のうから逃のがれられたというのか。だとしたら、このおかしな学園の状況を目前に何故、彼女は平然としていられたというのだろう。

　いいや違う。全てが違う。

「…………来くる栖す真ま意いが、災厄の数アルヘトスなんだ……！」

　暗い校舎を濡ぬらす雨の中、俺は連続食人事件の犯人の正体を確信する。俺の理解が合あい図ずであったかのように、女子生徒達は一いつ斉せいに、ナイフを手にして襲おそいかかってきた。







Phase3：ｆの牢獄







　私以外に、誰もいなくなった放課後の教室。

　夕焼け空に赤く焦こがされたそこで、私は１人、自席に座って口を閉ざしていた。

　机の上に開いた教科書とノート。

　塾じゆくへ行くまでの短い時間は、いつもこうして勉強をする事で過ごしている。

　普段と変わらない日課の作業のはずだった。それなのに今日は……。シャープペンを握った私の手は、空白のノートに何１つとして書く事が出来ずにいた。

　止まってしまった私の腕。

　その細くて無力な腕を呆ぼう然ぜんと見下ろしながら、私は考えていた。

　────私はどうしようもない欠けつ陥かん品ひんだ。

　心は脆もろく。身体からだは弱い。

　もうすぐ志望中学校の受験の日だというのに、夜遅くまで勉強をしたせいで体調を崩くずしている。模も試しの結果もＢ判定。未いまだＡ判定が取れず、不合格になる可能性を残したままでの受験となってしまった。

　何な故ぜ、こんなに努力しているのに、上う手まくいかない事ばかりなのだろう。

　母親は私を厳しく叱しかり付け、父親は無能な私に呆あきれて話さえしてくれない。

　ただ両親を喜ばせたくて頑がん張ばっているのに、両親が私を認めてくれた事はなかった。

　ただ両親に笑って欲しくて頑張っているのに、両親が私に微笑ほほえんでくれた事はなかった。

　全ては私が、期待に応こたえられない欠陥品の子供だからなのだろうか。

　その事が悔くやしくて。悲しくて。唇くちびるを引き結ぶしかなかった。

　シャープペンを持つ手が震ふるえる。指先に力を込めれば、シャープペンは呆あつ気けなくへし折れてしまった。砕くだけたペンの尖った先端が、私の指先に突つき刺ささる。皮膚の下から膨ふくれあがるように湧わき出す赤い血の点を見下ろし、私は歯は嚙がみした。ここまでくれば、とっくに理解している。

　ただ頑張るだけでは駄目なのだ。

　ただ優しいだけでは駄目なのだ。

　結果がなければ。自分以外の全てを見下し、勝利する力がなければ。私が欲しいものは何１つとして手に入らないのだろう。だから私は戦うしかないのだ。勝つしかないのだ。これまでもずっとそうしてきた。これからだって変わらない。

　────誰かを傷付けなければ、私は幸せになどなれないのだから。

「あ～、マイちゃんだ。１人で何してるの？」

　唐とう突とつに、私の名を呼び付ける間ま延のびした声が聞こえた。

　教室に現れたのは、体操着姿すがたのクラスメイトだ。私はその少女の名を知っていた。

「雛ひな木ぎさん……？」

　クラスメイトの雛木叶か苗なえ。成績はそれ程ほど良くもなく、運動も出来ない劣れつ等とう生せいである。

　のんびりした性格がクラスの連中に受けが良いらしく、いつも女子の友人達とヘラヘラ笑っているだけの女だ。軽けい蔑べつするべき、取とり柄えのない弱者の１人である。

「うむむ～、１人でお勉強してたの？　マイちゃんは偉えらいね～」

　雛木は、私の机へ歩み寄って来た。それを煩わずらわしく思いつつも、私は愛想あいそ笑いを返してやる。

　とっとと無駄な会話を終えて、勉強に戻らなくてはならないという使命感があった。

　私は、こんな遊んでばかりの劣等生とは違うのだから。

「そうなのよ。今忙しいから、お話はまた今度にしてくれるかしら」

「ああ～！　マイちゃん、怪け我がしてるよ！　大丈夫……？」

　こちらの話に耳を貸さず、雛木は血を滲にじませている私の指を見つめてきた。

　雛木は私の手を取り、傷を痛々しそうに見下ろす。

「うわ～……痛そうだね～……」

「へ、平気よ、これくらい。放ほっておいてよ」

　私は雛木の手を振り払い、傷付いた手を引っ込める。

　乱暴に腕を振り解ほどいたのだ。きっと雛木は、私に対して不快な思いを抱いたに違いない。

　だが、それで嫌きらわれたところで構いはしなかった。

　私には、劣等生の友人など必要ないのだから。

　案あんの定じよう、好意を拒絶した私の態度に、雛木は悲しそうな顔をしていた。そうしてしばらく黙っていた雛木だったが……やがて体操服のポケットから、絆ばん創そう膏こうを１つ取り出して見せる。

　雛木は私の引っ込めた腕を摑つかみ、強引に引っ張り出した。

「ちょ、ちょっと！　何するつもり！」

「わ、わ～、動かないで～、うまく貼はれないよ～」

　雛木は、血を滲にじませた私の指先に、絆創膏を貼り付けようとする。絆創膏を貼り付けると、雛木はやっと私の腕を解放した。私は再び雛木から腕を引っ込め、その絆創膏を恐る恐る見下ろしてしまう。絆創膏には、子犬のイラストが描かれていた。

「うん！　これで、も～大丈夫。早く治ると良いね！」

　微笑ほほえみかける雛木の好意の理由がわからず、私はただ口を閉ざすしかなかった。

　……何なのだ、この女は。

　私は劣等生と仲良くするつもりなどない。だから冷たくあしらっているというのに、こちらの拒絶をまるで意に介かいしていない距離感で接してくる。

　それは煩わしくて。面めん倒どうで。だが……仄ほのかに胸の奥が温かくて。

　こんな時、何と言えば良かったのだろうか。単純な一ひと言ことで良かったはずなのだ。あまりにも使い慣れていない言葉で、それがどうしても思いつかずに、私は口くち籠ごもってしまうしかない。

「カナエちゃーん。ボールまだー？」

「あ～、う～ん。今持ってくから待ってて～」

　教室の外、廊下の遠く向こうから、別のクラスメイトが雛ひな木ぎを呼んでいた。雛木は教室にボールを取りに来たのだろう。口くち籠ごもっていた私に、雛木は言った。

「マイちゃんも一いつ緒しよに遊ばない？　今からバレーボールやるんだよ～。楽しいよ～」

　雛木は、私を誘さそっている。その誘いに、僅わずかに動どう揺ようしてしまっている自分がいた。

　しかしこれから私は、受験勉強をしなければならなかった。

　塾じゆくに行かなければならなかった。

　家に帰って、また朝まで勉強しなくてはならなかった。

　遊んでいる暇ひまなどない。それなのに。それなのに私は……。

　踏み止とどまり、私は僅かに唇くちびるを嚙かんだ。

「ごめんなさい。今日は無理。そうね……また今度」

「そっか～。うん、楽しみにしてるね、マイちゃん！」

　ロッカーにしまってあったバレーボールを引っ張り出すと、そう言って雛木は教室を後にして行った。教室には、また私が１人だけで取り残されてしまう。

　雛木に貼はって貰もらった絆ばん創そう膏こうを、私は黙って見下ろしてみた。

　デフォルメされた、不ぶ細さい工くな犬のイラスト。私はそれを……可愛かわいいと思った。

　いつも１人ぼっちでしかない放課後の教室。

　慣れているはずなのに。その時は無む性しように、胸底を搔かきむしられる思いだった。




　　　　■■■




　窓を叩たたく雨音が煩わずらわしくて、私は薄く瞼まぶたを開いた。

　目覚めると、代わり映ばえのしない自室にいる事がわかる。冴さえ上がみ誠せい一いち達をもてなした後、どうやら私は、軽く眠ってしまっていたようだ。

　仰あお向むけにベッドで倒れたまま、私は暗い天井を見上げて苦笑してしまう。

　────実に、くだらない思い出を夢見ていた。

　未いまだ自分に、こうした人間らしい感傷が残っていた事がおかしくて、許せなくて、だからこそ、薄ら笑う以外に為なす術すべがなかったのだ。

　くだらない過去。くだらない家族。くだらない自分。

　これまで私を構築していたあらゆるものは、くだらないものだった。

　だが今の私は、ようやく欲しかったものを手にする事が出来たのだ。

　もはや恐れるものなど何もない。私はかつての、救いようがない欠けつ陥かん品ひんではないのだから。

　────完かん璧ぺきな存在。

　もうすぐ私は、歴史上で誰１人としてなり得なかった至し高こうの存在になるだろう。

　その時が待ち遠しくて、高ぶる心を抑おさえきれず、思わず唇くちびるが歪ゆがんでしまう。

「────一体どういうつもりなの、真ま意い！　出て来なさい！」

　……煩わずらわしい母親の声。

　ヒステリックな彼女が、いつも通り無ぶ粋すいに私を呼び付けた。

　ようやく、市議会議員である叔お父じの通つ夜やから帰って来たのだろう。大おお方かた、通夜に参加しなかった私に腹を立てているといったところだ。親しん戚せきの死に不敬であるからなどではない。あの両親は、どうせ世せ間けん体ていの事しか考えていないはずだ。

　通夜に娘を連れて来ない自分達が、親戚の会する場所で恥はじを搔かいたというところだろう。

　もう16年の付き合いだ。

　両親の考えなどお見通しだ。

　せっかく高こう揚ようしていた気分を台無しにされた事に苛いら立だち、私はゆっくりとベッドから起き上がる事にした。そして思い直す。ちょうど目覚めた時に両親が帰って来たのは都つ合ごうが良かった。

　おかげで、無駄な待機時間を省略出来るだろう。

「どこにいるの、真意！　お父様も一いつ緒しよに広間で待っているのよ！　早く出て来なさい！」

　煩うるさい女だ。

　騒ぎ立てる母親の言葉を無視し、私はクローゼットを開いてドレスを探した。

　今夜の晴れやかな気分に相応ふさわしい色を探したかったのだ。

　今日こそは、これまでずっと縛しばられてきた様々なしがらみから解放される夜。沸わき立つ血の衝しよう動どうを何に喩たとえれば良いだろう。

　この思いに相応しいのは、きっと血のような真しん紅くのドレスだ。

　パーティ用に用意したいくつものドレスの中から、私はお気に入りの赤を引っ張り出した。

　全身を映うつす大鏡の前で、私は一いつ糸しまとわぬ姿すがたとなる。

　明かりを点つけていない暗い部屋。鏡の前には、ただの人間の女が立っていた。

　ちっぽけでくだらない肉の器うつわ。

　もはや私は、この窮きゆう屈くつな器には収おさまりきらない程ほどに強大な存在と化している。

　自らの強大さを覆おおい隠かくすように、私はクローゼットから取り出したドレスに着替え始めた。

　いつも付けているイヤリングを片耳に付け、髪かみをすくい上げる。

　メイクアップが上々に進行していた頃ころ、私の部屋の扉を開ける来訪者が現れた。

「やっぱりここにいたのね、真ま意い！　どうして叔父様のお通夜に出席しなかったの！　納得がいく理由を……って、何ですか、その格かつ好こうは！」

　部屋に怒ど鳴なり込んできたヒステリックな母親。そしていつも通りに沈黙している父親。

　見慣れた忌いま々いましい顔ぶれの登場に、私は嘆たん息そくを１つ漏もらしてしまう。

　だが気を取り直す。両親を振り返った私は、ドレスのスカートを摘つまみ上げた。上品に。優雅に。学校で習った通り、丁てい寧ねいに深々と、社交界仕込みのお辞じ儀きを披ひ露ろうして見せる。

「……お父様、お母様。今まで私を育てていただいてありがとうございました」

　唐とう突とつに謝しや辞じを告つげる私。両親は怪け訝げんな顔をしてしまう。

　その間ま抜ぬけ面づらが愉快で、私は嘲ちよう笑しようを交まじえながら続けた。

「感謝しております。あなた方から学ぶ事は多く、あなた方から与えられた恩おん恵けいも多かった。けれど、もう私は大丈夫です。これからは自分１人の力で生きていけそうですから」

「一体、何の話をしているの、真ま意い」

「……どういう事なんだ。わかるように説明をしなさい」

　珍めずらしく、父親までもが口を開いて私に問いかける。

　狐きつねに摘つままれたような顔をしている両親の顔があまりにも滑こつ稽けいで、私は思わず声を上げて笑ってしまう。突とつ如じよとして室内に哄こう笑しようを響かせる私に、両親は青ざめた表情を返す。未いまだ状況を理解出来ずに呆ぼう然ぜんとしている両親に、私は笑う事を止めて冷たく言い放はなつ。

「理解がノロいのね。もう用済みだと言っているんですよ、ゴミクズ共」

　刺とげ々とげしく告げる私。

　いつも大人おとなしい私から、こんな事を言われるとは全く予期していなかったのだろう。

　両親は言葉を失って立ち尽つくしてしまった。

　私は悠ゆう然ぜんとした態度で、口を閉ざした両親に向かって説明してやった。
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「社会は────数多あまたの人間が寄り集まる事によって出来ています。けれど人の心は１つ１つがバラバラのまま。繫つなぎ止め、まとまるためには統とう率そつの鎖くさりが必要となります。それは法であったり、指導者であったり。人は自分よりも高位の意志に支配されなければ、自みずからを律りつすることさえ出来ない脆ぜい弱じやくな存在。この世界を支配しているのは、実は選ばれし者達の意志なんです」

「……何を言っているんだ、真ま意い。全くわからない」

「お父様やお母様のように、人を統率する、選ばれた人間達の事を言っているんですよ」

　問いかける父親を、私は嘲あざける。

「あなた方の意志決定は、人々の集合に対して絶大な影響力を持っている。あなた方と主しゆ従じゆうの関係にある人々の事を、私は〝写像〟と呼んでいます。警けい視し総そう監かんであるお父様の写像は、警けい察さつ組織。投資家であるお母様の写像は、投資した会社。どちらも巨大な権力です」

　語りながら、私はゆっくりと両親に歩み寄って行った。逆に両親は、私から１歩後あと退ずさる。

　恐怖しているのか。

　両親が感じているであろう負の感情が、私には堪たまらなく心地良いものに感じられた。

「権力や能力は、形はなくても大きさを持ったスカラー。それを奪うばい、私という集合の器うつわに入れる事で、他人のモノを自分のモノにする事が出来ます────私は〝φからの器〟ですから」

　そして、私は告白する。

「フフフ。理事長、弁護士、数学者、市議会議員。今の私は、彼かれ等らという要素を集めた集合です。そして彼かれ等らの影響力を得た事で、その〝写像〟を意のままに支配しています。素す晴ばらしい力だと思いませんか。人を支配し、人の上に立つ。あなた方にお教えいただいた通りです」

「まさか…………お前が連続殺人事件の……！」

「ところでお父様とお母様は〝人肉の味〟をご存じでして？」

　私は唇くちびるに軽く指を添そえ、上品に微笑ほほえんでやった。

「１つ良い事を教えて差し上げますね。叔お父じ様は不味かったですわ」

　窓を叩たたく雨音。雷鳴の白い閃せん光こうに浮き出た私の顔は、きっと満面の笑みだった。




　　　　■■■




　ナイフを手に、俺達に襲おそいかかってきた女子生徒達。

　明あく津つはホルスターから抜き放はなった拳けん銃じゆうを構え────素す早ばやく頭上の外灯に狙ねらいをつける。

「冴さえ上がみ、羽う鷺さぎ！　一いつ瞬しゆんだけ目を瞑つぶれ！」

　わけがわからず、だが瞼まぶたを閉ざす俺。次の瞬間、明津の銃口からけたたましい破は裂れつ音が響き渡る。混まじって微かすかに聞こえたのは、ガラスが割れる音だった。

　再び瞼を開けた時には、周囲を照らしていた光がなくなっていた。

　明津は外灯を撃うち壊こわし、周囲を暗転させたようだ。

　いきなり周囲が暗くなったため、女子生徒達は暗くら闇やみに目が慣れず、一いつ瞬しゆんだけ俺達の姿を見失っている。俺や雪せつ名なは明かりが消える直前に瞼まぶたを閉ざしていたため、彼女達よりは暗闇の中に目が利きいた。明あく津つらしきシルエットが、雨闇の中で叫ぶ。

「突つっ切るぞ、付いてこい！」

　駆かけ出して行く明津とタデウスの影。俺は未いまだ気絶したままの雛ひな木ぎを慌あわてて担かつぎ直す。そうして雪名と共に、立ち尽つくしている女子生徒達の傍かたわらを走り抜けた。

　走りながらも、明津は次々と街灯を狙ねらい撃うちしていく。

　断続的に校内へ木霊こだまする、発はつ砲ぽう音とガラスの破は裂れつ音。

　周囲に暗闇を広げながら、俺達は追いかけて来ている女子生徒達から懸けん命めいに逃げた。

　俺は、当初の目的地であった学生寮りよう前へと辿たどり着く。

　建物の前に置かれた１台の旧ふるいセダン車を発見すると、明津は俺とタデウスに言った。

「このクソ車をいただくぞ、乗り込め！」

　明津は銃じゆう底ていで、運転席の窓を叩たたき割る。

　割れた窓から腕を突っ込んで、集中ロックボタンを操作して扉を解かい錠じようした。

　そうして飄ひよう々ひようと運転席へ乗り込む明津。涼すずしい顔で、すでに助手席に座っているタデウス。

　手て際ぎわ良く車に乗り込んだ２人を、俺は雨中で啞あ然ぜんと眺ながめていた。

「何してんだノロマ！　早くしろ！」

　パネルをこじ開け、イグニッション信号のケーブルを引き出している明津が叫んだ。

　その声で我に返る俺。覚かく悟ごを決めて後部座席の扉を開けた。

　雪名が先に後部座席の奥に入り、その後に雛木の身体からだを車内へ押し込む。

　最後に、俺が後部座席へと乗り込んで扉を閉めた。

　すると、すぐ近くまで迫ってきている女子生徒達の姿すがたが見えてきた。

　芯しん線せんをむき出したケーブルを接触させ、ショートさせる明津。芯線から火花が飛び、セルモータが回る音がした。程ほどなくして車のエンジンがかかる。

　明津は不ふ敵てきに笑むと、ハンドルを握ってシフトレバーを操作する。俺達の乗った車は急加速で走り出した。目前まで迫ってきていた女子生徒達の傍らを走り抜け、一気に彼女達をルームミラーから消し去っていく。

　雨の中で未だ炎えん上じようしている守しゆ衛えい室の横をすり抜け、俺達は聖アルナス学園を後にした。

　学園前の坂道を一気に下っていく車。

　背後に遠ざかっていく学園を見ながら、俺はようやく一ひと息いきをついた。

「……」

　何気なく横目に見た雪名は……未だに落ち込んでいる様よう子すで、口を閉ざしていた。

　無理もないだろう。

　東とう京きよう内ない戦せんの被害者達の憎しみ────それはおそらく雪名が、もっとも恐怖していたであろうものなのだ。ついにそれと相あい対たいしてしまった今、雪せつ名なの華きや奢しやな手の平は、固くスカートを握りしめ、微かすかに震ふるえているのが窺うかがえる。

　背負った宿命と、１人きりで戦っている雪名。その姿すがたに、俺の胸の奥は痛んだ。

　明あく津つに言われた事が、雪名にとってどれだけ辛つらい事であったのかは想像に難かたくない。

　俺はそんな彼女の苦しみを和やわらげたいと願っているのだ。

　なのに俺は、気の利きいた一ひと言ことさえ思い付かないでいる。

　彼女に対して、俺という存在は何と無力なのだろう。

　こんな無力な俺が、果たして彼女との〝約束〟を守る事など出来るのだろうか。

　────お前が弱かったせいだろ。

　明津の言葉が、何度も脳のう裏りで反はん復ぷくされている。

　得え体たいの知れない切せつない気持ちが溢あふれて、この身は引き裂さかれそうだった。

　涙のように車窓を流れ落ちていく雨う滴てきを見つめ、俺も雪名も、お互いに黙るしかなかった。

「ん……ん～……？　あれ、ここどこ？　私、バスに乗ってたんじゃなかったっけ？」

　気絶していた雛ひな木ぎが、ようやく目覚めたようだった。

　その様よう子すを横目に見ていたタデウスが、苦笑混まじりに言った。

「……さてと。追っ手も振り切ったところで、改めて状況を確認しておこうか、冴さえ上がみクン」

　忙せわしなく動くワイパーの音だけがしていた車内。状況に付いてこれていない雛木だけが、狼ろう狽ばいしていた。「ここどこ？　何で明津君がいるの？」と、次々と疑問を発する。

　俺も雪名も、雛木の疑問に答える活力がなく、ただタデウスの言葉に耳を傾け続けていた。

「もうわかっているとは思うけれど、言っておくよ。連続Ｕ字型殺人事件なんてものは、今この街で起きている事態の本質からすれば些さ末まつな問題でしかない。そんなものは表社会が勝手に騒いでいれば良いものであって、ボク達は、この事件の真相の方と相対しなければならない」

「真相の方に相対するって、具体的に何をすれば良いんだ」

「世間を震しん撼かんさせる連続殺人事件。いや〝連続食人事件〟と呼ぶのが正しいのかな。事件を通じて、世界中の人々の上に君臨しようとしている災厄の数アルヘトス、〝来くる栖す真ま意い〟の始末だ」

「ふぇ……！」

　意気消しよう沈ちんして沈黙する俺達とは異なり、雛木はいきなりのタデウスの言葉で驚きよう愕がくしている様子だった。何も知らない雛木からすれば、その反応は当然だろう。

「……あなた誰なんですか。マイちゃんが殺人事件の犯人って……いきなり何言ってるの？」

「やれやれ、確か名前は雛木クンだったかな。事件の外側にいる君は、少し黙っていて貰もらえないかい？　ボク達の話を聞いているのは構わないけれど、質問は無しの方が助かるよ」

　そう言うタデウスの言葉に、雛木は逡しゆん巡じゆんした後に黙り込んだ。

　その様子を確認してから、タデウスは穏おだやかに続けた。

「どこから話したものか。そうだな。まずは人間が災厄の数アルヘトスとして成長する順を説明しようか」

　タデウスはルームミラーの位置を調整し、自分から背後の俺の顔が見えるようにする。

「災厄の数アルヘトスになる人間は、最初から自分の力の正体を理解出来ているわけじゃない。来くる栖す真ま意いも例外じゃないのさ。覚かく醒せい期、成長期、成熟期と、例えば３つの段階があると仮定しようか。２週間程ほど前。覚醒期だった彼女は、手て探さぐりながら自分が操あやつる数について学習し始めた」

　タデウスがルームミラーの位置を調整し終えると、俺の位置からもタデウスの表情が窺うかがえるようになった。タデウスの唇くちびるが動く様よう子すが見えるようになる。

「それを踏まえて、君が初めて、来栖に操られている人間に出会った夜を思い出してみると良いよ。君が見た人間は、まるで人間らしい振る舞いの出来ない犬のような行動を取っていただろう？　それに犬男達を繫つないでいた赤い鎖くさりは、ボロボロで未完成な鎖だったはずだ」

　確かに、俺が遭そう遇ぐうした犬男は、人の姿すがたをしていてもまるで犬としか言い様ようのない仕し草ぐさをしていた。

「しかしさっきボク達を襲おそったアルナス学園の女子生徒達は、同じ赤い鎖で操られていたというのに、犬男達よりも遥はるかに人間的な立ち居振る舞いをしていた。つまり来栖は僅わずか１日で、これ程ほどまでに人間を操る術を上達させたのさ」

　タデウスは相変わらず涼すずやかに微笑ほほえんで見せると、続きを語った。

「ボクは来栖の成長度合いを確かめたくてね、教職員室の死体に残っていた脳細胞から情報を引き出していたんだ。職員達の最さい期ごの記憶を映像で確認したが、そこに来栖の姿も映うつされていたよ。そこからわかったのは、すでに彼女は成長期の終しゆう盤ばんを迎えているという事だ。ここで重要なのは、来栖は看かん過か出来ない速度で、災厄の数アルヘトスとしての急激な成長を遂とげたという点だよ。おそらく今日の時点で、来栖はほぼ完全に自分の能力の扱あつかい方を把握したのだろうね」

　フロントガラスに降りかかる雨。

　雨音に支配された僅わずかな沈黙の後、タデウスは言った。

「来栖は〝集合〟を操る災厄の数アルヘトスだ。喰くらう事で、他人のモノを自分のモノにする力を持っている。その力を悪用し、喰らった人間の権力を奪うばい取り、その権力に影響される人々を操る事が出来るんだ。そうだな。操り人形の彼かれ等らを〝写像〟とでも呼ぼうか。連続Ｕ字型殺人事件、いや、連続食人事件だな。それは全て、来栖が写像を制せい御ぎよするための練習行為だった」

「来栖は人間の操り方を習得するために、無差別殺人を行っていたって言うのか……！」

「その通りだよ。まあ、多少の選より好みはしていたようだがね。高度な知識を持った人間や、社会的地位の高い人間を狙ねらっていた。そして来栖は、今ではこれだけ写像を自在に操れるようになった。成熟期に達しようとしている今、そろそろ行動を起こしても不ふ思し議ぎではないだろう」

「その行動が……世界征せい服ふくだって言うのか？」

「言い方が良くなかったかなあ。でも結果的にはそうなる。このまま来栖を放置しておけば、いずれは世界中の人間が彼女の写像として支配される事になるよ。知らない間にね。伝染病のようなものなんだ。気がついた頃ころには、世界中が〝来栖という伝染病〟に冒おかされるだろう」

　────来くる栖す真ま意いという名の伝染病。

　言われた俺は、来栖によって操あやつられているアルナス学園の生徒達を思い出す。

　……みんな、ああなってしまうというのだろうか。

　来栖がこのまま次々と人を喰くらっていけば。つまり連続Ｕ字型殺人事件が続けば、来栖の写像となって操られる人々は無む尽じん蔵ぞうに増えていくだろう。

　それに歯止めがかからなければ、やがては世界中が来栖の支配下だ。

　なるほど。まるで〝人間関係が感かん染せん経けい路ろ〟になっているウイルスのようだ。

「彼女がこの調子で、内閣総理大臣や合衆国大統領を喰ってしまった時の事を想像して御ご覧らんよ。冴さえ上がみクンに持って欲しい認識は、この食人事件は世界規き模ぼの危機に直結しているという事実さ」

　タデウスの語る可能性。まるで想像したくない最悪の未来だ。

　来栖が国のトップ達の影響力を手に入れてしまえば……写像にされてしまう人間の数は計はかり知れないだろう。確かに、そうした手段で来栖が世界を征せい服ふくする事は可能かもしれない。

　だがそんな事をして何になるのだ。目的はぼやけているように思える。

「あのあの……みんな何言ってるの……？　マイちゃんが、世界征服するって……？」

　雛ひな木ぎは酷ひどく混乱していた。

　だがタデウスは、部外者である雛木の言葉を無視し、小さく嘆たん息そくを漏もらして続けた。

「教団は来栖真意を殺害指定に定めた。彼女は危険過ぎるからね。今回、彼女の始末を担当する事になった執しつ行こう官かんがボクという事さ。ボクは明あく津つクンを雇やとい、来栖の暗殺を試みたよ」

「……言いたかないが、結果は見てのザマだ」

　それまで黙っていた明津が口を開いた。明津の口調は苛いら立だっていた。

「最初に殺された２人の時は間に合わなかった。３人目の時は取り逃がした。そして４人目のクソ議員が殺される直前、俺は学校近くの立体駐車場で来栖と戦った。あのクソアマ、写像として操ってる一般人を盾たてにしやがったんだ。おかげで予定にねえヤツを怪け我がさせちまったぜ」

　昨日、コーヒーショップ近くの立体駐車場で起きた通り魔ま事件。

　あれはつまり、明津が来栖の写像と戦ったために起きた事件だったという事か。

「あのクソアマ、その後にクソ議員をホテルの地下駐車場で拉ら致ちしやがった。クソアマを昨日の廃はい墟きよまで追いかけたが、救助は間に合わなくてよ。さてじゃあクソアマをぶっ殺そうかって時に……てめえが邪じや魔まに入ってきたんだよ、冴上」

「……？　俺が邪魔に入った？」

「……やれやれ、明津クンは説明が下へ手ただな。明津クンの言っている事を補足するとだ。明津クンは来栖真意によって陥おとしいれられたのさ。連続Ｕ字型殺人事件の犯人として疑われるようにね」

　タデウスは背後の俺を、首だけで振り返って尋たずねてきた。

「君は事情聴取の際に、知り合いの刑事からこう言われただろう。犯人は君の学校に通っている男子生徒の可能性があるのだと」

　何な故ぜだろう。タデウスは俺と秋あき月づき刑事が知り合いである事のみならず、会話の内容まで知っているのだ。俺は不審な気持ちを募つのらせながら黙った。

「明あく津つクンが容疑者になるのは当たり前なのさ。何せ全ての現場の第１発見者は明津クンだ。匿とく名めいで通報していたのも明津クン。３人目の殺人現場に落ちていた君の学校の校章は、明津クンが来くる栖す真ま意いを取り逃した時に落としたものだ。来栖は全てを計算に入れた上で、自分の計画が最終段階に入るまでの期間、警けい察さつの疑いの目が明津クンに向くようにと企たくらんだんだよ」

　そこまで言われて、俺は何となく明津の言った言葉の意味を理解する。

「来栖は、明津クンに襲しゆう撃げきされるのを待っていた。近くを通りかかった一般人に、明津クンの蛮ばん行こうを目撃させようと画かく策さくしていたんだ。明津クンを容疑者にするためさ。明津クンが一般人に手出しをしない事を知っていたから、目撃者を始末する事もないと、計算した上での行動だ」

　明津を犯人に仕立てるための計画。その目撃者に選ばれたのが俺だったという事だ。

　そう言われ、昨夜の真実が見えてきた気がした。

　あの夜、俺を追いかけて来た犬男は、俺をあの場に誘ゆう導どうするための猟りよう犬けんだったのだ。

　そして来栖が明津に襲おそわれていると勘かん違ちがいした俺は、まんまと来栖の盾たてとして明津の前に立ち塞ふさがってしまった。明津が去るタイミングに合わせて犬男達が撤てつ退たいしたのも、明津が犬男達を操あやつっていたかのように〝見せかけるため〟の来栖の差し金だ。

「彼女が選んだ目撃者役は冴さえ上がみクン、偶然にも君だった。都つ合ごうの良い事に君は、明津クンと同じ学校の生徒だった。警察の疑いは明津クンだけでなく、君にも向けられ、よりいっそう警察の捜そう査さを攪かく乱らんする事が出来たという顚てん末まつさ。全ては来栖にとって好都合だったんだよ」

「……全部、来栖の思おも惑わく通りの展開だったって事なのか」

　俺の言葉の後に、青ざめた様よう子すの雛ひな木ぎが恐る恐る口を開いた。

「………………あの、ごめん。全然話わかんない。マイちゃんを……殺すって……？」

　泣き出しそうな顔で問いかける雛木。俺は何も答えてやれなかった。

　再び車内を埋うめる、雨音とワイパーの動作音。

　車は住宅街へと差しかかり、バスに乗って来た道を逆戻りする経路を通っているようだ。さっきからやたらに減速と右左折を繰り返している車両。そう言えば……学園を逃げ出す事だけに思考が限定されてしまっていたが、この車の目的地はどこなのだろうか。

「……気付いているか、タデウス」

「ああ。噂うわさをすれば、だね」

　車両前部に座る２人は、視線を交まじえる事もなく意思疎そ通つうを行った。

　２人が見つめている先が気になり、俺は後部座席から身を乗り出す。

　フロントガラスの向こう、車の進路に俺は視線を投げた。

　そこは驚く程ほどに暗い闇やみに閉ざされている。高級住宅街の街並み。だがどの家々にも生活の明かりが灯ともっていない。暗黒の道路は、車のヘッドライトに照らし出された僅わずかな空間だけしか見えない。その白い光の先に────いきなり人の姿すがたが現れる。

「な……なになに。何なの、あの人達って……！」

「…………夢だって言ってくれないか」

「残念だったな。俺達はまだ起きてるぜ」

　ヘッドライトの先に現れた人々は手を繫つなぎ、俺達の進路を塞ふさぐように道路の真ん中で佇たたずんでいる。老人から子供。老ろう若にやく男なん女によを問わない顔ぶれである。

　全員が夜の雨中で濡ぬれながら、一ひと言ことも発せずにただ俺達を見つめていた。

　────その首くび筋すじは、赤い鎖くさりによって繫がれている。

　俺達の行く手を、来くる栖すの写像と化した近きん隣りん住人達が、身体からだを張って通行止めしているのだ。

　車は人々の手前で減速し、通行止めされていない方角へと道を曲がる事を余よ儀ぎなくされる。進んだ先でまたしても通行止めをしている人々が現れる。

　その度たびに曲がれる道を探しては、減速と右左折を繰り返す始末である。

「……彼女の力の恐ろしさを体感できるだろう。ボク達は誘ゆう導どうされているね。彼女の屋や敷しきへ」

　鎖で繫がれている人々の首筋には、またしても意味不明な３桁けたの数字が視みえていた。

「あの首筋に視える３桁の数字は何なんだよ……！」

　俺の疑問に、それまで黙っていた雪せつ名なが静かに唇くちびるを開いて言った。

「…………おそらく、来栖さんが写像の人々に及ぼす影響力が数値化されたものだと思う。数値の大きさが、来栖さんがその人へ影響する力の大きさなんだよ。元々他人が持っていた影響力を、来栖さんが無む理り矢や理り自分のモノとして使っているから、傷付いた赤のスカラーになっているんじゃないかな」

「ほほう。素晴らしい洞どう察さつ力だ、羽う鷺さぎクン。ボク個人としては、いずれ君の知能の高さが我々の脅きよう威いにならない事を願ってやまないよ。君を始末するのは、本当に面めん倒どうそうだからね」

　皮ひ肉にくるタデウス。雪名は再び沈黙した。

　俺は目前の光景に納得がいかなくて、少し声を荒げて毒どくづいてしまう。

「何で学園の生徒だけじゃなく、街の住人達まで操あやつられてるんだよ！」

「彼女は〝この街の市議会議員〟を始め、様々な人間を人知れず喰くった。もはやこの街の大半の住人が、彼女というウイルスに侵おかされて写像と化している。ボク達は来栖の奴ど隷れいになった人々に囲まれてるわけだ。この街で────孤こ立りつ無む援えんなんだよ」

　街全体を覆おおう夜のベール。見えないその先に向かわされる俺達は、まるで来栖の用意した処刑台へと誘導されているようだった。
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　まばらだった雨は、いつしか本格的な降り方へと変わっていた。

　重たい雨音だけに埋うもれた車内。

　車窓の風景を見渡しながら、俺は固かた唾ずを吞のんで硬直していた。

　車道両りよう端はしの歩道。そこには、傘かさも差さずに闇やみの中で佇たたずむ人々達が犇ひしめいていた。通りの向こうまでずっと、まるでパレードの観客のように、俺達の乗った車を見守る老ろう若にやく男なん女によがいる。

　彼かれ等らを繫つないでいる数え切れない鎖くさりは、延えん々えんと来くる栖すの屋や敷しきの方角へと続いているようだ。

　もはやこの街は────完全に狂くるってしまっていた。

　住人の全てが、来栖の操あやつり人形と化しているのだろう。

　今は無言で俺達の姿すがたを見守るだけだが、来栖が一声かければ、目前の数え切れない人々全員が、俺達に襲おそいかかってくるかもしれない。到とう底てい、太た刀ち打うち出来る人数ではなかった。

　まさに敵てき陣じんの中心で、俺達は孤こ立りつ無む援えんと化している状態である。

　やがて通りの向こうに────来栖の屋敷が見えてきた。

　黒い雨う滴てきに染そめ上げられた西洋屋敷。明かりの１つさえ灯ともっていない住宅街の中で、来栖の家だけが眩まばゆい程ほどの輝きを灯している。広い庭は、凝こったライトアップまでされていた。

　庭の中に設もうけられた、屋敷へと続く道があった。その両脇わきを固めるように、使用人然ぜんとした格かつ好こうのメイド達が佇んでいる。まるで俺達の到着を出迎えているかのようだ。

　使用人達を含め、街中の人々を繫つないでいる赤い鎖は全て、来栖の屋敷へと続いていた。

「……どうやら、クソアマはお待ちかねみたいだな」

　そういって明あく津つは、屋敷の前で静かに車を停車させる。

　エンジンをかけたまま運転席の扉を開ける明津。外の雨滴が車内へと降り込んでくる。

　車外へ出ようとする明津を、雛ひな木ぎが慌あわてて呼びとめた。

「ちょ、ちょっと待ってよ、明津くん！」

「あ？」

「さっき言ってた事、本当なの……？　マイちゃんを殺すって……」

　沈黙で答える明津に、雛木は泣き出しそうになる。

「どうして？　何でマイちゃんを？　やめて……やめてあげてよ！」

　唇くちびるを押さえて肩を震ふるわせ始める雛木。するとタデウスが、嘆たん息そく混まじりに言った。

「それじゃあ、ボクはここで雛木クンと留守番をしていよう。彼女には、ボクから色々と説明が必要そうだしね」

　傘も差さずに車から降りた明津へ、タデウスは告つげた。明津は憮ぶ然ぜんとして尋たずねる。

「あ？　てめえは来ねえのかよ」

「当たり前だろ。ボクは非戦闘員なんだから弱いんだ。戦ったり死んだりするのは君の仕事だ」

「ケッ。てめえが弱いだあ？　よく言うぜ。いつまで猫被かぶってやがるつもりだよ」

　タデウスは泣きじゃくる雛木の肩をさすってやった。

　明津に続き、俺も後部座席の扉を開けた。雨の降りしきる車外へ出る。

「あ？　てめえも来んのかよ、冴さえ上がみ」

　不服そうに俺へ尋たずねる明あく津つ。だが俺は冷たく答えた。

「悪いか」

「別に構わねえよ。ただし、勝手に野の垂たれ死んでいたって、俺は気にしねえからな」

「それで構わない。俺も来くる栖すさんに会って、事の真相を確かめたいんだ」

　俺は車内を覗のぞき込み、雪せつ名なに言った。

「少しの間、ここに残った方が良い」

「え……？」

　雪名は驚いた様よう子すで、俺の顔を見つめる。俺は雪名へ言った。

「今のお前は……明津と共きよう闘とう出来るような心境じゃないんだろう？」

「そ、そんな事は────」

「あるさ」

「……」

　黙り込んでしまう雪名。今にも泣き出してしまいそうな雪名へ、俺は微笑ほほえんで見せた。

「俺は大丈夫だ。明津も一いつ緒しよにいるし。何より近くには、お前や執しつ行こう官かんまで付いてる。俺達が負けるはずなんてないんだ」

「…………」

　しばらく黙っていた雪名だったが、やがて小さく頷うなずいて見せた。

　雪名の無言の相あい槌づちを確認し、俺は静かに車の扉を閉める。

　そして、明津と共に屋や敷しきの方角へと向き直った。

　明津はホルスターのロックを外はずし、２挺ちようの拳けん銃じゆうを抜き放はなつ。面めん倒どうそうに一言だけ呟つぶやいた。

「……ったく。どいつもこいつも勝手な野郎ばかりだな。好きにしやがれ」

　明津が毒どくづいた後に、俺と明津は来栖の屋敷の門をくぐった。

　屋敷へ向かう道を歩きながら、俺と明津は、道の周囲に点々と佇たたずんでいる使用人達の動向に警けい戒かいを続けていた。

　ここに来るまで、操あやつられている他の住人達は襲おそいかかってこなかった。

　だが来栖の屋敷の使用人達も同じであるとは限らない。

　冷たい雨に打たれ、俺が着ていた制服はずぶ濡ぬれになっていた。身体に貼はり付くシャツや、水の滴したたる前髪の気き色しよく悪さを我慢しながらも、俺は周囲へと精神を尖とがらせ続けていた。

　屋敷へ近付くに連れて、俺と明津はある事に気が付いていた。

「聞こえないか、明津」

「……聞こえてるさ。聞き覚えのある曲だ」

　強い雨音の中、屋敷から微かすかに聞こえてくるピアノの音色。誰かが屋敷の中でピアノを弾ひいているようだった。その曲名は、あまりにも有名だ。

　静かで、どこかもの悲しい旋せん律りつ────ベートーヴェンの月光。

　俺と明あく津つは、辿たどり着いた屋や敷しきの正面玄関を開け放はなった。

　しばらく暗い市街を彷徨さまよっていたため────室内に灯ともった照明の光量が目に染しみる。

　俺は眼を細めて、それでも屋敷の中の様よう子すに注意を傾け続ける。

　数時間前に訪れた時とは違い、天井高くに吊つるされたシャンデリアには光明が灯ともっていた。

　赤い絨じゆう毯たんの敷き詰つめられた広間。その中央に置かれたグランドピアノの前に、１人の少女が腰こしかけている姿すがたを見つける。

　整えられたミディアムヘアー。その後頭部には、街中に蔓延はこびっていた赤い鎖くさりが束ねて繫つながれている。切れ長の双そう眸ぼう。髪かみから覗のぞいた片耳には、ケルト十字型のイヤリングをしていた。真しん紅くのドレスに身を包んだ彼女は、血濡ぬれた細い指先でピアノの鍵けん盤ばんに触れる。

　美しい姿で、来くる栖す真ま意いはピアノを演奏していた。

　しかしその全身に浴びた返り血に、俺は表情を強こわ張ばらせてしまう。

　俺と明津は、無言のまま広間へと１歩を踏み出す。

　明津は、手にしていた拳けん銃じゆうの銃口を構えた。すると演奏は、唐とう突とつに途と絶だえて消えた。

「……ピアノソナタ第14番作品27─２、第１楽章。幻想曲風ソナタ。通称、ベートーヴェンの月光と呼ばれる曲ですよ。ご堪たん能のういただけましたでしょうか」

　引き締しまった唇くちびるが、一ひと言ことを告つげる。

　そうして彼女はゆっくりと立ち上がり、毅き然ぜんと俺達に相あい対たいした。

「こんばんは、ようこそ」

　そこには数時間前に出会ったばかりの、優雅で上品な来栖の姿がある。

　血濡れた姿から察さつするに〝誰かを殺したばかり〟といった様子だ。

　来栖は青ざめている俺の姿を見つめながら、慎つつましく微笑ほほえんで見せた。

「明津さんだけでなく、冴さえ上がみさんまでお越しになるなんて意外です。もしかして、お２人はお知り合いだったんですか？　ああ、そういえばクラスメイトだったんでしたね」

「んな事はどうだって良いんだよ。ケリを付けに来てやったぜ、クソアマ」

「相変わらず明津さんの口こう上じようは下品ですね。育ちの悪さが見て取れます」

　明津の雑ぞう言ごんに、来栖は涼すずしい顔をしていた。俺は正直な気持ちを口にする。

「……来栖さんがこんな事をしているだなんて、まだ信じられません。本当にあなたが、連続食人事件の犯人なんですか」

　俺の問いかけを聞いた来栖は、深く瞼まぶたを閉ざして見せた。

「お優しいんですね、冴上さんは。けれど現実はいつだって残酷なものです。そうですね。改めてこう言えばわかっていただけますかしら……」

　来栖は小さく首を傾かしげ、ゆっくりと双眸を見開く。

　眼めの奥にどす黒い邪じや悪あくを潜ひそめ、狂きよう人じんのような笑顔が覗のぞいた。

「────我こそが〝ニコラス＝ブルバキ〟だ」

　断言した来くる栖すの表情に、俺は全身が粟あわ立だつ。刹せつ那な、圧迫感を感じて息苦しくなる。

　それ程ほどまでに凶きよう悪あくな来栖の眼力に、俺は打ちのめされてしまいそうになる。

「冴さえ上がみさん。私はね。人々が望んで創った〝社会〟という名の、姿すがた無き脅きよう威いそのものなんです」

　そう言うと、来栖はゆっくりと俺と明あく津つの方へ歩み寄って来た。

　来栖の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに細心の注意を払いながら、俺は背を縮めて身構える。

　わざとらしく微笑ほほえんでいる来栖の表情の端はし々ばしから、溢あふれ出そうな程の冷酷さが滲にじんで見えた。

「弱い者は奪うばわれる。弱い者は踏みにじられていく。社会が常に勝者と敗者を生み出し続けている以上、それは何も珍めずらしい事ではありません。私達が生まれた時から、この社会は残酷な競争関係に満ちているじゃないですか。弱者は強者に、隷れい属ぞくする以外に生きる術すべがないんです」

　来栖は広間の中央付近で立ち止まる。

「持たない者は、持っている者に依存しなければ生きていけない。子供が……親に従わなければ生きられないようにね。他者より劣おとっている不完全な者達だけが憎み合い、妬ねたみ合い、奪い合う関係の鎖くさりで縛しばられている。それが社会という名の、この醜い〝写像関係エフの牢ろう獄ごく〟ですよ」

　そして来栖は頭上のシャンデリアを見上げ、双そう眸ぼうを細めた。

「私はただ、正々堂々と自分より弱い人達から搾さく取しゆしているだけ。そんな事は、誰もがお互いにやっている当たり前の事じゃないですか。何な故ぜ、その当たり前が許されないというのかしら」

「くだらねえご高こう説せつ垂れてんじゃねえや、クソ化ばけ物ものが」

　吐はき捨てるように否定する明あく津つ。来栖は笑いもせずに、黙って明津を見つめた。

　来栖の視線を真まっ向こうから睨にらみ返し、明津は言い放はなった。

「俺はてめえの写像になるつもりはねえ。言いなり野郎になるのは御ご免めんでね」

「あら。教団の言いなり野郎が、よく言いましてね」

「んだと！」

　来栖の頭部を狙ねらって構えた銃じゆう口こうを、明津はいっそう押おし出すように構え直す。

　来栖は面めん倒どうそうな嘆たん息そく混まじりで、肩を落としながら皮ひ肉にくる。

「くだらないですね。私を殺したところで何になるんです？　明津さんに関して言えば、あなたはどのみち連続食人事件の犯人として警けい察さつに逮たい捕ほされるだけ。社会的な制せい裁さいを受けて、惨みじめな生しよう涯がいを送る以外に何もないじゃないですか。戦うまでもなく終わってるんですよ、あなた」

「全部てめえのせいだろうが。それに今はそんな事に興味はねえ。後で考えれば良い事だ」

「自分の事なのに、投げやりに生きてるんですね。問題を後回しにして、未来を駄目にしてしまう愚ぐ者しやの考え方です。状況だけでなく、思考回路まで救いようがないなんて憐あわれですわ」

「面倒くせえ女だな。能のう書がき垂れてねえで、さっさとぶっ殺し合おうぜ」

「頭の悪い方は嫌きらいですよ。劣れつ等とうな存在は、生きているだけで虫むし酸ずが走りますから」

　冷たく言い放つ来栖。

　その直後────俺は激しい頭痛に見舞われる。

　頭ず蓋がいの中からナイフでも飛び出してくるのではないかと思う程ほどの、切り裂さかれる鋭い痛み。

　思わず歯を食い縛しばり、悲鳴を堪こらえるためにその場で跪ひざまずいてしまう。

　明あく津つは俺の異変を横目でだけ確認すると、来くる栖すを見やって舌打ちをする。明津には視みえていないようだったが、俺には視えてしまった。

　来栖の背中から────赤い翼つばさが生はえ出たように視えたのだ。

　赤い翼は、アルファベットのｆを重ねて並べた形をしている。

　赤いスカラーによって形作られた、異い形ぎようの翼である。

　変化はそれだけに留とどまらない。来栖の全身、皮膚下に張り巡めぐらされた赤いスカラーに、輝きが灯ともって視える。まるで来栖の体内を巡る血管が、光を帯びて輝いているかのようだ。

　明津は来栖を睨にらんだまま、苦く悶もんの声を漏もらしている俺へ問いかける。

「そういやてめえにはスカラーの異常が視えるんだったな。俺には何も視えねえが……周りの雰ふん囲い気きがおかしくなった事くらい気付いてる。来栖は、どうなっていやがるんだ」

「……赤い巨大な翼が生えて視えてる。ｆの字を重ねて並べたみたいな翼だよ……！」

「クソアマ。天使でも気取ってんのか、気色悪い。視えなくて良かったぜ」

「あら、冴さえ上がみさんには、私の本当の姿すがたが視えていらっしゃるのね。美しいでしょう？　写像を操あやつる者に与えられた、関数ｆの翼ですよ」

　意外そうに。だが愉たのしんでいるように、来栖は微笑ほほえんで俺へ問いかける。

　来栖は巨大な翼をはためかせる。

　すると来栖の頭上に────Ｕ字型の赤い輪わが浮かんで視えた。

　言うなれば欠けた天使の輪。赤い翼を背負った来栖は、さながら堕だ天使のようだった。

　来栖はドレスの袖そでを小さくめくり上げると、俺と明津へ宣告をする。

「少し教育して差し上げましょう。強者と弱者の、覆くつがえせない上下関係というものを」

　薄い氷の上に形作られたような、脆もろく冷たい笑顔。

　来栖真ま意いは、目前の弱者である俺達をただ嘲あざ笑わらっていた。




　　　　■■■




　来栖の後頭部から生えていた赤い鎖くさりの束。その中の数本が虚こ空くうへと浮かび上がる。

　浮かび上がった数本の鎖は、屋や敷しきの壁かべを透とう過かしてどこかへ繫つながっているようだ。

　鎖が虚空で引っ張られると、間もなく、俺達の背後の玄関扉が開け放はなたれる。

　俺が振り向くと、開け放たれた扉の向こうには、庭で見かけた使用人達の姿すがたが立ち並んでいた。彼かれ等らの首くび筋すじと来栖の後頭部が、赤い鎖によって繫がっていたのだ。

　操あやつられた写像の使用人達。それぞれの手には、園芸用の斧おのやスコップが握りしめられている。

　明津は着込んでいたコートのファスナーを開けると、中から小型の黒い金属棒ぼうを取り出す。

　それを俺に放ほうり投げて渡すと、一ひと言ことだけを添そえて駆かけ出して行った。

「自分の身は自分で守れ、冴さえ上がみ」

「え！」

　そう言って去って行く明あく津つ。俺は慌あわてて、明津から手渡された金属棒を見下ろした。

　収納式の黒い筒つつ。

　折り畳たたみ傘がさと同じで、先せん端たんの部分を摘つまんで引っ張り上げると、それなりの長さの金属棒ぼうとなった。警けい棒のようなものだろうか。

　だが重量感を感じない事からも、打だ撃げきで相手をねじ伏ふせる類たぐいの武器ではないようだが。

　俺の目前にまで迫ってきていたメイドの１人が、手にした金属製のスコップを上段に振りかざしていた。

　頭部へ振り下ろされたスコップを、俺は手にしたばかりの金属の棒で受け止めた。

　火花を散らすスコップ。

　意図したわけではなかったが、俺は弾はずみで、持ち手に付いていた赤い釦ぼたんを押おしてしまった。

　次の瞬しゆん間かん、手にしていた金属棒の先端に、バチバチと青白い放電現象が起きる。

　どうやらスタンガン機能が付いているらしい。

　手にしたスコップ経由で感電したメイドは、呆あつ気けなく痺しびれてその場に倒れ伏す。

「……な、なるほど！　スタンロッドってやつか！」

　道具の使い方を理解した俺は、スタンロッドの性能に感心しながら呟つぶやいた。

　しかし落ち着く間もなく、次々と後続の使用人達が襲おそいかかってくる。俺はスタンロッドで牽けん制せいしながら、去って行った明津の姿すがたを周囲に探した。

　明津は来くる栖すが立っている方向とは、90度逆へ駆かけ出している。

　１階と２階が吹き抜けになっている広間は、その両りよう端たんに２階通路へ続く階段が用意されていた。それを瞬しゆん時じに駆け上がり、明津は１階の広間を見下ろせる２階通路へと立つ。

　高所から眼下の広間へ銃じゆう口こうを構え、明津は引き金を引く。

　連射バーストによって即座に吐はき出された銃弾だん。

　だが銃弾は広間の四方へデタラメに飛び、来栖の周囲の地面を穿うがつだけだった。

「下へ手たくそな射しや撃げきね。私を狙ねらったつもりなのかしら？」

「ハン。最初からてめえなんざ狙ってねえよ！」

　明津は不ふ敵てきに微笑ほほえむ。

　２階通路の手て摺すりの上に立つと、胸元にぶら下がっていた銀製のドッグタグを摑つかんだ。

「炎ほのおよ、冥めい府ふより至りて我が煉れん獄ごくを焼け！」

　青白いスカラーの輝きを見せるドッグタグ。するとその輝きに呼応したかのように、来栖の周囲の床下に埋うまっていた銃弾が、青白く光り輝く。

　広間の床に刺さっていた全ての銃じゆう弾だんが、明あく津つのドッグタグに反応していた。

　明津の放はなった銃弾は、それぞれが青白い点となり、隣りん接せつしている銃弾の位置へ、お互いに青白い線を延ばす。線は繫つながり、やがて来くる栖すの周囲を囲む包ほう囲い網もうのように展開された。

　銃弾によって形作られた結けつ界かい。

　一いつ瞬しゆんの内に、来栖はその中に閉じ込められてしまっていた。

「禁タ字リ刻ズ印マを刻きざんだ銃弾だ。魂たましいまで燃え尽つきやがれ────陣じん！」

　明津の言葉が引き金となり、青白い線で囲まれた空間の内側だけが、燃え盛る炎ほのおに包まれる。

　人の背丈を優に吞のみ込む巨大な炎えん柱ちゆう。来栖の姿すがたは、容よう赦しやなく灼しやく熱ねつの渦か中ちゆうに搔かき消される。

　使用人達をスタンロッドで痺しびれさせながら、俺もその光景を横目に見ていた。

　必殺の手て応ごたえを感じたのであろう。明津は、呆あつ気けない幕切れに嘆たん息そくを漏もらしている。

　しかし。

「……こんな技も持っていたなんて。せっかくのドレスが台無しになってしまいました」

　人骨すら瞬時に焼き尽くしそうな火ひ柱ばしらの渦中から、来栖の涼すずしい声色が聞こえてきた。

　明津はその場で身構え直す。

　火柱が沈静化すると、黒焦こげになった床の上に佇たたずむ女がいた。

　未いまだ炎を燻くすぶらせて焼ける絨毯の上に、一いつ糸しまとわぬ来栖真ま意いの姿が現れた。

「強引に女性の肌はだ着ぎを脱がすなんて、野や蛮ばんにも程ほどがありますわね、明津さん」

「……っめぇ！」

　殺したと思った矢や先さき、平然と、しかも無傷のままに立っている来栖。明津は犬歯を覗のぞかせて苛いら立だった。明津の怒りが心地良かったのだろうか、来栖は微笑ほほえみながら言った。

「今度は私の番ですね」

　そう言った来栖の右腕が、前触れもなく膨ふくれ上がる。

　右腕は粘ねん土ど細ざい工くであったかのように、不定形なただの肉にく塊かいと化して膨ぼう張ちようを始めた。

　その肉塊が、突とつ如じよとして１本の〝巨大な腕〟の形を作り上げた。

「！」

　来栖が伸ばした巨人のような腕は、一瞬で明津の立っている２階にまで到達する。

　来栖はその腕で明津の身体からだを摑つかみ上げ、頭上へ高々と持ち上げた。俺は叫んだ。

「明津！」

「んだよぉ、この腕は！」

「私の力は、有形や無形に関係なく〝他から奪うばう力〟です。人体とは肉塊。他人を喰くらえば、私は大量のそれを得る事が出来ます。得た肉塊を粘土細工の材料のようにして使えば、自身の身体の形状さえ自由自在に変形させられるんですよ。便利でしょう？」

　平然と微笑み、恐ろしい事を告つげる来栖。

　半信半疑ではあったが、口ぶりからして本当に人を捕ほ食しよくしているのだろうか。

　言いながら来くる栖すは、摑つかんだ明あく津つの身体からだを、勢い良く広間のピアノ目がけて叩たたき落とす。

　明津はピアノの盤ばん上じように激しく叩き付けられる。砕くだけた木材。内部のピアノ線は千ち切ぎれ、壊こわれた鍵けん盤の音が広間全体へと響き渡る。

　明津は口から血を吐はき出して、ピアノの残ざん骸がいの上を転ころげた。

「……っだまだ！」

　２階から勢い良く叩き付けられた明津は倒れたまま、苦し紛まぎれに来栖へ銃じゆう口こうを向ける。

　引き金を引くと、強きよう烈れつな反動を伴った連射バーストが始まり、薬やつ莢きようが虚こ空くうへ舞い踊る。

　直後────来栖の頭上に漂ただよっていたＵ字のスカラーが、スライスにされたように裂さける。まるで、Ｏオーの字が折れてお辞儀をしているような形状になった。巨大な唇くちびると化したそれは、来栖に向けて飛来してきた銃弾だんを虚空で喰くらってしまう。

　驚きよう愕がくして赤い唇の動きを目で追っている明津。明津にも視みえているのだろうか。

　だとすれば今、来栖の頭上に漂う赤い唇は、姿すがたを伴ともなって実体化しているのか。

「私は〝集合〟という名の器うつわ。私を満たすモノは、有形でも無形でも関係ありません。銃弾だって、私にとってはただの御ご馳ち走そうなんですよ？」

「！」

　俺は理解した────明津の炎ほのおも、銃弾も、全ては来栖に〝喰われてしまっていた〟のだ。

　明津はよろめきながら、傷付いた脇わき腹ばらを片手で押おさえた。ピアノの残骸の上から立ち上がる。

　傷口を押さえていないもう片方の腕の１挺ちようだけで、再び来栖に銃弾を浴びせ始めたようだ。

　来栖から距離を置くためだろうか、明津は行き先も定めずに走り出したようだった。

　俺は目前に立ち塞ふさがる最後の使用人を昏こん倒とうさせる。そうして明津を振り返った。

　明津にとって、来栖は動かない射しや撃げきの的まとと変わらないだろう。

　それもそのはずだ────来栖は最初の位置から１歩たりとも動いていないのだから。

　明津の放はなった銃弾は、次々と来栖の身体に着弾する手前で喰い散らかされる。

　当たらない銃弾を乱射する明津を、ただ憐あわれと言わんばかりに来栖は嘲あざ笑わらうだけだ。

　だが俺には、明津の狙ねらいがわかった気がしていた。

　これまで来栖に喰われ続けているのは、禁タ字リ刻ズ印マとかいうものが刻きざまれた銃弾なのだ。ならば先さき程ほどの炎ほのおの柱のように、明津は銃弾を喰った来栖を────内部から攻こう撃げきするつもりなのではないか。

　来栖から距離を取ったところで、明津は血が滲にじむ唇で、力ちから任まかせに叫んで見せた。

「中から全弾爆ばく発はつして吹き飛べ！　爆！」

　明津のドッグタグが、再び青白い光を放はなつ。

　やはり明津は、来栖の体内から攻撃を仕し掛かけた。

　来栖に取り込まれた銃弾を、来栖の内部で、一いつ斉せいに爆発させようとした明津。

　だが────来栖の身体が爆裂れつする事も、四し散さんする事もなかった。

「……ちゃんと爆ばく発はつしましたよ。けれど、全てのエネルギーは喰くってしまいましたがね」

「クソったれが……！」

　嘲あざ笑わらう来くる栖すの前で、青ざめながら立ち尽つくしてしまう明あく津つ。

「明津、逃げろ！」

　明津には視みえていないのだ。

　だから視えている俺が、ありたっけの声量で明津に警けい告こくしなければならない。

　声は明津に届いたらしく、明津は駆かけ寄ろうとしている俺の姿すがたに気が付いたようだ。

　俺が明津に警告した理由は単純だった。

　明津の攻こう撃げきの直後、来栖の眼前に巨大な数値が現れたからだ。

　赤くノイズがかった数値。その値あたいは────２０００００００００。

　それは来栖が「爆発のエネルギーを喰った」と宣言した時点で現れた数値である。

　ならばその数値が何を意味しているのかなど、推測するのは容易だ。

　────喰って溜ため込んだエネルギー以外に、何があると言うのだ！

「２ギガジュール。ＴＮＴ火薬０．５ｔ分の大だい破は壊かいですね。あなたにいただいたものですが、お返しして差し上げたいと思います、明津さん」

「よせ！　やめてくれ！」

　俺は来栖と明津の間に割り込み、来栖を制止しようと声をかける。

「あら、構いませんよ。お２人でご相談があるのなら、どうぞ続けて下さい」

　すると意外な事に、来栖は呆あつ気けなく俺の懇こん願がんに応こたえてくれた。

　来栖は上品に微笑ほほえんだままで黙り込む。

　……すぐに殺さないで待ってくれるという事は、見み逃のがしてくれるつもりがあるのだろうか。

　思おも惑わくはともかく。動きを止めた来栖を警けい戒かいしたまま、俺は背後の明あく津つに向かって言った。

「このままじゃ駄目だ……！　来栖はどんな攻撃も吸収して自分の蓄たくわえにしてしまうらしい。これじゃあ打つ手がない。悔くやしいが、１度ここから逃げる方法を考えた方が────」

「ざっけんな、クソ冴さえ上がみ！」

　俺の言葉を皆まで聞かず、額ひたいからも血を流している明津は、荒々しく喚わめいた。

「諦あきらめるかよ！　死んだって逃げてたまるかよ！　俺はもうぜってえに、何からも逃げねえ。内戦の時にそう誓ったんだ！　そのために、俺はここまで強くなったんだぞ……！」

　最後は自分に言い聞かせているように囁ささやく明津。

　明津は俺の背中へ歩み寄り、俺の肩に手をかける。そうして俺の身体からだを押おしやるようにして、前ぜん衛えいへと歩み出た。

「逃げんのはいつも弱よええ奴やつだ！　俺は弱くねえ！　弱くねえんだよ！　逃げてえならてめえだけで逃げろ！　誰も守れねえクソ弱え、冴上誠せい一いちだけでな！」

「いい加か減げんにしろ、分からず屋！」

　俺は怒りに我を忘れそうになりながらも、冷静さを失わないように苦く慮りよする。

　そうして心の底にわだかまった、苦しい気持ちを絞しぼり出して言った。

「……俺はお前が言う通り、確かに弱いさ。だけどな。自分が弱い事を理由にすれば、お前を見捨てて１人逃げ帰った自分を、納得出来る人間でもないんだぞ。舐なめるなよ……！」

　俺の言葉に、明あく津つは罵ば倒とうしようとしていた言葉を吞のみ込んだ。

「やけくそになって意地張って、犬死にが希望か！　お前の言う強いってのは、そういうものじゃないんだろ！　こんなところで意味もなく死んで、何になるって言うんだよ！」

　俺の言葉を聞いていた明津は、何も言わなかった。

　だがやがて静かに、来くる栖すへ構えていた銃じゆう口くちを下ろす。

「……ちっ。力もねえくせに、態度のでかいヤツだ。口だけは達たつ者しやじゃねえかよ、クソ冴さえ上がみ」

　素直ではない明津なりの妥だ協きようを聞いて、俺は明津の背中に歩み寄った。

　再び来栖に向き直る俺達。

「……？」

　気のせいか。

　今一いつ瞬しゆん、来栖の眼前に漂ただよう２ギガジュールの数値の下に、分数で言う分母のような数が、ノイズがかって視みえた。だが一瞬後には、再びその分母は視えなくなっている。錯さつ覚かくだろうか。

「私に勝てない事は理解出来ましたよね？　撤てつ退たいする意志は固まりましたか」

　問いかけてくる来栖。俺は静かに頷うなずいて肯定した。

　だがそんな俺を見た来栖は、腹底を震ふるわせて低く笑う。

「期待させたなら申し訳ありませんが、私はここからあなた方を逃がすつもりはありません」

「！」

　来栖の唐とう突とつな死刑宣告。俺と明津は愕がく然ぜんとする。

　来栖は優雅に腕を組んで宣言した。

「話し合う事で認識出来たはずですよ。自分達が弱者であり、私のような圧倒的な強者によって搾さく取しゆされる存在に過ぎないのだという事を。私は最初に、教育して差し上げると言いました」

「……クソッタレ、向こうは俺達を簡単に逃すつもりはねえかよ……！」

　来栖は俺達に、逃げる選せん択たく肢しを与えてくれていたのではない。それが全くの勘かん違ちがいであった事を、来栖の小こ馬ば鹿かにした笑い顔を見て理解出来た。

　俺達の生せい殺さつ与よ奪だつの力を得た上で、来栖はただ────俺達を弄もてあそんでいただけだったのだ。

　明津に向かって、白い手の平を掲かかげる来栖。優しい声色で、来栖は告つげた。

「────消し飛びなさい」

　来栖の小さな手の平が赤い数値に触れると、その数値から膨ぼう大だいな炎ほのおが噴ふん出しゆつする。

　その火か炎えんはまるで、火山の噴火のような勢いだ。

　広間に吹き付けるのは、吸い込んだ肺はいさえ火傷やけどしかねない熱風。巨大な壁かべのような炎が、俺と明あく津つの眼前に向かって迫せまり来る。おそらく俺達の身体からだを消し炭にするだけではなく、この大きな屋や敷しきを焼き尽つくせる量の火力だろう。

　────俺はここで死んでしまうのだろうか。

　このまま何も成せずに、人知れず死ぬ以外にないのか。

　ならば俺は結局、雪せつ名なとの約束を果たせないままなのだろうか。

　望んでも死ねない、不老不死の宿命にある雪名。

　あのか弱く孤独な少女が、たった１人で苦しんでいる姿すがたを見ていられなかった。

　だから彼女に約束したのだ。いつか必ず────俺が殺してやるのだと。

　だが実際の俺は、明津との戦いを雪名に任まかせただけだ。来くる栖すに抗あらがえる強力な力もない。こんな弱い俺では、最初から彼女との約束を果たす事は不可能だったのかもしれない。

　俺が約束を果たせないのなら、雪名はこの先ずっと、永遠の孤独の中に囚とらわれるのだろうか。彼女の両親を憎む人々の悪意を、ただ一身に背負って傷付くしかないのだろうか。

　────────嫌いやだ！　諦あきらめてたまるか！

　絶望しかけていた俺は、双そう眸ぼうに力を込める。

　絶対に諦めたくないという意志が沸わき立ち、一気に心の火が点ついた。

　その瞬しゆん間かん、俺の眼めに不ふ思し議ぎな光が視みえた。

　炎ほのおに向かい合う俺の位置から、真横に向けて続く青白い光の線だ。糸のようなその光は、まるで「辿たどれ」と言わんばかりに俺の眼前に漂ただよっていた。だが……すぐに視えなくなってしまう。

　一瞬視えた糸が何だったのか、考えている暇ひまなどない。辿ってみよう。

　傍かたわらで、迫り来る炎の勢いに啞あ然ぜんとしていた明津。俺はその腕を摑つかみ、無む理り矢や理りに引っ張る。

　間に合うかどうかなんて、一いちか八ばちかだ。来栖から俺達に向けて一直線に放はなたれた炎は、すでに間近まで迫っている。今いま更さら足あ搔がいたところで、助かる見込みなどないのかもしれない。

　だが何もしないで死ぬよりは良い。立ち向かいもせずに消えるよりは絶対に良い。

　駆かけながら、腹の底から叫んだ。

「死んでたまるかあああああああああ！」

　目前まで迫り来る炎の軌き道どう上から身を逃のがそうと、俺は呆ほうけている明津を引いて懸けん命めいに駆かけた。

　そして────────────逃れる。

「！」

　来栖の双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれた。

　俺達を焼き殺したと確信していたのだろう。

　だが炎は俺と明津を消し炭にする事は出来ず、代わりに俺達の背後にあった屋敷の壁かべに衝しよう突とつし、吹き飛ばす。炎の奔ほん流りゆうは広間の壁へき面めんを派手に焼き尽くし、屋敷の壁に風穴を開けた。

　勢いが衰おとろえない炎は、その向こうに広がっていた庭を、市道に至るまで直線で焼き払った。

　やがて降りしきる雨によって鎮ちん火かされ、蒸気を発しながら霧む散さんしていく。

　来くる栖すの眼前から一直線に黒くろ焦こげと化した地面。巨大な風穴の空いた屋や敷しきの壁には火が燃え移り、火災を発生させていた。だがそれでも、俺と明あく津つは生き延びていた。

「…………驚きましたよ、冴さえ上がみさん。なんて忌いま々いましい人なんでしょう」

　息を切らせて跪ひざまずいている俺に、来栖は無表情に向き直った。

「まさかあの状況で、炎ほのおの軌き道どう上から逃のがれるだけの行動力を発揮なさるとは思いませんでした。何て事でしょう。私が本気を出して殺せなかった人間は、あなたが初めてです」

　そう言った来栖の口調には、僅わずかばかりの怒りが滲にじんでいるようだった。

　────来栖の体表が、水みず疱ぼう瘡そうのように細かく隆りゆう起きを始めた。

　すると見る見る内に、来栖の体内から皮膚を突つき破やぶり、赤い肉にく芽がが頭を覗のぞかせ始めた。

「明津さんの銃じゆう弾だんから得たものは、エネルギーだけではありません。銃弾の硬質さという〝性質〟もそうです。硬質な肉の銃弾としてお返ししましょう。……今度こそ、確実に殺します」

　来栖は俺に向かって腕を振りかざす。すると、来栖の体表に浮かび上がっていた肉芽の銃弾全てが、一いつ斉せいに俺に向かって放はなたれた。

　まだ呼吸を整え切れていない俺。先さき程ほどと同じように逃げて、奇き蹟せき的な生せい還かんを果たす自信はなかった。今度こそ為なす術すべ無く、俺はその場に立ち尽つくしてしまう。

　同時に────俺の後方から、風切り音が飛来していた。

　俺の目前にまで迫っていた肉の銃弾全てが、火花を散らして地面へと叩たたき付けられる。

　何が起きたのかわからない俺と来栖は、地面に落ちた銃弾を見下ろした。

　肉の銃弾を受け止めたのは────千ち切ぎれた鎖くさりの輪わだった。

　俺の背後から飛来してきた、無数の鎖の輪。その輪の中に、来栖が放った銃弾の全てが受け止められていた。鎖の輪の中に撃うち込まれ、白はく煙えんを立ち上らせて燻くすぶる赤い銃弾。

　俺はそれを見下ろし、おかしくなって笑い出してしまった。

　振り向く必要などなかった。誰が俺を助けてくれたのかなど、今いま更さら確認するまでもない。

　屋や敷しきに空あいた巨大な穴。その向こうから聞こえる雨音に混まじって、泥を踏みしめる足音が聞こえてきた。熱されて蒸気を発している泥でい土どの上を、１人の少女が歩いてやって来る。

　雨に晒さらされて濡ぬれた白はく髪はつ。緑色の瞳ひとみ。

　あちこち破やぶれた制服を羽は織おり、その下に覗のぞくシャツは肌はだに貼はり付いて透すけていた。

　緩ゆるめた赤いネクタイを襟えり元もとにぶら下げた彼女の片腕には、分厚い本が抱かれていた。

　少女は屋敷の中へと入り込む。そして俺の背後まで来たところで、立ち止まった。

　俺は背後に佇たたずむ少女────羽う鷺さぎ雪せつ名なへ問いかけた。

「……もう良いのか？」

　雪名は何も答えなかった。俺は雪名を振り向いた。

　長く外の雨に打たれていたのだろう。水を滴したたらせて垂れる白い髪かみに隠かくれ、雪名の表情は見えなかった。ただ雪名は無言のまま、傷付いて座り込んでいる明津に歩み寄った。

　怪け我がをしている明あく津つは、息切れしながら苦しそうに雪せつ名なを見上げる。

　雪名は濡ぬれていた髪を搔かき上げ、背中へ纏まとめた。

　そして明津に────深く頭を下げた。

「…………ごめんなさい、明津君」

　雪名は面と向かい、明津へ謝罪した。

「……君に言われて思い出せた。自分が犯罪者の娘だっていう事実。その現実から目を背そむけたかった気持ちが、確かに私の中にはあった。居心地の良い今の場所に、ずっと居座るために」

　雪名は泣き出しそうに双そう眸ぼうを細め、唇くちびるを引き結むすんで言った。

「内戦で大切なモノを失った人達は、今も君のように傷付いてる。なのに私は、それに気付かないふりをして、吞のん気きに普通の生活を送ろうとしていた。そんな資格なんて、私にあるはずないのにね。……それなのに私って酷ひどいんだよ。わかっているのに、どうしても忘れたくないんだよ。失いたくないんだよ。クラスのみんなの優しさや……誠せい一いち君の事を……！」

　明津は何も言わずに、ただ雪名の独どく白はくに耳を傾け続けていた。

「どうしようもないよ、私。本に書いてある事なら何でも出来るのに、本に書いてない事は何も出来ない。いくら考えても、どうすれば君に許して貰もらえるのか、全然わからないんだよ」

　雪名は明津の目を見み据すえながら言った。

「きっとまだ、私の家族の事が憎いよね。私の事も嫌きらいだよね。仕方ないよ。だから私の事を許してくれなくても良い。でもこれだけは譲ゆずれない。諦あきらめたくない。私はね────」

　雪名は、瞳ひとみに強い意志を宿やどして断言した。

「私は〝君を含ふくめ〟、大切なクラスの友達を絶対に死なせたくなんかない！」

「……！」

　明津は何も言わなかった。ただ雪名から視線を逸そらした。

　だが少しの間の後に、小さく舌打ちをする。

「…………ああ。もうわかったから、好きにしろよ」

「うん！」

　雪名は明津に微笑ほほえみ、そして視線を外はずす。振り向いた先には、赤い翼つばさの来くる栖すがいた。

　現れた雪名の独どく白はくを聞きながら、来栖はやがて、肩を震ふるわせ始めた。

　堪こらえる事が出来なかったのだろう。頭上を仰あおぎ、盛大な哄こう笑しようを広間に響かせた。

「あっはははははははははははははは！」

　来栖は腹を抱かかえて笑いながら、雪名に向かって言った。

「何ですか、あなた。大切なクラスの友達ですって？　笑わせないでください。学校なんて、私達が生まれて最初に経験する競争社会じゃないですか」

　やれやれと首を左右に振りながら、来栖は笑うのを堪えて言い捨てる。

「成績、偏差値、受験。そこには味方なんていません。普段は馴なれ合っていても、最後は誰もが敵にしかなり得ない。いずれ蹴け落おとさなければならない下げ劣れつな敵を守るために、この私の前に立ち塞ふさがるなんて……あなた、愚おろかにも程ほどがあるんじゃないかしら」

「────それはこちらの台詞せりふだ、〝集合〟の災厄の数アルヘトス」

「……？」

　前触れもなく、刺とげ々とげしい口調へと変わった雪せつ名な。その異変に、来くる栖すは黙り込む。

　雪名の緑色の双そう眸ぼうが、薄く発光し始めた。ネオン管に灯ともった明かりのような淡い輝きだ。

　雪名の足あし下もとに転ころがっている、銃じゆう弾だんを受け止めた鎖くさりの輪わが、音もなく虚こ空くうへと浮かび上がり始めた。無数に千ち切ぎれた鎖の輪は、雪名の周まわりを公転するように巡めぐり始める。

「自分自身は何も持っていないくせに、他人から奪うばい集めた要素を、自みずからの力だと勘かん違ちがいしている。なら聞いてやろう。奪い取った他人の力以外に、お前自身の誇れるものは何だ？」

「……！」

　感情の一いつ切さいが搔かき消えた、無表情な雪名の表情。そこには怒りも悲しみも介かい在ざいしない。

　雪名が片手に抱いていた本は、弾はじき出されたようにページを開く。

　辞書のように分厚い本の中には、隙すき間ま無く複雑な数式が書き込まれていた。

「最初に忠告しておいてやる────お前の操あやつる数では、私を殺す事など出来ない」

　雪名は開いた本を手に取りながら、静かなる宣告を口にした。




　　　　■■■




　雪名の登場や俺の生せい還かんを不愉快に思ったのか、来栖は小さく舌打ちをする。

　再び来栖の皮膚を突つき破やぶり、赤い肉にく芽がが体表に芽め生ばえた。

「殺してやる……！」

　露ろ骨こつに苛いら立だっている来栖は、雪名に向かって吐はき捨すてるように告つげた。

　来栖の身体からだから生はえ出た数多あまたの肉の銃じゆう弾だんは、雪名目がけて一いつ斉せいに放はなたれる。

　だが雪名はその場から動くこともせず、飛来する銃弾へと華きや奢しやな腕を掲かかげて見せた。

「化学結合分解オープン・ケミカルボンド」

　すると雪名の足下から、青白い壁かべが突とつ出しゆつする。

　雪名の手の平の先に展開されたのは、複雑な数式が寄り集まって形作られた壁だ。

　その壁に着弾した肉の銃弾は、原子レベルで分解されて霧む散さんした。

　雪名の呪じゆ文もんは造語である。雪名はその呪じゆ詛そに似た特定の言葉を、術の引き金として使っていた。傍はたから見れば、まるで魔ま法ほう使いの呪文のようでさえある。

　虚空で解けた肉芽の銃弾は、赤い煙けむりとなって周囲を漂ただよう。

　その赤い煙の中に隠かくれ、雪名は凄すさまじい速度で来栖に向かって駆かけ出していた。

　雪名の手足をリング状に取り巻く、数式で出来た輪わ。

　古典物理のあらゆる数式を駆く使しして、自然法則に囚とらわれない速度で肉体を動かした。

　雪せつ名なの手の平の先に、千ち切ぎれた鎖くさりの破片が集結する。その鎖の欠片かけらはすぐさま連つらなり、元の１本の鎖へと変わる。鎖は青白い炎ほのおを纏まとい、巨大な〝鎖の剣〟と化した。

「！」

　息をつく間もなく、すでに来くる栖すへ肉薄している雪名。

　雪名の行動速度に付いていけず、来栖は愕がく然ぜんと双そう眸ぼうを見開く。だが反応は間に合わない。

　雪名は振りかざした鎖の剣で、来栖の胴を薙なぎ払う。

　一刀両断にされる来栖の身体からだ。

　下半身から斬きり離された来栖の上半身は、虚こ空くうへと投げ出されて鮮血を撒まき散らした。

　しかし────来栖の斬り離された肉体は、断面から伸びた肉の触手によって繫つなぎ止められる。肉の触手は、斬り離された身体の上下をお互いに手た繰ぐり寄せ、再び結合して元通りの無傷に戻った。来栖の変へん幻げん自じ在ざいの肉体は、切断や破は損そんでは致命傷になどならないようだ。

「くかかかかか。無駄無駄」

　来栖は歪いびつに笑う。

　喩たとえ雪名に身体を八やつ裂ざきにされたところで来栖が死ぬ事はないのだろうが、それでも切り刻きざまれるのは面おも白しろくなかったのだろう。来栖は背後へと跳ちよう躍やくし、雪名から距離を置く。

　雪名の立ち位置から離れたところで、来栖は雪名の姿すがたを見失い、周囲を見回した。

「────上だ」

　短く鋭い警けい告こく。

　雪名は、来栖の遥はるか頭上までを跳躍しきっていた。

　吹き抜けになった広間。その天井高くに吊つり下げられたシャンデリアにまで達していた雪名。

　雪名は鎖の刃やいばを使って、天井からシャンデリアを吊つるしている鎖を断ち切った。

　途と端たんに落下を始める巨大なシャンデリア。

　その真下には、雪名を睨にらみ上げている来栖が立っていた。

　シャンデリアは広間の絨じゆう毯たんの上へと派手に着地し、凝こった装飾のガラス片が周囲へと撒き散らされる。耳障ざわりな衝しよう突とつ音と共に、来栖の身体はシャンデリアの下に押おし潰つぶされた。

　そのシャンデリアの残ざん骸がいの上へと、雪名は軽やかに着地する。

　雪名と来栖の異常な攻こう防ぼうを呆ほうけて見ていた明あく津つは、固かた唾ずを吞のみながら俺の傍かたわらで呟つぶやいた。

「クソが……付いていけるかよ、こんな化ばけ物もの同士の戦い……！」

　雪名が乗っていたシャンデリアの残骸。その足あし下もとが揺ゆらぐ。

　シャンデリアに押し潰されたかに見えた来栖は当然の如ごとく生きていた。

　背中に生はやしたｆの翼つばさを実体化し、雪名ごとシャンデリアを支えて持ち上げていた。

「まさかとは思いますが、あなたの力はこの程てい度どじゃないでしょうね？」

　来栖は雪名ごと、シャンデリアを屋や敷しきの正面玄関へと放ほうり投げた。

　勢い良く屋や敷しきの壁へき面めんを目がけて飛んで行く重量物。正面玄関を壁かべごと突つき破やぶり、シャンデリアは雨の降る庭へと投げ出されていった。雪せつ名なは崩くずれた壁の向こうへと姿すがたを消す。

　やがて来くる栖すはその場で、自みずからの翼つばさをはためかせ始める。来栖が軽く地を蹴けると、身体からだは軽やかに空へと舞い上がった。そうして来栖も、崩れた壁の穴から庭へと至る。

　俺は明あく津つに肩を貸しながら、来栖の後に続いて庭へと出た。

　庭の中心では、雪名が待っていたかのように佇たたずんでいる。

　無傷のままである雪名の様よう子すを見て、来栖は面めん倒どうそうに嘆たん息そくする。

　明かりの灯ともっていない住宅街を一望出来るそこで、濡ぬれた２人の少女は対たい峙じした。

「……羽う鷺さぎさんは、弱者という者の定義をご存じでして？」

　耳の奥を埋うめていく激しい雨音。その中で、来栖は唐とう突とつに雪名へ問いかけた。

「世の中には面おも白しろい考え方が数多くあります。その中の１つが、フォールトトレラントという考え方ですよ。ご存じですか」

「構成部品の一部が欠けつ損そんしても、重要機能が停止する事がないという設計思想。喩たとえ足の指が１本なくなっても、歩くという足の機能は損そこなわれない。そうした構造を指す言葉だ」

「あら……よくご存じでしてね」

　来栖にとって、雪名の博はく識しきさは意外だったのだろう。感心している様子だった。

「私達が生きるこの社会という集合は、まさしくフォールトトレラントシステムです。数多あまたの人間によって構成されている巨大なシステムでありながら、その一部である誰かが欠損したところで、何の支障もきたさない。弱者という存在はつまり、欠損しても社会にとって影響のない、いくらでもいる代レ替プえリ可ケ能ーなシ存ヨ在ン。取るに足りない価値しか持たない人間の事なんです」

　来栖は眼まな差ざしを鋭く尖とがらせ、唾だ棄きするように毒どくづいた。

「────自分が代レ替プえリ可ケ能ーなシ存ヨ在ンだなんて、ふざけていると思いませんか？」

　来栖は自身の胸むな元もとに恭うやうやしく腕を添そえながら、熱弁した。

「私は取るに足りない存在などではありません。いてもいなくても良い存在など、誰がなりたいというのですか。私は今までずっと、この世界にとって特別な存在になりたかった。そうなる事を目標に生きてきた。けれど出来損そこないの私は……今までそんな存在ではなかったんです」

　雨天の闇やみの中、背中の赤い翼を広げ、やがて来栖は薄うす気き味み悪く微笑ほほえんで見せた。

「けれど私はこうして、ようやく特別な存在になる事が出来た。今の私は、この世界をひっくり返せるだけの力を秘めた強力な存在と化している。もはや誰も私を代レ替プえリ可ケ能ーなシ存ヨ在ンだなんて思わないでしょう。誰も私を放ほうってはおかない。私は〝完かん璧ぺきな存在〟になれるんです！」

　来栖の言葉を聞き終えた雪名は、何も言わずに黙っていた。

　美しい白はく髪はつは雨に晒さらされ、雪名の眼前に絡からみついている。

　その髪を振り解ほどき、雪名は憐あわれむような口調で来栖へ尋たずねた。

「……何な故ぜ、それ程ほどまでに特別な存在になりたがる」

「……？」

　雪せつ名なは天を見上げた。

　感情の籠こもらない人形のような無表情であっても、雨は涙のように頰ほおを濡ぬらして流れていく。

「……お前と私は、少しだけ似ているのかもしれない。特別な存在だと思われたい。誰にも放ほうっておかれたくない。お前の望みは、全て誰かの視線を気にするところから始まっている。まるで誰かに自分を想おもって欲しい。優しくして欲しいという、強い気持ちを抱かかえているようだ」

　雪名は来くる栖すに向き直り、問いかける。

「────お前は〝誰に〟見て貰もらいたがっている」

　来栖は何も言わず、ただ返事の代わりに、激しい敵意のみを視線に宿やどす。

　雪名の手にしていた鎖くさりから炎ほのおが消え、鎖は緩ゆるんで足あし下もとへ垂れる。

　再び来栖の身体からだから吐はき出される無数の銃じゆう弾だん。

　雪名は鎖を────近くに立っていた背の高い木へと投げ付けた。

　庭に生はえていた木へと巻き付く鎖。雪名はその鎖を摑つかんだまま、雨でぬかるんだ泥でい土どの上へと駈かけ出した。雪名は器用な体重移動で泥土の上を滑り、飛来する銃弾を華か麗れいに回避する。

　銃弾を避けきったところで、雪名が握っていた鎖に青白い複雑な数式が迸ほとばしった。

　すると鎖は呆あつ気けなく千ち切ぎれてしまう。

　千切れて短くなった鎖を、雪名は今度は来栖に向かって投げ付けた。

　来栖の首くび筋すじへ幾度となく巻き付き、雁がん字じ搦がらめにする鎖。

「結合しろ」

　雪名の言葉に反応した鎖は、千切れた部分が磁石のように引き合う。

　来栖の身体は首筋に巻き付いた鎖に引き摺ずられ、やがて木に巻き付いていた鎖と、来栖の身体に巻き付いた鎖とが結合し、元の１本の鎖となる。

　暗くら闇やみの中に灯ともって見える緑色の瞳ひとみ。一いつ対ついの眼光が、来栖を容よう赦しやなく見上げて呟つぶやいた。

「雲中に蓄たくわえられた電子の量が限界を超えると溢あふれ、やがて20万アンペア近い高温プラズマとなり、雪崩なだれのように地上へと降り注そそぐ。なら私は雲中の総電子量を書き換かえ、莫ばく大だいな数に増やせば良い。私は落雷の場所を誘ゆう導どうする事にしよう」

　雪名は手にしていた本のページをめくり、１つの数式を指先でなぞった。

　なぞられた数式は青白く発光し、処しよ刑けいの意味を成す。

「電子雪崩エレクトロン・アバランチ」

　雪名の呪じゆ文もんに呼応して、天を覆おおう暗雲に数式のみで形成された幾き何か学的な魔ま法ほう円えんが描き出された。魔法円の中心から背高の木に向けて────数え切れない雷が幾度となく降り注ぐ。

　何度も何度も、執しつ拗ようなまでに来栖の身体に通電する落雷の大電流。周囲を白色に染そめ上げる閃せん光こうと、遅れて腹の底に轟とどろく雷鳴の叫び。まるで天が怒り狂くるっているような光景であった。

　落雷現象が終了すると、度たび重かさなる落雷を受けた木は黒くろ焦こげになっていた。その木に括くくり付けられて項うな垂だれていた来くる栖すの身体からは、肉の焦げる不快な匂においと白はく煙えんが立ち上のぼっている。

「…………フフフ。いくらやったところで無駄ですよ。私は何でも吸収し、何でも自分の蓄えにしてしまいます。あなたが私を攻こう撃げきすればする程ほどに、私はより強大な力を得るばかりです」

　項垂れていた来栖が言葉を発した。

　来栖の身体からだから立ち上っていた煙が、忽こつ然ぜんと消えた。

「あなたは魔ま法ほうのような力を使うんですね。でもそれがいかに強力であっても、私の前では何の意味も成しません。私はこの世界の全てを喰くらう者。やがて世界の支配者となる存在です。あなたがどんなに強力な魔法を使ったところで、私はそれすら喰って差し上げるだけです」

　頭を持ち上げて、雨中の雪せつ名なを睨にらみ上げる来栖。

　来栖を拘こう束そくしていた鎖にプラズマが迸ほとばしると、鎖は溶よう解かいして赤く溶とけ落ちてしまった。

「さっきのはなかなかの火力でしたよ。並みの人間なら１０００回以上は軽く殺せたのでしょうけど、相手が悪かったですね。いただいたものは、ちゃんとお返しして差し上げないと！」

　来栖は手の平を雪名へかざす。

　かざした来栖の手の平からは────無数の青白いプラズマの光球が放はなたれる。

　雪名の小さな胸を、紙切れのように撃うち貫ぬく発光弾だん。雪名の胸元は黒く焦こげて煙けむりを発した。

「雪名！」

　俺の叫び。だが来栖は手を休めず、何度も何度も雪名の身体へとプラズマを叩たたき込んだ。

　羽音のように唸うなる音。ことごとくが雪せつ名なの身体からだを穿うがち、プラズマ弾は致命傷を与えていく。

[image: ]

「あははははは！　死ね、死ね、死ね、死ね、死ねえええええええっ！」




　来くる栖すは狂くるったように、呪じゆ詛そのような言葉を雪名に浴びせ続けた。

　程ほどなくして、黒くろ焦こげになった雪名の身体は────力なくその場に倒れ伏ふす。

　水たまりの中に突つっ伏ぷした雪名の身体から、高温で焼かれた蒸気が発せられていた。動かない雪名を見下ろし、来栖は確信したのだろう。雪名を殺害したのだと。

　だが────突っ伏して倒れていた雪名の背中に、赤いスカラーの表記が浮かび上がる。

「！」

　来栖は絶ぜつ句くした。雪名の背中に〝無限〟を意味するアンフィニの記号が視みえたからだろう。

　その記号は雪名の背中に生はえた羽根のようにも視える。

　アンフィニの羽根を背負った雪名。その傷付いた黒焦げの肉体が、ビデオの逆再生をかけられたかのように巻き戻され、見る見る間に修しゆう繕ぜんされていく。

　赤い数値を背負った雪名。赤いスカラーは、すなわち傷付けられ、狂わせられた数だ。

　その色の数を扱あつかうのは、万物を形作る数の秩ちつ序じよを、破は壊かいしてしまう数の災さい厄やく。

「────なんだ。あなたも私の〝同類〟だったという事ですか」

　元通りに身体が修復された雪名は、よろめくように立ち上がる。

　来栖の言葉を耳にして、雪名は苦にが々にがしい口調で応じた。

「……そうさ。私は〝無限〟の災厄の数アルヘスト。永遠に老いず。永遠に死ねない。お前と同じ怪かい物ぶつだ」

「それは認識の相違ですね。私は自分の事を怪物だなんて卑ひ下げしていませんから。私から見れば、あなたも私と同等。いいえ、それ以上の素す晴ばらしい存在かもしれませんよ」

　雪名の全身を、来栖は値ね踏ぶみするように改めて観察した。

「……フフフ。無限アイン・ソフの命か。素晴らしいわね、あなた」

　細く笑み、感想を呟つぶやいてしまう。

「肉体が傷付いた時にのみ修復がかかるその身体。見たところ、あなたの存在に何かしらの損失が起きた場合に、足りなくなった分が無限のリソースの中から補おぎなわれるといったところかしら。無限に砂が落ちてくる砂時計のようね。下の容器に入った砂を抜き取れば、抜き取った分だけ、上の容器から砂が落ちてきて補われる。そして補ほ充じゆうされる砂は永遠になくならない」

　来栖は両りよう肘ひじを抱いて見せた。

「考察をまとめればこういう事かしら。あなたは無限と繫つながっているだけであって、無限そのものではない。でも私があなたを喰くらえば、きっと私も無限の命に繫がる事が可能よね」

　来栖は小さく舌を出し、唇くちびるを舐なめた。

「どうにも駄目ね。自分に無い才能を見ると、無性に食べてしまいたくなるのよ。どうやら私、他人への嫉しつ妬とが食欲に置き換かわってしまってるの────こんなにもあなたを喰い殺したい」

　来くる栖すの頭上に輝いていたＵの字をした天使の輪わ。集合論において〝和集合〟を意味するカップ記号である。そのＵの字は湾わん曲きよく部を雪せつ名なへと向ける。

　Ｕの字は見る見る間に巨大なサイズに膨ぼう張ちようし、２つに裂さけて唇くちびるのような形状へと変化した。

　来栖の頭上の輪は、雪名の身体からだを丸ごと嚙かみ砕くだける大きさの唇に変へん貌ぼうしていた。

「……なるほど。人間に触さわれるように実体化させたスカラーの唇か。その巨大な口で人間を捕ほ食しよくしていたというところか。Ｕ字型の嚙み傷は、その唇の仕し業わざだったんだな」

「ご明めい察さつ」

「特定配列化などの条件が揃そろわなければ物質化しないスカラーを、任意で強制物質化させるなんて。相変わらず災厄の数アルヘトスは世界の法則を無視した存在だ。数を狂くるわせる怪かい物ぶつらしい力だよ」

「ルール無用な存在という意味では、あなたも一いつ緒しよではなくて？」

　雪名に躙にじり寄る来栖。逆に雪名は、１歩後あと退ずさる。

　それもそのはずだ。来栖にとって雪名は、喰くらう事で無限の命を得られる獲え物もの。雪名にとって来栖は捕食者であり、天敵のような存在だ。迂う闊かつに近づいて喰われるわけにはいかない。

　黙って対たい峙じする２人。沈黙の支配する両者の距離を、ただ降りしきる雨だけが埋うめていく。

「────やめて、マイちゃん！」

　雨音しか聞こえないはずの世界に、１人の少女の悲痛な叫びが響き渡る。

　来栖と雪名が声の方角に視線を向けると……屋や敷しきの入り口に少女と男が立っていた。

　雛ひな木ぎ叶か苗なえ。もう１人はタデウスだ。

「……カナエ」

　庭に駆かけ込んで来たのは、取り乱した雛木だった。

「やれやれ。ボクは止めたんだけど、事情を話し終えたら飛び出してしまったんだよ」

　そう言いながら、タデウスは雛木の傍かたわらで肩を竦すくめていた。

　突とつ如じよとして戦場へ乱入してきた雛木を引き留めようと、俺は制止の声を張り上げる。

「雛木、出て来たら危あぶない！　車に戻っていろ！」

　俺の制止に構わず、雨の中で、雛木はさらなる声を張り上げて懇こん願がんする。

「お願い、雪名ちゃんを食べないで！　もうこんな事するのはやめてよ！」

「…………うるさいわね」

「どうしてこんな事するの！　マイちゃんは、こんな酷ひどい事する子じゃないよ！」

「……うるさい」

「私が知ってるマイちゃんは優しかった！　それなのにこんな……こんな！」

「あんたに私の何がわかるのよ、雛木叶苗！」

「！」

　来栖は雛木に向けて手の平をかざす。プラズマの光こう弾だんが、雛木を目めがけて発せられた。

　予期していなかった雛ひな木ぎへの攻こう撃げきに、俺も雪名も、行動が間に合わなかった。

　光こう弾だんは一いつ瞬しゆんで雛木の心臓を撃うち抜く軌き道どうだった。だがその軌道上に────

「まったく。手が焼けるなあ」

　そう呟つぶやいたタデウスが立ちはだかる。

「タデウス！」

　俺はありったけの声で叫んだ。だが、その叫びは意味を成さなかった。

　タデウスは雛木を庇かばい、身代わりとなってプラズマ弾を受ける。

　その一いち撃げきは易やす々やすとタデウスの心臓を黒く焦こがし、命を絶ってしまう。

　タデウスの身体からだは力なくその場に倒れ伏ふして、動かなくなった。

「や……いやああああああああああああああ！」

　響き渡る雛木の悲鳴。その悲鳴に構わず、俺は明あく津つをその場に置いてタデウスへと駆かけ寄る。だが手遅れだった。タデウスを抱き起こした俺は、無言で項うな垂だれるより他ない。

「……興きようを殺そがれましたね」

　悲鳴を上げ続けている幼おさな馴な染じみを見つめ、来くる栖すは無表情に断言する。

　雪せつ名なに背を向けて、来栖は肩を竦すくめて見せた。

「本当はこのまま、内閣総理大臣を喰くい殺して、この国の人間全てを私の写像にするつもりでした。でも、気が変わりました。その前に少しだけ……寄り道をするのも楽しそうです」

「どこへ逃げるつもりだ」

「逃げるですって？」

　来栖は首だけで雪名を振り返り、嘲あざ笑わらった。

「この街から逃げなければいけないのは、あなた達の方じゃなくて？」

「……？」

　次の瞬しゆん間かん、来栖の後頭部から膨ぼう大だいな数の鎖くさりが伸び、街中に拡散していく。

　その伸びた鎖の先には、それまで雨中で佇たたずんでいるだけだった写像の市民達がいた。

「雪名！」

　気付いた俺は、雪名の名を呼ぶ。雪名が周囲を見渡すと、来栖の屋や敷しきの門に、操あやつられた街の住人達が押し寄せて来ていた。各々、包ほう丁ちようやバールといった武器を手にしている。

　来栖は、写像である街の住人達をけしかけてきたようだった。

「ご覧らんなさい。あなたの大切なクラスのお友達とやらが全ぜん滅めつしてしまうのではなくて？　私に構っている場合ではなくなったでしょう、フフフ」

「……くっ！」

「羽う鷺さぎ雪名さん。あなたの力を、必ず私のものにします。また近い内にお会いしましょう」

　そう言うと、来栖は翼つばさをはためかせ、どこかへと飛び立って行く。手負いの明あく津つと、スタンロッドを手にした俺は、懸けん命めいに押おし寄せる住人達と応戦し始める。

　だが人数差があり過ぎた。雪名の助けがなければ、長くは持たない防戦となるだろう。

　横目で見やった雪せつ名なは、雨天の空を見上げていた。

　星１つさえ見えない無む慈じ悲ひな闇やみ。世界中の悲しみを背負って泣いているかのような空だった。

　やがて雪名は鎖くさりの剣を造り出し、構えた。







Phase4：テセウスの心







　放課後の教室。

　自席に１人きりで、私はいつものように勉強に耽ふけっていた。

「……」

　シャープペンを握りしめていた指先を見下ろすと……昨日、彼女に貰もらった絆ばん創そう膏こうが貼はられたままだった。思わずその絆創膏を注視してしまったせいだろうか。それまでノートに計算式を書き綴つづっていた腕を、気が付けば止めてしまっていた。

　……集中力が切れているのだと反省し、私は気分転換のために席を立つ。

　何となく外気に触れたかったため、教室の窓辺に近付いてみた。そうしてそこから何気なく、夕空のグラウンドを見下ろしてみる。

　グラウンドには、和わ気き藹あい々あいとドッジボールに熱中しているクラスメイト達の姿すがたがあった。

　その楽しそうな姿に……私は苛いら立だってしまう。

　ロクな努力もせずに、いつも吞のん気きに遊び呆ほうけているだけの愚ぐ者しや達。こんなにも努力と研けん鑽さんを重ねている私とは違い過ぎるくせに、彼かれ等らは自称「友達」だ。

　身分不相応なその態度に、私はいつも耐え難がたい虫むし酸ずを感じていた。

　私の周りには、クラスメイトと言う名の、くだらない人間達の集合が存在している。

　ただ同じ教室で学んでいるだけの他人ではないか。たったそれだけの事で、よく知りもしないお互いに友達面づらをしているだなんて。何て滑こつ稽けい。

　私達は大人おとなになり、いずれは競争社会の中に投げ込まれる運命なのだ。受験や就職。これから何度も経験するであろう数多くの椅い子す取りゲームは、数少ない成功の席を巡めぐって争う、理り不ふ尽じんな戦争なのだ。

　クラスメイトだなんて────そのうち誰もが蹴け落おとさなければならない敵でしかない。

「……雛ひな木ぎ叶か苗なえ」

　何な故ぜ、その名を口にしたのか。自分でもよくわからなかった。

　グラウンドで、他のクラスメイト達とドッジボールに夢中になっている雛木。私はその姿から目が離せなかった。

　いつも彼女は楽しそうだった。

　いつも彼女は幸せそうだった。

　馬ば鹿かみたいなクラスの連中のみならず、他のクラスの生徒達とも仲が良い彼女。誰とでも打ち解とけ。誰にでもお節せつ介かいで。誰にでも微笑ほほえむ。

　誰だろうが構わず愛あい想そうを振りまいている彼女を、私は何故か憎く感じた。

「…………負けたくない。彼女だけには……！」

　歯は嚙がみした。

　成績でも家いえ柄がらでも、私は彼女に勝っているはずだった。

　それなのに彼女は、私に得え体たいの知れない敗北感を突つき付けてくるではないか。

　悔くやしくて。許せなくて。

　雛ひな木ぎが他のクラスメイト達と親しげにしている姿すがたを見ているのが、たまらなく憎かった。

「……馬ば鹿か馬鹿しい」

　そう言って、自分の席に戻る。再び勉強を続けるのだ。

　私は何を悔しがっているのだろう。

　何１つとして、自分は彼女に劣おとってなどいないはずだった。彼女が持っていないモノを、何でも持っているはずだった。そんな自分が、どうして格かく下したに過ぎない彼女に嫉しつ妬としているのだ。

　考える事さえ忌いま々いましくて。

　けれど……雛木のいない教室を、私はたまらなく孤独なものであるように感じてしまっている。もしかしたら、こんな気持ちになってしまった自身を憎んでいるのだろうか。

　気持ちを押おし込め。無視して。私はただ、私の日常を続けるだけだ。

　今日も変わらず、全てはいつか自分が幸せになるためなのだと言い聞かせて。




　　　　■■■




　泣き言を口にするのは、俺はあまり好きじゃない。

　言ったところで現実は何も好転などしないし。言ったところで現実を思い知らされるだけだ。

　しかし口にする事で、気持ちを多少なりとも楽にする事が出来るのは事実なのだ。

「何も知らずに殺人事件の犯人を探していた頃ころの方が、まだマシだったのかも……」

　俺は教室の自席に腰こしかけ、机に突っ伏ぷしながら呟つぶやいた。

　来栖の屋や敷しきでの攻こう防ぼうから、かれこれ４日間が経過しようとしていた。

　派手に暴あばれ回ったというのに、その事がニュースにすらなっていないのは、あの街の住人が総そう出でで隠いん蔽ぺいをしているからなのだろうか。かろうじてテレビで報道されたのは、来くる栖すの父親である警けい視し総そう監かんと、大企業の大株主である母親が失しつ踪そうしているという情報だけである。

　推測するにおそらく……考えたくもなかったが、来栖は自分の肉親さえも喰くってしまっている。肉親さえも食べてしまうなんて……なんて残酷な話なのだろうか。

　溜ため息いきが漏もれてしまう。状況は芳かんばしくないからだ。

　聖アルナス学園の生徒達。隣となりの市の住人達。それに警けい察さつ組織。

　知る限りでも、すでにこれだけの大人数が来栖の操あやつり人形だ。

　あの夜は雪せつ名なの力で、何とか襲おそいかかってきた住人達を退しりぞけ、隣りん市しから脱出する事が出来た。

　その後、俺達は再び来栖に挑いどもうと足取りを探さぐっているが、この通り発見出来ずにいる。

　以前戦った怪かい人じんを探した方法で、東京スカイツリーの展望台から、スカラーの異常点を発見しようと試みもした。だがその方法で見付けられたのは、都内に満ち溢あふれている、写像と化した人々の反応だけだった。

　彼かれ等らの首くび筋すじから生はえた鎖くさりの先を辿たどって、来くる栖すを探す手段も講じてみた。だが結果は散さん々ざんだ。街中に蔓延はびこる鎖の数が多すぎて、追いかけきれる数ではなかったのだ。

　色々やってわかったのは、　来栖の写像は、もはやかなりの数になっているという事だ。

　一いつ刻こくも早く来栖を見付けなければ、いつしか俺達は国中の人間と対たい峙じする事になるのかもしれない。その可能性を考えただけでも、俺は冷や汗が止まらなかった。

　もはや警けい察さつも当てに出来ないだろう。現にあの夜以降、秋あき月づき刑事とは連絡が取れずにいる。

　秋月刑事がすでに操あやつられ、来栖の下げ僕ぼくと化している可能性も高い。

　……今現在、いったいどれだけの数の人間が、来栖の言いなりと化してしまったのか。

　憂ゆう鬱うつな気分を抱かかえたまま、俺は今日も、ひとまず通常通りの学校生活を続けるしかなかった。

「文化祭本番だって言うのに、浮かない顔してるじゃないのさ、誠せい一いち君よ」

　いつも通り前席の弘ひろ樹きが、気楽な声色で話しかけてくる。

　俺は軽く頭を抱かかえて答えた。

「あー……そうなんだよな」

「何だよ何だよー。その気の抜けたお返事はー」

　弘樹が言う通り、文化祭本番は〝今日〟だ。

　俺達のクラスの上演は午後の部であるため、昼休みの時間である現在は、教室に戻って昼食を取っているところである。

　連続食人事件の犯人探しが慌あわただしくて、忘れそうにさえなっていた事だが……来栖の屋や敷しきの攻こう防ぼうの後、俺や雪せつ名な、そして雛ひな木ぎは、いきなり何事もなかったかのようにクラス劇の準備作業に戻る事になった。

　それはとても気持ちの切り替えが難しい作業であった。

　脚本兼監督の俺はともかく、主役の雪名は、演技にも露ろ骨こつな影響を受けて散々である。

　突然台詞せりふを忘れてしまったり。ボーっとしていたり。とにかく不安を隠かくせない様よう子すであった。

　劇の準備があった事もあり、この４日間、昼間に来栖探しをしていたのは主に明あく津つ１人である。無む論ろん、俺達も手伝うと進言したのだが、明津は聞く耳持たず、「役立たずは劇でもやってろ」と、申し出を突つっぱねるだけだった。

　雪名と相談した結果、俺達は明津の情報網もうを主力として頼たよる事にしたのだ。

　俺達は劇の練習後に明津と合流して協力していたが、やはり結果が出せていない現状だ。

「さてと。じゃまあ俺は昼飯済んだから、体育館のステージ戻って、衣い装しように着替えてくるわ」

　そう言って席を立つ弘樹。弘樹はそう言うと、俺に手を振って教室を後にして行く。

　他のクラスの仲間達も、同じように劇の出番に備そなえて体育館へと向かって行くようだ。

　悶もん々もんとしていて、１人だけ昼飯を食べていなかった俺。

　自分の鞄かばんから弁当箱を取り出し、遅めの昼食を取る事にした。そんな時ふと、俺は教室内のちょっとしたざわめきに気が付く。

　どうやら教室の入り口で、クラスの女子が誰かと話しているようだった。狼ろう狽ばいしている様よう子すで、顔色は悪い。彼女の近くにいたクラスの男子が、慌あわてた様子で俺の席に駆かけ寄って来た。

「おいおい。冴さえ上がみ！」

「な……何だよ」

「お前、何かやらかしたのか」

「はあ？」

　俺に話しかけてきた男子は、青ざめた顔で俺に言った。

「明あく津つだよ。明津憲けん剛ご。あの不良が、お前を探しに来てるんだよ。何か因いん縁ねん付けられるような事したんじゃないのか。隠かくれた方が良いって」

「明津が来てる？」

　俺は教室内のざわめきの理由を理解する。

「おい、冴上いるか？」

　明津は廊下から教室内を覗のぞき込んで顔を見せる。俺の姿すがたを見付け、「ちょっとツラ貸せ」と不ぶ躾しつけに声をかけてきた。クラスの注目が、自然と俺に集まる。

　なるほど。そう言えば明津は、学校では筋すじ金がね入りの不良だと思われて恐れられているのだった。俺は何だかそれがおかしくなって、小さく吹き出してしまう。笑っている俺を、クラスの全員が心配そうに見つめている。話しかけてきた男子生徒が小声で尋たずねてきた。

「……大丈夫なのかよ。先生呼んで来た方が良いか？」

　俺は黙々と弁当をしまいながら答えた。

「大丈夫だ。不器用な不登校児が、久しぶりに学校へ来ただけだよ」

　そう言って席を立つ。

　俺は廊下で俺を待っている明津へと歩み寄って行った。

　心配そうなクラスの仲間達は、俺の後ろ姿をいつまでも見守り続けている。

　廊下に辿たどり着くと、制服姿の明津が不ふ思し議ぎそうに俺へ問いかけた。

「……んだよ、アイツ等ら。何で俺が来るといつも、しょっぺえツラしやがんだ」

「お前はもう少し愛想あいそ良くした方が良いんじゃないか。あと、学校には来るようにしろって」

　釈しやく然ぜんとしていない様子の明津に、俺は苦笑混まじりに言ってやった。




　　　　■■■




　文化祭当日という事もあって、校内には生徒の姿だけではなく、一般の大人おとな達の姿も見受けられた。塗と装そうしたベニヤ板で作った看かん板ばんや、ウエイトレスの衣い装しようを着た女子生徒達とすれ違う。

　俺と明あく津つは往来の激しい廊下を通り抜け、その先にある屋上への階段を上った。

　階段の突つき当たりに辿たどり着くと、そこには「関係者以外立入禁止」の札が掛かけられている。

「鍵かぎは開けてある」

　明津は平然と言って退のけた。

　そうして扉を押おし開けると……俺は青い空と秋風に相あい対たいした。

　普段は立入禁止の屋上に、他の生徒達の姿すがたはなかった。なるほど、ここでなら込み入った話も堂々と出来るだろう。俺は心地よい秋風が吹き抜ける屋上へと脚を踏み出した。

　屋上には、先に来ていた雪せつ名なの姿があった。

　雪名はすでに白雪姫の衣装に着替え終わっている。ドレスの胸むな元もとから覗のぞく色白い肌はだ。風になびく白色の髪かみ。そして、唇くちびるに引かれた赤いルージュが妖よう美びだった。

　落下防止用のフェンスの前に立ち、雪名は屋上から校庭の様よう子すを見下ろしているようだった。

　俺と雪名、そして明津。３人が揃そろったところで、明津は舌打ち混まじりに開口した。

「いきなりだが、厄やつ介かいな情報だ」

　明津は小さく鼻から嘆たん息そくを漏もらして続ける。

「ここ数日間、俺達は来くる栖すを探し回っていたわけだが、あのクソアマの行方が一向に摑つかめなかった。その間、連続食人事件の続報もねえし、写像化した連中も普通の生活を送ってる様子だった。見た限りは全く以もつていつもの平へい穏おん。だが知り合いのツテを当たって調べてみたら……実はこの４日間で新たに、来栖に10人も喰くわれてやがる事がわかった」

「……10人も……！」

　驚いている俺とは異なり、雪名は何も言わず、ただ無表情に校庭を見下ろし続けているだけだ。動どう揺ようした様子がないところを見るに、すでに明津からこの話を聞いていたのだろうか。

　明津は忌いま々いましげに、毒どくづくように、話の先を続ける。

「その喰われた奴やつの中でも厄介なのが、テレビキー局の株主。国内３大ヤクザの頭目の１人。あのクソアマ、メディアや国の暗部を自分の写像にして、自分の犯行を隠いん蔽ぺいしてやがったんだよ。もはやクソアマが誰を殺したところでテレビは騒がねえし、誰も文句は言えねえだろう。この国の主要機能は、ほとんどあのクソアマに乗っ取られちまってるようだ」

　思わず口を閉ざして青ざめてしまう俺。

　この４日間、何も起きていなかったのだと思っていた。

　だが、事態は俺達の知らないところで、より複雑に、より困難になっていた事を知る。

　確かに来栖の屋や敷しきの事件について、ほとんどマスメディアが騒いでいない事は疑問に感じていた。おそらく来栖に操あやつられている隣りん市しの住人が、総そう出でで何かしらの隠蔽工作をやっているのだという稚ち拙せつな推測を立てて納得したつもりになっていた……が、なるほど。

　最悪な事に、今や来栖はマスメディア自体を写像として支配しているのだ。

　来くる栖すという名のウイルスは、破は竹ちくの勢いでこの国の人間に伝染しているではないか。

「クソッタレが。あのクソアマ、どこに雲隠がくれしてやがんだよ。早く見つけねえと……！」

　苛いら立だち紛まぎれに屋上のフェンスを殴なぐり付けている明あく津つ。来栖のやっている事に対して、怒りと焦しよう燥そうを感じている様よう子すだった。俺はそんな明津に、思わず言葉をかけた。

「……少し意外だよ、明津」

「あ？」

　どう言って良いものか、少し言葉を選びながら俺は口にした。

「お前、教団に雇やとわれて傭よう兵へいをやってるんだろう？　でも……タデウスは死んだんだ」

　タデウスは……雛ひな木ぎを庇かばって死んだのだ。

　短い付き合いではあったが、その死に敬意を払わない事はない。それはともかくとして、タデウスは教団の意志に従い、来栖を始末するという明確な目的を持って行動していた。だが明津はどうなのだ。明津は金で雇われた身として、この事件に介かい入にゆうしていたはずなのだ。

「お前を雇っていたオーナーは不在だ。それなのにこうして来栖を追いかけているってのは、お前の意志なんだろ。てっきり金でも払わなきゃ、協力してくれないかと思ってたんだ」

「はあ？　どこのどいつが死んだって？　何をわけのわかんねえ事言ってんだ、てめえ」

　明津は理解不能と言わんばかりの態度で首を傾かしげる。

　……わけがわからないのは俺の方だった。どういう事なのだ。

　明津の口ぶりはまるで、タデウスがまだ生存しているかのように聞こえる。

「…………それってどういう事なんだ。タデウスはまだ生きているのか？」

「あー、説明が面めん倒どうくせえな。あの野郎は最初から生きてねえし、死んでもねえ。お前が言う意味でなら、まだタデウスは生きてやがるよ。俺は別にただ働きなんかしてねえっての」

「……？」

　俺が理解出来ていない事が焦じれったいのだろう。明津は頭を搔かいて苛立っていた。

　会話の嚙かみ合わない俺と明津。そんな中、校庭を見下ろし続けている雪名が口を開いた。

「誠せい一いち君には……ここでこの件から手を引いて欲しいの」

　俺の顔を見ずに、ただ小さな手の平で屋上のフェンスを握りしめる雪名。

　雪名の意い図とがわからない俺は、静かに尋たずねた。

「……どういう事なんだ」

　秋風が吹き抜け、雪名の美しい白い髪かみを揺ゆらして過ぎる。

　俺を見ずに、雪名の小さな唇くちびるは語り始めた。

「誠一君は、この話を知っているかな……ギリシア神話に登場するアテナイの王、テセウス。ミノタロウスを倒した彼が、クレタ島を脱出するのに使用した船は、後に〝テセウスの船〟と呼ばれる哲学的な問題を提てい起きした」

　雪名はようやく俺を振り返った。

「テセウスの船は、長らく記念として保管され続けていたんだよ。けれど木製だった船は経けい年ねんと共に腐くさり、補修していかなければ原形を留とどめることさえ難しくなった。テセウスの船は何度も補修をされ続け、最終的には、当時使用されていた木材の全てが新しいものに交換された」

　雪せつ名なの緑色の瞳ひとみが、俺の眼めを正面から覗のぞき込んできた。そうして雪名は問いかける。

「誠せい一いち君。最初にテセウスが使っていた船と、全ての部品が新しいものに取り替えられた船は、同じものだと思う？」

　沈黙する俺。雪名は眼まな差ざしを少しだけ寂さびしげに細めて言った。

「テセウスの船が提てい起きしている問題は、つまり存在を構成する要素が全て違うものに取り替えられても、その存在の同一性が保たれるのかという事。来くる栖すさんも似ているんだよ。彼女は何人もの人間から色んなものを奪うばい取って自分のモノにしている。身体能力、知識、経験、権力。今の来栖さんを構成するものは、ほとんどが〝彼女ではない〟ものばかりになってしまった。本来の来栖さんと、今の来栖さんの同一性は、保たれているのかな」

　雪名は再びフェンスの向こうへと視線を投げる。

　羊ひつじ雲ぐもが並んだ秋の空に相あい対たいし、雪名は俺に背を向ける。

「彼女は自みずからの器うつわの中に、他人から奪ったものをたくさん詰つめ込んだ。けれどそうする事によって、器の中に占める本来の来栖さん自身の割合は薄まっていくばかり。他人の存在を自らの中に取り込む度たびに、来栖さんの存在は、器の中で限りなく０ゼロに近づくはず。だから来栖さんは、もうすぐわからなくなるはずだよ。何が自分で、何が自分自身ではないのか。そうなった時、来栖さんはおそらく……自我を保っていられない。行き着く先は、暴走でしかない」

「回りくでぇ言い方だな。つまりは、ぶっ殺すしかねえって事なんだよ」

　ぶっきらぼうに、雪名の言葉の後を明あく津つが続けた。

「殺やるなら今だ。まだあのクソアマが、猿さる並なみ程度に自制心を留とどめている今なら、これ以上は周まわりに迷惑かけねえ内に始末出来るだろう。まあ、すでにあちこち大迷惑してはいるけどよ」

「明津君の言う通りだよ」

　雪名は俺の顔を見ずに告つげた。

「……誠一君。私は来栖さんを殺す。君に聞きたかったのは、その覚かく悟ごがあるのかって事。この前、君が私と一いつ緒しよに戦ってくれた怪かい人じんの時とは違う。今度の相手は、曲がりなりにも人間。これ以上この件に関係するつもりなら……君は人を殺す事に加担してしまう」

「……」

「即答出来ないのなら、この件にはもう関わらない方が良いよ。私は……君が人を殺すところなんて見たくないから」

　雪名の言葉を、今いま更さらながら嚙かみ締しめた。

　始末するのだという言葉を使ってはいたが、最初からタデウスも明津も、来栖を殺すつもりで行動してきたのだ。その意味を理解してはいたはずだった。覚悟していたはずだった。

　だが実際にこうして雪せつ名なから問いかけられてみると……俺は返答に迷ってしまう。

　人ひと喰くいの災厄の数アルヘトス。どんなに凶きよう暴ぼうで、どんなに人間離れしていたとしても。

　その実態は────やはり人間でしかないのだ。

　雛ひな木ぎと親しそうに談笑していた、来くる栖すの笑顔が思い浮かぶ。

　怪かい物ぶつではなく。怪人ではなく。来栖真ま意いが人間だという認識。その認識がある限り、俺は来栖を殺害するという行為に抵抗を感じている。自分の中にあるその気持ちに気付き、俺は来栖がまだ人間であるのだと考えている事を実感した。何人も残ざん虐ぎやくに殺している相手に人間性を感じてしまう俺は、とんだ平和ボケをしているのかもしれない。

　それに……来栖が死ぬ事になれば、きっと友人の雛木は深く傷付いてしまうに違いない。

「駄目だよ！」

　いきなり俺の思考を中断させたのは、聞き覚えのある女子生徒の声だった。

　俺達は一いち様ように、屋上入り口付近から聞こえた声の主に視線を向ける。

　そこには────俺達の会話を聞いていたのであろう雛木の姿があった。

　雛木は青ざめた顔で、自分の制服の胸むな元もとを固く摑つかみながら、懸けん命めいに俺達へと訴うつたえかけた。

「マイちゃんは、本当は悪い子じゃないんだよ……！」

「雛木……」

「何でよ……マイちゃんを助けてあげてよ……！」

「……」

「マイちゃんが殺されるなんて…………私ヤダよ！」

　叫ぶように声を上げる雛木。雛木は泣きじゃくりながら、俺達３人に背を向ける。

　屋上の扉を開け、校舎の中へと駆かけて去って行った。

　……俺達の会話は、雛木を傷付けてしまった。決して、そうしたかったわけではない。だがこうなるのは結局、時間の問題だったのかもしれない。

　雛木にとって来栖がどれだけ大切な人物なのか、想像は難しくない。

　小学校時代の幼おさな馴な染じみで、卒業後もずっと親交がある関係なのだ。

　親友と呼べる間あいだ柄がらなのかもしれない。

　そんな友人を殺す算段をしていた俺達を……雛木が快く思うわけがない。

　大切な人を奪うばわれる。雛木のその気持ちを考えるだけで、俺も胸が苦しくなってしまう。

「…………私が行って来る」

　雪名はそれだけを告つげると、黙って俺の横をすり抜けた。そうして雛木の後を追いかけ去って行く。雪名の小さな背中は、屋上の扉の向こうに消えていった。重厚な金属の扉が、軋きしみながら閉まる音を耳にしながら、俺は同じように、重たい溜ため息いきを吐はき出す以外になかった。
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　誠せい一いち達と別れた雪せつ名なは、飲食店の屋や台たいが並んで活気づく校庭へ出る。

　やがてその喧けん噪そうを抜けた先で、雪名は人の出入りがない校舎裏に至った。

　黄金こがね色いろに染そまった木々の葉。校舎裏に生はえたイチョウの木は、どれも冬の訪れに備そなえて枯かれ葉を落とし始めようと準備している。そんな誰もいない体育倉庫前で、雪名は雛ひな木ぎが泣きじゃくっている姿すがたを見つける事が出来た。

　雪名は、雛木から少し離れた場所で立ち止まる。

　泣きじゃくっていた雛木は、制服の裾すそで、涙に濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐう。自分を追いかけて来た雪名を振り向かず、涙声になってしまった自みずからの声調を整えながら静かに言葉を発した。

「……マイちゃんの家に行った夜」

　雛木は一方的に語り始める。

「雪名ちゃんが冴さえ上がみくん達と戦っている間……車の中でタデウスさんから色々聞いたの。雪名ちゃんのお父さんとお母さんは、東とう京きよう内ない戦せんの関係者なの？」

「！」

　何も言葉を返せない雪名。長く、長く続いたその沈黙の意味を理解し、雛木は呟つぶやいた。

「そっか……本当の事なんだね……」

「雛木さん……ごめんなさい。私は……」

　言い淀よどむ雪名。だが雛木は、青ざめていた雪名を振り返る。

　泣いていた顔を、無む理り矢や理りいつもの笑顔に変えて、雛木は優しく雪名へと言った。

「誤解しないで。私は、雪名ちゃんの事を責めるつもりなんてない。だって雪名ちゃんは雪名ちゃんだし。それにね……クラスのみんなと違って、私の家族はみんな生きてるし」

　雛木は少しだけ、困ったように苦笑を浮かべながら続けた。

「マイちゃんはね。私と、私の家族の恩おん人じんなの」

　雛木は、枯れ葉に遮さえぎられた秋空を見上げながら告白した。

「今まで誰にも言った事ない秘密なんだよ。５年前の内戦の前日にね、マイちゃんが私の家に電話をかけてきたの。その電話でマイちゃんが言ってたんだよ。明日、東京が大変な事になるんだって。マイちゃんは私の家族に教えてくれたの……だから私の家族は、事前に関東から避難する事が出来た」

「……来くる栖すさんは、東京内戦が起こる事を予測出来ていたという事？」

「うん。何でマイちゃんが、東京内戦が起きる事を知っていたのか、よくわからない……マイちゃんのお父さんやお母さんは、お金持ちの偉えらい人だから。きっと私の家みたいな、普通の家には教えて貰もらえないような秘密の連絡網もうがあったのかも。マイちゃんが電話をしてくれなかったら私はきっと……今いま頃ごろこうして、雪名ちゃんとお喋しやべりする事も出来なかったかもね」

　雛木は寂さびしげに顰ひそめた眼まな差ざしのまま、唇くちびるだけいつものように微笑ほほえんで見せる。

　苦しみながらも絞しぼり出すように、雛ひな木ぎは思っている事を口にした。

「本当は私も思っているんだよ。雪せつ名なちゃん達が考えている事は、正しいのかもしれないって」

「……」

「マイちゃんはいつも私を助けてくれた。私だってね。マイちゃんを助けたい。雪名ちゃん達は信じてくれないかもしれないけど、本当のマイちゃんは、とても優しい子なんだよ」

　雛木はいつも通りに微笑ほほえんだまま、一ひと筋すじの涙を流して雪名に言った。

「勉強が出来ない私にも、凄すごくわかりやすく教えてくれた。私をいじめる男子からは庇かばってくれた。私に持ってないものを、いっぱいいっぱい持っててね。綺き麗れいで、格好かつこ良くてね。マイちゃんは……いつも私に向かって優しく微笑んでくれたの。それなのに……それなのにね……」

　徐じよ々じよに声色が歪ゆがんでいく雛木。

　堪こらえていた涙が、一気に堰せきを切って溢あふれ出す。雛木は身体からだを支える両脚の力を失い、その場に腰こしを落としてしまう。泣き顔に歪めた顔で、ただ子供のように声を上げて涙した。

　泣き崩くずれてしまった雛木を、雪名は苦しげに見守っていた。

　だがやがて、静かに歩み寄る。眼下の雛木の頭を、雪名は小さな手の平で撫なでてやった。

「……雛木さんは、本当に来くる栖すさんの事が好きなんだね」

「うん……うん……！　好きだよ……大好きな友達なんだよ……！」

　雪名の胸に顔を埋うめ、雛木は何度も頷うなずいて肯定した。

　そして何度も何度も、同じ言葉で雪名に問いかけた。

「もう駄目なのかな……マイちゃんを消しちゃう以外に、どうしようもないのかな……！」

　何も言えず。ただ黙り込む雪名。

　東とう京きよう内ない戦せんは今もまだ続いているのかもしれない────雪名は思った。

　建物が破は壊かいされなくても。人が死ななくても。誰しもがまだ、こんなにも深く傷付いていく。

　その事が苦しくて。胸が引き裂さかれそうな程ほどに悲しくて。

　でも叫ぶ事は叶かなわず。ただ雪名の白い頰ほおにも、涙が一筋だけ流れた。




　　　　■■■




「白はく髪はつに緑りよく眼がん。高貴なる血族ノーブルブラツドか……まさか実物を見られるなんて、思ってもみなかったぜ」

　男２人だけで屋上から眺ながめる校庭。

　会話が生まれない気まずさを破やぶったのは、明あく津つが漏もらしたその一ひと言ことだった。

　俺は明津の言葉が気になり、何となく尋たずねてしまった。

「高貴なる血族ノーブルブラツドって、確か雪名の血統の事だっけ？　そんなに凄いもんなのか」

　明津は小さく苦笑して見せた。

「凄いなんてもんじゃねえ。存在自体がお伽とぎ話ばなしや神話みてえなもんだ。人類の扱あつかう異い端たんの術の始し祖そである種族を知らない奴やつだなんて、この業界にいたらニワカってもんだぜ」

　明あく津つは、皮ひ肉にくっぽく肩を竦すくめてみせた。

「地上に存在する全ての術式。その始祖たるは数の秘術────数秘術アルケニツク。俺の符ふ術じゆつを含ふくめ、あらゆる異い能のうの術は、高貴なる血族ノーブルブラツドが使っていた、その力の真ま似ね事ごとだと聞いた事がある」

　俺を見ずに、明津は気け怠だるそうな口調で続けた。

「神話の話だがよ。始祖の高貴なる血族ノーブルブラツドは〝ラジエルの書〟と呼ばれる、この世の全ての真理を数式で書き記した書物を持っていたらしい。それを使って、まさに全知全能に匹ひつ敵てきする力を振るっていたと言われてんだ。だが、その書が失われた今となっては、現代数学の限界が、イコールで数秘術アルケニツクの限界になってんだ。妙みように思うかもしれねえ話だがよ。大おお昔むかしは万能だったはずの数秘術アルケニツクは、書が失われた現代では不完全になってるらしい。現代数学は、書に記き載さいされていた真理から、まだ程ほど遠とおい場所までしか到達出来てねえみたいだからな。笑える話だろ。神話通りなら、大昔に失われた数式を、今の数学者達は必死に見つけ出そうとしてんだぜ」

　明津の口から出たラジエルという言葉に、俺は一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを顰ひそめる。

　ラジエル────気のせいか、雪名の母親も似た名だったような気がしたのだ。

「始祖の高貴なる血族ノーブルブラツドが使っていた数式のほとんどは、書の喪そう失しつによって失われてしまったんだと聞いてる。書の数式は、書き写せない神々の文字で記載されていたらしいからな。書と共に失われてしまった数式を〝忘却数式ロスト・フオーミユラ〟と呼ぶんだとか。俺の使う符術の源流は、書が失われる前に生み出された数秘術アルケニツクの派は生せい術でよ。失われた数式ってのが使われてるらしい」

　明津はそう言いながら、自分の胸むな元もとのドッグタグを取りだし、見下ろして言った。

「例えば俺の持っているこの集数媒体アーテイフアクトに刻きざまれているのも、忘却数式ロスト・フオーミユラの一部らしい。文字のように見えて数式なんだそうだ。符術に限った話じゃねえ。黒くろ魔ま術だろうが呪じゆ術だろうが、世の中で使われる全ての文章や呪文は、真理を表す表記────つまりは数式でしかない。外国語みてえなもんだ。そこには〝書き方〟の違いがあるだけで、示す意味は同じなんだよ。派生術の使い手はどいつもこいつも、結局のところ数秘術アルケニツクもどきを使ってるに過ぎねえのさ」

　明津はフェンスを握ったまま、俺を見ずに続けた。

「でも派生っても馬ば鹿かにすんなよ。忘却数式ロスト・フオーミユラを使えんのが、派生術式が今の数秘術アルケニツクよりも勝っている部分なんだからよ。けどまあ科学がもっと進歩すれば、数学によって全ての忘却数式ロスト・フオーミユラが発見され、ラジエルの書が復元される日が来るのかもしれねえな。その日が来たら、いつか再び数秘術アルケニツクは完全なものとなり、全ての派生術式がお払はらい箱ばこだろうよ」

　明津は、小さく嘆たん息そくを漏もらして見せた。

　やがてふと思い出したように、明津は屋上に放置してあった自分の通学鞄かばんを拾い上げる。

「くだらねえウンチク話にかまけて、忘れるところだったぜ」

　その中から封ふう筒とうサイズの箱を取り出し、気怠そうに俺に手渡した。

「ほらよ、てめえに頼まれてたもんが手に入ったぜ。こんなんで良かったのか？」

「ああ、ありがとう。助かるよ」

　俺は明あく津つから手渡された箱を開け、中身を確認する。

　箱の中に収められていたのは────１本のナイフだった。

　白はく銀ぎんの刃やいばをしばらく見下ろすと、俺はその柄えを手に取って持ち上げる。

　肉にく厚あつの刃は重量感があり、実際に持った感触も重たい。

　俺は確かめるように、その鋭い刀身を観察した。

「そんなもんが何の役に立つってんだよ」

　物もの珍めずらしそうにナイフを見つめている俺を、明津は皮ひ肉にくっぽく鼻で笑った。

「相手はどんな攻こう撃げきも吸収しちまう、反則みたいな力を使う化ばけ物ものだぞ。ナイフ１本買ったところで、形勢逆転とは思えねえぜ」

「そうかもしれないな。でも俺は、このナイフが来くる栖すに勝つための切り札だと思ってる」

「ハン。武器を手にしただけで、急にてめえが強くなった気にでもなってんのかよ？」

「俺は……強くなんてないさ」

　馬ば鹿かにしている明津の言葉を、俺は素直に肯定した。

「……お前に言われてからずっと考えてたんだ。俺には雪せつ名なを守る力が足りない。来栖と渡り合うだけの力もない。正直、こんな自分がすごく悔くやしいよ」

　俺の心は弱い。俺の身体からだも弱い。

　弱い部分を見つければキリがない程ほど、俺は矮わい小しようで、不完全な人間なのだ。

「雪名の力になれるって、ずっと思ってたのにな……現実は優しくなんてなかった。学園から逃げる車の中で、雪名は震ふるえていたんだよ。怖こわがっていたアイツに、俺は何もしてやれなかった。何の言葉もかけてやれなかった。あんな悔しい気持ちは……もう２度とごめんなんだ」

　俺は手にしたナイフの柄を、固く握りしめた。

「俺は雪名と約束した」

　決意を宿やどし、眼まな差ざしを険けわしく細めた。

「雪名に悲しい思いをさせたくない。怖い思いもさせたくない。俺の願っている事なんて、たったそれだけだ。だったら今やるべき事は決まってる。雪名を狙ねらっている来栖から、雪名を守るんだ」

　そう言って俺は、明津に持っていたナイフを手渡した。

　ナイフを受け取りながら、明津は怪け訝げんそうに俺へ問いかける。

「何のつもりだ、こりゃ」

「このナイフは、お前が持っていてくれ」

「はあ？　お前が使うんじゃねえのかよ」

「俺が使うより、お前の方がこういうものの扱あつかいに慣れているだろう。必要になった時に、このナイフを使ってくれれば良いんだ」

「……何がしてえんだか。てめえはわけがわからねえなヤツだな、冴さえ上がみ」

　明あく津つの言葉に苦笑してしまう俺。

　そうして俺は、空に向かって言った。

「お前が言う通り、俺は確かに弱い。けれどそれは微び力りよくなだけであって、無力なわけじゃないと思いたいんだ。たとえ一いつ緒しよに戦う事は出来なくても、一緒に立ち向かう事は出来る。ほんの僅わずかなプラスにしかなれないのかもしれないけれど、俺は自分に出来る事を最大限にやるよ。だから頼む、明津。俺と雪せつ名なだけじゃ、きっと来くる栖すには敵かなわない。お前の力も貸してくれ」

　そんな俺の言葉を、明津は珍めずらしく静かに聞いていた。

　しばらくしてから舌打ちをして、忌いま々いましげに毒どくづく。

「……てめえはムカツク野郎だ、冴上」

「え、ええ？」

「何でムカツクのか、ようやくわかったんだよ。俺の死んだクソ親父おやじに似てやがるからだ」

　明津の理り不ふ尽じんな物言いに、俺は啞あ然ぜんとしてしまう。だが明津は構わずに続けた。

「他人のために身体からだ張って、そのくせ痛い目を見やがる。来栖の炎ほのおからも、命懸がけで俺を助けやがってよ。弱っちいんだから、それを言い訳にして指を咥くわえてりゃ良いだけなのに……お前は何がなんでもそうしねえ。何がそうさせるってんだ。損そん得とくも深く考えずに、平気で危険地帯にだってどこにだって飛び込んで。諦あきらめが悪すぎるのにも程ほどがあんだよ、馬ば鹿かタレめ」

　明津に言われた事が、なんだか妙みように的まとを得ているような気がして、俺は自分の事ながら笑い出してしまう。笑っている俺を、明津は訝いぶかしんでいた。

　俺は笑うのを止めると、少し困りながら言った。

「俺に言う程、お前だって大して変わらないんじゃないのか、明津」

「あ？」

　いつもの粗そ野やな相あい槌づちで聞き返す明津。

「スタンロッド、俺に貸してくれただろ。損得なんか抜きでさ」

「…………けっ。クソ」

「俺に関してはただ、欲張りなだけだよ。雪名や妹、それにクラスの連中。俺なんかが力になれるなら、誰だって片かたっ端ぱしから助けてやりたい。悲しくなんてさせたくない。そう思ってる」

　明津と眺ながめる青空。会話は途と絶だえた。

　羊ひつじ雲ぐもが浮かぶ穏おだやかな空は、今日も清すが々すがしいまでに青く澄み渡っている。遠くに聞こえるバイクのエンジン音や、頭上高くを飛ぶヘリコプターのローター音。そうした平和な日常の中に聞こえる雑音が、今はとても愛いとおしく、とても嬉うれしく感じられる気がした。

　しばらく街の雑音に耳を澄ませていた俺達。

　────ヘリコプターのローター音が、徐じよ々じよに大きくなっている気がした。

「……？」

　俺と同じように、明あく津つも気が付いたのだろう。

　屋上から見渡せる街の風景。その中に、黒くろ塗ぬりの１つのヘリを見つけた。

　普段よりも低い高度を飛んでいるように見えるそのヘリの姿すがたは、俺の視界の中で、ローター音と共に大きくなっていく。

「……何だ？　もしかしてあのヘリ、こっちへ向かって飛んで来てないか？」

　思わず口から出てしまう疑問。傍かたわらの明津が答えられるはずもなく、俺達はただ、近付いてくるヘリの姿を見つめ続けているだけである。

　────きゃああああああああ！

「！」

　突とつ如じよとして校内に轟とどろく、女子生徒の悲鳴。俺と明津は、身を乗り出すようにフェンスへと貼はり付き、悲鳴が聞こえた校庭を見下ろした。

「……何なんだよ、アイツ等らは！」

　俺達が見下ろした校庭には、〝異常な風景〟が広がっていた。

　校門前に集結し、入り口を塞ふさぐように展開されているパトカーの集団がいた。

　警けい官かん達が校庭へと雪な崩だれ込み、屋や台たいの生徒達を羽は交がい締じめにしている。

　次々と校門から校内へと駆かけ込んで来ているようだ。校庭にいた生徒達はわけもわからず、追い立てられて校舎内へと逃げ込み始めていた。

　白昼に突如として始まった、警官達と生徒達の捕ほ縛ばく劇。

　────俺には視みえていた。

　校内へと雪崩れ込んできた大人おとな達。その首くび筋すじに、赤いスカラーの鎖くさりが繫つながっている。

「写像の警官……！」

「クソッタレが……！」

　愕がく然ぜんと立ち尽つくす俺達の頭上を、強い風が通り過ぎて行く。急接近して来ていたヘリが、俺達の上を通過したのだ。ヘリはそのままゆっくりと学校の上空を旋せん回かいし始める。ヘリの腹部には、ヘリの所属が書き綴つづられている。

　────ＳＡＴ。

　警けい視し庁ちようが誇る特殊急襲部隊スペシヤル・アサルト・チーム。武装した特とく殊しゆ部隊の名称である。

　やがて校内へと乱入してきた警官達は、捕つかまえた生徒達を羽交い締めにした状態で動きを止める。そうして俺達がいる校舎を包囲するように、建物の四方へと散開した。

　悲鳴は校舎内からも聞こえた。

　向かいの校舎の廊下を見下ろせば、どうやら一般客として校内に紛まぎれ込んでいた私服警官達が、近くにいた生徒や保護者達を捕まえて羽交い締めにしているようだ。

　パトカーに固められた校門。警官や一般客に捕まってしまった全校生徒達。

　酷ひどい頭痛と共に、俺には校内の至る場所に張り巡めぐらされた赤い鎖が視え始める。災厄の数アルヘトスが力を行使し始めた事で視みえるようになったのだろう。

　気が付けば、学校中が赤い鎖くさりで雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げられているようにも視えた。

　校門の向こうから、１人の少女が歩み入って来た。

　毛先がカールがかったミディアムヘアー。切れ長の双そう眸ぼう。髪かみから覗のぞいた片耳に、ケルト十字型のイヤリング。聖アルナス学園の制服に身を包んだ少女は、両りよう肘ひじを抱いて優雅に校舎へと歩み寄って来ていた。今いま更さら、その少女が何者であるのかを疑問に思う必要などない。

　────来くる栖す真ま意い。

　現れた来栖を屋上から見下ろしながら、俺は完全に言葉を失っていた。

「おいおいおい、冗談じゃねえ。まさか白はく昼ちゆう堂々、連続食人鬼様が学校へ殴なぐり込みかよ」

　青ざめた明あく津つの言葉だけが、手遅れになった校内に溢あふれた。




　　　　■■■




　上品に、優雅な足取りで校庭の中央までやってきた来栖。

　来栖の近くにいた警けい察さつ官が、スピーカーの付いたハンドマイクを来栖に手渡していた。耳障ざわりなスピーカーのハウリング音の後、スピーカーに拡声された来栖の言葉が発せられる。

「低俗な学校へ通う、低俗な皆様。初めまして、私は来栖真意と申します」

　校庭から校舎を見渡し、それぞれの教室の窓から顔を覗のぞかせている生徒達に話しかける。

　何が起きているのか理解出来ていない生徒達を嘲あざ笑わらい、来栖は揚よう々ようと言葉を続けた。

「まずお知らせしておかなければならないのは、あなた方は完全に包囲されているのだという事です。御ご覧らんになればわかるでしょう？　学校の周囲には、逃げ道１つ残してありません」

　来栖の言葉通り、俺と明津が屋上から見渡す限り、校門も裏門も。テニス部が使っているグランド脇わきの出入り口にも、制服を着た警官達が犇ひしめいていた。活路は見当たらない。

　何よりも俺が気になっているのは────警官達が全員、帯たい銃じゆうしている事である。

　腰こしのホルスターに収おさめられている銃。誰も彼もが、無言でそれに手をかけたままの姿勢で身構えている。

「警察の皆様には、もしも〝私の要求〟が通らなければ、学校の生徒達を射殺するように指示を出してあります。つまり、今この学校にいらっしゃる皆様全員が、私の人質となっています。あなた達の生せい殺さつ与よ奪だつの権利は、この私が完全に掌しよう握あくさせていただきました」

　来栖はことのほか愉快そうに薄笑いして見せる。

　そうしてマイクに向かい、高らかに宣言した。

「私の要求は簡単です────羽う鷺さぎ雪せつ名なの引き渡し。ただそれだけです」

　断言する来栖。

　来栖の目的の意味を把は握あくしかねている学内の生徒達は、ただどよめくだけで困こん惑わくした様よう子すだった。だが俺と明あく津つは、来くる栖すのその要求を理解して絶ぜつ句くしてしまう。

　来栖の目的はおそらく────〝無限〟の災厄の数アルヘトスである雪せつ名なの捕ほ食しよくだ。

　雪名の力に目を付けた来栖は、雪名の力を自分のものとするために、雪名を喰くらいたがっていた。だが来栖の屋や敷しきで、あれだけの激戦を繰り広げて決着が付かなかったのだ。

　来栖は考えたのだろう。雪名は、簡単に喰らえるような相手ではないのだと。

　だからこそのはずだ────この人質騒動は。

　写像を使って全校生徒を人質に取り、雪名や明津から反抗の余地を奪うばう。

　しかも白はく昼ちゆう堂々にだ。

　来栖は生徒達を人質に取りながら、無抵抗の雪名をゆっくりと喰らうつもりでいるのだ。

　大だい胆たんだが、恐ろしく効果的な策である。

「ふざけんな！　誰がお前なんかに従うかよ！」

　来栖の要求を聞いていた生徒。校庭で警官達に取り押さえられていた生徒達が、口々に傍そばに立っている来栖へと喚わめき立てた。

「出て来る事なんかねえよ、羽う鷺さぎ！　どうせ警けい察さつが民間人を撃うてるわけがないだろ！」

「そうよ！　一体何の罪で私達を取り囲んでるっていうのよ！　理由がないじゃない！」

　校内で私服警官に羽は交がい締じめにされている生徒達も便びん乗じようして声を上げる。

「俺達にだって権利があるんだ！　撃てるわけがない！　こんなの犯罪だろ！」

「おい、誰かテレビ局呼べよ！　警察が人質取るとかねえよ！　これを報道して貰もらうんだ！」

　────周囲に響き渡る銃じゆう声せい。

　唐とう突とつに鳴り響いた銃声に、喚き立てていた全校生徒が静まり返る。

　銃じゆう弾だんは、最初に喚き始めた生徒の眼前に着弾していた。

　アスファルトの地面に穿うがたれた穴を見下ろしながら、喚いた生徒は青ざめてしまっていた。

「……煩うるさいので、黙っていていただけますか？」

　来栖は冷ややかに細めた双そう眸ぼうで、間近な生徒達を見下した。

「友情ごっこ、権利ごっこというヤツですね。誰も彼もが、何の才能もない、何の権力もない低俗な弱者だというのに。自分に生存権だなんていう高こう尚しような価値があるのだと盲信している。希薄でくだらない馴なれ合いを尊重している。吐はき気を催もよおしてしまいそうな程ほどに愚ぐ劣れつな主張です。それに……皆さんは随ずい分ぶんと〝罪人の娘〟に対して甘いと見えます」

　来栖は再び校舎の教室から校庭を覗のぞいている生徒達を見渡し、宣言した。

「教えて差し上げましょう。５年前の東とう京きよう内ない戦せん。正史には残らない葬ほうむられた歴史ですが、開戦のキッカケになったのは────羽鷺雪名さんのご両親が創り出した、変ア革ルのベ石ドが原因なんです」

「────やめて！」

　泣き声に近い、悲痛な叫び声が聞こえた。

　マイクを持っていた来くる栖すに向かって、校庭を駆かけて来る２人の少女がいた。

　その内の１人の少女。白はく髪はつの美しい少女は、真まっ青さおになりながら来栖へ腕を伸ばしていた。

　この上なく焦あせり、狼ろう狽ばいしているドレス姿すがたの羽う鷺さぎ雪せつ名な。

　その絶望に歪ゆがんだ表情が嬉うれしいのか、来栖はとどめの言葉をマイクに向かって語りかける。

「あなた方の低レベルな知能に合わせた言い方をして差し上げればね。つまり東とう京きよう内ない戦せんの元げん凶きようになったのは、羽鷺さんのご両親だという事ですよ」

　雪名の秘密を、高らかに全校中に公開してしまった来栖。雪名は駆けていた脚を止めてしまう。雪名は蒼そう白はくになった顔で、恐る恐る背後の校舎を振り返った。

　来栖の言葉を聞いた全校生徒は、一気にどよめきを加速させていた。

　皆が一様に、お互いの顔を見合わせて疑念の言葉を囁ささやき合っている。

「…………え？　何言ってんの、あの女？」

　警けい官かんに羽は交がい締じめにされていた生徒の１人が呟つぶやく。その呟きは水面に広がる波紋のように、周囲で羽交い締めにされていた他の生徒達にも、急速に拡散していく。

「羽鷺の親が、内戦の元凶って……？」

「……本当なの？　じゃあ、羽鷺さんは、犯罪者の娘って事？」

「だとすれば、犯罪者の娘のくせに何食わぬ顔で、俺達の学校に来てたってのか」

「……何だよ、それ。俺の弟は、内戦のせいで死んじまったんだぞ……！」

「私の家だってそうよ。お祖ば母あちゃんとお祖じ父いちゃん。みんな死んじゃったのよ……！」

「じゃあ警察がやって来てる理由は、羽鷺を捕つかまえに来たって事か？」

「……そうよ。そうに決まってる。じゃなきゃ、警察が学校を包囲して、私達を人質に取るなんて異常な事するわけないじゃん……きっと羽鷺さんはもの凄すごい重罪人なのよ……！」

　気が付いた時には────学内中の生徒達が、雪名に対する増悪の言葉を口にしていた。

　雪名は力なくその場に跪ひざまずいてしまう。

　学内中で囁かれる雪名への憎しみの言葉。雪名が最も恐れていたそれを一身に浴びせかけられ……雪名は怖こわかったのだろう、俯うつむいて耳を塞ふさいでしまう。

「やめて……やめて……！　ごめんなさい…………！」

　雪名の両目から、大粒の涙がこぼれ落ちていった。

　クシャクシャに顔を歪め、雪名は震ふるえて小さくなってしまう。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい…………！」

　何度も何度も、雪名は虚こ空くうに向かって謝あやまり続けた。

　いつまで経たっても、誰にも聞こえない。誰にも届かない悲痛な謝しや罪ざい。

　雪名は今までも、胸中でずっとそうしてきた。心の中で、幾いく度ども幾度も謝り続けてきた。

　苦しい思いに歪んだ顔。泣きじゃくる以外に、もはや雪名には何も出来なくなった。

　……雪名の心を追い詰つめた。来栖は確信したのだろう。

　無む防ぼう備びに跪ひざまずき、もはや何の抵抗さえする様よう子すがない数秘術師アルケニストへと、来くる栖すは静かに歩み寄った。

　これで来栖を止める事が出来るものは何１つなくなった。

　その絶対的な自分の優位性に酔いながら、来栖はニタニタと不ぶ気き味みに舌なめずりをする。

　だが────来栖の前に１人の女子生徒が立ち塞ふさがった。

「……駄目だよ、マイちゃん」

　駆かけ寄って来ていたもう１人の少女。雛ひな木ぎ叶か苗なえは、雪名に遅れてやって来た。

　息を切らせながら弱々しくも、だが雛木は雪名の前ぜん衛えいに立って両腕を広げて見せる。

「雪せつ名なちゃんは────私が絶対に食べさせないから」

　来栖に告つげた雛木。その眼まな差ざしには、もはや揺ゆるがない固い意志が宿やどっていた。




　　　　■■■




　写像の私服警けい官かん達をやり過ごし、俺と明あく津つは警官達の包囲の外にある体育館へと駆かけ込んだ。

　照明が低く落とされた薄暗い館内には、外の異変に動どう揺ようを隠かくせない生徒達が犇ひしめいていた。

　それぞれのクラスの生徒達が、ステージ衣い装しように着替え終わったタイミングであった。

　館内に充満していたのは……得え体たいの知れない黒い沈黙だった。

「何してるんだよ、みんな！　何とかして、一いつ刻こくも早く雪名や他の生徒達を助けないと！」

　館内で、俺は声を張り上げた。

　だが誰しもが俯うつむいているだけで、何も言葉を発しようとはしない。

　そんな薄暗い沈黙の中、やがて俺の言葉に答える声が聞こえた。

　……王子の衣装に着替え終わっていた弘ひろ樹きだった。

「助けるって……俺達に何が出来るんだよ……」

　弘樹の言葉に続いて、眼鏡めがねを掛かけたクラスメイトの国こく分ぶが言う。

「僕達はただの高校生なんだ。相手は銃じゆうを持っている大勢の警察官なんだよ。訓練された大人おとな達に立ち向かったところで、結果は火を見るより明らかじゃないか」

「そうよ……私達が何もしなくても、先生達が解決してくれるわよ」

「それに警察の目的は羽う鷺さぎだって、聞こえてただろ。あの来栖っていう女は何者かよくわからないけど、きっと羽鷺が逮たい捕ほされれば、この騒動は収おさまるはずなんだ」

　国分の後に続けて、口々に見解を口にするクラスの仲間達。

　俺は悔くやしくて、歯は嚙がみしてしまうより他なかった。

　────思っていたよりもずっと、状況は来栖の思おも惑わく通りになっていた。

　来栖の発言により、クラスの仲間どころか、おそらく学校中がこの論調になっているのではないかと思えた。俺がいくら雪名や生徒達を助けようと提案したところで、誰も彼もが消極的な返事をして語尾を濁にごすだけである。

　直接口にはしなくても、館内の生徒達の考えは理解出来ている。

　────雪せつ名なを差し出せ。

　そうする事で、この異様な状況が打開されるのではないかと期待しているのだ。

　館内で意気消しよう沈ちんしているクラスの仲間達。誰の顔を見ても、俺から目を逸そらして話しかけられないようにしているようだ。俺さえも……言葉を失って黙り込んでしまうしかない。

「ガタガタ抜かしてんじゃねえよ、クソッタレ共！」

　だが静まり返った館内に突然、明あく津つの怒ど声せいが放はなたれた。

　それは咆ほう哮こうのようで、あまりにも強きよう烈れつだった。明津の声色で全員が驚きに目を見開く。

　俺だけでなく、館内全員の注目が明津に注そそがれた。明津は頭にきているのだろう、手近に転ころがっていたパイプ椅い子すを蹴けり飛ばしながら、館内の面々の顔を睨にらみ付けるように見渡した。

「だっから嫌きれぇなんだよ。学校とか、クラスメイトとかってのはよ！　心底お互いの事を良く思ってるわけでもねえくせに、外そと面づらばっかり仲良しこよしのフリしやがって！　本音の１つでもようやく出るかと思えばこのザマだ！　全員でよってたかって、女１人を泣かせやがる！」

　明津は蹴り飛ばして倒れたパイプ椅子を踏み付けた。

　身を乗り出しながら、舌打ちを１つ漏もらして宣言する。

「ああそうさ！　来くる栖すのクソアマが言ってやがる事は全部本当だ。噓うそも偽いつわりもねえよ！」

　高らかに吠ほえる明津。明津が何な故ぜ、そのような事情に詳くわしいのかと、館内の一同は困こん惑わくした様よう子すだった。しかし明津の発言を聞いたクラスの女子が、明津に向かって怒ど鳴なり返した。

「だからよ！　なおさら私達が危険を冒おかしてまで助けてやる義理なんてないじゃん！」

「馬ば鹿かか！　内戦の原因を作ったのはアイツの両親であって、アイツ自身じゃねえだろ！」

「……！」

　あまりにも正論な明津の言葉。明津に怒鳴り返した女子生徒は、沈黙するより他ない。

　黙りこくった館内の一同を見渡し、明津は悔くやしげに双そう眸ぼうを絞しぼって毒どくづいた。

「とっくにてめえらだってわかってんだろうが。俺なんかに言われなくたって、気が付いてんだろうがよ。〝アイツが悪かったわけじゃねえ〟んだ。アイツは良い奴やつなんだってよ……！」

　苦にが虫むしを嚙かむような明津の表情と言葉。そんな明津に、今度は男子が恐る恐る言った。

「……俺達が羽う鷺さぎを助けなきゃいけない理由なんて何もないじゃないか」

「ざっけんじゃねえ！　理由の１つもなけりゃ〝友ダ達チ〟の１人も守れねえってのか！」

　事なかれな男子生徒の発言に、明津は額ひたいに青あお筋すじを浮かべて睨み付けた。

「いつまでも自分が戦わねえ理由ばっかり探してんじゃねえよ！　弱いフリしてんじゃねえ！　死んだフリして〝自分が弱よええ事を言い訳にしてれば納得がいく事〟なのかよ！」

「！」

　俺は明津の発言に驚く。

　それは────いつかの夜に、俺が明津に向けて言った言葉だった。

「何も変わってねえんだよ、てめえらは！　内戦で誰１人大切なヤツを守れなかった時の、クソ弱よえぇ、役立たずだった無力な自分からよ！　いつまで弱いままでいやがるつもりだ！　あ！」

「……」

「理由なんかいらねんだよ、仲間のために命張んのによ。俺は……アイツのために戦うぜ！」

　明あく津つは足あし下もとに転ころがっていたパイプ椅い子すをもう１度蹴けり飛ばす。

　そうして館内の一同に背を向けた。

　ポケットに両手を突つっ込んで、背を丸めて。そうして教室を１人で出て行こうとする。

　俺は、去って行こうとする明津の肩を────摑つかんで引き留めた。

「……待てよ、１人でどこへ行くつもりだ」

「……あ？　決まってんだろ。来くる栖すのクソアマをブチ殺しに行くんだよ」

「そんなことはわかってる。だがその前に、まずは俺の話を聞いていかないか」

「ああっ？」

　引き留める俺を、明津は首だけで振り返る。それでも俺の言葉に耳を傾けているようだった。

　俺は双そう眸ぼうを鋭く尖とがらせる。そうして、不ふ敵てきに微笑ほほえみながら言ってやった。

「この学校は来栖の写像と化した警けい官かん達によって占せん拠きよされてる。相手は全校生徒の生せい殺さつ与よ奪だつを完全に支配してるんだ。つまり来栖の強みは沢山の〝人質がいる〟って事なんだろ」

「……今いま更さら何言ってんだ。見りゃわかんだろ、絶体絶命だってのがよ」

「いいや。見ても誰もわかっていないさ。これは〝圧倒的に俺達が有利な状況〟なんだよ」

「はああああ？」

　俺の言っている事が心しん底そこわからない様よう子すの明津。

「何で来栖は、これだけ多くの写像を操あやつれるのに、うちの学校の生徒をわざわざ人質に取る必要があるんだと思う？　別に自分が操っている警官達を人質に取っても良かったはずなんだ」

「あ？　そんなの、俺達に効果がある人質が、この学校の生徒だったからじゃねえのか」

「違うさ。来栖は写像を人質にしなかったんじゃなくて、たぶん〝出来なかった〟んだ。もしも俺の考えている通りだとしたら、味方の数が多いのは、来栖じゃなくて俺達の方なんだよ」

　明津は身体からだごと俺を振り返り、俺を怪け訝げんに見つめ返す。

　だがその明津に向かって、俺は自分の考えを話してみた。その話を聞いていた明津の表情が見る見る啞あ然ぜんとしたものへと変わっていく。そして明津は俺に言った。

「……はあ？　イカレてんのか、てめえは！」

「大おお真ま面じ目めだよ。お前なら出来るのか。それとも出来ないのか。ハッキリしてくれ」

　完全に呆ほうけている様子の明津。

　明津は瞼まぶたを瞬またたかせながら、俺の顔を間抜けな顔で見つめ返していた。

　だがやがて────盛大な大笑いに肩を震ふるわせて喚わめいた。

「…………ぶっ。はははは！　傑けつ作さくだ！　てめえの頭はどうかしてるよ、冴さえ上がみ！　医者が必要なのは、どうやらあの人ひと喰くい女よりもお前の方だぜ！　馬ば鹿かにも程ほどがありやがる！」

　明あく津つの大笑いに埋うめ尽つくされる館内。明津は俺の顔を、鋭く睨にらんで告つげた。

「……乗ったぜ。賭かけに近いクソみてえな作戦だが、クソアマのクソにされるよりはマシだ」

　明津の協力を取り付ける事に成功した俺は、次に館内を見渡す。

　今の俺と明津の話を聞いていたであろう生徒達全員に向けて、俺は声を上げて宣言した。

「俺達の学校を占せん拠きよしている警けい官かん達は、みんな洗せん脳のうされている！　それを操あやつってるあの女は、連続Ｕ字型殺人事件の犯人だ！」

「……！」

　館内の生徒達に、すぐに動どう揺ようの声が広がっていく。だが構わずに俺は続けた。

「詳くわしい事情は話していられなくて悪いんだけど、わけあってあの女は、雪せつ名なを殺しに来たんだ。内戦の恨うらみを晴らすためなんかじゃない。ただ自分の欲望を満たすためだ」

　俺の言葉に耳を傾け、静まりかえる館内。

「あの女の行動は、全て雪名を殺すための計画だ。ならどうして警官達を引き連れて、この学校の生徒を人質に取る必要があったと思う？　人質というのは、脅きよう迫はくしたい相手の弱みでなければ意味がない。だとしたらわかるだろう。俺達は、雪名にとっての弱みなんだよ」

　全員に伝えなくてはならないのだ。

　知っておいて貰もらいたかったのだ。

　だから俺は、それを口にする。

「雪名は……俺達の事が好きなんだ」

　苦しい気持ちを絞しぼり出すように、俺は唇くちびるを引き結むすぶ。

「仲良くしたかったんだよ。大切だと思ってたんだよ。雪名が俺達を傷付けたくないと望んでいるから、それを知っているあの女は、俺達を人質に取っているんだ。確かにあの女が言っている通りだ。雪名の両親は、東とう京きよう内ない戦せんの原因の一いつ端たんであったかもしれない。だけど雪名が１度でも俺達を傷付けた事があったか？　蔑さげすんだ事があったのか？　そうじゃなかっただろ」

　俺は、静かに頭を下げた。

「頼む…………雪名を、この学校を救うために、みんなの力も貸してくれ……！」

　懸けん命めいに頼み込む俺。

　頼み込んだところで、簡単に賛同者が得られるとは思っていなかった。

　案あんの定じよう、俺が頭を下げ続けたところで、館内は依然として、息苦しい沈黙に包まれたままだ。

「────明津と誠せい一いちの計画、俺も協力するぜ」

　そんな沈黙の中、今まで教室の片かた隅すみでずっと黙っていた弘ひろ樹きが口を開いた。

　予期していなかった参戦宣言に、俺と明津は驚いて弘樹の顔を見やる。

　弘樹は頭を搔かきながら、照れくさそうに言って見せた。

「誠一ちゃんが命張るってのに、親友の俺が何もしないのは友達甲が斐いがなさ過ぎってもんでしょ。それにさ。白雪姫ちゃんを助けるのは、王子役のこの俺だぜ！」

「────なら、僕も行こう」

　眼鏡めがねの国こく分ぶが、自分の眼鏡を指先で持ち上げながら凛り々りしく告つげる。

「アナログな君達の事だ。ＩＴ担当が必要だろ？」

「よし、俺も行くぞ！　警けい察さつが殺人事件の犯人に操あやつられてるんだ！　見過ごせるかよ！」

「私も！　こんなの、きっと先生達に任まかせておいても解決しないよ！」

「あんな奴やつ等ら、俺達が追い出してやろうぜ！」

　次々と立候補し始める館内の生徒達。

　もはや彼等の目に迷いは見えず、ただ学校の仲間達を助けたい気持ちだけで輝いていた。

　この学校のみならず、雪せつ名なまで助けようとするクラスの仲間を見渡して、俺は目を潤うるませてしまう。だがすぐに気を取り直し、視線に力を籠こめた。

　そうして体育館の窓に歩み寄り、我が物顔で校庭のど真まん中なかに居座る来くる栖す真ま意いを見やった。

「確かに俺達は、来栖の言うような弱者の集合なのかもしれない。誰でも言いなりに出来るような強い権力もないし、１人１人は弱くて、人数だって多くない」

　それでも俺は、不ふ敵てきに微笑ほほえんでしまう。

「けれど思い知らせてやろう。俺達は、ただ弱いだけじゃ終わらないんだって事をな」




　　　　■■■




　秋風の吹き付ける学校の屋上。上空を旋せん回かいしているヘリを見上げながら、黒いワンピースのスカートをはためかせて、小こ柄がらな少女が立っていた。

　少女は惨さん状じよう一歩手前になっている絶体絶命の校庭を、観客気分で見下ろした。

「……さてと、冴さえ上がみクン。どうやら君の資質を見せて貰もらう時がきたようだ」

　校庭に佇たたずむ来栖真意を見下ろし、少女は心より愉たのしんでいる口調で言葉を漏もらした。

「この圧倒的な〝数リのテ支ラ配ル〟。君はどう抗あらがってくれるのかな」

　片手に提さげていた手て錠じよう付きのブラックケースを肩に担かつぎ、少女は薄く笑った。







Phase5：満たされるべきφ







　私の心は痛かった。バラバラに砕くだけ散ってしまいそうだった。

　痛くて痛くて、砕けそうな胸むな元もとを懸けん命めいに押おさえて堪こらえていた。

　夕日に染そまった、いつもの放課後の教室。

　けれど私はノートも教科書も開かずに、１人自席に突つっ伏ぷして涙していた。

　テストの成績が１００点ではなかった。99点だった。

　その事に激怒した父親に、昨日は強く当たられたのだ。叩たたかれた頰ほおは、未いまだに刺さすように痛んでいる。両親に叱しかられた胸が、痛くて、切なくて、張り裂さけてしまいそうだった。

　私は自席の上に広げてあった、１枚のプリントを見下ろしていた。

　それは昨晩────激怒した父親が、クシャクシャに丸めてゴミ箱へ捨てたプリントだった。

　１週間後の、クラスの遠足のお知らせである。

　私は勉強をしなければならない。遊んでいる暇ひまなどない。わかっているはずなのに。気が付けば私は、この捨てられた紙を拾ってきてしまっていた。一体何がしたいのか。自分でさえもよくわからない。ただ……目の前の紙を見下ろしていると、よりいっそうに熱い涙が溢あふれて双そう眸ぼうを焼くのだ。私はプリントを見下ろしたまま、そうして教室でずっと、独ひとりぼっちで涙し続けていた。塾じゆくへ行く時間になっても、私は動く事も出来ずに泣き続ける。

　────そんな私の頭を、優しく撫なでてくれる手の平があった。

　それで、私はいつの間にか傍かたわらに立っていた少女の姿に気が付く。

「…………雛ひな木ぎ……さん……」

　私の頭を撫でていた少女は、クラスメイトの雛木叶か苗なえだった。

　泣いている顔を見られるのが恥はずかしかった。こんなプリント１枚で落ち込んでいる自分を見られるのが悔くやしかった。でも涙は止まらなかった。

　雛木を見上げ、頭を撫でられながら、私はみっともなく声を上げて泣いてしまう。

　雛木は何も言わず、ただずっとそうしていてくれた。

　何も言わず、教室が夜の暗がりに陰かげり始めても傍そばにいてくれた。

　やがて私の涙が涸かれ始めた頃ころに、ようやく雛木は口を開いた。
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「……遠足。行かせて貰もらえないの？」

　問いかけてきた雛木。私は、何も言わずに黙って頷うなずいて見せた。

　雛木は私の席の横でしゃがみ込み、机の上に置かれたプリントを眺ながめる。やがて間があってから、雛木は私の泣き顔を、いつものノンビリした笑顔で見上げてくれた。

「じゃあ、今度私と２人だけで遠足行こ～！」

　微笑ほほえみかける雛木。その言葉に、私は啞あ然ぜんとしてしまう。

「学校がお休みの日にね、２人だけでお山に登るんだよ～」

「……」

「そんでね。天てつ辺ぺんまでいったら、２人でお弁当食べるんだよ～」

「…………」

「そんでね、そんでね。夕方になるまで天辺でお喋しやべりして～」

「…………うん」

「夕日が沈むのを見てから、一いつ緒しよに帰るんだよ～」

「……うん……うん……！」

「私とマイちゃんは、お友達だもん！」

「……うん……！」

　雛ひな木ぎの話す言葉に、私は泣きながら何度も頷うなずいた。いくらでも聞いていたかった。いくらでも話していて欲しかった。私は雛木に寄り添そいながら、いつまでもいつまでも泣いた。

　誰かを傷付けなければ、私は幸せになどなれない。

　そのはずなのに。そのはずだったのに……。

　私は彼女まで傷付けなければならないというのだろうか。

　彼女が憎かったはずなのに。

　そんな事したくない。そんな事、出来るはずがない。




　　　　■■■




「どきなさい、カナエ」

「どかない。絶対にどかないもん」

「……」

　私の眼前に立ちはだかる彼女は、頑がんとしてその場を離れる様よう子すがなかった。

　泣き崩れている羽う鷺さぎ雪せつ名なを庇かばい、ただ両腕を広げて立ち塞ふさがり続けている。

　いつものノンビリした表情には、似つかわしくない程ほどの強い眼まな差ざしが尖とがっていた。

　これでは、羽鷺雪名を喰くらおうにも邪じや魔まで仕方がない。私は呆あきれ果て、嘆たん息そく混まじりに言った。

「……小学生の頃ころから何も変わらないのね、カナエ。何の策もなく、この私の前に立ち塞がっている事の意味がわかっているのかしら。あなたは相変わらず、頭が悪くて、間抜けで、要領が悪くて。何をしてもてんで駄目な、取とり柄えのない女のまま」

「えへへ……そうだね。考えてみればいつも、私はマイちゃんに助けて貰もらってばっかりだ」

　彼女は、少し照れたように小さく舌を見せる。

　そうして、いつもの柔らかい微笑ほほえみを浮かべて私に言う。

「マイちゃんは勉強でもスポーツでも、何でも出来て凄すごい子だよ。私ね……そんなマイちゃんに、ずっと憧あこがれてた。ずっと尊敬してた。マイちゃんは、私が持っていないものを何だって持っていて、何だって分け与えてくれようとしていた。マイちゃんみたいな凄い子が、鈍どん臭くさい私なんかのお友達になってくれて…………すっごくすっごく嬉うれしかったんだよ」

「……」

　表情１つ変えず、ただ冷たく雛ひな木ぎを見つめ続けた。

　そんな私の眼まな差ざしにもめげず、彼女は思っていたのであろう事を、一生懸けん命めいに口にし出した。

「……でもマイちゃんは、いつも悲しそうだった」

　彼女の眼差しは悲しげに、徐じよ々じよに細く引き絞しぼられてしまう。

「マイちゃんのお父さん達に内ない緒しよで、２人だけで遠足に行った事があったよね。あの日、マイちゃんは私に色んな事をお話ししてくれたよ。お父さん達に喜んで欲しくて、一生懸命お勉強してるんだって。なかなか認めて貰もらえないけど、いつかは家族で仲良くしたいんだって」

「…………やめなさい」

「マイちゃんは、優しかった。私以外のクラスのお友達とも、いつか仲良くしたいんだって言ってた。みんなと、誰とでも、ずっと仲良くしたいんだって言ってた。それなのにどうして。どうしてそんな優しかったマイちゃんが、みんなにこんな酷ひどい事ばかりするの！」

「それ以上、言うのをやめなさいよ！」

　気が付けば、私は叫び、目前の彼女の頰ほおを思い切り平手打ちしていた。

　赤く頰ほおを腫はらす彼女。だが声を荒げて怒っている私の顔を、彼女は正面から見つめ返す。

　彼女は、懇こん願がんするように私に言った。

「…………良いよ。私の事も食べれば良い」

「……」

「雪せつ名なちゃんを食べるって言うのなら、その前に私の事も食べてよ！」

「……！」

「私ね……マイちゃんになら食べられても良いんだよ……！」

　彼女は、目前で肩を怒らせ、息巻いている私の頰に触れる。

　冷たくなっていた私の頰の感触を確かめるように、優しく撫なでながら静かに涙を流した。

「ごめんね、マイちゃん。今までいっぱいいっぱい辛かったんだよね」

　無言で眼まな差ざしを険けわしくしている私に相あい対たいし、構わず彼女は涙声で謝しや罪ざいした。

「マイちゃんは独ひとりぼっちでずっと頑がん張ばってたのに。私、ずっとマイちゃんの力になれてなかった。鈍どん臭くさいから、何も出来なかった。だからごめんね。ごめんね、マイちゃん。私、友達として失格だったよね」

「………………うるさい」

　私は彼女から、よろめいたように後あと退ずさる。

「……うるさい……うるさい……うるさいうるさいうるさいうるさい！」

　私は眼めを吊つり上げ、眼光に殺気を込めて彼女を睨にらみ付けた。

「そんなに死にたいのなら……お望み通り先に殺してあげるわよ！」

「────そこまでだ、来くる栖す！」

　自や棄けになり、彼女に向けて手の平を掲かかげようとしていた私。それを１人の少年が呼びとめた。




　　　　■■■




　来栖は気が付き、俺を振り返った。

　しかし目前の状況をすぐには理解しかねているのだろう、問いかけてくる。

「……何のつもりかしら。皆さん総そう出でで」

　来栖が問いかけた先には、７人の小人や、王子の格かつ好こうをした数十人以上の生徒達が立ち並んでいる。男女問わず、その表情は厳しく、目前の来栖を睨にらんでいた。

「……冴さえ上がみさんの仕し業わざ、といったところかしら？」

　来栖が名を呼んだのは、その生徒達の中心に佇たたずんでいた俺だった。

　俺の傍かたわらに立っている明あく津つの姿すがたも確認すると、来栖は小こ馬ば鹿かにした笑みを作る。

「仮か装そう大会ですか？　まさか羽う鷺さぎさんを助けにいらっしゃったとでも。どうやらまだ理解出来ていらっしゃらないみたいですね。羽鷺さんは、東とう京きよう内ない戦せんを引き起こした戦せん犯ぱんの娘なんですよ」

「それがどうしたんだよ！」

「！」

　来くる栖すの言葉を切って返したのは、俺でも明あく津つでもない。

　幸ゆき村むら弘ひろ樹き。俺のクラスの、仲間の１人である。

　予期せぬ人物の反論に、来栖も、雛ひな木ぎもただ啞あ然ぜんとしていた。

　そして誰よりも驚き、立ち並んでいるクラスの友人達を見上げていたのは他でもない。

　────泣き続けていた雪せつ名なだった。

「羽う鷺さぎちゃんは俺達のクラスの仲間なんだ！　親父おやじさんやおふくろさんの事は羽鷺ちゃんとは関係ねえ！　そんな事なんか、いつまでも俺達が気にするかってんだよ！」

「そうよ！　いきなりやってきて羽鷺さんを泣かせた事、絶対に許さないんだからね！」

　口々に来栖に食ってかかるクラスの一同。

　多くの生徒達に否定の言葉を投げかけられた来栖は、思わず１歩後あと退ずさる。

　気け圧おされてしまった自みずからの後退に気が付き、来栖は確かな怒りを感じたのかもしれない。

「……調子に乗らないでいただきたいですね。あなた方が包囲されている事実は何も変わっていないんですよ。あなた達はカゴの鳥。私の命令１つで、あっという間に蜂はちの巣にされてしまう運命なんです。雁がん首くび揃そろえたところで、弱者のあなた達に何が出来るんですか」

　来栖は１歩、歩み出る。

　そうして優雅に両りよう肘ひじを抱き、俺に視線を向けて睨にらみ上げてきた。

「人ってね。お互いを縛しばり合う鎖くさりなんです。誰しもが人間関係という見えない拘こう束そくで雁がん字じ搦がらめにされています。恐ろしい事だと思いませんか。この社会は、人々の数え切れない関係によって形作られている。それはつまり、息が詰つまる程ほどに縛られた世界という事じゃないですか。あなた達も例外なく、その人間関係から逃のがれられずに、ここで死ぬ運命なんですよ」

「恐ろしいと感じているのは、お前自身なんだろう？」

「何ですって」

　表情を失った来栖を、今度は俺が嘲あざ笑わらってやった。

「我はニコラス＝ブルバキ。人々が望みし、姿すがた無き脅きよう威い。だったな。お前は何で、あんなメッセージを殺人現場に残したんだ」

　何も答えようとしない来栖。だが俺は、構わず来栖の真相を抉えぐり出す。

「俺の知り合いの刑事。秋あき月づき刑事が言っていたんだよ。メッセージを残すという行為は、それを読む誰かに何かを伝えたがっているんだってな。それがわからないから、事件は続いているんだって。ならお前は誰かに何かを伝えたくて、メッセージを書き残していったはずなんだよ」

「……何がおっしゃりたいのですか？」

「ずっと疑問だった事が、１つだけあるんだ」

　俺は、クラスの輪わの中から静かに歩み出た。そうして来栖を睨みながら問いかける。

「どうしてお前は、雛ひな木ぎに事件の話をしたんだ」

「……」

「お前は明あく津つや俺に殺人の罪をなすりつけようとしていた。警けい察さつの目を、俺や明津に引き付けておきたかったんだろう。なら警察の目が俺に向いている最中に、俺と接触する事は避けるべきだったはずだ。それなのにお前は雛木に、名前まで出して俺に助けられた事をメールで打ち明けた。そんな事をすれば、俺と同じ学校の雛木が、俺を引き会わせようとするのは目に見えてる。おかしいだろう。お前くらい頭の切れるヤツが、随ずい分ぶんと簡単なヘマをしているんだから」

　言い淀よどみ、口くち籠ごもっている来くる栖す。

　その態度を見て、俺はようやく確信を持って言えた。

「お前はもしかして、自分が犯人である事に〝気付いて欲しかった〟んじゃないのか」

「……！」

「そう考えたら、お前が残したメッセージの意味がようやくわかったんだよ。確かに、ニコラス＝ブルバキという存在はお前を暗示する名乗りだったかもしれない。けれど実はメッセージには何の意味もなかったんだ。重要だったのは、メッセージを残すという行為自体の方だ。本当はお前、何度も何度も訴うつたえかけていたんだろう────誰か、私を止めてくれってさ」

「うるさい！」

　俺の言葉を振り払うように叫ぶ来栖。同時に、来栖の身体からだの周囲で、青白いプラズマの光が迸ほとばる。屋や敷しきでの攻こう防ぼうの際、吸収した落雷のエネルギーを未いまだ保持したままだったのだろう。

　放電現象を起こしながら、俺にありたっけの殺意を向ける来栖。

「そんなに死にたいのなら、あなた達全員を皆殺しにしてやりますよ！」

　来栖の言葉を合あい図ずにして、校門付近にたむろっていた警けい察さつ官かん達が、ホルスターの銃じゆうを抜き放はなって駆かけ込んで来る。俺達の周囲で、逃げ遅れた生徒達を羽は交がい締じめにしていた警察官達も、生徒達を解放し、自分のホルスターから拳けん銃を取り出し、構えようとしていた。

「射殺命令を下します！　もう誰も生き残れません！」

「馬鹿だな、来栖────警官達が人質を手放す瞬しゆん間かんを待っていた」

「！」

　俺の言葉に、双そう眸ぼうを見開く来栖。

　来栖の驚きの表情が消えぬ間に、俺は背後の明津へと鋭く声をかけて言った。

「明津、やれ！」

　明津は制服の胸むな元もとに下げたドッグタグを摑つかみ出す。

「炎ほのおよ、冥めい府ふより至りて我が煉れん獄ごくを焼け────陣じん！」

　呪じゆ文もんに呼応して、明津の手の平の中のドッグタグが、青白いスカラーの輝きを発した。

　次の瞬間、校庭に俺達や来栖を取り囲む巨大な炎ほのおの壁かべが現れた。

　それはまるで外敵の侵入を防ぐ炎の防ぼう御ぎよ壁へきである。

　防ぼう御ぎよ壁へきは、銃じゆうを向けてくる多くの警けい官かん達と俺達との間を隔かく絶ぜつした。防御壁の内側には、俺達や来くる栖す以外にも、人質達になっていた生徒や、数名の警官達だけが取り残される。

　俺達が来栖や警官達の注意を惹ひき付けている間に────別働隊の生徒達が、明あく津つがメモ帳に書いた禁タ字リ刻ズ印マをコッソリと周りにバラ撒まいていたのである。

　俺達を取り囲む位置に落とされた禁タ字リ刻ズ印マは、明津の呪じゆ文もんで意味を成して発現したのだ。

「今だ、みんな！　邪じや魔まな連中が近づけない内に、手近な警官を捕つかまえろ！」

　いきなり現れた炎に戸と惑まどいながらも、俺の合図で散開するクラスの仲間達。

　明津もその中に混まじり、手近にいた警官を思い切り殴なぐり倒して高笑いする。

「はっはー！　いつも邪魔くせえお巡まわり共を思いっきりボコれるなんざ、最高じゃねえか！」

　そう言って次々と周囲に立っていた警官を殴り飛ばす明津。

　明津に続いて、他の生徒達も数人がかりで怯ひるんでいた警官を羽交い締めにし始める。

　俺達を捕らえようとする他の警官達は、炎の壁が邪魔で近付けない。孤立した警官達を、俺達は寄ってたかって羽交い締めにし始める。

　包囲していたはずの俺達が、まさか反はん撃げきしてくるとは思っていなかったのだろう。

　来栖は犬歯を剝むいて苛いら立だった。

「……撃うて！　撃て！」

　校門から校舎へ駆け込んで来た警察官達が、来栖の背後に展開する。

　炎の壁越しに、一いつ斉せいに俺達へ銃じゆう口こうを向けて構える警官達。

　その指が引き金にかかる直前だった。

「おおっと。そこまでだぜえ、クソお巡まわり共ども！」

　殴り飛ばした警察官の１人を捕つかまえ、その首くび筋すじにナイフの刃はを押おし当てて見せる明津。

　他の生徒達も、羽は交がい締じめにした警官の首筋にカッターナイフなどを押し当てている。

　明津は心しん底そこ愉快そうに高笑いをしながら宣告した。

「てめえらと同じように〝俺達もこいつらを人質に取らせて貰もらう〟ぜえ。俺達に発はつ砲ぽうするってんなら、残念ながらこいつらの命は保証出来ねえなあ」

「……！」

　明津や他の生徒達が警官を人質に取ると、銃を構えていた他の警察官達の動きが止まった。

　その突然の静止に、来栖は愕がく然ぜんとしてしまう。

「どうしたと言うんです！　撃うて！　撃てってば！　警けい視し総そう監かんの命令ですよ！　今すぐこの目障ざわりな低脳共を撃ち殺せ！」

「……やっぱりな。誰にだって〝聞けない命令〟ってものがあるんだ。だから警官達に命令しても無駄だったんだろう？　〝自分で自分を人質に取れ〟なんてさ」

「！」

　俺はポケットに手を突つっ込んで、来栖に言ってやった。

「お前は他人から、地位や権力、影響力を奪うばったんだったな。だからだよ、来くる栖す。お前が持っているのはただの影響力であって、絶対の命令権なんかじゃない。この警けい察さつ官かん達は、警察官である前に、それぞれが〝気持ちを持った人間〟なんだ。俺達のような子供を撃うつ事には抵抗があるだろう。それに────仲間が人質に取られれば、命令であっても撃つのを躊躇ためらうさ」

　俺の思おも惑わくに気が付いた来栖は、一気に青ざめる。

　その瞬しゆん間かんだった。

　来栖の写像として操あやつられている警察官。

　その首筋の傍そばを漂ただよっていた赤い数値が、次々とカウントダウンを始めていく。

　数値は次々と０ぜろに変わり────来栖に繫つながれていた赤い鎖くさりにはヒビが入り始める。

　やがて鎖は、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけて崩ほう壊かいした。

　それは、命令に〝従う事をやめた〟警察官達が、来栖の写像関係から解放された瞬間だった。

　目前で次々と崩壊を始めていく、無数の赤い鎖。

　その様よう子すを、来栖は肩を落として呆ぼう然ぜんと見守っていた。

「……そんな……そんな……！」

　逆転された形勢に打ちのめされている来栖の目前で、さらなる変化が起きていた。

　警察官達に囲まれ、襲おそわれそうになっていた雪せつ名な。その周囲を守るように応戦しているクラスメイト達がいた。彼かれ等らを繫ぐように、次々と青い光の線が生まれていく光景が視みえていた。

　繫つながれていく新しい写像の関係。やがてその光の線は────雪名にも繫がった。

「視えているんだろう、来栖。弱い俺達が創り出す、誰にも負けない集合が」

　俺は不ふ敵てきに笑んで、来栖に言ってやった。

「お前が言っていた事は正しいよ、来栖。社会には上下の関係があって、命令する者と従う者がいる。けれどな、社会を形作る人間関係は、何も〝主しゆ従じゆうの写像関係〟だけじゃないはずだ。お前は完全に見落としていたんだよ────人と人とが思いやる〝優しさの写像関係〟をな」

「うあああああああああああああああ！」

　突とつ如じよとして、我を忘れて叫び出す来栖。

「こいつ等が役に立たないなら、私が直接、全員消し炭にしてやるまでです！」

　そう言った来栖の背中から────赤いｆの形状を重ねた翼つばさが広がる。

　広がった赤いスカラーの翼は、俺が来栖の屋や敷しきで視た時よりも遥はるかに巨大なサイズになっていた。頭部に輝くのは、Ｕの字をした天使の輪わ。だがその輪は２つに裂さけ、人間を１度に何人もまとめて飲み込めてしまう程ほどの、巨大な唇くちびるとなって宙を漂ただよっていた。

　来栖の頭上に漂う巨大な唇。その口こう蓋がいの奥で────青白いプラズマが燻くすぶり始める。

「校舎ごと全員炭にしてやるっ！」

　来栖の発した咆ほう哮こうのような怒ど声せい。

　俺と明あく津つは青ざめ、巨大な唇から発せられた青白い高熱の線を見上げるしかなかった。

　校舎へと伸びていく巨大な熱線。

　近くに立っている俺達の周囲にさえ、火傷やけどしそうな熱量の突とつ風ぷうが吹き付けた。

「────拡散度急速増大エントロピー・ブースト」

　そんな熱波の吹き付ける中で、涼すずやかな少女の声が囁ささやいた。

　校舎と熱線の間を遮さえぎるように展開された、普通の眼めでは視みえない巨大な魔ま法ほう円えん。

　青白いスカラーで記述された複雑極まる式が、隙すき間ま無く編み込まれて幾き何か学がく模も様ようを為なしている。その魔法円に衝しよう突とつした熱線は、急速に熱量を失って、大気中に霧む散さんして消えてしまう。

　それは────触れたエネルギーを急速に拡かく散さんさせてしまう数秘術アルケニツクの奇き蹟せきだった。

　俺と明津。そして来くる栖すは、地面に複雑な数式を書き込んでいた白はく髪はつの少女を見やった。

　炎ほのおの壁かべを背後に背負う、ドレス姿すがたの雪せつ名な。やがてその場でゆっくりと、静かに立ち上がった。

　炎を纏まとって、燃え尽つきながら虚こ空くうを舞い踊る枯かれ葉。

　その乱舞する枯れ葉の渦か中ちゆうで、緑色の双そう眸ぼうには淡い光が灯ともっている。

　俺は持ってきていたノートとボールペンを、黙って雪せつ名なの方へ放ほうり投げた。

　俺が投げたノートとペンを、雪名は空中で受け取った。

「…………許されるなんて、思ってもいなかった」

　俯うつむいたままの雪名は、炎の道を１歩、来栖へと歩み寄った。
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「こんな私がみんなに助けて貰もらえるなんて、考えた事さえなかった」

　雪せつ名なの周囲に、無む造ぞう作さに浮かび上がる無地のノート。ノートは弾はじかれたように自然とページがめくられ、空白のスペースを顕あらわにする。雪せつ名なは垂らした腕にボールペンを握り、カチリとその頭を押し出すと、ペンを剝むき出しにした。

「私は、１人ではこんなにも無力だ。心だってこんなに弱い。けれど、それを支えてくれる人がいるのなら。その弱さを許してくれる人達がいるのなら。私だってその人達を支えたい。私はこの命ある限り、何度だって彼かれ等らの敵に立ち向かおう」

　雪名は顔を上げ、来くる栖すを睨にらむ。その双そう眸ぼうには、溢あふれんばかりの涙が浮かんでいた。

「私の〝友達〟に指１本だって触れさせるもんか。お前の相手は、この私だ」

　雪名は剝き出しのペンの切きっ先さきを、来栖に突つき出して宣戦布告した。
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　来栖は笑い声を上げる。

　高らかに声を上げて天を見上げている来栖。やがて、雪名を向き直って言った。

「おめでたいんですねえ、皆さん」

　再び口調が戻りつつある来栖は、対たい峙じする俺や明あく津つ、雪名を見渡して肩を竦すくめて見せた。

「確かに、ここまであなた方が健闘する事は全くの想定外でした。写像化した警けい察さつ官かん達を無力化された上に、学校の生徒達を人質に取る事にも失敗してしまった。しかし、だから何だと言うのですか？」

　来栖は美しい顔を醜みにくく歪ゆがめ、不ぶ気き味みに微笑ほほえんだ。

「結果として、４日前のあの夜の状況に戻っただけではないですか。屋や敷しきで対たい峙じし、私を葬ほうむるに至れなかった、あなた方の敗戦の夜ですよ。あの時と何ら変わらない状況になった今、またもやあなた方には、私を葬る決定打はないのではないですか？」

　再び優雅に両りよう肘ひじを抱かかえ、来栖は張り出した胸で余裕を誇示する。

　確かに状況は、来栖を倒せなかったあの夜に似ている。

　非ひ力りきな俺と雛ひな木ぎ。明津。そして雪名。

　来栖と対峙している勢力図は、あの夜から変化がないように見える。

　だが、そんな来栖に言葉を返したのは、表情が冷たく変へん貌ぼうした雪名だった。

「お前を探していたこの４日間────私達が何の準備もしていなかったと思うのか？」

「……何ですって」

　雪名の言葉でたじろぐ来栖に、今度は俺が言った。

「屋敷でお前と相あい対たいした夜。俺は、お前が明津の銃じゆう弾だんから吸収したエネルギーの数値表記を視みたよ。その数値表記の下には、一いつ瞬しゆんだけだったが、分数の分母のようなものが視えた。だから推測したんだよ。もしかしたらお前の器うつわには〝許容量〟が存在するんじゃないかってな」

「！」

「やっぱりな」

　驚いている来くる栖すの表情を見て、俺は確信した。

「お前は災厄の数アルヘトスとして、未だ成長途中でしかないんだ。だから自分でも、自分の器うつわに許容限界がある事に気付いていなかったんじゃないのか。タデウスは、お前の成長段階が成熟期だとは言わなかった。つまりお前は今この瞬しゆん間かんまで、自分に吸収限界という弱点がある事を知らなかったんだよ。推測でしかなかったけれど、どうやら的てき中ちゆうしたみたいだな」

「……そ、そんな事……あるわけない……！」

　明らかに語調を崩くずして動どう揺ようしている来栖。

　そんな来栖に向かって、雪せつ名なが淡々と言葉を紡つむぎ始めた。

「────フランスとスイスの国境地帯・ジュネーブ郊外に、欧州原子核研究機構セルンと呼ばれる素そ粒りゆう子し物理の研究施設がある。研究所地下に埋うめられた全長27キロメートルに渡る円形の巨大加速器は、陽よう子しを限りなく光速に近づくまで加速させる事が出来る装置だ。それを用いた実験の数々によって得られたのが反陽子。いわゆる〝反物質〟と呼ばれるものだ」

　雪名の語る話の目的を理解出来ない来栖は、ただ油断なく雪名を睨にらむだけだ。

　雪名は来栖が注目する中、スカートのポケットに片手を差し入れた。話を続ける。

「光速に加速された陽子をタングステンに衝しよう突とつさせると、陽子は蒸発し、運動エネルギーが物質へと変化する。この時に生じるものが反物質だ。反物質は物体に接触すると対つい消しよう滅めつという現象を起こす。わずか１ｇの反物質から得られる対消滅のエネルギー量は、理論上は約90兆ジュール。長崎型原爆の総エネルギー量を上回る破は壊かい力だ」

　雪名は、スカートのポケットから何かを取り出した。

　握っていた手の平を解き、その中に収おさめられていたものが来栖に見えるよう、掲かかげた。

　────黒いビー玉。

　そうとしか表現できない、小さな黒い球体が、雪名の小さな手の平の上に載のせられていた。

　だがその黒い球体は、よく視れば微び細さいな青いスカラーの網あみによって周囲をコーティングされており、内部でも青白い光が激しく飛び交かっているように視みえる。

　その球体を見上げながら、雪名は断言した。

「────この中で４日間、私はずっと〝陽子を加速させ続けていた〟んだよ」

「！」

　雪名の言葉に、来栖は戦せん慄りつする。

　つまり雪名はこの４日間。

　スカートのポケットの中で陽子を加速させ続けていたという事になる。

「お前が何でも自分の器の中に収おさめてしまう〝集合〟の災厄の数アルヘトスだという事を知ってから、ずっと私も誠せい一いち君と同じ事を考えていたよ。お前が器であるという事は、つまり許容量が存在するのだろうとな。そして彼が視みた数値の話を聞いて、私も確信した。お前の器うつわに収おさまりきらない量の要素を投入されれば────器は壊こわれるという事を」

　雪せつ名なの冷たい眼まな差ざしに、来くる栖すの心臓が掌しよう握あくされる。

　それまで上品に振る舞い続けようとしていた来栖の額ひたいに、初めて無ぶ粋すいな脂あぶら汗あせが滲にじんだ。

　雪名は手にした黒い真空空間を虚こ空くうへ放ほうり投げる。すると黒い球体は、雪名の眼前の虚空で静止し、バチバチと青白いプラズマを放電させ始めた。雪名は続けた。

「あの夜、お前に雷を浴びせ続けたのは試すためだった。落雷を浴びせれば、お前はそのエネルギーを自分の集合の中に吸収しようとするだろう。だがどこかで許容量を超えれば、そのエネルギーはお前自身を破は壊かいして死に至らしめる。結果として落雷程度のエネルギー量では、お前の許容量をオーバーさせられない事はわかった。だから考えたんだよ。お前の器を完全破壊するためには〝常じよう軌きを逸いつしたエネルギー〟が必要だと。その１つの答えが対つい消しよう滅めつだ」

　雪名の宣告に、来栖は固かた唾ずを飲んだ。

　だが冷静になり、毅き然ぜんと来栖は雪名に言った。

「でも今の説明を聞く限り、あなたが反物質を生成するためには、タングステンが必要なんでしょう？　加速させた陽よう子しはそこにあっても、肝かん心じんのタングステンはどこにあるのかしら？」

　来栖の言葉に答えたのは、雪名ではなかった。

「はっはっはっはっは！　なるほどな、クソ冴さえ上がみ！　てめえが切り札だって言っていたのは、つまりこういう事だったのかよ！　まったく笑わせてくれるな、クソッタレ！」

　警けい察さつ官かんの首くび筋すじにナイフを押おし当てていた明あく津つが、来栖に向かって不ふ敵てきに笑む。

「全くよぉ、４日前から冴上と羽う鷺さぎで何か企たくらんでると思ってたら、こんなカラクリかよ。ホントてめえらは、とんでもねえクソ作戦を思い付いてくるもんだぜ」

　来栖との写像関係がなくなった警察官達は、ただ放心して佇たたずんでいるだけで害意はなさそうであった。だから明津は、羽は交がい締じめにしていた警察官を解放する。

　そして自みずからの手にしたナイフの切きっ先さきを、来栖に向けて言った。

「ここにあるぜ────〝タングステン製〟のオーダーナイフ」

「！」

　明津は手にしていたナイフを雪名に向けて投げた。

　虚こ空くうに幾度も円を描いて飛来するナイフを、だが雪名は器用に受け止めた。

　同時に、ノートに記き載さいし終えた数式を指先でなぞる。

　雪名がなぞった数式は青白く輝き、意味を成し始めた。

　記載された数式は、雪名の眼前に浮かんでいた黒い球体に一いつ瞬しゆんだけ閃ひらめいて消えた。

　そしてついに雪名は────黒い球体に手にしたナイフを突つき立てた。

「対消滅刃アニヒレーシヨン・ナイフ」

　呪じゆ詛そのような雪名の言葉と共に、ナイフの刀身は黒い球体を吸収してしまう。

　そして青白いスカラーの数式を、放射状に周囲へと撒まき散らした。刀身から帯おび状じようにいくつも展開される複雑な数式。数式をまとった青白いナイフを構え、雪せつ名なは来くる栖すに宣告した。

「反物質による対つい消しよう滅めつだ。落雷の比ではない。今度こそ確実に────お前の器うつわが砕くだけ散る程ほどのエネルギーだよ」

　そう言ってナイフを構えたまま、黙って来栖に向かって駆かけ出す雪名。

　流石さすがの来栖も理解したのだろう。

　雪名の言っている事は、おそらく正しいのだと。
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　────器の許容量を超えれば死ぬ。

「……いやだ……！」

　私は呟つぶやいた。頭中で幾度も反はん芻すうする。

　死にたくなかった。死にたくなどなかった。

　こんな時に。こんな場所で。こんな相手のために。

　ようやく完かん璧ぺきな存在になれるのだ。

　今まで願ってやまなかった至し高こうの存在に、やっとなれるのだ。

　それなのに、こんなところで潰ついえるのか。終わってしまうのか。これからこの国の人間全てを支配し、やがては世界を支配し。自分は誰も無視できないような存在になるはずだったのだ。

　それなのに────それなのに！

　羽う鷺さぎ雪名が跳ちよう躍やくする姿すがたが、スローモーションに感じられた。

　頭上に漂ただよう、赤いスカラーの唇くちびるを目め掛がけて飛来してくる羽鷺雪名。口こう蓋がいの中にナイフを突つき込むつもりなのだろう。羽鷺雪名の攻こう撃げきは、すでに避けられない間ま合あいではないか。

　どうすれば良い。どうすれば良い。どうすれば良い。

　そこで私は、近くにいた冴さえ上がみ誠せい一いちの姿すがたに気が付いた。

　即座に閃ひらめく。

　────冴上誠一を盾たてにすれば良いのではないか。

　冴上誠一と雪名は、私が見る限りでは親しい間あいだ柄がらだ。

　その冴上誠一を人質にされたのなら、雪名の攻撃の手は緩ゆるまるのではないか。

　仮にそうならなかったとしても、冴上誠一を盾にして攻撃を凌しのぐ事は出来るかもしれない。

　間に合うかはわからなかった。だが考えるよりも早く、僅わずかな生存のチャンスに賭かけて、私は冴上誠一に向かい、背中に生はえていた翼つばさを展開した。

　翼を実体化させ、冴上誠一の身体からだを絡からめ取って引き寄せる。それだけで終わるはずだった。

「駄目！」

　だが悲痛な叫びが、私の生存のチャンスを打ち砕くだく。

　実体化した私の翼に飛び付く人影。それは雛ひな木ぎだった。

　雛木にしがみつかれた私は、それ以上、冴さえ上がみ誠せい一いちに向かって伸ばした翼つばさを展開出来なくなってしまう。私の機き転てんは、雛木によって呆あつ気けなく途と絶ぜつされてしまった。

「離しなさい、カナエ！」

「離さないよ……もう絶対に離さない！」

　私は考え直す。冴上誠一を盾にする事は失敗したが、自分から飛び付いてきた雛木を盾にする事は出来るだろう。翼にしがみついている雛木を、羽う鷺さぎ雪せつ名なの軌き道どう上に放ほうり出せばそれで終わる。ナイフを構えてスカラーの唇くちびるに接近し終えていた羽鷺雪名は、もはや攻撃の手を止められなかった。もはや私が生き残るためには、雛木を盾にする以外に方法はないだろう。

「ごめんね、マイちゃん。せめて私が、ずっと一いつ緒しよにいるからね……！」

「……」

　やるのなら、もはや今この瞬しゆん間かんしかなかった。
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　頭上の唇の中に、羽鷺雪名は手にした対つい消しよう滅めつの刃やいばを深々と突つき込んだ。

　途と端たん、唇の奥────私の集合の奥深くに、強きよう烈れつな閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　私の頭上に漂ただよう、赤い唇。そこから光の奔ほん流りゆうが吹き出た。

　背中に生はえたｆの翼は枯かれ落ち、全身が無数に割さけて激しい鮮血が吹き出す。

　仰あお向むけに倒れた私の背中からは、鮮やかな赤い水が溢あふれていく。

　残酷な色。だが、冷酷な自みずからから流れ出ているとは思えない程ほどに温かい。

　その色の海に溺おぼれながら、私は小さな微笑ほほえみを浮かべていた。

　四し肢しに力は入らず────意識も朧おぼろ気げだった。

　遠く見上げた向こうには、羊ひつじ雲ぐもが浮かぶ秋の青空が広がっていた。目前に広がる青一色の世界。いつしかこんな空を、誰かと見上げていた事もあったような気がする。

　だがそれは遠く昔の事で、いつ、どうしてそうしていたのかも思い出せない。

「マイちゃん！」

　泣き顔で駆かけ寄って来る彼女。

　もはや動けない私は、情けないその顔を見上げるより他ない。

　駆け寄って来た彼女は、傷付いた私の手を握り、しゃがみ込んで私の顔を覗のぞき込んでくる。彼女の温かい手。私の頰ほおにこぼれ落ちてきた、彼女の温かい涙。

　彼女の温もりを感じながら、情けないその顔へと、苦し紛まぎれに微笑んでやった。

　彼女は私の手を固く握りしめながら、問いかけてきた。

「…………どうして……どうして私を庇かばってくれたの！」

　問われてみて、初めて私は考える。

「……どうしてかしらね。わからないわ」

　私は対つい消しよう滅めつのナイフを突つき込まれる直前に、彼女の身体からだを遠く突き飛ばした。

　咄とつ嗟さの事だった。無意識の事だった。

　友情とか、そんな馴なれ合いの気持ちなどではなかったと思う。

　ただ私はあの時、強く確かに感じていたのだ。

　────彼女を死なせたくない。

　それだけの気持ちだったのだ。

　私の砕くだけた唇くちびるは、まだ私の心を言葉にして発する事が出来るようだった。喋しやべる度たびに酷ひどくなる痛みを嚙かみ殺しながら、それでも私は彼女に伝えなければならない事があったのだ。

「不ふ思し議ぎね……今まで誰にも負けたくないと思っていたのに……今はこれで良かった気がする」

　誰にも負けたくなかった。誰もが自分の敵なのだと思っていた。

　だから、小さな頃ころから私は、ずっと独ひとりぼっちだった。

　友人と呼べるのは、頭も良くない。運動も出来ない。要領の悪い、劣れつ等とう生せいの彼女だけだった。けれど私にとって彼女は、ずっと掛かけ替がえのない存在に間違いなかったのだ。

「悔くやしいな……冴さえ上がみさんの言う通りじゃない。たぶん私……〝あなたに〟止めて欲しかった」

　彼女がいなければ、きっと私は生きる事に耐えられなかった。

　彼女がいなければ、きっと私は、こうして死ぬ時だって独りぼっちだった。

　彼女がいなければ。彼女がいなければ。

　彼女がいなければどうしようもなかった事は、私の中にはたくさんあり過ぎたのだ。

　長い間、完かん璧ぺきな存在になりたかった。誰からも放ほうっておかれたくなかっただけだった。

　両親と仲良くなりたくて。友達と仲良くなりたくて。けれど今ならわかる気がした。

　自分が本当になりたかったものが何だったのか。

　完璧な存在などではない。誰からも愛される存在などではない。誰からも無視されず、誰からも放っておかれない高こう尚しような存在などでもない。

　私は、こんな私の手を握ってくれる彼女の手を握り返した。

　涙で歪ゆがんだ視界の中に、彼女の姿すがたが滲にじんで見えなくなっていく。

「ああ……なんだ……そうだったのよ……」

　震ふるえる唇くちびるで、私はようやく答えに辿たどり着けた。

　なりたかったのだ。誰とでも仲が良くて。誰とでも打ち解けられて。誰にでも優しく出来る。

「私はずっと…………………………あなたになりたかったんだ……」

　話せる友達の少ない私にいつも話しかけてくれたのは、たくさんの友達を持つ彼女だった。

　両親に叱しかられて泣いている時に励ましてくれたのはいつも、優しい彼女だった。

　道を間違え、人を殺し続けた私のために今泣いてくれているのは────彼女だけだった。

　私の持っていないものを何でも持っている彼女。

　それが羨うらやましくて。憎くて。

　だから彼女に認めて欲しい一心で、私はこんなにも壊こわれてしまっていた。

　私は彼女に伝えようと、残された最後の力を振り絞しぼる。その一ひと言ことが言えたのかどうか、遠ざかる意識の中では、もはやわからない。けれど彼女に届いて欲しいと、ただ唇くちびるを動かし続けた。

「ありがとう……何でもない私を……ずっと好きでいてくれて……」

　私の視界から光が失われる一いつ瞬しゆん前だった。

　微かすかに、私と彼女を結ぶ青い光の線が視みえた気がする。羽う鷺さぎ雪せつ名なと、そのクラスの仲間達を繫つないでいた、あの青い光だ。けれど、何も見えなくなってしまった今となっては、もはやそれが本当だったのかすらわからない。

　私の眼めが開く事は、もう２度とないだろう。

　心残りがあるとすれば────きっと〝親友〟を酷ひどく泣かせてしまうであろう事だった。




　　　　■■■




　力尽つきた来くる栖すの胸の上で泣きじゃくっている雛ひな木ぎ。

　その傍かたわらで、雪せつ名なも悲しげに佇たたずんでいた。

　痛ましい２人の姿すがた。

　だがそのすぐ傍そばでは対照的に、勝利を喜び合う校内の生徒達の姿があった。

　それはそうだろう。何も知らない生徒達からすれば、突然、学校に押おし入ってきた来栖真ま意いという怪かい物ぶつを、力を合わせてやっつけたのだ。

　単純に彼かれ等らは、その勝利を喜び合っているのである。

　そんな様よう子すを傍はたから眺ながめていた俺は、少し肩の力が抜けてしまう。

　近くに生はえていたイチョウの木に背中を預け、その場で脱力して座り込んでしまった。

「流石さすがに疲れたのかい？」

　俺に話しかけてきたのは、聞き慣れない声だった。

　学校の生徒かと思って傍らを見てみれば……そこには見慣れない少女が立っていた。

　ブロンドのショートヘア。青い色をした瞳ひとみ。中学生くらいの少女だった。フリルの付いたゴスロリっぽい黒ワンピースを着た彼女は、全く以もつて見覚えのない外人の少女だ。

　生徒ではなく、どう見ても部外者の少女の登場に、俺は怪け訝げんな顔を返してしまう。

　だが少女は片手に────見覚えのあるブラックケースを提さげていた。

　そのケースを持っている細い手首には、手て錠じようがはめられている。
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「やあ、ボクだよ」

　そう言って涼すずしげに微笑ほほえみかけてくる少女。

　俺は驚く。だが恐る恐る、その事実を口にして確かめようとする。

「まさか……タデウスなのか……！」

「おや、驚いているのかい。何だ、明あく津つクンから聞いていなかったのかな。まあ、彼は説明が上う手まくないから仕方ないかな。そうだよ、ボクはタデウス。この通り生きているよ」

　目の前に現れた少女はタデウスと名乗った。

　そんな馬ば鹿かな！

　俺が知っているタデウスは、喪も服ふくを着た男だ。こんな愛らしい少女などではない。

　タデウスと名乗った少女は、「よっこらしょ」と呟つぶやきながら俺の横に座り込んできた。

「改めてだが、自己紹介しておいた方が良さそうだね。ボクはこの地上において、教団の意志を執しつ行こうする者。第10の執行官、タデウスだ。ボクの司つかさどる執行は〝隠いん匿とく〟だよ」

　タデウスは校内ではしゃぎ回っている生徒達を見つめながらそう言った。

　俺はタデウスと名乗る少女の言葉を、とりあえず黙って聞いてみる事にした。

「今回の事件は、実に多くの問題を生み出しているよ。何せ来くる栖す真ま意いは派手に暴あばれすぎた。隣りん市しの住人や、警けい察さつ組織に、国内企業だろ。それにマスメディアやヤクザ。とどめはこの学校の生徒達だよ。これだけ多くの表社会の人間達に、災厄の数アルヘトスのような数の異端ヘテロ・ナンバーが存在する事を知られてしまうのは、好ましくない事なんだ」

「い、いったい何が言いたいんだよ」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言えばね、ボクは彼かれ等ら全員の〝記憶を消さなければならない〟んだ」

「……何だって！」

　俺はタデウスの言葉に驚く。俺は身を乗り出して、タデウスに尋たずねざるを得ない。

「全部……消してしまうのか」

「ああ、全部だ。来くる栖す真ま意いの起こした事件の全容。この学校で起きた事件も全てね」

「どうやってだよ……！」

「執行官には１人に１つずつ〝主に許された数ロザリア・ナンバー〟と呼ばれる特とく殊しゆな集数媒体アーテイフアクトが与えられるんだ。ディエゴも妙みような刀を持っていただろう。あれがそうさ。ボクの場合はこの箱。これは通称〝禁忌の箱エンノイア〟と呼ばれている」

　タデウスは手にしていたブラックケースを掲かかげて見せた。そうして続ける。

「ボクは肉体を持たない、いわゆる思念体と呼ばれる存在に近くてね。実はこの肉体は、ボクの本体じゃないんだ。そうだな、こう考えてくれ。ボクをパソコンに喩たとえれば、この箱がＯＳ。肉体は交換可能なハードウェアだ。普段はこの身体からだを使用しているんだけど、初めて君に会う時は、やっぱり大人おとなの姿すがたの方が信頼して貰もらえるんじゃないかと思ってね。でもあの身体は雛ひな木ぎクンを庇かばうために壊こわしてしまったから、もう使えないんだけど。残念だなあ」

「……冗談だろ」

「冗談じゃないよ。ええっと、こんな時は何て言うんだっけ。ああ、そうだ。マジだよ、マジ」

　タデウスは冗談じゃない事を、冗談めいて言った。

「アハハ。まあちょっと話が逸それそうだから戻すけどね。ボクは肉体を持たないから、他人の脳内で行われている電気信号の中に割り込む事が出来るんだよ。同時多発的にね。人間の脳内で行われている電気信号のやり取りは、トランジスタロジックにそっくりだ。１か０かの数値信号の組合せで意味を成す事が出来る。これをバイナリーデータと呼ぶんだけど、それを書き換かえて改かい竄ざんする事で、みんなの記憶を思いのままにってわけなのさ」

　とんでもない事を気楽に言って退のけるタデウス。

　常識めいた言動をしているというのに、その実はとんでもない非常識だ。

　俺はようやく、目の前の少女が、あのタデウスであるのだという実感を持ててきた気がした。

「ボクの能力は便利でね。例えば他人の記憶野やを破は壊かいして記憶喪そう失しつにしたり、災厄の数アルヘトスに能力の使い方を忘れさせる程ほど、自我を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやる事も出来るのさ。まあ、そこまでの事をやるには色々と面めん倒どうな前提条件もあるんだけど。ただ今回の来栖真意に関しては例外だった」

「……」

「彼女は他人の要素を自分の器うつわの中に取り込む事が出来る力を持っていた。ボクと似ている力だからこそ、ボクは下へ手たをすれば彼女の中に取り込まれる危険性があったんだよ。ボクの力が彼女に奪うばわれでもしたら大変さ。だから明あく津つクンや君達に頼るしかなかったってわけさ」

「……さっきから何が言いたいんだよ」

「君達の働きに感謝している。そう言えば、伝わるのかな？」

　タデウスは俺の顔に向き直って言った。

「君の資質は、ボクも想定外のものだったよ。ディエゴから聞いていた通りさ。君はどうやら本物の〝数の支配に屈しない者アンチリテラル〟になり得るのかもしれないな」

「アンチ……なんだって……？」

「そうだな。喩たとえて言うなら────歴史上に存在した英雄達の事さ。もしも君が本物なら、どんな強力な数の異端ヘテロ・ナンバーも、高貴なる血族ノーブル・ブラツドも、いずれ君の秘めた力には敵かなわなくなるだろう」

　タデウスは予言めいた口ぶりで苦笑する。

「それよりも忘れていた事があるんだけどね」

　タデウスはその場で立ち上がった。

「君を雇やとう、という話をしていた途中だっただろう。返事は聞かせて貰もらえなかったけれど、それでもボクは君の働きには報ほう酬しゆうを支払うべきだと考えているんだ。何か望みはないのかい。お金でも、結構な額を用意する事が可能だよ」

　報酬をくれるのだと言っているタデウス。それはとても魅力的な提示だった。

　結構な額と言っている事から考えても……妹の学費を賄まかなえるくらいの報酬は貰えるのかもしれない。どうしたものかと少し悩んだ挙あげ句く、俺はふと、遠くではしゃいているクラスの仲間達の姿すがたを見つけた。

　クラスのみんなに、頭を下げて謝あやまっている雪せつ名な。

　きっと自分の両親の事を、内戦の被害者である全員に謝しや罪ざいしているのだ。

　そんな頭を下げている雪名に、全員が微笑ほほえみかけている。雪名の肩を叩たたき、ふざけて肩を竦すくめている弘ひろ樹き。いつも通り眼鏡めがねを指先で持ち上げて気取っている国こく分ぶ。

　クラスのみんなは雪名の真実を知りながらも、それでも雪名を許そうとしていた。

「……記憶を部分的に残す事は可能なのか」

「簡単な事さ。けれど代わりの記憶と辻つじ褄つまが合うように、多少の改かい竄ざんはするけれどね」

　呆あつ気けなく答えて見せるタデウス。

　なら、俺の求める報ほう酬しゆうは１つだけしか思い浮かばなかった。

「じゃあ頼む。今のみんなのこの気持ちを────消さないでくれ」

　俺の言葉に、しばらく沈黙してしまうタデウス。だが嘆たん息そく混まじりに答えてくれた。

「欲がないんだね、冴さえ上がみクンは。まあ良いさ。承知したよ」

　一ひと言ことを残し、次の瞬しゆん間かんには傍かたわらのタデウスの姿すがたは消えていた。

　俺は紅葉しているイチョウの葉の向こうに、爽さわやかな空を見上げる。

　……孤独だった来くる栖すが力尽つきても、その空の色は変わることさえない。

　けれど、この空が来栖の死を悲しんでくれるのかどうかが重要ではないのだ。

　そんな風に、ただ思い続けた。







エピローグ







　体育館の入り口。

　クラス劇を見るために並んでいる観客列の横で、俺は秋あき月づき刑事と話し込んでいるところだった。俺達のクラスの劇を観みに来てくれた秋月刑事だったが、上映前にやって来てくれたため、少しだけ話す時間が取れたのである。

　俺は秋月刑事に事の顚てん末まつを話し、聞いて貰もらう事が出来た。

　来くる栖す真ま意いの事。タデウスの事。学校で起きた事件の事。

　どうやらタデウスの言っていた事は本当だったようで、そうした事件が起きた事は一いつ切さいが世間から忘れ去られているようだった。秋月刑事も、俺に言われて来栖真意の失しつ踪そうの話を知ったくらいである。

　────起きた事実を書き換かえてしまうタデウスの力に、俺は少し寒気を感じた。

　俺から聞いた話に逐ちく一いち驚いている様よう子すの秋月刑事。だが逆に、俺も秋月刑事から聞いて知った事もある。どうやら警けい察さつは、タデウスの記憶操作によって今回の連続殺人を迷宮入りにしたようだ。俺や明津の疑いは晴れたのだが……釈しやく然ぜんとしない気持ちはあった。

　秋月刑事は俯うつむき加か減げんで、申し訳なさそうに俺に謝しや罪ざいをしていた。

「今回は役に立てなかったみたいで、ごめんなさいね」

「気にしないでくださいよ。別に秋月さんが悪かったわけじゃないんですから」

「……んー。今度焼き肉奢おごるから！」

　手の平を合わせて謝あやまる秋月刑事。その言葉を耳にした俺は、親指を立てて答えた。

「確かに聞きましたよ。妹も一いつ緒しよによろしくお願いします。忘れませんからね」

「う……わかったわよ。でも給料日後にして欲しいわね」

　取調室での息の詰つまるやり取りが噓うそのように、秋月刑事は気さくに笑って冗談を交まじえてくる。

　妙みような話だが、俺は秋月刑事と砕くだけた話が出来た事で、ようやくこの事件の全てが終わったのだという事を実感出来た気がした。何というか、それ程ほどに秋月刑事はいつも張り詰めた空気を纏まとっているからだ。

　秋月刑事が緩ゆるんでいる時は、きっと世の中も緩んでいる時なのだろう。

「……とまあ、冗談はさておき」

　急にいつもの張り詰めた空気に戻る秋月刑事。

　俺は背せ筋すじが伸びる思いで、秋月刑事の言葉に耳を傾けた。

「冴さえ上がみ君の話はよくわかったわ。私達が忘れているだけで、この街やこの学校で、本当は何が起きていたのか。来栖真意が〝集合〟を操あやつる災厄の数アルヘトスであったという事実も……ね」

　秋あき月づき刑事は腕を組んで、視線を鋭く細めた。

「そうすると、１つだけ疑問が残るわ」

「疑問って、何ですか」

「来くる栖す真ま意いを災厄の数アルヘトスにした〝原因〟となったものは、結局何だったのかしら」

「……！」

　秋月刑事に言われて、俺はようやく思い至った。

　実に単純な盲点である。災厄の数アルヘトスとしての来栖の力に圧倒されていたため、何が来栖を災厄の数アルヘトスにしてしまったのか。その原因に関する部分は思考の外に追いやられていた。

「東とう京きよう内ない戦せんの時、災厄の数アルヘトスを生み出す材料である変ア革ルのベ石ドは、その全てが失われているはず。それなのに、来栖真意という災厄の数アルヘトスが発生した。来栖は一体、どうやって災厄の数アルヘトスになったのかしら」

「……」

「ごめんなさい。本番前に余よ計けいな話をしてしまったわね。この件について調べるのは私の仕事だから、冴さえ上がみ君は気にしなくていいわ」

「……俺が手伝える事があれば、何でもやりますよ。遠慮せずに言ってください」

「気持ちは嬉うれしいけど、後は大人おとなに任まかせておきなさい。さあ、いつまでも私なんかと喋しやべっていないで、早く戻ってお姫様に会ってきてあげなさいよ」

　そう言って、俺の背中を無む理り矢や理り押おしやる秋月刑事。

　俺は秋月刑事に追い払われるようにして、渋々ながら参加者の控ひかえエリアへと戻る。

　振り向いた時、秋月刑事は観客列に並んでいた。

　秋月刑事は微笑ほほえんで、俺に小さく手を振ってくれた。




　　　　■■■




「あああああああ無念だあああああ！」

　体育館裏の控え室に、弘ひろ樹きの絶叫が木霊こだましていた。

　もうすぐうちのクラスの劇を上演する出番だが、本来の王子役であった弘樹は出演出来ない状態になっていた。何せ骨折した腕にギプスを塡はめて、肩から包帯で吊つっているのだ。

「何でだよ何でだよぉ！　自転車でこけて骨折しちゃう王子とか何なのよ、俺！　白馬に跨またがる以前の問題じゃないのお、これええ！」

　不満たらたらで愚ぐ痴ちっている弘樹。だが何な故ぜかクラスの一同からは、同情ではなく失笑が寄せられている。弘樹は、小道具の王おう冠かんを頭に載のせている俺を指差して喚わめいた。

「良いよな、誠せい一いちはさ。王子の代役なんて、脚本と台詞せりふが全部頭に入ってるお前くらいしかいないもんな！　良いよな良いよなあ！　白雪姫ちゃんとイチャイチャ良いよなあ！」

　だだっ子のように、パイプ椅い子すに座りながら脚をバタバタしている弘ひろ樹き。

　俺はあまりにも幼稚なその態度を、呆あきれた半眼で見やった。

　どうやらクラスの全員が、先週学校で起きた事件を忘れているようだった。

　実は、文化祭は先週の土日に開催されていた。

　しかしタデウスの記憶改かい竄ざんにより、全校生徒が今週の土日を文化祭だと認識しているようだった。そのため、俺は２度目の文化祭を、今日になって仕切り直しているのだ。

　弘樹の腕の骨折は、弘樹が言うように自転車から転ころげて折れたものではない。

　雪せつ名なに襲おそいかかった警けい官かんの警棒ぼうを、腕で受け止めたたせいで折れた、というのが真相である。

　他にも軽い怪け我がをしているクラスの仲間は散見できたが、全員が先週の正確な記憶がないため、自分の怪我の理由がちょっとした事故だと思っているようだった。

　劇本番前日にクラスの大半が怪我をしている状況から、いつしか俺の書いた脚本は〝呪のろいの白雪姫〟と呼ばれる有あり様さまだ。

　何とも不名誉な話である。

「……おい、冴さえ上がみ。この脚本作ったのはお前なんだってな……！」

　着々と王子の格かつ好こうに着替えている俺を、背後から明あく津つが呼びとめた。

　振り向いた俺は────明津の面おも白しろい格好を見て盛大に吹き出してしまう。

　等身大の巨大な木のハリボテ。

　その幹みきの中央に、顔を出す穴が設もうけられている。その穴から覗のぞいている目つきの悪い顔が明津だったのだ。笑い転げる俺やクラスの一同に、明津は顔を紅こう潮ちようさせながら喚わめいた。

「ざっけんなよ！　何で俺が木の役Ａとかふざけた格好しなきゃいけねえってんだ！」

「仕方ないだろ。雛ひな木ぎは先週の騒動で怪我してるし。代役はクラス内から選出しなきゃいけないルールになってるんだ。他の役に就ついてなくて、代わりやれるのってお前くらいだろ」

「だからって何で俺がこんな舐なめた格好で出演しなきゃなんねえんだよ！　壇だん上じよう隅すみで立ってるだけの役だろ！　漬け物石にだって代わり出来んだろ！　舐めてんのか、ああっ！」

「……嫌いや……だったかな？」

　明津の背後で、心配そうに明津の姿すがたを見やっている雪せつ名ながいた。

　その登場に、クラスにちょっとしたどよめきが起こる。

　唇くちびるに引いた真しん紅くのルージュ。白雪姫の白いドレスに見を包んだ雪名の美しさは────クラスの一同に感かん嘆たんの溜ため息いきをもたらす程ほどのクオリティだった。

　クラスの女子の手で、完全なメイクアップをした雪名。

　その煌きらびやかな瞳ひとみに見つめられ、明津は引き攣つった顔に脂あぶら汗あせを滲にじませながら後あと退ずさった。

「うぐうっ……！」

「ごめんね、明津君。台詞せりふがない役だから、明津君にも代役出来ると思って、私からも推薦したんだけど……なんか嫌だったみたいで……」

「とおおんでもねえですって、師し匠しよう！　木という大役、見事やり遂とげて御ご覧らんに入れますから！」

　そう断言して背せ筋すじを伸ばす明あく津つ。

　明津は木の格かつ好こうで、気合いの入った敬礼をして見せた。

　それを傍はた目めに見ていた弘ひろ樹きは、着替えている途中の俺に耳打ちして問いかけてきた。

「なあ……明津が羽う鷺さぎちゃんの事を師匠って呼んでるけど、ありゃ何のプレイだ？」

「ああ、なんか明津は雪せつ名なに弟子入りしたみたいなんだよ。まあ、一方的になんだけど」

「弟子入りって、羽鷺ちゃんから何教わるんだよ」

「えーっと、なんというか……占うらないっていうか、術っていうか、そういうヤツだ」

「……ッぷ。なによなによー。明津ちゃんってあーんな怖い顔しちゃって、占いとかそういうスピリチュアルなものを信じちゃう乙女おとめ男子ってヤツなわけ。やっだーきっもー」

「てめえの馬ば鹿かみたいにでかい声はな、聞こえてんだぞ、クソ幸ゆき村むら……！」

「げえええ、明津！　んじゃあ誠せい一いち君、俺は怪け我が人だから可か及きゆう的てき速すみやかに観客席でお前の勇姿観みてる事にするからな！」

　そう言って駆かけ足で退散していく弘樹。

「あ、おい、てめえ待てよ、幸村！　ぜってぇにしばく！」

　弘樹の後を、木のハリボテを着たまま追いかけて行く明津。程ほどなくして、２人の姿すがたが消えて行った観客席の方から笑い声が聞こえた。おそらく木の格好をしていた明津に、観客が盛大にウケたのだろう。きっと明津は怒り心頭だ。さようなら弘樹、お前の事は忘れない。

「明津って、思ってたより悪い奴やつじゃなさそうじゃん」

「ああ、意外だよな」

　クラスの仲間達の呟つぶやきを耳にしながら、俺は苦笑してしまう。

　着替え終わった俺は、クラスの連中と一いつ緒しよに控ひかえ室を後にした。緞どん帳ちようが下りたステージ裏に背景や大道具をセッティングしている生徒達を見やっていた俺。

　その中に、俺は彼女の姿を見つける事が出来た。

「雛ひな木ぎ」

「あ～、冴さえ上がみくんだ～」

　雛木も俺の姿を見つけたのだろう。元気よく、パタパタと手を振って近づいてくる。

「怪我はもう良いのか」

「う～むむ……ボチボチだよ！」

　雛木は、痛めた腰こしを摩さすりながらＶサインをして見せた。いつも通り、ノンビリした雰ふん囲い気きの雛木の笑顔に、俺もつられて微笑ほほえんでしまう。俺はふと、雛木の片耳に付けられたイヤリングに気がついた。ケルト十字を模もした、洒落しやれたイヤリングだ。

「そのイヤリングって」

「あ、うん……」

　雛ひな木ぎは、寂さびしげに双そう眸ぼうを細めた。

「みんなが先週の事を忘れちゃってるの、わかってるんだよ」

「な……雛木、お前は覚えてるのか……！」

「うん。たぶん、私と冴さえ上がみくんと雪せつ名なちゃん。あと明あく津つくんは覚えてるみたいだね」

　雛木の告白に、俺は驚いてしまう。

　タデウスに俺が頼んだのは、みんなの記憶の中から、雪名の両親の事を許した記憶をなくさない事である。俺と雪名、明津が昨日の事を記憶しているのはおかしくないが……雛木までもが覚えているというのは予想外だった。教団からのとんだサービスである。

　雛木はイヤリングに触れながら、温かいいつもの微笑ほほえみを浮かべた。

「みんなに忘れられちゃうのは、可哀かわい想そうだから。せめて私がいつまでも忘れないように。そのために貰もらったの」

「……そうか。雛木は強いな」

「それは、冴上くんの方だよ」

　僅わずかに赤らむ雛木の頰ほお。そう言って雛木は、俺の肩を勢い良く叩たたいた。

「王子様役。頑がん張ばってきてね、冴上くん！」

「ああ」

　雛木に活を入れられた俺は、俄が然ぜんやる気を出す。賞金が欲しいというのも勿もち論ろんあったが、雪名の過去をクラスのみんなが共有している今────１つになれた気がしていた。

　この劇合戦。俺達が負けるはずがないだろう。




　　　　■■■




　壇だん上じようの劇は、クライマックスに差しかかっていた。

　雪名の入った木もつ棺かんの周まわりで、泣き崩くずれた演技をしている７人の小人役の生徒達。そこに王子役の俺が登場し、台詞せりふを言う。雪名が横たわっている棺かん桶おけに歩み寄った俺は、そこで小人役の連中の台詞が終わるのを待った。

　眼下には────白雪姫の格かつ好こうをした雪名が仰あお向むけに寝ている。雪名は緊張しているのだろうか、耳まで真まっ赤かにしながら、下から俺の顔を見上げていた。雪名を凝ぎよう視しするわけにもいかない俺は、観客席の方に顔だけを向けながら、眼下の雪名に「落ち着け」とアイサインを送った。雪名は俺の意図を把は握あくしたのだろう。棺桶の中で、小さく何度も頷あなずいて見せた。

　やがて小人達の台詞が終わり、俺の台詞になる。

　白雪姫に口づけをし、白雪姫が死から蘇よみがえるシーンである。

　俺は台詞を言った後に、木棺の横に片かた膝ひざを付ける。そうして────木棺に顔だけを突つき入れて、観客席からはあたかも口づけをしているように見せかけた。

　流れ始める壮大な音楽。この曲が終わるまで、俺は棺かん桶おけに頭を突つき入れていなければならない。息がかかる程ほど、間近にある雪せつ名なの顔。実際に口づけをしているわけではないというのに、かなり気まずい。俺達は棺桶の中で、お互いに眼めを逸そらしながら赤くなってしまっていた。

「────君はあの時」

　木もつ棺かんの中で、雪名が小声で囁ささやく。

「微笑ほほえむのは、相手に優しくしたいからだって言ったよね」

　耳元にかかる雪名の言葉と、小さな吐と息いき。上演中という事もあるが、俺は取り乱しそうになっている自分を必死に牽けん制せいして黙り込んでいた。だが雪名は、愛いとおしげに俺の眼を見上げた。

「君はいつも、私の知らない事を教えてくれる。君はいつも、私に新しい未来を指し示してくれる。クラスのみんなに分かって貰もらえなくても……君は、いつも私を理解してくれようと必死になってくれていた」

　潤うるんだ瞳ひとみが、もの欲しげに俺の顔を見上げていた。

　雪名は頰ほおを染そめながら、だがその瞳に涙を滲にじませて言った。

「あの時は届かなかったみたいだったけど、今ならもう１度言える気がする」

「……」

「君はどんな時も、いつも私に微笑んでくれる。すごくね……すごく、嬉うれしいんだよ」

　雪名は頭を僅わずかに持ち上げた。そうしてコツリと、俺の額ひたいに、小さな自分の額を押おし当てた。雪名は瞼まぶたを閉ざして言った。

「……ありがとう」

「……」

　曲が終わった。

　俺は雪名の身体からだを、木棺の中から掬すくって持ち上げた。軽くて小さな身体。彼女の身体は簡単に持ち上がってしまう。雪名は俺の頭の後ろに腕を回し、そして俺の頭を抱き寄せる。

　白雪姫が蘇よみがえったところで、観客席から拍手が沸わいた。暗い観客席には、拍手している秋あき月づき刑事や、わざとらしくハンカチを嚙かんで悔くやしがっている弘ひろ樹き。そして周まわりには、クラスの仲間達がいた。俺は雪名の耳元に、誰にも聞こえないくらいの小声で言った。

「見ろよ。もうお前が、誰にも影響できないφからだなんて言わせないぞ」

　歓声の中で、雪名の頰には一ひと筋すじの涙が流れ落ちた。

「……うん……！」

　台本にないその涙は、宝石のように、いつまでも白雪姫の頰に輝き続けていた。







　　　　あとがき







　ある年の、３月の事でした。

　会社員の私は、部長からの依頼で、部内歓迎会の幹事を務つとめる事になりました。

　５年間の海外駐在から帰国し、４月から同じ部署に配属となる先せん輩ぱいの歓迎会です。

　先輩を歓迎するために、部署の全員が集まった大だい宴えん会かいは、二次会のカラオケまで盛り上がりました。楽しい宴会の最後に、「明日から同じ部署になるけど、頼りにしてるよ！」と、お互いに声を掛かけ合って解散しました。

　そんな１夜の翌朝でした。

　────先輩はお亡くなりになりました。

　朝の始業時間が過ぎても現れない先輩に、誰もが「おかしい」と感じていました。

　間もなく部長が部内の緊急集会を行い、集められたその場で、我々は聞かされました。

　先輩は通勤中、駅のホームで急に倒れて、そのまま亡くなったのだと。

　死因は心しん筋きん梗こう塞そく。心臓の停止だったそうです。

　……わけがわかりませんでした。

　昨日まで普通に生きていて、数時間前まで一いつ緒しよに吞のんだり喋しやべったりしていた人なのです。

　その人が、いきなり「死んだ」と言われたところで、まるで現実味がありません。

　お通夜は、当然ながらとても辛つらい雰ふん囲い気きでした。

　５年間の海外滞在から帰国したばかりの夫を失った奥さん。残された２人の娘さん。

　通夜に参加した本部長達も、「死ぬには若すぎる」と、歯を食いしばっていました。

　私はその時、改めて思いました。

　何気なく見える日常の中で、私達は確かに死と隣となり合わせで生きているのだと。




　２０１１年の３月。

　私は再び、日常の中に潜ひそむ死を思い知らされました。

　東日本大震災を経験された方々は、みんなそうでしょう。

　昨日まで。

　一緒にいる事が当然であった人達が、まるで現実感がないまま、失われてしまったのです。

　……その胸中は察さつして余りあるものです。

　本当に、心よりお悔くやみ申し上げます。




　まだ生きている私達は、当たり前の事ながら、死んでなどいないのです。

　だからこそ、この悲しみや絶望を背負う事になるでしょう。それは重荷かもしれません。

　しかし、我々はもう十分に傷付いた。

　いつまでも死んだように生きる必要はないのです。

　私如ごときが言う資格などないかもしれませんが、今は未来のために立ち上がるべき時です。

　精せい一いつ杯ぱいに日々を過ごし、それぞれが望んだ未来のために生きる。

　その当たり前が、次の世代達のために、今必要なのだと感じています。




　さて。

　そんな国難の中でも、変わらず懸けん命めいに私を支えてくださった編集さん。本当にありがとうございました。それ以外にも、本著をこうして世の中に発信出来ているのは、出版に携たずさわる多くの方々が、非常時にも弛たゆまぬ努力を続けて下さったおかげです。ありがとうございます。

　私はただのサラリーマンであり、ただの物書きでしかありません。

　義援金を用意したり、普段通り働いたり、読者さんが喜んで下さるお話を書く努力をする。

　それぐらいの事しか出来ません。

　情けない程ほど、微々たる力しかありませんから。

　しかし、国中からそんな微々たる力が集まり、巨大な〝集合〟となった時。

　どんな困難にも負けない、強い力となる事を願っています。




　この本を手に取って下さった方。

　お見苦しい著者の後書きにまで目を通していただき、ありがとうございます。

　もしも本書をお楽しみいただけたのなら嬉うれしいです。

　また近いうちにお会い出来るよう、精一杯に頑張ります。











うづき
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はスーツ。某社の技術系会社員です。業務内容は、お客様と笑顔で罵り合う会議に参加したり、真心を込めて仕様書に駄目出しするなどの多岐に渡ります。夜は物書き。毎日、朝陽を見るまで執筆してます。
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笹ささ森もりトモエ

今年は風邪をひかなかったと思った矢先にいただきました。ありがとうございます。年末はぶりしゃぶを生でペロペロしたら胃腸炎にかかりました。親知らずはあと三本です。
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